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（開会 午前９時30分） 

◎議長（小池弘基君）  

改めまして、おはようございます。 

令和５年第２回６月定例会が開催されますが、おととしの４月改選で議員になら

れた方におかれましては、２年がたちました。新型コロナの影響で、議員活動も思

うようにできなかった時期ではありますが、ようやく幅広い自由な活動ができるよ

うになりました。本当に喜ばしい限りでございます。今後とも、ますます町政の発

展のために尽力していただきますよう、お願いいたします。 

町議会におきましても、５月３日に議会から５名の議員が、博多どんたく港祭り

のパレードに参加し、大いに盛り上がりましたことを御報告いたします。また、５

月14日には、粕屋町バラまつりが、昨年を上回る１万3,200名の来場者があり、盛

大に開催されました。人々が触れ合うこのような行事が、これまでどおり開催され

ることに感謝申し上げ、ますますの発展を希望するものであります。 

本日、議席番号４番、宮﨑広子議員から欠席の届けが出されております。 

ただ今の出席議員数は、15名であります。定足数に達しておりますので、ただ今

から令和５年第２回粕屋町議会定例会を開催いたします。 

直ちに、本日の会議を開きます。 

本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 

◎議長（小池弘基君）  

日程第１、会議録署名議員でございますが、会議規則第127条の規定により、議

長において４番、宮﨑広子議員及び６番、井上正宏議員を指名する予定でございま

したが、本日、宮﨑広子議員が欠席のため、８番、鞭馬議員に変更いたします。 

よって、会議録署名議員の指名は、６番、井上正宏議員及び８番、鞭馬直澄議員

を指名いたします。なお、お手元の議事日程表第２ページの議事日程第１号、第

１．「会議録署名議員の指名」４番と６番を、６番と８番に修正をお願いいたしま

す。 

また、本日は気温も高くなりそうでございますので、上着を取られる方は取って

いただいて結構ですので、申し添えます。 

◎議長（小池弘基君）  

日程第２．「会期の決定」を議題といたします。 

お諮りいたします。 

今期定例会の会期は、本日から６月13日までの12日間といたしたいと思います。 

これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 
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◎議長（小池弘基君）  

御異議なしと認めます。 

よって、会期は本日から６月13日までの12日間と決定いたしました。 

◎議長（小池弘基君）  

日程第３．「諸般の報告」を行います。 

粕屋町議会では、令和４年度に議会基本条例の検証を行いました。この検証結果

をもとに、この４月より、早稲田大学マニフェスト研究所 一般社団法人 地域経

営推進センターの中村先生より、粕屋町議会基本条例検証の外部評価を行っていた

だいております。議会基本条例の理念に沿った議員活動が、より一層活発になりま

すことを願っております。 

◎議長（小池弘基君）  

日程第４．「行政報告」及び日程第５．「議案等の上程」を行います。 

お手元に配付いたしておりますように、今期定例会に町から提出されました議案

は27件であります。 

行政報告及び提案理由の説明を求めます。 

箱田町長。 

（町長 箱田 彰君 登壇） 

◎町長（箱田 彰君）  

おはようございます。 

本日、令和５年第２回粕屋町議会定例会を招集いたしましたところ、議員各位に

おかれましては、何かとお忙しい中、御出席を賜り、心から感謝と御礼を申し上げ

ます。 

去る５月19日から始まった広島サミットＧ７主要国首脳会議は、民主主義や人権

などの基本的価値を共有する各国の首脳が一堂に会し、広島平和記念公園での献花

からスタートし、１つのテーブルを囲みながら、世界情勢、地域情勢、様々な地球

規模の課題について議論を重ね、３日間の会期を経て閉幕しました。今回、議長国

として、岸田総理が、Ｇ７の７か国だけではなく、オーストラリアやインド、韓国

などを追加招待した８か国の首脳とともに会議を行い、グローバルサービスの国々

と連携を深め、世界的な平和を基調とする相互支援や経済安定保障、食料安全保障

を目指す宣言を発出しました。今回のサミットでは、ウクライナのゼレンスキー大

統領の突然の参加によって、核軍縮やロシアの侵略戦争に対する避難が注目を集め

ましたが、普遍的人権の尊重と共に、ジェンダー平等の推進、そして、脱炭素社会

を目指しクリーンエネルギー化の促進のためのサプライチェーンを追求するため、

国際的なパートナーと協力して取り組むことなど、地球規模の課題について真剣な
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議論がされました。 

粕屋町としましても、カーボンニュートラルを基調とする GX グリーントランス

フォーメーションとともに、自治体 DX の推進を行うため、今年度発足させたそれ

ぞれの推進室が原動力となり、全庁的、横断的なプロジェクトチームを編成して、

戦略的な事業展開を図っていきます。併せて、目指すべき市制施行については、こ

れも今年度スタートさせた市制対策室を中心に、機構改革、職員研修、プロモーシ

ョンなどの専門的なプロジェクトチームを立ち上げ、町民の皆さんへ情報提供と意

見の聴取を様々な方法を用いながら、積極的に進めてまいります。 

◎町長（箱田 彰君）  

それでは、「行政報告」をいたします。 

法令に基づく報告としまして、報告第１号は「令和４年度粕屋町一般会計予算繰

越明許費繰越計算書について」でございます。 

令和４年度粕屋町一般会計予算の町立保育所運営管理事業、かすやこども館運営

管理事業、子育て世代包括支援事業、リサイクル推進事業、エネルギー価格高騰対

策支援事業、町営住宅管理運営事業、街路建設事業、駕与丁公園魅力向上事業、小

学校施設整備事業、生涯学習センター管理運営事業に係る、翌年度へ繰り越した繰

越明許費について繰越計算書を調製しましたので、地方自治法施行令第146条第２

項の規定により報告をいたします。 

次に、報告第２号は「令和４年度粕屋町流域関連公共下水道事業会計予算繰越計

算書について」でございます。 

管渠事業のマンホールポンプ制御盤更新工事において、ウクライナ情勢による原

材料の供給不足により部品の調達に時間を要したため、資本的支出のうち、建設改

良費の一部を水循環再生施設の中水給水ユニット修繕工事において、同じく、ウク

ライナ情勢の影響により部品の調達に時間を要したため、収益的支出のうち、水循

環再生施設費の一部を翌年度に繰越しましたので、地方公営企業法第26条第３項の

規定により報告をいたします。 

報告第３号は「令和４年度粕屋町土地開発公社決算の認定について」でございま

す。 

令和４年度、土地の取得及び処分につきましては、当初事業計画のとおり行われ

ておりません。去る４月24日に決算の認定について理事会が開催され、審議の結

果、承認されましたことをここに報告をいたします。 

以上で行政報告を終わります。 

◎町長（箱田 彰君）  

それでは、「議案等の上程」並びに提案理由を申し上げます。 
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令和５年第２回定例会に町から提案いたします案件としましては、専決処分の承

認が２件、農業委員会委員の任命同意が14件、条例の改正が５件、教育委員会委員

の任命同意が１件、令和５年度補正予算が２件、工事請負契約の締結が２件、財産

の取得及び無償譲渡についてが１件、以上27件でございます。 

それでは、議案第38号から順に御説明申し上げます。 

議案第38号は「専決処分の承認を求めることについて」でございます。 

地方税法の一部を改正する法律が、令和５年３月31日に公布、同年４月１日から

施行されたことに伴い、粕屋町税条例の一部を改正したものでございます。今回の

改正の主な内容としましては、軽自動車税環境性能割の税率区分の見直しと森林環

境税の導入について、法改正に伴う所要の規定の整備等を行ったものでございま

す。地方自治法第179条第１項の規定により、議会の議決すべき事件について特に

緊急を要するため、議会を招集する時間的余裕がないことが明らかでありましたの

で、令和５年３月31日に専決処分をいたしました。よって、同条第３項の規定によ

り、これを報告し承認を求めるものでございます。 

次に、議案第39号も「専決処分の承認を求めることについて」でございます。 

地方税法施行令等の一部を改正する政令が令和５年３月31日に公布、同年４月１

日から施行されたことに伴い、粕屋町国民健康保険税条例の一部を改正したもの

で、負担の適正化を図るため、賦課限度額及び軽減判定所得の算定方法の見直しを

行ったものでございます。地方自治法第179条第１項の規定により、議会の議決す

べき事件について特に緊急を要するため、議会を招集する時間的余裕がないことが

明らかでありましたので、令和５年３月31日に専決処分をいたしました。よって、

同条第３項の規定により、これを報告し承認を求めるものでございます。 

議案第40号から議案第53号は、いずれも「粕屋町農業委員会委員の任命同意につ

いて」でございますので、一括して上程し、提案理由を申し上げます。 

粕屋町農業委員会委員が令和５年７月24日に任期満了することに伴い、粕屋町農

業委員会の委員及び農地利用最適化推進委員の定数を定める条例第２条の規定によ

り、14名の方を粕屋町農業委員会委員に任命するため、農業委員会等に関する法律

第８条第１項の規定により、議会の同意を求めるものでございます。農業委員につ

きましては、農業委員会等に関する法律に基づき、農業に関する見識者のほか、利

害関係を有しない者を含めなければならないことと、国等から女性委員の登用促進

を求められていることなどから、今回、一般公募で女性委員２名を選出しておりま

す。14名の方々の住所氏名、生年月日経歴等につきましては、議案書に記載してお

りますので御覧ください。見識者の経歴につきましては、農業に係る経歴を記載

し、一般公募の方々の経歴につきましては、一般的な経歴となっております。な
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お、任期につきましては、令和５年７月25日からの３年間となります。任命同意に

つきまして、何とぞよろしくお願い申し上げます。 

次に、議案第54号は「粕屋町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に

関する条例の一部を改正する条例について」でございます。 

今回の改正は、監査委員の報酬額を変更するものでございます。監査委員の職務

は、地方自治法や地方公営企業法、地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基

づき、予算の執行、財産の管理、地方公営企業の経営や一般行政事務について定期

的に行われる監査のほか、住民等からの請求による監査を行うなど、多岐にわたる

ものでございます。その重責に対する報酬とするため、監査委員の報酬額を増額す

るものでございます。 

次に、議案第55号は「粕屋町教育委員会委員の任命同意について」でございま

す。 

粕屋町教育委員会委員をしていただいております青木政広氏が、本年９月21日を

もって任期満了となり退任されるため、新たに、安河内哲也氏を教育委員に任命い

たしたく、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４条第２項の規定に基づ

き、議会の同意を求めるものでございます。安河内氏の経歴につきましては、資料

を添付いたしておりますが、教育委員としての識見、人格とも優れた方でございま

す。任期につきましては、令和５年９月22日からの４年間となります。任命同意に

つきまして、何とぞよろしくお願い申し上げます。 

次に、議案第56号は「粕屋町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基

準を定める条例の一部を改正する条例について」でございます。 

厚生労働省令の一部を改正する省令が令和５年４月１日から施行されたことに伴

い、粕屋町放課後児童健全育成事業の設備、及び運営に関する基準を定める条例に

おいて、同省令の規定に関係する条文について整備する必要があるため、所要の改

正を行うものでございます。 

次に、議案第57号は「粕屋町子ども・子育て会議条例の一部を改正する条例につ

いて」でございます。 

こども家庭庁設置法の施行に伴う関係法律の整備に関する法律が令和５年４月１

日に施行されたことにより、子ども・子育て支援法に条項ずれが生じたため、所要

の整備を行うものでございます。 

次に、議案第58号は「粕屋町家庭的保育事業等の設備及び運営の基準に関する条

例の一部を改正する条例について」でございます。 

こども家庭庁設置法等の施行に伴う厚生労働省関係省令の整備等に関する省令等

が施行され、基準省令が改正されたことに伴い、関係する条文について整備する必
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要があるため、所要の改正を行うものでございます。 

次に、議案第59号は「粕屋町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営

の基準に関する条例の一部を改正する条例について」でございます。 

こども家庭庁設置法、及びこども家庭庁設置法の施行に伴う関係法律の整備に関

する法律に関する内閣府令等が施行され、基準府令が改正されたことに伴い、関係

する条文について整備する必要があるため、所要の改正を行うものでございます。 

次に、議案第60号は「令和５年度粕屋町一般会計補正予算について」でございま

す。 

今回は、既定の歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ１億4,038万9,000円を

追加し、歳入歳出予算の総額を208億1,186万3,000円とするものでございます。歳

入といたしましては、国庫支出金を１億2,843万1,000円、諸収入を323万5,000円増

額するものでございます。また、財源不足を補うため、財政調整基金から872万

3,000円の繰入れを計上しております。一方、歳出の主なものといたしましては、

デジタル化推進事業費を475万2,000円、新型コロナウイルスワクチン接種事業費を

１億1,565万9,000円、消防設備設置補助事業費を517万円、町立幼稚園運営管理事

業費を1,052万3,000円増額するものでございます。 

次に、議案第61号は「令和５年度粕屋町流域関連公共下水道事業会計補正予算に

ついて」でございます。 

補正の内容としましては、粕屋町汚水処理構想の見直しに伴い、業務委託による

委託料を増額するものでございます。粕屋町におきましては、平成27年に粕屋町汚

水処理構想を策定しておりますが、今回、国県の計画見直しに伴い、本構想につい

ても見直しを行うものでございます。収益的支出につきまして、営業費用を460万

円増額し、12億4,451万6,000円とするものでございます。 

次に、議案第62号は「工事請負契約の締結について」でございます。 

本議案は、駕与丁公園第１工区八ツ橋改修工事に関するものでございます。駕与

丁公園の八ツ橋は、設置から30年以上が経過し、上部工は、木床板等の腐朽、下部

工は、コンクリート製のけたや柱に剥離、ひび割れ等の経年劣化が見られます。令

和３年度に実施しました駕与丁公園施設長寿命化計画では、改修による安全性の確

保が必要となっております。このたびの八ツ橋改修工事においては、上部工の床板

を再生木材に、根太や横桟はＧＲＰに改修を行います。また、下部工については、

含浸材の塗布による表面保護工を行うものでございます。この工事を実施するに当

たり、令和５年４月28日に指名業者10社による指名競争入札を行いましたところ、

株式会社安武 代表取締役 安武万紀子が、工事請負金額6,909万6,500円で落札い

たしましたので、この者と契約を締結するに当たり、条例の規定に基づき、議会の
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議決を求めるものでございます。なお、工事期間につきましては、契約効力発生の

翌日から令和６年１月31日までとなります。財源といたしましては、国の社会資本

整備総合交付金を活用いたします。 

次に、議案第63号も「工事請負契約の締結について」でございます。 

本議案は、仲原川河川改修（鋼矢板護岸）工事を実施するものでございます。仲

原川は、一部がコンクリート矢板護岸になっており、河床の洗堀が原因で、平成

30年度に矢板護岸の一部が倒壊し、補修工事を行った経緯がございます。現在の護

岸の状態では、更なる倒壊の危険性があり、また、大雨による自然災害が発生した

場合、隣接する家屋、事業所へ甚大な被害が及ぶことが懸念されます。令和４年度

に引き続き、仲原川において、倒壊の危険性が高いと思われる令和４年度補修工事

完了か所から下流側の64メーターの区間について、コンクリート矢板護岸を鋼矢板

護岸に改修し、併せて袋詰玉石による根固めを行い、安全性の確保を図るものでご

ざいます。この工事を実施するに当たり、令和５年５月９日に一般競争入札を行い

ましたところ、アスミオ．株式会社 代表取締役 吉岡澄男が、工事請負金額１億

2,119万5,800円で落札いたしましたので、この者と契約を締結するに当たり、条例

の規定に基づき、議会の議決を求めるものでございます。なお、工事期間につきま

しては、契約効力発生の翌日から令和６年３月15日までとなります。財源といたし

ましては、緊急自然災害防止対策事業債を活用いたします。 

最後に、議案第64号は「財産の取得及び無償譲渡について」でございます。 

今回、町で実施します、粕屋町電力・ガス・食料品等価格高騰重点支援事業（シ

ニア世代応援）は、新型コロナウイルス感染症の影響を受けている65歳以上の高齢

者の経済的支援として、対象者約9,500人に対し１人当たり2,200円分の全国共通お

こめギフト券の給付を行うものでございます。この事業に用いる全国共通おこめギ

フト券を購入し、無償譲渡を行うに当たり、地方自治法及び条例の規定により、議

会の議決を求めるものでございます。 

以上で議案の上程並びに提案理由の説明を終わります。 

何とぞ、よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。 

（町長 箱田 彰君 降壇） 

◎議長（小池弘基君）  

日程第６．「議案等に対する質疑」に入ります。 

質疑は、一括議案番号順にお願いいたします。 

質疑はありませんか。 

（声なし） 

◎議長（小池弘基君）  
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ないようですので、質疑を終結いたします。 

◎議長（小池弘基君）  

日程第７．「議案等の委員会付託」をお諮りいたします。 

本日上程されました、38号議案から59号議案、62号議案から64号議案につきまし

ては、付託表のとおりそれぞれ所管の委員会に付託したいと思います。また、60号

議案及び61号議案の補正予算関係につきましては、地方自治法第109条第１項及び

粕屋町議会委員会条例第５条の規定により、議長を除く議員全員で構成する予算特

別委員会を設置し、予算特別委員会に付託して審査することにしたいと思います。 

これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎議長（小池弘基君）  

御異議なしと認めます。 

よって、本日上程されました議案等につきましては、付託表のとおり、それぞれ

所管の委員会に付託することに決定いたしました。 

なお、予算特別委員会の正副委員長は、申し合わせ及び協議により、委員長に末

若憲治議員、副委員長に井上正宏議員であります。 

お諮りいたします。 

本会議中、誤読などによる字句、数字等の整理、訂正につきましては、会議規則

第45条の規定により、議長に一任していただきたいと思いますが、これに御異議あ

りませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎議長（小池弘基君）  

御異議なしと認めます。 

よって、誤読などによる字句、数字等の整理、訂正は、議長に一任していただく

ことに決定いたしました。 

以上で、本日の日程は全て終了いたしました。 

なお、通告順３番、議席番号４番、宮﨑広子議員から一般質問の通告がありまし

たが、６月５日の欠席届が提出されたため、粕屋町議会会議規則第61条第４項の規

定に基づき、宮﨑議員の一般質問は行いません。 

これにて散会いたします。 

（散会 午前９時56分） 
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（開議 午前９時30分） 

◎議長（小池弘基君）  

改めまして、おはようございます。 

５月に開催されました、小中学校の運動会、体育会の通常開催は４年ぶりであり

ました。私も、すべての小学校と中学校を伺いましたが、子どもたちのはじける笑

顔と歓声が響き渡っており、本当にうれしく思いました。去年まで、新型コロナウ

イルス感染症が拡大する中、苦しい運営を余儀なくされた児童生徒、学校関係者の

皆さまの御苦労を思いますと、感謝の念しかございません。この運動会、体育会が

いつもどおりに開催されますこと、このいつもどおりというものがいかに大切で、

素晴らしいものであるかということを再認識させられるこの頃であります。 

それでは、会議に入ります。本日、開会日にお知らせしておりましたとおり、４

番宮﨑広子議員から欠席届が提出されておりますので、予定しておりました宮﨑議

員の一般質問は行われません。また、12番、久我純治議員から、本日午後からの欠

席届があっておりますので、それも認めております。 

また、本日は気温も高めでありますので、上着を取られる方は取っていただいて

結構でございますので、併せて申し上げます。 

ただ今の出席議員数は15名であります。定足数に達しておりますので、ただ今か

ら本日の会議を開きます。 

本日の議事日程はお手元に配付のとおりであります。 

◎議長（小池弘基君）  

ただ今から「一般質問」を行います。 

発言に関しましては、質問者は会議規則を遵守し、更に文書通告の趣旨にのっと

り、簡単明瞭に、答弁者の発言に関しましては質問にそれることなく的確に、かつ

簡潔にされますことを、議事進行上強くお願いするものであります。 

なお、答弁側におかれましては、答弁者が誰か明確となるよう声に出して挙手さ

れますよう、併せてお願いいたします。 

それでは、通告順に質問を許します。 

議席番号10番、田川正治議員。 

（10番 田川正治君 登壇） 

◎１０番（田川正治君）  

おはようございます。議席番号10番、日本共産党田川正治です。通告書に基づき

質問をいたします。 

まず最初に、開会の日に、町長も述べられました、広島での主要７か国首脳会議

が開催されました。初めて被爆地で開催することで、核兵器の非人道性や、史上初
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めて核兵器を違法化した核兵器禁止条約への前向きな動きを示すことができるかど

うか、大変注目されていました。 

ところが、核兵器のない世界を究極の目標として、永久に先送りしていく、核抑

止力論に固執する姿勢を公然と打ち出しました。被爆者をはじめ、国内外の多くの

人から、失望と批判が相次ぎました。被爆国日本、被爆地広島から被爆者を裏切る

メッセージを出した広島サミットの議長、岸田首相の責任は重大です。核兵器禁止

条約は、２年前に発効し、92か国が署名する着実な広がりを見せて、国際法として

の地位が確立していることには一言も言及せず、完全に無視しました。カナダ在住

の被災被爆者、サーロー節子さんは、Ｇ７サミットが被爆地広島、不戦の地広島

で、多くの人の命を奪う戦争をあおる武器供与の議論が行われたことに、被爆者の

死者に対する大きな罪だと、痛切に批判しました。 

粕屋町議会では、核兵器禁止条約への加盟を日本政府に求める意見書を決議いた

しました。この決議した町議会議員の一人として、岸田首相と政府に対して、強い

怒りと核兵器廃絶、戦争のない世界平和を作る決意を表明して、一般質問を行いま

す。 

まず最初に、会計年度任用職員の役場窓口業務などの一般事務職員、保育士・幼

稚園職員、また学校事務関係職員、介護・福祉関係職員などの現状と、雇用契約や

雇用期間、賃金や労働条件の改善について、質問をいたします。 

コロナ禍の約３年を経て、女性が主に担ってきた育児、保育、介護、そして看護

といったケア労働が日本社会をいかに支えているか、明らかになりました。しか

し、社会的評価や報酬の低さが見直されるべきだという声が、国民の世論となって

きました。しかし、日本国内で働く女性の現状と実態は、女性に対するケア労働の

固定化と、その労働に対する報酬の低さ、経済的な貧困や社会的地位の低さなどが

あります。これまで国と自治体による無責任な雇用の在り方である非正規公務員の

働き方が社会問題化されて、３年前に、全国の自治体でばらばらだった臨時、非常

勤職員の任用根拠を会計年度任用職員として統一して、処遇を改善することを目的

に、法が改正されました。しかし、法改正の目的とされた８割近くを占める女性の

方へのジェンダーギャップ、経験が反映されない給料格付の在り方など、また年度

ごとの任用で雇用不安など、解決すべき課題であります。 

そこで以下７点について、説明と改善点について答弁を求めます。 

最初に、役場の職務に従事する各職種の職員のうち、会計年度任用職員の女性職

員、また、勤続年数５年以上の職員、それと年収200万円未満の職員、またフルタ

イムの職員とパートタイム職員の職員数と割合について、説明を求めます。それぞ

れの各職場の会計年度任用職員について、一般職員、保育士、幼稚園、また学校事
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務関係、介護福祉関係の実態について、説明を求めます。 

◎議長（小池弘基君）  

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  

会計年度任用職員の御質問でございます。 

担当課長のほうから、これらの御質問について縷縷、御説明申し上げます。 

◎議長（小池弘基君）  

豊福総務課長。 

◎総務課長（豊福健司君）  

それではまず、女性職員の割合についてでございますが、会計年度任用職員の女

性職員の職員数の割合につきましては、令和５年４月１日時点で、総数217名に対

し、186名の86％の方が女性の職員となっております。勤続年数５年以上の職員に

つきましては、91名の42％となっております。また、年収200万円未満の会計年度

任用職員につきましては、94名の43％となっております。 

また、現在は、フルタイムの会計年度任用職員はございませんので、すべてパー

トタイムでの任用となっております。 

以上でございます。 

◎議長（小池弘基君）  

田川議員。 

◎１０番（田川正治君）  

それぞれの職種に基づいて、説明もしてもらいたいわけですが、今述べられまし

た点が、役場職員の実態ということだと思いますが、私が問題にしたいのは、特に

このケア労働者に関わる人たちがほとんどなので、ここに女性の職員の人たちの献

身的な職務に対する役割を果たしていただくことによって、町が自治体としての役

割を果たしていくということができているというふうに思います。そういう点で

は、この今言いました職種についての状況についても、是非明らかにしてもらいた

いということで、今、答弁を求めます。 

◎議長（小池弘基君）  

豊福総務課長。 

◎総務課長（豊福健司君）  

職種ごとの割合につきましては、一般事務職員につきましては、女性職員の割合

が23名の96％。保育士・幼稚園の職員につきましては、女性の割合が66名の

100％。学校事務関係職員につきましては、女性の割合が36名の86％、介護福祉関

係職員につきましては、女性の人数が24名の75％となっております。それぞれ５年
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未満とかもお答えしたほうがよろしいですか。勤続年数５年以上の職員数と割合に

つきましては、一般事務職員が14名の58％。保育士・幼稚園職員が34名の52％。学

校事務関係職員が10名の24％。介護・福祉関係職員が12名の38％となっておりま

す。続きまして、年収200万未満の職員数と割合につきましては、一般事務職員が

６名の25％。保育士・幼稚園職員が28名の42％。学校事務関係職員が20名の48％。

介護福祉関係職員が12名の38％となっております。 

フルタイムとパートタイムにつきましては先ほど申し上げましたとおり、フルタ

イムの職員がおりませんので、割合等はございません。 

以上でございます。 

◎議長（小池弘基君）  

田川議員。 

◎１０番（田川正治君）  

私はこの点について、全国的にこういう傾向があるということなども調べてみま

した。地方公務員のうちの非正規職員の９割が会計年度職員、非正規職員のです

ね。そのうちの女性が占める割合が高いということで、大体80％とか、90％、とい

う状況が多くありました。そういう点で言えば、この国際的にも、日本は先進国の

中で非常に遅れてるということが、この男女賃金格差の問題、また、ジェンダー平

等の問題などが、こういう働く職場の方々に影響が大きくあらわれているというふ

うに思うんです。そういう点で言えば、女性職員の比率が高いということと、この

５年以上勤務している人たちも過半数近いところにあるという状況ですね。 

こういう状況のもとで、200万円以下という給料、賃金ですが、問題があるわけ

です。そういう点で言えば、官製ワーキングプアと、公務員の中で働いてる人たち

の中で、こういう200万円以下の家は、世帯をもって生活していくと。ひとり親世

帯というような状況のもとでは、とても、やっていける状態ではないという状況が

あると思います。そういう点で、この粕屋町の職場の中で、今調べてみたときに、

16職場のうちに会計年度任用職員がいないのは６職場だけです。会計課、経営政策

課、収納課、地域振興課、道路環境整備課、上下水道課。それ以外は、今言われた

217人のうち186人の人たちが、役場の中で、関係する職場で働いてるという状況に

なっています。そういう点で言えば、この、もう少しちょっと、質問も続けていき

たいんですが。 

２番目の正規職員と会計年度任用職員の、同じ職場で働いている人たちとの勤務

時間と賃金の比較ですよね。これはもう、正職員との関係ですね。これを引き上げ

ていく、そして正職員と同じような状況。当然、勤務時間は今でも同じぐらい働い

ておられると思います。それをどう改善していくかということが求められてるとい
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うふうに思いますので、この２番目について説明を求めます。 

◎議長（小池弘基君）  

豊福総務課長。 

◎総務課長（豊福健司君）  

会計年度任用職員につきましては、１日の勤務時間や週の勤務日に幅があるた

め、週の勤務時間にて比較をいたしますと、正規職員の週の勤務時間が38.75時間

に対し、会計年度任用職員の一般事務職員の平均勤務時間は34.75時間。保育所・

幼稚園では30.97時間。学校関係では31.75時間。介護・福祉関係では27.86時間と

なっております。 

賃金に関しましては、正規職員の初任給が大学卒業者で、本俸と地域手当の合計

が19万6,312円。会計年度任用職員の報酬額、これは正規職員と同じ給料表を用い

て、それにそれぞれ地域手当を加えて設定された金額を勤務時間によって算出をし

ておりますが、１年目の一般事務職員で１日7.5時間、週５勤務の月給職員の場合

は15万3,973円で、正規職員の約78％。保育所・幼稚園クラスの担任の職員、１日

7.5時間、週５勤務、月給職員の場合は21万2,547円で、約108％。学校支援員、１

日７時間、週５勤務時給職員で21日勤務した場合、17万7,282円で、約90％となっ

ております。介護福祉課、地域包括支援センター保健師、１日7.5時間、週５勤務

月給の場合は、20万5,469円で、105％となっております。 

勤務時間割合につきましては、以上のとおりでございます。 

◎議長（小池弘基君）  

田川議員。 

◎１０番（田川正治君）  

わかりました。 

次に３番目になりますが、正規職員と同じ職場で、同程度の職務をする会計年度

職員の職員と割合について、説明を求めます。それと併せて、その次の今年度引き

続き、同じ職場で継続雇用した会計年度任用職員の職員数、割合について、２点一

緒にお願いします。 

◎議長（小池弘基君）  

豊福総務課長。 

◎総務課長（豊福健司君）  

まず初めに、会計年度任用職員の職務につきましては、原則として正規職員と重

なる業務はございましても、職務を分けて任用しておりますので、同程度の職務を

行っている会計年度任用職員はいないものと考えております。 

４番目の、昨年度から引き続き任用されております会計年度任用職員につきまし
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ては、総数で201名で、約９割の会計年度任用職員も、今年度も継続して雇用のほ

うは行っております。 

以上でございます。 

◎議長（小池弘基君）  

田川議員。 

◎１０番（田川正治君）  

今説明された点では、働いてる職種について時間とか、そういうのは、正規の職

員とのいわゆる条件はあまり変わらないということでありますけど。この、同じよ

うな職場で働いてる人たちに、先ほど言われてました給料の、そういうのを準じ

て、支給するという形で取り組んでいるということだと思いますが、問題は、引き

続き、この継続雇用にしていって、安定した不安定な状況でない安定した状況での

仕事を職務としてやっていきたいという声は非常に大きいわけですね。そういう点

で言えば、さっき説明されました９割の人たちが、引き続き同じ職場で継続雇用し

たということでありますので、そういうことを希望する人たちに、是非、今後も行

っていくように、やっていただきたいというふうに思います。 

それと、５番目について説明を求めます。５番目については、次、正規職員に適

用されている退職一時金、勤勉手当、夏季休暇、特別休暇、健康診断などについて

の実施についてです。これは正職員と同じように、福利厚生の問題については、会

計年度任用職員に対しても適用するようにということが、総務省自治行政局公務員

部が出した会計年度任用職員制度についての中に触れられております。それについ

て、特に勤勉手当とかについてありますし、もう１つは、健康診断など含めて、ど

ういうふうになっていくのかということなどもあります。ここに示している点につ

いて、現状について説明を、それと改善点について、こういうふうに実施している

ということについて、含めて説明を求めます。 

◎議長（小池弘基君）  

豊福総務課長。 

◎総務課長（豊福健司君）  

まず、退職一時金につきましては、フルタイムの職員が、勤続６か月以上となっ

た場合に、退職手当が支給されることとなっておりますが、現在は、フルタイムの

会計年度任用職員の雇用は行っておりませんので、支給対象者はおりません。 

ただ、勤勉手当につきましては、地方自治法が改正されたことにより、会計年度

任用職員も、令和６年度より支給が可能となりますので、粕屋町におきましても、

勤勉手当支給に向けた例規の整備等を行っていく予定としております。 

また、休暇の夏季休暇、特別休暇につきましては、現在も取得は可能となってお
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りますが、特別休暇につきましては、有給と無給の休暇がございますので、今後、

有給と無給の振り分けにつきましては、検討を行ってまいりたいと考えておりま

す。 

最後に、健康診断につきましては、以前から社会保険に加入されてあります職員

につきましては、正規職員と併せて実施のほうをしております。 

以上でございます。 

◎議長（小池弘基君）  

田川議員。 

◎１０番（田川正治君）  

退職手当の問題ですが、退職一時金ですね。今度、会計年度任用職員になる前か

ら働いてる人たちも含めて、それも併せての継続雇用という形になる対象者がいる

場合は、退職一時金の適用がされて、支給がされるということにできないのかとい

うのがありますが、その点について説明をお願いします。 

◎議長（小池弘基君）  

豊福総務課長。 

◎総務課長（豊福健司君）  

先ほど申しましたように、退職一時金につきましては、フルタイムの職員が勤続

６か月以上勤務した場合に支給されるというようなことになっておりますが、今現

在、具体的に該当する職員のほうはおりませんが、今後、人材確保の観点から、専

門職の職員などにつきましては、フルタイム雇用も視野に入れて、人員の確保等を

進めてまいりたいということで、検討を進めていきたいと思っております。 

以上でございます。 

◎議長（小池弘基君）  

田川議員。 

◎１０番（田川正治君）  

ちょっと引っ掛かるんですが、６か月以上の対象者はいないという説明ですが、

６か月、６か月というのはもう、会計年度任用職員制度が始まって、当然、６か月

以上働いてる人たちがおると思うんですけど、そういう人たちの退職する人がいな

いから対象者がいないということなんですかね。適用できないということ。 

◎議長（小池弘基君）  

豊福総務課長。 

◎総務課長（豊福健司君）  

６か月につきましては、フルタイムの職員が６か月以上勤務した場合ということ

になりますんで、その場合に、退職手当が発生します。 
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以上でございます。 

◎議長（小池弘基君）  

田川議員。 

◎１０番（田川正治君）  

パートタイム職員しかいないので、それは適用者がいないというふうに理解すれ

ばいいわけですね。はい、分かりました。 

それと、健康診断の問題であります。これは、学校の職員も含めてですけど、公

務員で働く人たち、会社でも働く人たちに対する定期健康診断をやっていくわけで

すけど、そういう点で言えば、労安法って言いますけど、労働安全衛生法とか、学

校でもそういうような衛生管理規程などがあると思いますけど、そういうのに基づ

いてすべての人たちが対象として実施してるということになるのか、それについて

ちょっともう少し説明を。 

◎議長（小池弘基君）  

豊福総務課長。 

◎総務課長（豊福健司君）  

健康診断につきましては先ほど申し上げましたように、会計年度任用職員さん

で、社会保険に加入されてある方につきましては、正規職員と併せて健診のほうを

実施しております。社会保険加入者ということになりますので、週１回勤務とか週

２回勤務の会計年度任用職員さんにつきましては、社会保険を町のほうからお作り

してるわけではございませんので、例えば扶養であったりとかいうことで入られて

ある会計年度任用職員さんにつきましては、例えば扶養されてある方の健康保険の

ほうで健診を受けられてある、というような形で認識をしております。 

ですので、粕屋町の会計年度任用職員で社会保険をお持ちの方は、ほぼ健診を受

診いただいているような状況でございます。 

以上です。 

◎議長（小池弘基君）  

田川議員。 

◎１０番（田川正治君）  

制度上、そういう点で、扶養に入ってる人たちはご主人なり、いわゆる社会保険

に入ってる人に健康診断の適用ということは分かるんですが、その社会保険加入

者、町のほうで手続きしている人以外、などの人たちというのは、国民健康保険に

なるのか、いろいろ制度上の問題あると思いますけど。それ、そういう人たちも含

めてすべてが、この健康保険、健康診断の実施にしてもらうようにするという方針

でやられてるんですかね。それについて、ちょっと説明を。 
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◎議長（小池弘基君）  

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  

今、総務課長が再度お答えしましたが、健康診断というのは、今役場の職員であ

って、一般職員も当然みんなしてますが、それ以外で会計年度任用職員で、社会保

険で自ら入ってある方、役場の社会保険、手続しますけど、入ってある方は一緒に

健康診断をしてます。 

それ以外で、私はもうご主人の扶養になってるから、そちらのほうの、例えば国

民健康保険、あるいはそのほかの社会保険での健診を受けるということになってま

す。 

ですから、あくまで役場が手続きする社会保険に入ってある会計年度の方、とい

うふうに御理解をお願いします。 

◎議長（小池弘基君）  

田川議員。 

◎１０番（田川正治君）  

説明については理解はできたんですが、ちょっと１番、この健康診断どういうふ

うに同じ職場におる人たちに対して、役場の職員としてこれを行っているか、実施

しているかということについての状況の説明を受けたかったわけです。 

そういう点では、この趣旨でやられてるということですから、もう最後に、６番

目になりますが、正規職員と同様に業務を行う、会計年度任用職員を正職員に移行

していくということが、今度の会計年度職員の施行にあたって、そういう方向で実

施していくことなども指摘されてるわけですが、これについての計画について、今

現在ある分については説明を求めます。 

◎議長（小池弘基君）  

豊福総務課長。 

◎総務課長（豊福健司君）  

現在は、正規職員と同様に業務を行うフルタイムの会計年度任用職員につきまし

ては、雇用してないということもございますが、会計年度から正規職員に仮に変わ

る場合につきましても、採用試験等を受験せずに正規採用職員として採用するって

いうのはございません。 

以上でございます。 

◎議長（小池弘基君）  

田川議員。 

◎１０番（田川正治君）  
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希望する人たちなども含めて、そういう採用試験にしてもらうということになる

と、いうことで理解しとっていいですかね。 

最後になりますが、官製ワーキングプア解消のために、正職員と変わらない初任

給支給の財源確保についてです。これは、先ほども言いましたけど、総務省もこの

地方公務員の臨時非常勤の職、及び任期付職員の任用などに関する内容として、常

勤職員と同様の給与及び手当の支給をするように、給与体系を見直すということに

ついて示しているわけですが、この点についての検討と、具体的な内容が示すのが

あれば説明を求めます。 

◎議長（小池弘基君）  

豊福総務課長。 

◎総務課長（豊福健司君）  

初任給につきましては、職務を分けて任用をしておりますので、単純に比較のほ

うはできない状況でございますが、基本的に正規職員の初任給と、会計年度任用職

員に差はないものと考えております。 

また、財源の計画につきましては、まず会計年度任用職員の処遇改善もそうなん

ですが、正規職員の増員等を進めていくための財源として、確保を進めてまいりた

いと思っております。併せまして先ほど申し上げましたように、人材確保の取組と

いたしまして、会計年度職員への勤勉手当の支給などの処遇改善にも努めてまいり

たいというふうに考えております。 

以上でございます。 

◎議長（小池弘基君）  

田川議員。 

◎１０番（田川正治君）  

いずれにしても、会計年度任用職員の人たちの処遇改善というのが、引き続き求

められてるわけです。そういう点では、先日、インターネットで公募をしてるのを

見たら、会計年度任用職員の人たちはほとんどなんですね、専門職も含めて。例え

ば保育士とかスクールカウンセラーですかね。ここにあったのは、介護職、保健

師、社会福祉士、町立保育園、幼稚園とか、埋蔵文化財調査員とかいろいろ、会計

年度任用職員として募集しているということなんですが。 

この中で私が一番気になったのは、保育士が、クラス担任で会計年度任用職員と

いうことが募集になっとんですね。１年契約という形になるので、これは、今まで

保育士、保育園のほうからも言われてるのは、正規の、国も基本的に初め示してた

のは、クラス担任は正職員でということも含めて、あったわけですが。これについ

てちょっと保育士が、ほかのもいろいろありますが、保育士についてだけでも、な
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ぜこういう形で会計年度任用職員として募集と、正職員じゃなくてということにつ

いての判断したのかということについて説明を。 

◎議長（小池弘基君）  

神近住民福祉部長。 

◎住民福祉部長（神近秀敏君）  

会計年度任用職員で保育士のクラス担任ということでございますが、やはりその

保育士の確保が、どうしても少ないというふうなところが現状がございます。正規

職員でも担任等はさせておるところでございますけども、それでもまだ足りないと

いうふうな現状がございますので、クラス担任ということで募集等をさせていただ

いている現状でございます。 

◎議長（小池弘基君）  

田川議員。 

◎１０番（田川正治君）  

ちょっと説明された点については、雇用の関係とか給料の関係、労働条件含め

て、いろんなものがあって保育士がなかなか集まらないと。介護士でもそうですけ

ど、いわゆるケア労働者の人たちはほとんどそういう傾向にある。 

だから、なおさら正職員として採用するという道を、募集として行っていかない

と、もともと条件が悪いでなかなかそこに働こうという状況が、少なくなってきて

いるのとでは、問題を解決できないんじゃないかというふうに思うんですよね。そ

の点についても検討はされてると思いますが、今後そういう方向の募集を積極的に

やってもらいたいと思いますけど、その点についてちょっと。見解というか答弁

を。 

◎議長（小池弘基君）  

神近住民福祉部長。 

◎住民福祉部長（神近秀敏君）  

正職員ということでございます。採用計画につきましては、総務のほうと話しな

がら採用計画を立てていっているところでございまして、今年度につきましても、

やはり足りないというところがございますので、正規職員というところの募集をか

けていきたいとは思っておるところでございます。 

今後につきましても、やはり計画を立てて正規職員を採用するというところでや

っていきたいというふうに考えております。 

◎議長（小池弘基君）  

田川議員。 

◎１０番（田川正治君）  
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今、保育士の問題だけを言いましたけど、先ほど言いましたいろんな職種の人た

ちは専門性を持った人たちも含めて、この会計年度任用職員として採用するという

ことではなくて、正職員として雇っていくという方向を前面に出してやっぱり募集

し、町の業務の中において、そういう人たちをしっかり、後継者を含めて作ってい

くということが必要だというふうに思うんですよね。その点について、町長はどう

いうふうに思われてるんですかね。 

◎議長（小池弘基君）  

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  

様々な職種において人材確保、これ非常に今重要です。ただ、日本全体、社会全

体なんですが、特に資格を有するような職種の方々についての人材の確保が、非常

に厳しい状況になっています。 

今、住民福祉部長も申し上げましたが、様々な方法で、粕屋町の試験を受けてく

ださいとか、正規職員としての採用の応募を行っております。いろんな媒体も使い

ながら、そしてまた、個別に学校のほうに案内もしたりして、採用についての積極

的な働きかけを行っておりますが、なかなかおられないと。 

そしてまた併せて、正職員の方々が育児休業等に入られたりというような突発的

なこともございますので、補完する職員として会計年度任用職員を採用している。

これもまた現実的な問題としてございます。どうか御理解をお願いします。 

◎議長（小池弘基君）  

田川議員。 

◎１０番（田川正治君）  

町長の立場では、正職員を積極的に採用していきたいというのは、先日、川口議

員のときにも説明、答弁されました。そういう点で、もともとこの条件が悪い。ケ

ア労働者の人たちの。個々に、言わばいろんな手当も含めて増やして雇用条件を良

くしていくというのを、積極的に町から発信していくことを、是非やっていただき

たいというふうに思います。 

次に２番目になりますが、町が包括委託している事業所で働く学童保育員、保育

指導員、職員、そして清掃職員などの現状と雇用契約、雇用期間、賃金や労働条件

について質問いたします。 

学童保育所や清掃のケア労働者として働き、学童保育所では学校終了後に、夏冬

などの学校を休みのときも、コロナ禍の中でも、保護者が働けるように児童を受け

入れて、そして、コロナ対策も行って業務を行ってきた状況であります。そういう

点では、非常に大事な役割を持つ職種でもありますし、本来、働いてる人たちの状
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況が改善されていくように、町としては、常に、気をつけてやっていく必要がある

というふうに思います。 

それともう１つは、清掃に働く人たちも同じような状況だと思います。これは包

括委託をした会社との関係において、どのような契約の内容、仕事の内容、賃金の

内容というようなことが、把握されておるのは当然だというふうに思うんですけ

ど、その点についても説明を求めていきたいと思います。 

まず最初に、この３点について、それぞれ説明をしてもらいたいんですが、包括

委託している各事業所の職員と女性職員の割合ですね。それとフルタイム・パート

の職員の状況、包括委託した事業者との関係での公文書による雇用条件、賃金や勤

務時間についての締結内容について、説明を求めます。 

◎議長（小池弘基君）  

豊福総務課長。 

◎総務課長（豊福健司君）  

それではまず、１番目からお答えのほうをさせていただきます。 

包括委託業務に従事します職員つきましては、令和５年４月１日現在の総職員数

は110名で、そのうち女性は103名の94％となっております。 

２つ目の包括委託業務の従事者につきましては、委託業者の就業規則上、全員パ

ートタイムの職員となっております。 

３つ目の包括の公文書により締結した賃金や勤務時間につきましては、包括業務

委託につきましては個別の業務を委託するもので、その受託者の従業員個人の賃金

や勤務時間につきましては、本来は委託者が指定できるものではございません。 

しかし、一定の人員や賃金を受託業者に確実に確保していただくため、契約を行

う際に、仕様にその業務にかかる時間や、想定される賃金などを算定しまして、そ

の額をもとに、委託金額の総額を決定しておりますので、受託業者は、その単価を

基本に、従業員を雇用し、委託業務に従事をさせることとなっております。 

具体的に申し上げますと、現在、令和５年度から７年度の３か年の契約を締結し

ておりますが、最低賃金を考慮し、毎年度、賃金が増額となるように算定し、契約

を締結しておりますが、仮に、最低賃金を下回るようなことがあれば、契約金額の

増額の契約変更にて対応をする予定としております。 

また、雇用条件につきましては、委託業者と従業員は、１年間で契約を更新して

おり、毎年の更新時に賃金単価や労働時間を提示した労働条件通知兼雇用契約書を

全員、締結している旨を受託業者のほうから確認しております。 

以上でございます。 

◎議長（小池弘基君）  



 

－ 31 － 

田川議員。 

◎１０番（田川正治君）  

これについて特に問題なのは、就業規則とか、いわゆる本来職場、働いてるとこ

ろから、今言われました時間と賃金という勤務日数というようなこと、勤務場所、

そういうものが、１枚のＡ４の用紙で渡されて、それで雇用契約という感じになっ

てるんですよね。 

本来、やっぱりそれだけじゃなくて例えば、それぞれの内容についても詳しく書

かれた就業規則というのが出されてると思うんですね、あると思う。本来、管理し

てあると思う。そういう点も含めて、私は、やっぱり働いてる人たちに示していく

ことが大事じゃないかというふうに思うんですけど、そのことについて、委託業者

に対する就業規則を渡すということについては、いわゆる指導するといいますか、

要請するというんですか、いうようなことはできるのか。できるならばそういうふ

うにしてもらいたいというふうに思います。それについて。 

◎議長（小池弘基君）  

豊福総務課長。 

◎総務課長（豊福健司君）  

できるのかできないのかっていうことでお答えをさしていただきますと、先ほど

申し上げましたように、個別の業務を包括委託は委託しているものでございますの

で、従業員個人さんの賃金とか、勤務時間に対しまして、町のほうからいろいろ指

導といいますか、というのはできないのが現状でございます。 

ただ、業務のほう委託をしておりますので、定期的に委託事業者のほうと意見交

換とか協議を行っておりますので、その中で例えば従業員さんのほうから直接、町

のほうにご相談をいただく内容もありますので、そういうものにつきましては現場

の責任者のほうとか、営業所の責任者のほうに伝えて、協議を行うということは現

実的には行っております。 

以上でございます。 

◎議長（小池弘基君）  

田川議員。 

◎１０番（田川正治君）  

委託業務だからと個別のことはということも含めて言われてるんですけど、働い

てる人たち、また、子どもを預けてる人たちは町の業務として学童保育に通ってる

と、子どもが。いうことで当然、理解するわけですね。そういう点と併せて、この

働いてる人たちの、指導員の人たちの雇用条件など含めては、先ほど言われました

７年間分、７年度までのいろんな契約、賃金も含めて、毎年の賃金の増額も含め
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て、検討する分については、予算化して提出しているということであれば、今後

も、これからも、そういう賃金だけじゃなくてほかのことも含めて、私は、町か

ら、今言いました就業規則の問題もありますし。 

もう１つ、ほかので言えば、例えば、リーダーになってる人たちが実際は手当が

出てるのかというようなこととか、いろいろいろんな話が出ておりました。そうい

う点も含めて、それとか、欠員が出た場合には、会社のほうから、パートの人が来

て加配のような形で体制とるけど、日常的にはそういう点が配備できるような状況

に登録された形の指導員を確保してもらえれば、臨機応変でやっていけるというこ

となどがあるということなども言われておりました。そういう点から言えば、委託

費として指導員の常勤職員として、常勤職員といいますか、常時配置できる職員と

して、指導員の予算も含めて示しているという、委託料としてあるというふうに思

うんですね。そういう点では、欠員が出たりした場合のことも含めてどうするかと

いうのは、予算も含めて検討して、体制を確立できるようにする必要があると思い

ますけど。その点については、この委託との関係において、検討できる、検討して

もらいたいと思いますが、その点についてはどうですかね。 

◎議長（小池弘基君）  

豊福総務課長。 

◎総務課長（豊福健司君）  

まず、先ほど申し上げましたようにその業務にかかります、時間とか賃金につき

ましては、その金額を適正に計算、算定した上で、契約の締結を行っております。 

処遇改善といたしましては、最低賃金の先ほど申し上げました上昇等を考慮し

て、毎年増額となる算定で、３年間の契約を締結しておりますので、実質、処遇改

善を考えているというような形で考えております。 

また、仮に最低賃金を下回ることがあった場合につきましても、先ほど申し上げ

ました契約金額の増額変更等について対応する予定としておりますので、事実上は

処遇改善を今後も行っていく形になるのではないかというふうに考えております。 

以上でございます。 

◎議長（小池弘基君）  

田川議員。 

◎１０番（田川正治君）  

いずれにしても、いろんな形でこの包括業務してる、委託してるところの、清掃

の関係の職員の人たちも含めて、町が委託料を出して業務委託してるということか

らいえば、やはり積極的に、そういう必要な点については提案もし、必要な予算も

確保していくということなどを、是非、今後も強めていってもらいたいというふう
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に思います。 

では、最後になりますけど、政府が国民健康保険証を廃止し、マイナンバーカー

ドを国民に強要する新制度で、町民に国民健康保険証を届け、医療を受ける権利を

保障するために公的責務について質問をいたします。 

御存じのように、来年の10月から強制的に、国民健康保険証を廃止すると。マイ

ナ保険証にして、マイナ保険証がない人たちは、病院にもかかれないという形で、

国民皆保険という、また、生存権の問題も含めて否定するような問題がはらんでる

わけです。こういう中で、いろいろと、このマイナ保険証の活用に当たって、使っ

ても、今の現在においても、いろいろと情報の紐づけの問題、口座登録の誤りと

か、情報漏えいの問題、いろいろ生まれております。こういう中で、朝日新聞の世

論調査でも、健康保険証を来年秋に原則廃止してマイナンバーカードと一体化する

ということについて、反対が55％ありました。本来マイナンバーカードは任意であ

るというのは、これは河野大臣も含めて、当然、このマイナンバー制度の状況とし

てあるわけです。 

もう一つは、健康保険証は国民皆保険という立場から見れば、自治体、国が保険

証を届けるという責任があるわけです。役割義務がですね。そういう点で言えば、

もともとこの制度上の違いのあるものを、このマイナンバーに組み入れることによ

って、問題が増えてきてるということだというふうに思います。 

このようなマイナ保険証。健康保険証をなくしていくということについて、国会

では強行採決ということで、十分な中身が国民にも説明理解もできない状況のもと

で進めていくということですが。来年の10月までの間に、今でも問題になってま

す。いろんなことについての解決策も含めてあるわけですが、この点について、町

長に、この制度そのものの在り方として、国民健康保険証廃止と、医療から排除さ

れるというような状況が生まれることについて、どのような見解を持っているの

か、町長にお尋ねします。 

◎議長（小池弘基君）  

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  

マイナンバーカードについては、もう本当にマスコミのほうでも様々な問題点を

指摘され、実際事故等もございましたので、それについては、担当大臣も謝罪する

ようなことになっております。今後、こういった問題を改善することによって、マ

イナンバーカードの信頼性を高めるというふうなお答えもあります。 

諸問題につきましては、その対処については担当課のほうからお答え申し上げま

す。 
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◎議長（小池弘基君）  

大内田総合窓口課長。 

◎総合窓口課長（大内田亜紀君）  

それでは私のほうからまず、１番目の御質問について御回答させていただきま

す。 

まず、マイナンバーカードの保険証としての利用の概要についてでありますが、

先ほど田川議員おっしゃったように、まだ、国のほうからは正式な通知はあってお

りませんけれども、マイナンバーカードの保険証利用等における国の改正法が６月

２日に可決成立しております。改正法では、令和６年秋に、現行の健康保険証は原

則廃止されまして、基本的には、マイナンバーカードを健康保険証として利用する

こととなります。それ以降は、新規の健康保険証の交付は行われなくなりますけれ

ども、有効期限が切れていない保険証は、その時点から最長１年間使用できる方向

で現在検討されております。 

また、マイナンバーカードを健康保険証として利用することとなれば、保険証の

有効期限という概念はなくなりますけれども、マイナンバーカードと、またそれに

入っております電子証明書には、それぞれ有効期限がございますので、そちらの更

新が必要となります。 

また、御質問の各問題への対処につきましては、様々な理由で、マイナンバーカ

ードを取得されていない方、また紛失や暗証番号を忘れられた方、また保険証利用

登録をされていない方などには、資格確認書というものを交付することになってお

り、それを医療機関で御提示いただければ、引き続き保険診療を受診できるように

なるということです。 

ただし、この資格確認書の取得には申請が必要となることから、申請自体が困難

な場合には、市町村の判断で交付できる仕組みも、現在、国のほうで検討されてお

ります。また、マイナンバーカードの申請や電子証明書の更新手続きにつきまして

も、ご本人でのお手続きが難しい場合には、意思確認ができれば代理での手続きも

可能であります。 

以上です。 

◎議長（小池弘基君）  

田川議員。 

◎１０番（田川正治君）  

私が一番気になったのは、マイナンバーカードを持たない人、しかし、国民健康

保険税は払ってる人。そういう人たちは、この来年10月になったら、病院での保険

診療は先ほど説明されたのが１年間継続で期限が切れてないですから、これちょっ
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と意味が分からないですが。このへんどういうふうになるのかっていうのが非常に

大きな問題としてあるんですよね。 

それともう１つは、国民健康保険証が廃止になって、加入世帯、昨日テレビで河

野大臣が言ったということですが、子どもについても口座登録の分が要るというこ

となどが言われましたが、このマイナンバーは、すべての子ども含めて世帯にマイ

ナ保険証が必要になるのか。そうなれば、手続き上の問題もかなり、本人確認と

か、いろいろとするのに問題が出てくるんじゃないかというふうに思うんですけ

ど。まずちょっとこのマイナンバーカード持たない人、保険料払ってる人、それに

ついてはどういうふうになるんですかね。 

◎議長（小池弘基君）  

大内田総合窓口課長。 

◎総合窓口課長（大内田亜紀君）  

先ほど少し申し上げたんですけれども、もちろん今のところマイナンバーカード

というのは任意で作っていただくものになりますので、もちろんカードをお持ちで

ない方いらっしゃいます。その方には、この資格確認書というものを交付するよう

になるということになっております。そちらを持って病院のほうに行っていただく

と、今までどおり保険診療を受けれるという形になっております。 

以上です。 

◎議長（小池弘基君）  

田川議員。 

◎１０番（田川正治君）  

もう１つ言いますと、子どもも含めて、このマイナ保険証が必要になるというこ

とになる。マイナンバーは全部、すべて国民にあるわけですが、これは保険証もそ

ういうふうになると。そうしないと受けれないと。マイナ保険証を持って行って病

院の窓口で、この何ですかオンラインか何かでこうすると、いうことですけど、そ

れをするのは一人一人の分がないとできないということ。今は国民健康保険証１枚

あればいいわけですよね。それがそういうふうなことになれば、かなり大変ですけ

どね。そういう点についてはどういうふうになりますか。 

◎議長（小池弘基君）  

大内田総合窓口課長。 

◎総合窓口課長（大内田亜紀君）  

運用についてはもちろん今からいろいろ検討はされていくと思うんですけれど

も、基本的にマイナンバーカードはお１人１枚になりますので、保険証として出さ

れる場合は、やっぱりお１人１枚、機械のほうにかざしていただくようになりま
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す。子どもさんの場合は法定代理人の親御さんが暗証番号を入力することもできま

すし、機械のほうで顔認証というのがございます。そちらでもご本人様確認するこ

とができますので、それで一応、健康保険証該当のほうがあるということを判断し

ていくというふうになっておるようです。 

以上です。 

◎議長（小池弘基君）  

田川議員。 

◎１０番（田川正治君）  

もう１つ、ちょっと聞いておきたいんですけどね。今でも健康保険税の滞納によ

って短期保険証とか資格証明書の場合があるんですよね。そういう人たちは、１か

月とかの短期保険証とか資格証明書の場合は、病院で10割払わないかんというよう

なことなどあるわけですけど。これはまだすぐ来年10月までに、いろんな経済的な

状況、個人のそういう所得の問題を含めてある中で起こりうると思いますが、こう

いう人たちのマイナ保険証はどういうふうになるんですか。交付は。 

◎議長（小池弘基君）  

大内田総合窓口課長。 

◎総合窓口課長（大内田亜紀君）  

もうマイナンバーカードについてはもうどうしても任意になりますので、そこは

ご申請をいただかないといけないと思いますけれども、基本的に短期証も、今後は

なくなるというふうに、国のほうは言っております。やはりそこで、生活状況等を

確認させていただく機会ではあったんですけれども、それに代わるものを国のほう

も検討するというふうに、今現在、言っておりますので、実際運用が始まって、も

ちろん窓口で接するのは町の職員になりますので、私共も法律にのっとった上で、

できる範囲のことをしていきたいなとは思っております。 

以上です。 

◎議長（小池弘基君）  

田川議員。 

◎１０番（田川正治君）  

時間もなくなりましたので、あと３つあるわけですが。それについて、２番目は

紛失時の病院受診、それと暗証番号の忘れ、認知症、障がい者、高齢者の申請不能

などの問題などがあるわけです。そういう中で、問題になっとんのは暗証番号の忘

れとか、結局病院に行って暗証番号入力は３回間違えばエラーになって停止される

というようなこととか、暗証番号そのものが、高齢者の方が、直接自分で管理する

ということができないということなどが生まれてるということが言われてます。 
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今は介護施設とか、特養ホームなど含めては、施設のほうで保険証を預かって、

２日に１回ぐらい病院に行くときには、一緒に付き添ってやってるということにな

りますけど、そういうのも含めてが、すべて、マイナカードであれば、カードその

もの、マイナ保険証です。それを振りかざさないと、実際オンラインは作動されな

いということになりますので、それも含めて暗証番号を含めて、施設で管理すると

いうことなどについて、その施設側は、そのことについて、非常に困難な問題が生

まれるということなどが言われてるわけですけどね。そういう点について、今町の

ほうに、現在マイナ保険証を持ってる人たちの対応も含めてあると思いますが、病

院のほうでも、窓口の問題も含めてありますが、そういう点での町に対する対応に

ついてとか、相談とかいうのは、来ているのがあれば説明をしてください。 

◎議長（小池弘基君）  

大内田総合窓口課長。 

◎総合窓口課長（大内田亜紀君）  

私どもも報道でそういった問題が起こるのではというのは認識はしておりますけ

れども、今のところ具体的にご相談はいただいておりません。やはりあとはマイナ

ンバーカードのやっぱり保管の仕方っていうのは、国で定められてる部分もありま

すので、今後ちょっと運用にはなっていくと思いますけれども、今のところ特に、

ご相談等はいただいておりません。 

以上です。 

◎議長（小池弘基君）  

田川議員。 

◎１０番（田川正治君）  

では、以上で終わります。一般質問を終わります。 

（10番 田川正治君 降壇） 

◎議長（小池弘基君） 

ここで暫時休憩に入ります。再開時間を10時45分といたします。 

（休憩 午前10時34分） 

（再開 午前10時45分） 

◎議長（小池弘基君）  

それでは再開いたします。 

議席番号６番、井上正宏議員。 

（６番 井上正宏君 登壇） 

◎６番（井上正宏君）  

おはようございます。議席番号６番、井上正宏です。通告書に従いまして、一般
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質問します。 

冒頭に、最初の質問は、この事業の目的、英語検定というのは１つの目的ではな

い。ある程度の手段として位置づけ、全体的には、粕屋町の英語教育、英会話教育

はどんどん進展するように、執行部も応援してまいりますということで、６年間経

ちました。 

私もこの事業につきましては、注視していく中で、受験者や合格者を増やしても

らうということが、最終的な目的ではないと思っております。その中で予算に対し

ての中学校の執行残が、以前から気になり、教育費の予算が無駄にならないよう

に、執行残を検定試験助成金として考えてもらえないかということと、英検ばかり

ではなく、他の教科の検定試験助成の拡大もいつも私の頭の中にあります。 

その中で、昨年から小学校５年生、６年生に新規で小学校に教育振興事業費、英

語検定料助成金がスタートしたことは、今後、小中連携での、この事業の目的が達

成されれば大変喜ばしいことです。 

それでは、最初の質問をします。小学校及び中学校教育事業費、英語検定料助成

金について聞きます。令和４年度から小学校５年生、６年生に英語検定料助成金制

度が始まりましたが、予算に対しての執行額、学年別の受験者、合格者を聞きま

す。 

◎議長（小池弘基君）  

堺教育委員会次長。 

◎教育委員会事務局次長（堺 哲弘君）  

はい、お答えいたします。 

小学校５年生、６年生の英語検定料助成についてでございますが、令和４年度の

予算額は10万8,000円。これに対します執行額が７万9,200円となっております。執

行率としましては、73.3％ということになります。学年別の受験者数、合格者数に

ついてでございますけれども、５年生が受験者数19名、合格者数も同じく19名、合

格率100％でございます。６年生は受験者数が27名に対して、合格者数が25名、

92.6％の合格率となっております。 

以上でございます。 

◎議長（小池弘基君）  

井上議員。 

◎６番（井上正宏君）  

１年目の事業の取組という中で、70％以上の受験者ということでございます。予

想していたよりも数が、中学校の最初の頃と比べるとかなり、この英検に対しての

注目度が受験者の方にも出てこられたのかなと思っておりますが、この受験に対し
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ての広報といいますか、保護者について、どういうお知らせをされたのかというこ

とをお聞きしたいと思います。 

◎議長（小池弘基君）  

堺教育次長。 

◎教育委員会事務局次長（堺 哲弘君）  

これは学校の先生方が、それぞれ児童生徒に対して、こういう制度があるよとい

うことで、お知らせをしていただいて、受験を進めていただいてるという状況でご

ざいます。 

◎議長（小池弘基君）  

井上議員。 

◎６番（井上正宏君）  

プリントの配布ということでの、今、答弁をいただきましたが、もっと受験者を

増やしていただく、せっかく教育費として付けていただいてますので、もうできれ

ば100％以上の受験者なんかも、今後出てくれば、何か様々なところで良い相乗効

果が出てくるんじゃないかなと思いますが、また、広報の連絡として、学校との連

絡でスクリレというようなアプリを通じて、学校の情報を流してあるということで

すけれども、今後もそのスクリレのアプリを利用していただいて、広報もしていた

だきたいと思います。 

また、この事業は、これはもう中学校でも同じことが言えるんですけれども、あ

くまでもその学校で受けている子どもさんが対象となっております。粕屋町に在住

していても、私立の学校に通っているとか、塾に通っていて、この英語検定料助成

制度が利用できないという、子どもさんもいるように聞いております。同じ粕屋町

に在住していて、同じ税金を納めていただいている保護者からすれば、何らかの救

済措置があってもいいのではないかなと思いますが、答弁願えますか。 

◎議長（小池弘基君）  

西村教育長。 

◎教育長（西村久朝君）  

受験者を増やすのが目的ではないとかいろいろ目的については、委員長が先ほど

冒頭で言われたとおりでございます。 

ただ、今ちょっと１つ誤解があるようですので、先にそれお答えさせていただき

ますが、受験料の、補助につきましては、学校で一斉に受けるだけではなくて、塾

とか、家庭で受ける子、これあの自分で受ける子もおります。ただ、金額が違って

くるんですよね。学校で受けると、集団で受験になりますので安いんですよ。これ

が10名以上とか５名以上とかあるんですけど、塾で受けても少し安くなります。個



 

－ 40 － 

人で受けると高くなります。けど、受けたという証拠が、学校教育課のほうに提出

されますと、半額は補助をしております。 

それから、情報については、スクリレとおっしゃってましたけど、これについて

は半額の補助があるということは、きちっと保護者のほうには、学校だより学級通

信若しくは、保護者会あたりでもこの話は随時しておりますので、スクリレが最上

の、ベストの状態だと私は思っておりません。あれはやっぱりあくまでも非常用と

か、特に一般的にちょっとこれは大事な内容だということについては、しておりま

すけどですね。あとはまだまだ紙の文化かなと思っております。 

以上でございます。 

◎議長（小池弘基君）  

井上議員。 

◎６番（井上正宏君）  

はい、私の認識不足でありました。 

はい、それでは次の質問に移ります。 

令和３年度、４年度、中学校英語検定料の予算に対しての執行額を聞きます。 

◎議長（小池弘基君）  

堺教育次長。 

◎教育委員会事務局次長（堺 哲弘君）  

はい。令和３年度、４年度の中学校分につきましてでございます。令和３年度の

予算額、49万円でございます。それに対する執行額が40万1,700円、執行率が82％

となっております。令和４年度につきましては、予算額49万9,000円に対しまし

て、執行額が42万4,800円。こちらは執行率で言いますと85.1％となっておりま

す。 

以上です。 

◎議長（小池弘基君）  

井上議員。 

◎６番（井上正宏君）  

当初、この事業につきましては、補助が、補助といいますか、受ける、受験の数

ですね、数が非常に心配しておりました。53.5％ぐらいの状況だったのが、この３

年度、４年度につきましては、82％、85％ということで、小学校と同じようにこの

事業の取組も、しっかりと、先ほど教育長が言われましたように、様々な広報の中

で、増えていっているということでは、喜ばしいことではないかなと思っておりま

す。ただ、しつこく言うようですけれども、やっぱりこの執行残というのが、８割

ですね。８割来てもやっぱこの執行残というものが、何かこう非常に、せっかく教
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育費として挙げていただいてる予算に対して、何かこう、ちょっと、うまく使える

方法がないかなということで思っております。それで、今からまた次の質問なんか

とかぶるようなことも出てきますので、次の質問に移りたいと思います。 

中学校英語検定料助成金というのは、これ毎年、予算は組んであります。やっぱ

り残が残るという、その残に対して、何か有効にその残を使う仕組みとか、中学生

に英語検定料以外にも、もし何か別の科目を受けたいというような、これはあくま

でも英検とか数検とかいうことで、こだわることではないんですけれども、何か、

英検以外にも助成が出れば、何か受けてみようかなというような、何か簡単なアン

ケートでもいいですけれども、ちょっとそういう調査とか、研究をされてみてはど

うですかということでお聞きします。 

あ、すいません。失礼しました。申し訳ありません。今の４番でした。３番です

ね、すいません。３番ということで、中学校英語検定料予算に対して、今までの取

組、平成29年度から令和４年度までの受験者とか、合格者の推移を聞きますという

ことでの質問を上げておりますけれども、先日、文部科学省の、これ４月17日の西

日本新聞の朝刊でしたけれども、全国の公立小中高を対象にした、2022年度英語検

定実施の状況の調査結果ということで出ておりましたけれども、そういうものが公

表されておりました。 

それで、中高の英語力、目標とかいうところについては、届かずと。文部科学省

調査、中３、英検３級以上が49％というような公表がされてましたけれども、町の

教育委員会としても、この６年間の取組の中で、何かこのような公表ができるよう

なものがありましたらという意味で、その推移を聞きますということでお願いいた

します。 

◎議長（小池弘基君）  

堺教育次長。 

◎教育委員会事務局次長（堺 哲弘君）  

はい。平成29年からこの制度を開始をしております。中学校の、まずその受験者

数と合格者数というお尋ねなんですけれども、受験者数からまず申し上げたいと思

います。 

平成29年度が52名、平成30年度が151名、元年度が113名、令和２年度が123名、

令和３年度が159名、令和４年度が171名という受験者数でございます。 

これに対する合格者数なんですが、実は提出をしていただいております、個別の

帳票を１枚ずつめくって確認をする必要がございます。といいますのが、あくまで

制度上受験に対して助成をするというものですので、合否の情報というのが基本的

には必須ではないというところからでございますけれども、ちょっと時間の関係も
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ございまして、先ほどの小学生も含めて令和４年度分だけをめくって数えました。

ただ、こちらも情報が必須でないところもありまして、全部の情報が、実は確認で

きませんでしたので、分かった範囲という形でお答えをさせていただきたいと思い

ますけれども、令和４年度の受験者数、171名に対して135名最低でも合格をしてい

るということで、パーセンテージにしますと大体80％以上という形かなというふう

に考えておるところでございます。 

◎議長（小池弘基君）  

井上議員。 

◎６番（井上正宏君）  

はい。今、学校教育長の答弁で、教育次長、堺教育次長の答弁で理解させていた

だきました。先ほどは飛ばしまして、どうしても今日のこの１問目の１番目の問題

につきましては、この４番。４番ですね。４番のところについて、以前からでも、

そういう話の中で、執行部はしっかり、こういうふうにしていきますと、いうこと

は答えられておられましたけれども、しつこいなと思われますが、再度、この４番

目の問題を、質問を確認しながら、質問させていただきたいと思います。 

４番目行きます。中学校英語検定料助成金予算は、これ毎年ですね、毎年組んで

ありますが、毎年執行残ですね、確かに今、堺教育次長の報告の中では、執行残が

だんだんと５割から、現在も８割というところまで来てるんですけれども、やっぱ

り執行残について有効に使う仕組みとか、先ほども飛ばして質問をしてしまいまし

たけれども、この中学生、当然、英検の目的も分かるし、英語検定を優先にという

ことも、分かっておりますけれども、やはり生徒も、様々な生徒がおりますので、

英語検定以外に、受験したい科目などがあるかとかいうことを、簡単なアンケート

をとっていただいて構いませんので、調査とか、研究をされてみてはどうですかと

いうことでお聞きします。 

◎議長（小池弘基君）  

西村教育長。 

◎教育長（西村久朝君）  

執行残があるから英検だけじゃなくて、その分をほかの検定のほうに回していた

だけないかというようなふうに今とらえるんですが、それでよございますかね。 

本来でしたら、英語のこの検定につきましては、平成29年度だか28年度だかはは

っきり覚えませんけど、ある議員のほうから、これを提案いただきまして、半額若

しくは全額の補助ができないかと。で、子どもたちにとにかく英語力をしっかりつ

けてやって、これからのグローバルな社会に生きていけるような子どもたちを育て

てほしいということで、まず、粕屋町については、生徒数が多うございますので、



 

－ 43 － 

半額というところで今まできておるところです。半額をするのでということじゃな

いんですけど、英語に関心を持っていただいて英語の力をつけてほしいということ

で、半額を補助するから、どれぐらいの子どもだったら受けてもらえるかなという

ことで予算を作ったわけですので、もともと予算ありきでこれで受けてくれじゃな

くて、これだけの人数を受けてほしいよな、もう少し受けてくれるともうちょっと

予算を確保できるよねというような話で、これ言ってるわけですから。もともと英

語力を高めるというのが根底にございます。いろんな資格を、とらせるために半額

補助ということとはちょっと違います。 

それともう１つは、全国の傾向を調べていただいとりますので、ちょっと話が早

いんですけど、49％が３級持ってるという話を先ほどしていただきました。粕屋町

はまだそこまでは至ってないんですが、今、文科省が言ってるのは、中学３年間で

子どもの半分、50％以上、３級をとらせたいという目標を持っているようです。こ

のことが、大学の共通一次、今、共通テストというんですかね、の英語は業者テス

トに頼む、任せるとか、ああいう動きとこれつながってきてるんだと私は思ってお

ります。 

もう１つちょっとこの場で、最近ずっと受験者が増えてきてるのは、１つは、理

由があるんです。実は令和になりまして、福岡県の中学校に対して中学３年生、英

語能力向上事業、IBA テストというのが、３年生全員に対してこれは実施をされて

おります。大体これ秋にあります。内容としては、リーディングで25分、リスリン

グで20分ということで、筆記とリスリングだけのテストなんですけど、１時間、こ

れ３年生全員受けます。その結果が12月に返ってくるもんですから、なかなかちょ

っとその結果が、子どもたちの即検定のほうに結びつかないんですけど、この結果

がどういうふうに返ってくるかというと、英検４級相当とか、英検３級相当とかっ

ていうそういった個人評価が返ってきます。これを全員、粕屋町の中学校３年生、

受けさせておりますが、今年からこの５年６年７年、この３年間に関しては、１年

生から２年生、３年生も全員受けさせるというところで県のほうが打ち出しました

ので、今後２年生が、この試験を受けたときに、12月では３級相当、４級相当とい

う結果が目の前に来ますので、１学期２学期の検定試験に間に合うんですよ、３級

の。おそらく来年は、私は３級受験者が増えてくるだろうと思います。 

そういった意味で、これとタイアップしながら、私は英語の力はとにかく子ども

たちにつけさせてやりたいというふうに思っております。事業改善のこと、それか

ら子どもの英語能力のこと、そして福岡県の福岡グローバル人材の育成というこの

大きな、これ義務教育が抱えている目標がございますので、これに向けても、やは

り私は特化してやっていきたいなと思います。 
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また、ほかの検定についても、数学検定、社会科検定、一番オーソドックスなの

は漢字検定ですか。これに受けたいというのは、英語検定ほどはないかと思いま

す。しかしそれは、何度も言ってますけども、受益者負担がやはり私は大きいと思

います。英語については今から先、いろんな社会で私は要るからこそ、これは半額

ということを提案していただいただろうし、私たちもそれをいまだに続けていって

るのはそうです。ただ現場はやっぱり全員受けさせてください、全員補助、全額補

助をということをやっぱり現場の先生からは言われました。しかしなかなかそこ

は、予算的に難しゅうございますので、半額というところで考えております。 

以上でございます。 

◎議長（小池弘基君）  

井上議員。 

◎６番（井上正宏君）  

はい、前回のその英語の検定についてのお話の中よりも、今、西村教育長から答

弁いただいたのは、より具体的に今後こうしていくんだよということでのお話とい

うのは、よく理解できました。 

それで、グローバルな世界の中で勝ち抜いていく中での、当然、英語力、英検と

いうことも重々分かりますが、そういう中で、様々な、今後の多様化の時代を勝ち

抜いていくためにも、当然、英語検定を優先順位ということは私も理解できますけ

れども、多様化の、様々な多様化の時代を勝ち抜いていく中で、やっぱりほかの資

格試験についても、幅広い、そういう検定資格試験補助を子どもたちに与えてもら

いたいと提案いたしますが、もう西村教育長にはもう再三聞いておりますので、予

算をつけてくれとかそういうことじゃなくて、箱田町長に、今の私の質問に対して

何か答弁いただけたらと思いますが。 

◎議長（小池弘基君）  

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  

私は１期目の就任当時に、その所信の表明と、一般質問でもお答えしますが、や

はり、今、日本人に欠けているグローバルな資質、要するにセンスは、やはりコミ

ュニケーション能力といいましょうか、英会話能力が非常に低いと。これが出遅れ

ている原因だろうと思います。 

一般の企業、あるいは会社あたりは、社員にはもうその会社の中で、英語でしか

しゃべったらいけないよみたいなことまで言う企業もありました。外国との、例え

ば資材の輸入あるいはそれを使って輸出する、製品化して輸出するときにも、必ず

英語、これはもう世界各国どこに行っても英語が必要になります。 
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そういった人材の育成をすべきなのが、やはりそれぞれの市町村だろうと思うん

ですね。これは国任せだけじゃなくて、それぞれの市町村でそういった、英語能力

に長けた若者たちを養成するのは、もう必ず、市町村の責務だろうと思ってます。

そういった観点で、英語教育については、今力を入れているところでございます。 

国のほうも、タブレット端末を使って英会話を、能力を高めるような事業も今始

めております。そういったことで、今後日本人の国際競争力を高めるというふうに

考えております。 

ただ、今議員がおっしゃるように、その他の検定につきましても、これは考えて

ないわけじゃございませんが、社会的な必要性の高さ、あるいは公共がやるべきも

のなのかというようなことも観点で、今研究を行っているところでございます。今

後とも、学校とも連携しながら、様々な検討を行ってまいりたいと思っておりま

す。 

◎議長（小池弘基君）  

井上議員。 

◎６番（井上正宏君）  

はい。今後も、未来の粕屋町を支えていく、子どもたちの教育費ということで、

投資という面で、考えていただきまして、次の質問に移ります。 

次の質問は、中学校部活動地域移行について聞きます。 

スポーツ庁と文化庁は、昨年12月に指針をまとめ、公立中学校の部活動を地域ク

ラブチームや外部指導者に委ねていくことが掲げられました。休日分から段階的に

始め、平日分の改革につなげていくとのことで、本年度から３年間を改革推進期間

と位置づけ、地域の実情に応じて、可能な限り早期の実現を目指すとしています。 

少子化によって、部員が集まらない部活動があることに加え、教員の働き方改

革、教育現場や地域の大きな範囲において改革がなされようとしている中での、最

初の質問です。 

公立中学校の部活動は、地域移行、学校が主体ではなく、地域や民間のクラブ等

の学校の外に託すという方向性が国で議論されていますが、粕屋町では、いまだに

大きな話題となっていないように感じます。今後、町として何か取り組むことを考

えてありますか、ということでお聞きします。 

◎議長（小池弘基君）  

堺教育次長。 

◎教育委員会事務局次長（堺 哲弘君）  

はい。議員が言われますとおり、国におきまして、中学校の運動部の部活動につ

きまして、地域移行の議論進んでおりますことは、十分承知をいたしておるところ
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でございます。生徒はもちろん、保護者、学校、教職員、地域のスポーツ指導者な

ど、学校や部活動に係る全員にとりまして非常に大きな話題でございますので、私

どもも注目を大変しておるところでございます。 

部活動の地域移行につきましては、少子化に起因する部活動の減少や、教職員の

長時間労働に対する改善策として期待される一方で、その実現に対しましては、指

導者の確保を含めた受皿の整備、事故等の際の責任の所在ですとか、あるいは損害

の補償をどうするか、また、地域・全国大会の運営など、そういった方の関わりを

どうするかということの整理など、またほかにも、これまでの教育課題と、課程と

しましての、部活動の在り方というのも一変させるのかというような、根本から変

えるのかというようなことなど、本当に様々な課題が言われているところでござい

ます。ですので現状としましては、私どもも国のほうの動向を注視しておるところ

でございます。 

以上です。 

◎議長（小池弘基君）  

井上議員。 

◎６番（井上正宏君）  

はい。１番目と２番目の問題は、質問は、答弁が重なるようなところも出てくる

んではないかなと思いますけれども、この地域移行の本来の目的の１つということ

で、学校における教員の働き方改革、更に、部活動が教師の時間勤務を大きな要因

の１つになっている現状から、この働き方改革が求められるようになりました。 

私も、この部活動地域移行について、２回の研修を受けました。部活動は、子ど

もたちが、スポーツ、文化を通じて、様々なことを経験し、健やかに成長する重要

な活動であるということは言うまでもありませんけれども、本来の教育業務に支障

がない限りということで、研修の中で、そういう講師の先生がお話しされてました

ことを少し紹介させていただきますけれども、本来の教育業務に支障がない限り、

一生懸命に部活動をしたい、指導をしたいという先生は３割、部活動指導の目的に

ついては承知はしているけれども、本来の教育業務に支障をきたすことも、あり得

るという先生が３割、あとの４割は、部活動の指導の在り方で迷っているというこ

とが、そういう数字が、全国の調査で出てるということでお話を聞いております。

そういう研修会の中で、話をさせていただきました。 

それでは次の、２番目の質問をします。先ほども申しましたように、同じよう

な、今から、先ほどの堺教育次長の答弁で、この部活動については、今からの準備

だということでのお話もありました。ですから、この２番の回答についても、そう

いう回答というか、答弁もそういう答弁が出てくるのではないかなと思いますが、
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２番目の質問をします。 

近隣の中学校は部活動地域移行のモデル校になり、様々な調査・事実・分析を行

い、その課題に対してどう改善していくかなどの研究をされています。また、ある

近隣の自治体は、執行部が議会に議案として、地域部活動準備委員会設置条例案を

提出し、議会で可決され、部活動地域移行については、今後、様々な各団体の意見

をまとめていくとの方針ということで、もう既に、周りが動き始めました。 

それで先ほど、今から準備ということもお聞きしましたけれども、再度同じ答弁

になるかとは思いますけれども、こういう、周りの自治体の動きが始まったことに

ついて、どう思われますかということでお聞きします。 

◎議長（小池弘基君）  

堺教育次長。 

◎教育委員会事務局次長（堺 哲弘君）  

はい。議員の言われますような状況というのが実際ありまして、担当の課長会等

があります。そちらでもいろいろ近隣の自治体の情報とか伺いながら、情報交換を

させていただいておるところでございますけども、部活動の地域移行の大きな、先

ほども言いましたが目的の１つとしまして、少子化に起因する部活動減少に対応す

るということがございます。 

また、実現の課題であります受皿確保というものを、この両方勘案しますと、部

活動の地域移行を実現するために、複数の学校あるいは複数の地域というものが連

携をするということが、検討課題として上がってくるんではないかなというふうに

考えておるところでございます。 

そういった意味では、近隣にモデルとして、課題研究をされている自治体があっ

たり、あるいは準備委員会を設置して、実際に意見情報の収集をされているという

自治体があることは大変心強いというふうに思うところでございます。 

今後、地域で情報共有をしていただきながら、まずは生徒にとってどうするのが

一番いいのか、というところが一番重要なポイントになると思いますので、それを

第一の視点としまして、慎重に情報収集と研究を進めてまいりたいというふうに考

えておるところでございます。 

◎議長（小池弘基君）  

はい、西村教育長。 

◎教育長（西村久朝君）  

地域移行につきましては、学校教育課だけではなくて、社会教育課とこれ合同で

進めております。まだ表にはまだ出せてはおりませんが、今の現状はどうだという

こと、それから各種研修会、議員が行かれた研修会同じところかなと思いますが、
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社会教育課のほうもこの答弁については、考えておりますので、社会教育の課長の

ほうから述べさせたいと思いますが、よございますかね。はい。 

◎議長（小池弘基君）  

臼井社会教育課長。 

◎社会教育課長（臼井賢太郎君）  

はい。糟屋郡内の自治体では、もう宇美町が部活動地域移行の、令和３年度、４

年度の実践研究校、モデル校として取組を実際進めてあります。その内容につきま

しては、議員言われましたとおり、福岡県や糟屋地区での研修会で発表されており

ますので、そちらのほうで内容の報告を受けております。 

また、糟屋郡の自治体で条例を策定されている篠栗町につきましては、その内容

や状況につきまして、担当者会議などがありますので、そういった会議などにおい

て、進捗の確認をしております。 

粕屋町としましては、これらも参考にしながら１番のほうでも、回答、答弁した

と思いますけれども、今後、子どもたち、保護者も含めたところで、最も望ましい

形で地域移行に取り組むことが大変重要と考えております。そのためには、粕屋町

に応じたといいますか、実情を勘案して、勘案した上での地域移行が必要であり、

また、地域移行するためには、移行するための、御家庭での費用負担など、金銭面

や、あとはどこで行うかなどの場所の問題、あとは指導者が誰がするのかといっ

た、そういった指導者の確保問題、後は保険はどうするのかといった問題ですね。

そういったことも考える必要があります。 

今後は、更に周りの自治体の状況や、国、県からの補助金などの支援情報があれ

ば、そういったところも確認をしながら、地域移行の方向性、ビジョンや地域移行

に向けたスケジュールなどをじっくり準備をしながら、検討してまいりたいと考え

ております。 

以上です。 

◎議長（小池弘基君）  

井上議員。 

◎６番（井上正宏君）  

はい。町の研修も受けさせていただきました。それと、昨年の６月に、福岡４区

の代議士の研修会の中で、代議士自らは、今後、地域部活移行については、こうい

う流れでいきますよというお話も聞いております。そういう二回の研修とか、ま

た、私も地域のところでいろいろ調査とかさせてもらった中で、１つの自治体は、

町独自で、部活動移行については、今後も考えていくけれども、周りの様子はしっ

かり見ながら進めていくということで、大体が、町の、粕屋町の、今お話もありま
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したように、周りの自治体というのは、もう動き始め、いろんな形で動き始めてお

ります。教育現場において教職員の人手不足、今後の粕屋町の児童生徒の減少など

の社会変化に対応していく必要があります。 

今回の質問は、部活動を焦点に当て、部活動の負担軽減をしつつも、地域連携と

いう手段によって、部活動の持続可能で充実した環境整備をしていただきたいと提

案いたしますが、何度も申し訳ありませんが西村教育長、なにか答弁いただけた

ら。 

◎議長（小池弘基君）  

西村教育長。 

◎教育長（西村久朝君）  

そもそもこれが、地域移行に至った経緯というのはやっぱり少子化の問題。学校

で１つのチームができないとか、少人数でやはりその運動の目的、文化の目的が達

成できないということ。 

それから、先ほどからおっしゃってありますように、教職員の働き方改革、いわ

ゆる持続可能な社会を作っていくということで、部活動の意義というのはやっぱり

大事なもんだろうと思います。これを地域移行にしていく。やはりこの地域移行す

る中で、やはりキーワードとなるのは幾つかあるんですけども、地域クラブ活動と

いう名称に変わっていくということ。 

いわゆる地域のジュニアとかそういった団体のほうに移行していくんだよという

ことをまず、保護者の方に理解をしていただかないといけないということ。 

それから運営団体がどこなのか、実施主体がどっちなのかということ。これにと

っては、ガイドラインもあるんですけども、県教委もガイドラインを作ってるんで

すけど、やはり自治体が主導権を握って、窓口を作って、例えばその団体、クラブ

チームと行政とが一体となって、費用を弁償しながら、子どもたちに運動をしてい

ただく、文化をしていただくということ、または、今あるいろんな団体、いわゆる

ジュニア団体あたりが主体となって、自分たちで保護者からお金をもらいながらや

っていきますよというふうにやっていくのか。そういった主体はどっちにするかと

いうことがいろいろ例で書いてありますが、これも今検討中でございます。 

それから、やはり教職員が全く関わらないということよりも、教職員が兼職兼業

を県が許してるんですよね。兼職兼業も可能だよということ。で、これは普通学校

業務に差し支えない限りでやっていいと。そして費用弁償をします、いわゆる賃金

です。そういったことも県のほうは考えていただいとるんですが、なかなかそれが

具体的に落ちてきてはおりません。そういうことを考えると、今、例えば条例とか

要綱を作ったとしても、そういった人たちを集めたときに、じゃあ何が提案できる
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かということで、今私たちは二の足を踏んでるとこなんです。ほかの町はそれを作

って、今からこういった話し合いしますよというんですが、議題は何なのか、柱は

できてるのかというところは、今私も聞いているところです。 

参考程度に１点だけちょっとお話をさせていただきます。アンケートは、保護者

にとったアンケートがございます。中学生の保護者に。粕屋町です。昨年の夏にと

ったんですけども、幾つか御紹介します。「部活動は先生方の負担は分かるが、学

校で活動してほしい。」とかですね。「部活動は学校生活の一部と思っていた、地

域で運営するメリットがよく分からない。」「勝ち負けではなく、生徒と先生たち

の関わりが大事である。」まだまだこういった考えが強うございます。それから、

「学校の先生にも、休日は必要と思うがうまくコーチが見つかるのか。そのコーチ

が選ばれる基準をきちっとやっぱり提示して、コーチを見つけていただきたい。ま

た、指導者や活動場所の確保が困難になることが予想される、行政側もしっかり支

援体制を整った上で移行してほしい。」「新規部活動も柔軟に対応できるよう体制

を整えてほしい。」とか、いろんな意見がございます。なので、こちらはこちらで

移行することだけを目的するんではなくて、やはり保護者とか地域の、やはり理解

を得るような、情報提供が必要になってきますので、もうちょっと慎重に私たちも

対応したいと思いますし、国・県がもうちょっと具体的に、指導者に対して費用弁

償するとか、今の外部コーチと部活動指導員と両方うちは雇っております。町から

のお金、県から３分の１の補助をいただくとか、そういった費用弁償もしておると

ころでございますが、全部の部活にこれができるかというとなかなかそういうわけ

には今のところいきません。もうちょっと動向を見ながら、保護者の方、地域のほ

うにも発信はしてまいりたいと思いますので、現状を今お話しさせていただいたと

ころで御理解いただきたいと思います。 

以上でございます。 

◎議長（小池弘基君）  

井上議員。 

◎６番（井上正宏君）  

部活動地域ですね。部活動地域移行の改革といいますか、これは生徒の有意義な

活動に向けての環境整備、また、教員の多忙化解消改善などが重要なポイントで

す。再三、同じようなことを繰り返してると思いますけれども。また、部活動の主

役である将来の粕屋町を支えていく子どもたちをど真ん中に考え、新しいスポー

ツ、文化芸術を生み出すビッグチャンスにもなるのではないかと思い、それが、今

後の新しいまちづくりの起爆剤という形で、他の行政と合わせていく必要はない

と、私も思っております。 
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未来の子どもたちのために、何が一番いいのかということを提案いたしましてと

いうか、そういうお話をさせていただきまして、私の一般質問を終了いたします。 

（６番 井上正宏君 降壇） 

◎議長（小池弘基君）  

ここで、暫時休憩に入りますが、本日は、午後からも２名の一般質問を予定して

おります。お時間がございます方は、午後からも傍聴のほう、よろしくお願いいた

します。再開時刻を13時といたします。 

それでは、暫時休憩といたします。 

（休憩 午前11時31分） 

（再開 午後１時00分） 

◎議長（小池弘基君）  

再開いたします。 

議席番号１番、古家昌和議員。 

（１番 古家昌和君 登壇） 

◎１番（古家昌和君）  

議席番号１番、古家昌和です。通告書に従いまして、一般質問をさせていただき

ます。 

本日は、１問、質問をさせていただきます。粕屋町がたくさんの企業と学校法人

と包括連携協定というのをなされてありました。その中で、まず、１問目、企業と

の包括連携協定の目的について、お尋ねしたかったんですが、その前にちょっと１

つ、私すごいことに気がついちゃったんですけど、箱田町長就任前までは、この包

括提携ってのが災害に関しての包括提携をすごくたくさんされてあったと思うんで

すけども、箱田町長就任後、結んだ、この包括連携協定という協定が私の数えた中

で、13社、学校法人も含めてということであったんですが、まず、この包括協定と

は何か、そして町長がどういう目的で、この包括提携を進めてあるのかというのを

お尋ねしたいと思って質問させていただきます。町長お願いいたします。 

◎議長（小池弘基君）  

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  

御紹介の包括連携協定、これ粕屋町では、福祉、健康、教育、安全・安心まちづ

くり、様々な面で地域が抱えている、様々なニーズ課題に対して、企業と連携し、

双方の強みを生かしながら、地域課題を解決していくため、企業との包括連携協定

を進めておるところでございます。 

町の予算あるいは職員数、規模、組織的なものには限りがございます。そういっ
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た状況の中で、年々多種多様化していきます、ニーズに対応してくことが非常に難

しい、現実的な問題がございます。そこで、包括連携協定を締結し、それぞれの企

業が持つ専門的な知識や、そして技術、それを活用することによって、この課題解

決につなげていくことと考えておるところでございます。 

具体的な例については、御紹介の13あるということで、大きく分けて、防犯防

災、シティプロモーション、災害時支援、まちづくり、そしてイベント等の支援と

いうような様々な分野で御協力をいただいている状況でございます。 

◎議長（小池弘基君）  

古家議員。 

◎１番（古家昌和君）  

はい。ありがとうございます。本当、箱田町長が就任後に、本当にたくさんの民

間企業、学校法人とこうやって、連携協定を結ばれて、この粕屋町をもっともっと

いろんな多方面から、バックアップ、そしてお互いに協定結んで利益のある活動を

前に進めていこうという姿勢、すごく私、これを見ながら感じております。 

私も包括連携協定とは何かということで、いろいろ調べてはみました。大きな理

由としては大規模な、今言われました災害、そういったものに対応する。あとは少

子化対策。こういったものとも考えていくための連携と。あと、新しい行政サービ

スを生み出すための民間との提携、そういったところを目的にやられているという

ことがすごく今分かりました。 

私もこの質問するに当たって、実は糟屋郡内、１市７町と、あとちょっと縁があ

りましたので宗像市、それとあと遠賀町、そこまで、ちょっと行政のほうにちょっ

とお話を伺いに、いろんな、周りの市町村がどのようなことを考えてあるのかとい

うことを、そんな長い時間ではないんですけども、聞いて、たくさんのことが分か

りました。 

その中で、２つ目の質問なんですが、九州電力送配電株式会社が提供する、

Qottaby というシステムを利用した粕屋町の全域の見守りネットワークを構築。こ

れが令和３年の４月とありましたホームページのほうにですね。このシステムの具

体的な内容と、利用実績、事故や事件の回避、解決に至った事例などはあるのかど

うか。それと、他市町村でも構わないんですけども、そういった事例があったのか

どうかということをお尋ねしたいと思います。 

まず、Qottaby というシステムが、おそらく今、聞かれてる方、この視聴されて

る方、傍聴されてる方の中で分からない部分もあると思いますので、その辺りの説

明からいただいたら助かりますが、お願いいたします。 

◎議長（小池弘基君）  
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髙榎協働のまちづくり課長。 

◎協働のまちづくり課長（髙榎 元君）  

はい。それではただ今の質問にお答えをします。 

Qottaby のシステムは、bluetooth を利用したそのビーコンのシステムになりま

す。子どもたちが、このビーコン、こちらを持っておりまして、これが見守りのポ

イントを通ると、通った場所の位置情報であるとか時間が記録されるような形にな

ります。そもそもこれはビーコンの技術を使ってますので、これ自体が GPS のよう

に場所をあらわすものではないんですけれども、子どもたちがどこを通ったという

のが記録されるような形になっています。 

以上です。 

◎議長（小池弘基君）  

古家議員。 

◎１番（古家昌和君）  

はい。ありがとうございます。子どもたちが利用しているということで今お話が

ありましたが、これは粕屋町の公立学校小学校に通う、児童生徒さんが全員持たれ

ているものなんでしょうか。 

◎議長（小池弘基君）  

髙榎協働のまちづくり課長。 

協働のまちづくり課長（髙榎 元君）  

はい。令和３年の４月からこちらのサービスを開始しておりまして、その際に、

町立の小学校の全生徒にお配りをしています。それ以降につきましては、令和４年

度以降は新しく入ってこられた新小学１年生の方であるとか、あと随時転入された

方にも渡している状況です。 

◎議長（小池弘基君）  

古家議員。 

◎１番（古家昌和君）  

非常に、子どもたちがどのルートを通って、もし犯罪に巻き込まれたときに、確

実にここまでは居たというのが把握できるようなシステムなんじゃないかなという

ふうなことが、今よく分かりました。 

この Qottaby のシステムについて、私もちょっと調べてみたんですが、これは見

守る側、これは保護者じゃなくても例えば、私はもう小中学校には子どももいませ

んので、保護者という形ではないんですが、私が見守りをやりたいという形でも、

参加できるシステムだということだったんですが、その辺りの周知はどのような形

でやられてますか、町民に対して。お願いいたします。 
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◎議長（小池弘基君）  

髙榎協働のまちづくり課長。 

◎協働のまちづくり課長（髙榎 元君）  

はい。今おっしゃられましたように、基本的には基地局が町内には存在しており

ます。 

令和３年の４月スタート開始したときには、例えば電柱であるとか、企業の事務

所とかに、見守りの端末を認識する見守りポイントを設置してるんですけれども、

それ以外に、個人の方がスマートフォンのアプリを利用していただいて、この見守

りのそれぞれが見守りポイントになるような形で実施することができます。それに

ついては、毎年ながら防犯という形で、広報かすやの４月号に掲載をしておりまし

て、詳細に載せましたのは令和４年の４月号に詳細を載せております。 

以上です。 

◎議長（小池弘基君）  

古家議員。 

◎１番（古家昌和君）  

はい。ありがとうございます。これもやはり広く町民の方にお知らせして、たく

さんの方に見守っていただく、そういったポイントが増えれば増えるほど、おそら

く安全性が高まっていくというようなものではなかろうかと思います。 

今、このシステムを導入して実際にこの自治体として運用してるのが、確か福岡

市と粕屋町、それとあと久山町、この３つの自治体だったと思うんですが、久山町

は有料での利用ということだったんですが、この有料と無料との違いはどういった

ものなんでしょうか。お願いいたします。 

◎議長（小池弘基君）  

髙榎協働のまちづくり課長。 

◎協働のまちづくり課長（髙榎 元君）  

はい。それでは今の御質問にお答えします。 

粕屋町の場合も無料と有料のプランがありまして、無料につきましては、登録は

していただくんですけれども、保護者がその位置情報とかそういうのを把握するこ

とができるものではありません。もし何か事件があったときに、警察から問合せら

れた際にそちらの位置情報等を提供するものになります。 

それから有料のプランにつきましては２つあります。先ほどのこの端末を使って

有料のプランになりますと、保護者の方が、いつどこを通ったというのが把握する

ような形になります。それからもう１つ、これも令和４年から始まってる分なんで

すけれども、もうこの端末を使わずに全く別の端末を使いまして、もうその機器が
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GPS で、位置情報が確認できて、なおかつ通話の機能を持ったプランもありますの

で、今のところ粕屋町はこの３プランあるような形です。 

以上です。 

◎議長（小池弘基君）  

古家議員。 

◎１番（古家昌和君）  

はい。詳しくありがとうございます。こういうシステムを、この Qottaby に限ら

ず、今いろんな、こういう見守りのシステムというのが、たくさん、アプリだと

か、携帯のキャリアのサービスだとかそういったので行われておりますので、更

に、こういうものがあるというのは非常にありがたい。そして粕屋町でこういうも

のを自治体として取り組んでるということは、非常に私はすばらしいことだと思い

ました。子を持つ親としては、非常に、利用できればありがたいシステムかなと思

いました。 

ただ、Qottaby のアプリ、私も実はダウンロードしております。いろいろ、利用

というか Bluetooth を入れとかないといけないんですけども、電池の消耗だとかそ

ういった問題もちろんあるので、常に入れてるわけではないんですけども、やはり

そのアプリの評価とかを見ると、やはりその通知が来てほしいときに来ないとか、

エリアがちょっと狭過ぎると。提供エリアがですね。そういった不満な評価もたく

さん見受ける中で、私が見た段階では５段階評価の2.7ぐらいの評価だったんです

ね。ほかにまだたくさんそういった見守りのシステムあるので、これを使うまでも

ないなっていうところがあったんですけども。ただ粕屋町、福岡市、久山町がこの

ような取組をしているということを、一般の町民の方に広く PR していくことは、

逆に、犯罪の抑止力にもつながっていくのかなというふうに思えた次第でございま

す。 

今回の、私が先ほど、いろんな町を聞いて回ったというところで、実はちょっと

ここ写真を持ってきたんですけども、これ宇美町の役場ですね、庁舎なんですけど

も、私久しぶり行ったら庁舎の中すごいきれいになってましたね。改装されて、び

っくりしました。昔行ったときとはもう大きく違ってて。そのときにちょっとトイ

レ寄りたくなったんで、トイレをお借りしたんですね。そのときにこういうものが

置いてありました。これは、男性の DV 被害、男性が受ける DV 被害の分の８人に１

人は、男性も DV 被害者ですと。なかなか男性の場合言い出せないというものもあ

って、トイレの中にこういうものが置いてありました。私も１枚もらってきたんで

すけども、被害者ではありませんが。こういったものも置いてあって、抑止力とい

うか、そういう意味ではすごく、何かたまたま持ってきたやつなんだけども、この
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話にちょっとつながるなと思って今日御紹介をしております。 

もう１つ、これ私が去年、長崎市に行ったときの話なんですけど、御存じ皆さ

ん、長崎の女神大橋というところですね。これ世界一、背の高い豪華客船でもこの

橋は通れますよという、高いところにある橋ですよね。そこに、橋のたもとにトイ

レがあるんですね。そのトイレにやっぱり私ちょっとまたトイレにちょっと寄った

んですが、またこういう、チラシがありました。何かといいますと、多重債務者向

けのこういう相談窓口がありますよと。あとは命を大事にしてくださいと、いのち

のホットラインというようなチラシが置いてありました。 

なるほど、そういうことなのかということで私も理解をしてきたんですけども、

こういうピンポイントでの PR、ものすごく有効的じゃないかなと思います。抑止

力という意味で、この Qottaby も、いろんなところでいろんな方に伝えていく、非

常にこれ大事なことなのかなと。犯罪防止の抑止力として、是非、もう様々なとこ

ろで、うち Qottaby やってるよっていうのを、やっていったらいいのかなというふ

うに思いました。私も最近まで知らなかったので、そういったこと言えるわけじゃ

ないんですけども、そういったところも力入れていけばいいなというふうに思いま

した。 

次、３つ目の質問に移ります。３つ目です。アビスパ福岡との協定内容に、相互

の情報発信に関することとありますが、具体的な相互の取組内容と、これまでの実

績などについて、お尋ねしますという質問なんですが、このアビスパ福岡、ここと

も粕屋町は、包括連携協定と更にフレンドリータウン協定を結ばれてありますよ

ね。アビスパ福岡のホームページに記載がある、フレンドリータウン協定を結んで

いる自治体、８割ぐらい行ってまいりました。行けてないちょっと遠い東峰村と

か、朝倉まではちょっと行けなかったんですけども、そこでもまたいろいろお話を

聞いてまいりました。 

まず、このアビスパ福岡との協定の粕屋町は両方結んでますよね。フレンドリー

タウンと包括連携協定と。よその自治体は言われました、それは別物ですと。フレ

ンドリータウン契約はしていますが、包括連携協定はしていませんと言われまし

た。大半で、ていうか全部だったんだと思います、確か。で、その違いというのは

何かというのも併せて、御答弁いただけたらと思いますが、お願いいたします。 

◎議長（小池弘基君）  

髙榎協働のまちづくり課長。 

◎協働のまちづくり課長（髙榎 元君）  

ただ今古家議員、御紹介されましたように、粕屋町はアビスパ福岡様と、フレン

ドリータウンに関する協定を令和元年10月に締結をしております。それと共に包括
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連携協定を結んでいるんですけれども、過去、包括連携協定に基づきまして、令和

２年の３月のときに、健康づくり地域交流フェスタというのを開催しようというふ

うなことがあります。 

これは、かすやドームメインアリーナで、粕屋町在住の小学生から高齢者の方ま

でを対象としました、スポーツレクリエーションを実施しようというふうな形で、

行ってたんですけれども、おそらくこちらについては、ちょうどコロナ禍でしたの

で、なかなか実施まで至らなかったということになっております。 

それから、このフレンドリータウン協定を締結しまして、粕屋町応援デーという

のを毎年開催をしております。令和元年10月、令和２年11月、令和３年11月、それ

から昨年の８月、計４回、アビスパ福岡の粕屋町応援デーの実施をしている状態で

す。 

以上です。 

◎議長（小池弘基君）  

古家議員。 

◎１番（古家昌和君）  

ありがとうございます。様々な取組をされてあるということは、理解できまし

た。 

応援デーのときに、町長がスタジアムの真ん中でマイク持って、しゃべってある

のも私も見させていただきました。アビスパ福岡とは、すごく深いつながりでつな

がってるんだな、というふうに思った次第でございます。 

これ余談なんですけど、おととい土曜日、８月３日ですかね、土曜日に、ごめん

なさい６月３日。ガンバ大阪とのアビスパ福岡との試合がございました。第16節で

した。はい。アビスパ福岡、２対１で残念ながら負けました。でも、このとき私と

てもうれしいことが、この１点に起こってることに気がついたんですね。点をとっ

たのはこの選手ですね。山岸祐也選手、この方がヘディングでゴールを決めまし

た。このヘディングにつながる前、これコーナーキックからのヘディングだったん

ですが、そのコーナーキックのきっかけを作ったのは、この小田逸稀選手ですね。

この方、実は粕屋町のアンバサダーをされてる２人なんですね。御存じですよね。

粕屋町のアンバサダー。だから担当選手ということですね。はい。この２人が、お

とといの試合はすばらしいゴールを決め、結果は負けましたが、もぎ取った最初の

１点目。これはこの２人によって生まれた試合、点数だったんですね。私はもうそ

れ見て感動しました。もう私の一般質問にふさわしいプレーをしていただいたな

と。本当に粕屋町の２人が本当頑張ってもらったと。この小田選手に関してはこれ

は東福岡高校出身の選手ですよね。私の息子も東福岡だったんですが、先輩でござ
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います。はい。この先輩が、２人で点数をとったというのが非常に印象的でござい

ました。 

その中で、今、アビスパ福岡と、すごい、こう、協定を結んでお互いに相互情報

をやりとりしてるということだったんですが、これ粕屋町の１階のロビーのあれな

んですけど、そこで粕屋町アビスパにどれぐらい応援してるのかなあということで

ちょっと私探してみたんですね。どういう活動をされてるかということでちょっと

気がついたのが、この健康かすや21の旗があって、その下に本棚のようなものがあ

って、その上に約25cm の旗が１つだけあったんですが、私すごくサッカー好きな

んですけど、ちょっと寂しいなあっていう気がしました。はい。大変寂しいなと。 

寂しいなあと思うのはなぜかというと、よその町に行きますと、これは久山町で

すね、久山町。庁舎の中に入ると、すぐアビスパ福岡のポスターが、特別に、別に

絵の額のようなものに飾って置いてありました。はい。それと、これは志免町で

す。志免町の役場はアビスパの旗が７本立っております。庁舎の入り口前に、アビ

スパの旗がずらずらずらっと飾ってあるというか、応援してますよっていうのをす

ごく出されてあります。これ古賀市、古賀市役所ですね。はい。古賀市役所も玄関

入りますと、アビスパの旗がどんと置いてあります。置いてありました。それと、

篠栗町ですね。ここはもう私感動でした。庁舎入りますと、まず入ってすぐ右側で

すね。選手のユニフォーム、サイン入りのユニフォーム、これが飾ってありまし

て、アビスパの大きな旗が飾ってありました。そして、今、順位表を、今何位と、

J１で何位というのが、常に変わってます。最新の試合の試合結果も何対何で勝っ

たと、負けたというようなことが、情報として掲示してあります。 

別に、やったほうがいいですよとかそういうことではないんですけども、やはり

そのフレンドリータウン契約しているという、やっぱりアピールのためにも、私は

やっぱり万が一、例えば、アビスパ福岡さんの選手が、何か粕屋町の庁舎にお見え

になったときに、突然、まあ、旗が置いてあるのとないのでは、やっぱり印象も大

分変わってくるのかなというふうに私は少し思いました。篠栗町は私すごい感動し

ましたこれ見たときにですね。そういう活動を各市町村されてるんだなということ

がよく分かりました。 

で、なんですが、えーとですね、次が、あ、ごめんなさい。すいません。今お見

せした、このいろんな写真なんですけどこの写真の中に、ちらちらっと、自衛官募

集という看板が出てきてるんですが、大概の市町村の庁舎の前には、自衛官募集の

看板が上がってることにもすごく気がついたんですね。以前、私委員会の中でも、

一度御質問させていただいたことがあったと思うんですが、年間で予算１万円でし

たかね、ついてましたけども、どういったことをやられてますかと。募集のパンフ
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レットを置いてますということだったんですが、こういう看板とか、そういったの

も検討してみますということを言われてたので、是非、前向きにこれからも検討し

ていただければと思います。いろんな庁舎にはこういったもの、横断幕、そういっ

たのも上がってるところもございました。 

はい。次は４つ目の質問に、ちょっと待ってくださいね。ごめんなさいさっきア

ビスパの質問ところですみません、ちょっと御答弁いただいてなかったとこが１つ

あったんで、包括連携協定とフレンドリータウンの違いというのを、すいません。

よろしいでしょうか。 

◎議長（小池弘基君）  

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  

今、包括連携協定とフレンドリータウン、フレンドリータウンは今、縷々説明を

しましたけども、包括連携協定というのは、これアビスパが持ってる経験値です

ね。例えば、子どもたちを教えるような、選手が来て教えるような、そういったふ

うな粕屋町のスポーツ振興、子どもたちに対するスポーツ振興に寄与していただく

ような、そういった協定のことです。で、フレンドリータウンというのはもう、粕

屋町の町民が一緒にアビスパを応援しましょうということの協定でございます。そ

ういった違いがあります。また今、議員が御指摘の各町の御紹介をしていただきま

したが、各町に負けないような、今後、応援のやり方について検討してまいりま

す。ありがとうございます。 

◎議長（小池弘基君）  

古家議員。 

◎１番（古家昌和君）  

町長御答弁ありがとうございます。はい。非常に何か心強いお言葉をいただいた

ような気がします。私もサッカー好きの一人として、すごくうれしい言葉だったな

と思っております。 

では、四つ目の質問に移ります。四つ目です。令和５年４月20日、粕屋町と株式

会社ゼネラルアサヒとの包括連携に関する協定を締結とホームページにありまし

た。この質問を作った後、この広報かすや６月号が、私の手元にも届きました。こ

この２ページ目でしたか、ドーンと載ってました。はい。今回ゼネラルアサヒさん

と、包括連携協定をしましたということで載ってたので、私の質問のほうがちょっ

と作ったのが先だったので、広報のほうに載っていることはこの後知りましたが、

包括連携の内容として、シティプロモーションに関すること、防災に関すること、

その他、必要と認める連携とありました。今回、このゼネラルアサヒさん、どんな
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会社なのかなあっていうことでちょっと私なりに調べてみたら、とんでもないぐら

いすごい会社ですよね、町長、すばらしい会社でした。もう本当に皆さん、知ると

ころの、もう本当大手の企業ですよね。 

例えば、ちょっとごめんなさい。例を挙げますが、キャノンさんとか、エプソン

さん。あとは YKK さん、TOTO さん。あとは、リーガルさんとか、もう本当、日本

の名だたる大企業の、あとジャパネットたかたさんの CM とか、イメージビデオ、

イメージプロモーションビデオを作られている会社だということがすごく、ホーム

ページを見てびっくりしたところでございました。 

おそらく町長は何かそういったことを分かった上で、このゼネラルアサヒさんと

の提携、こういったのを進めたんじゃなかろうかと思いますが、その辺りの町長の

目的、どういった目的でこの提携を結んだのかということをお聞かせいただきたい

と思います。お願いいたします。 

◎議長（小池弘基君）  

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  

詳細は、後ほど担当のほうにお答えさせますが、ゼネラルアサヒさん、これもう

皆さん御存じのように、町の西部のほうに本社を構えてあります。で、こことのお

付き合いは、実は、私が本当に係長でもないような時代から、実はお付き合いあり

まして、選挙の関係の公報とか、様々なことで、いろいろお話もしてきました。も

ちろんその当時の担当者の方はおられませんけども、ゼネラルアサヒさんは、粕屋

町に根づいて、起業してあります。 

ですから、粕屋町に対して、いつかの時点で、何か貢献したいということを会長

さんが思ってありまして、これは今回、こういう形になったのは、粕屋町にはいろ

んな PR できるような材料が宝庫としてあるということを、お気づきになりまし

て、実は、駕与丁公園で会いましょうという PR 動画、皆さん御存じ、見られた方

も多いと思いますけども、非常にレベルが高いような PR 動画でございます。こう

いったことを、どんどんそのシティプロモーションと言いますけども、PR をして

いくという形のお手伝いをしたいということで、我々のほうにもお話ございまし

て、まさに、今おっしゃったように、日本を代表するような広告会社でございます

ので、是非ともこの関係性をより強く、より太く、やってこの粕屋町のシティプロ

モーションの拡大につなげていきたいと思っております。 

◎議長（小池弘基君）  

古賀総務部長。 

◎総務部長（古賀博文君）  
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はい。目的ということでしたけれども、通告にありました経緯と締結、それと意

義と展望というところが目的に合うのかなと思いますので、お答えをさせていただ

きます。 

協定締結に至るまでの経緯につきましては、株式会社ゼネラルアサヒ様が、地域

貢献の取組を行いたいということで、粕屋町と協力していただけることはないか、

というお問合せを経営政策課にいただいたことがきっかけでありまして、当初、ゼ

ネラルアサヒ様は包括連携協定ではなく、SDGs に関する協定を締結したいという

ことでございましたが、令和４年９月12日に、ゼネラルアサヒご担当者様と打合せ

をする中で、ゼネラルアサヒ様の強みであります、動画などのコンテンツを生かし

た取組で、地域に貢献したいというお話がございました。 

町といたしましては、この取組を単発で終わらせることなく、今後も継続してシ

ティプロモーションの分野などで協力関係を築きたいということと、また、SDGs

に絞った協定ではなく、包括的な連携協定を締結したほうがいいということから、

包括連携協定の担当である、協働のまちづくり課が引き継いで、協定の締結に至り

ました。 

なお、包括連携協定を締結するに当たりまして、粕屋町の魅力の一つでありま

す、駕与丁公園に焦点を当てた、PR 動画とカレンダーをご製作ご提供をいただい

ております。令和３年３月に策定されました第５次粕屋町総合計画の19ページに記

載されております、SWOT 分析では、粕屋町の弱みとして町のシティプロモーショ

ンが不十分と明記がございます。今回の包括連携協定締結は、粕屋町の弱みという

課題を解決しようとするものでございまして、同計画の83ページの基本施策の取組

方針に記載されているように、事業所と連携した多面的なシティプロモーションを

展開し、町の魅力を広く町内外に情報発信することで、町の認知度ですとか、イメ

ージの向上が図れるよう、株式会社ゼネラルアサヒ様と具体的な方策について検討

を行いたいと考えております。 

また、今後、市制対策室におきまして、町内外への情報発信の展開等を検討する

プロモーションチームを設置する予定としており、ゼネラルアサヒ様の協力も得て

進めていければと考えております。 

以上です。 

◎議長（小池弘基君）  

古家議員。 

◎１番（古家昌和君）  

私が期待していたとおりの御答弁いただいて、ありがとうございます。本当にそ

う思います。これから、前回の３月の議会で、町長がこれから市制に向けて、元年
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とするということで、今年度、町長もお話しになられましたので、やはり私も今、

足りてない部分はシティプロモーションという部分だと思うんですね。 

先ほど前段でお話しした、例えばアビスパ福岡の話、Qottaby の話なんですけど

も、これも同じなんじゃないかなっていう気がするんですね。プロモーションがち

ょっと足りないという部分ですね。おそらく Qottaby っていうのも、上手に PR す

れば、システムにお金をかけるんではなく、PR することによって抑止力につなが

るということですね。 

アビスパ福岡も連携しているという姿勢を見せることで、町民も、粕屋町って、

スポーツ振興、そしてプロスポーツ、こういったところとすごく連携を組んでやっ

てるんだなと。 

私、志免町の役場に毎朝、実は、行くんですね。うちの子どもの通学のバス停に

なってるので、あそこに子どもを送っていくんですけども、毎朝、アビスパの旗を

見るわけなんですね。その中で本当にやっぱり思うんですね。この町ってすごくア

ビスパとつながってるんだろうなと思ってしまいます。そうじゃなかったとして

も。そうじゃないわけじゃないと思うんですけども、やはりそういった見せる PR

ですね。見せる PR、これがこれからやっぱりすごく必要になってくるんじゃない

のかなあというふうに、私はすごく感じております。 

私がいろんな町民の方と、お話する中で、御相談を受ける中でよく言われるの

が、日ごろ粕屋町は、高齢者に冷たい町になったよねえってよく言われるんです

ね。で、それ何でですかってよく聞くんですね。これ僕はやっぱりイメージだと思

うんですね。おそらくなんですけど、今までいろんなことを実施してきた事業、こ

ういったものが終わったことがありますね。 

例えば、久山温泉の閉鎖による温泉の利用の閉鎖中止ですね。あと、年齢の節目

節目で記念品をお送りしてたりしてたと思うんですけども、こういったのがちょっ

と縮小されたりとか。そういった目にとまる部分ですね。町民の方に。こういった

ものがすごく目立ってしまうということですね。だから、高齢者に冷たいまちとい

うイメージを持たれる。 

あとは、これもう国が動いているので、今もその方向で国が進んでますから、子

どもど真ん中の政策、チルドレンファーストとかいう言葉が、すごく取り上げられ

てますよね。そういう中で、こういう言葉をたくさん使うことで、じゃあ、高齢者

は置いてきぼりなのかというイメージを作ってしまってると思うんですね。 

ただ実際に、粕屋町がどんだけ高齢者福祉に力を入れてるかっていうことなんで

すけど、たくさんのことをやられてますよね。本当、今回の議案にも上がってます

がお米券のことですね。あとは、介護連携事業というか在宅医療とかですね。認知
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症高齢者個人賠償責任保険の加入の手続、あとゆうゆうサロンとか、もう本当、挙

げれば切りがない私ちょっと書き出してるんですけど、挙げれば切りがないほどの

施策やってるんですが、届いてないんだと思うんですね。おそらく、言葉としてで

すね。先ほどの温泉のことだとか、節目節目の分、この部分が削られたこと、ここ

だけが取り沙汰されてそうなってしまってるというような、私は感じがしておりま

す。 

ですから、先ほど前段でも言いましたけども、やっぱり、分かりやすいお知らせ

をするために、やっぱり今、今回ゼネラルアサヒさんと協定を結びました。やは

り、目に見える形、先ほどちょっと出しましたけど見せるという、見てもらうんじ

ゃなくてこれ見せるほう、これをやっぱり力入れて、やっぱりやっていくべき時代

にもなってしまったのかなというふうに、高齢者のとこにもそういったものが届く

ようにしていかないといけないのかなというふうに思っております。 

３月の定例会の中で、DX 室、あと、市制の専門室を作られて、重点施策という

ことで、デジタルサイネージとかチャットポット、こういったの導入も予定されて

おります。やっぱりこういったところをきちっと、上手に使いながら、やはり先ほ

どの PR、こういったものを進めていくというのが大事な時代に入ってきていま

す。ということをすごく感じております。 

あとは、私もちょっとこれ気がついたんですが、おそらく行政の方たちは皆さん

気がついてあると思いますが、12月末と４月末で人口が減ってました。粕屋町の人

口が。先ほどちょっとホームページ見たら５月末のが出てましたんで、５月末まで

入れますと、131世帯増えてますね。131世帯、人口は101人減ってます。家が増え

たにもかかわらず人が減っているということですね。４月までは減り続け、５月で

19人ですかね、10人か９人上がってましたが、粕屋町もちょっと人口が、今減ると

いう現象も今起きているということは、ちょっと見てとれました。 

やはり見せる粕屋町、こういったものをやっぱりどんどんどんどん打ち出してい

って、粕屋町に来ていただくということが非常に必要なのかなというふうに思いま

した。それで、今回の、質問のこのゼネラルアサヒさんとの協定に関して、今後そ

の PR ビデオとか、粕屋町の魅力を発信していくような、よくあるのがゆるキャラ

とかよくありますよね。例えば大分だと温泉県みたいな、そういう何かすごくこ

う、県を挙げてっていうふうにやってるのがあるんですけども、何かそういうもの

を今現在もし考えてることがあれば教えてください。お願いします担当課でも結構

です。 

◎議長（小池弘基君）  

箱田町長。 
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◎町長（箱田 彰君）  

突然の質問で、担当課のほうもちょっとってなっておりますけども、今、町の魅

力の発信とおっしゃいましたが、町の魅力の発信は我々行政だけじゃなくて、住ん

である方々が、この町にこんな魅力的なことがあるよと。こんなふうなきれいな景

色がある、こんな面白い人がいるとか、そういったふうな題材がころがっておりま

す。それを、是非とも粕屋町のホームページに上げたいということで、そういった

募集も、実はスタートしたばっかりでございます。住民、町民の方々から、そうい

った声を聞くということが１つの行政への参加でもある、PR 大使、一人一人が PR

大使になってこの粕屋町の情報を発信していただくという体制づくりも、今後進め

ていく必要があると思いますが、そのきっかけになればということで始めたわけで

ございます。様々な方法で、この粕屋町のシティプロモーションを今後進めたいと

思ってます。 

◎議長（小池弘基君）  

古家議員。 

◎１番（古家昌和君）  

はい。行政とやっぱり町民、町とやっぱ民間企業も含めたところで、やはりこの

町全体を盛り上げていくというところが、やっぱ大事なんだなというふうなこと

を、今痛感しました。 

私もできる限り、いろんなところで発信していきたいと思っておりますし、既に発

信をしております。自分の持っている SNS で、そういったのを進めていきたいと思

っております。 

最後に、まとめとしてなんですが、これを出していいのかどうかちょっと分から

ないんですが、駄菓子の大手メーカーさん、商品名消してますんで大丈夫かと思い

ますが、皆さん御存じですよね。おいしいやつですね。これを作っている会社の企

業が出されてる広告をちょっと読み上げたいと思います。 

いつもうまい棒を、ごめんなさい、すいません。いつもおいしいやつを応援して

いただきまして、ありがとうございます。各メディアで報じられているとおり、う

まい棒は、ごめんなさい。おいしい棒は、原材料、運送費などの高騰を受け、

2022年４月１日より価格が10円から12円になります。42年間、この値段を維持でき

たのは、ひとえに、皆さまの応援のおかげで、製造、流通に関わる関係者方々の協

力の賜物だと、心より感謝しております。また、弊社からのお知らせより先に、情

報が錯綜し、お騒がせしてしまい、大変申し訳ございませんでした。これからも、

皆さんに喜んでいただける商品お届けできるよう努めてまいりますので、よろしく

お願いいたします。という企業の広告がありました。それに対して、いろんなユー
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ザーさん消費者の方から、称賛のツイートの嵐だったということがニュースになっ

たんですが、「今までありがとう、これからも応援しています。」「42年間も10円

なんて信じられない。12円で大丈夫なんですか。20円にしたほうがいいんじゃない

ですか。」「企業努力に乾杯です。」「おいしい棒をなくしたらあかん。まだ孫に

食べさせてない。」こういう温かい言葉があふれていたそうです。やはり、企業努

力がものすごい、42年間もこの価格でやってきたというのは、すごい努力だと思う

んですね。やはり、努力をしている会社というのは、仮に値上げをしたりしても、

こうやって温かい言葉であふれるというのは、非常にいい例なんじゃないかなと思

います。 

やはり、その粕屋町の魅力の発信、それと粕屋町が今、高齢者の方々に対して、

いろんな施策を打っているということを、たくさんやっぱ PR していくと、こうい

う温かい言葉で、また、町民の方から温かい言葉をいただけるんじゃなかろうかと

思います。様々ちょっと皮肉な感じで、ちょっとお話をさせていただきましたけど

も、いろんな民間の力を借りながら、心の通った、偏らない、見せる広報活動、情

報発信の必要性を訴え、私の一般質問を終わらせていただきます。 

（１番 古家昌和君 降壇） 

◎議長（小池弘基君）  

ここで暫時休憩に入ります。 

再開時間を13時55分といたします。10分間の休憩でございます。 

（休憩 午後１時45分） 

（再開 午後１時55分） 

◎議長（小池弘基君）  

再開いたします。 

議席番号７番、案浦兼敏議員。 

（７番 案浦兼敏君 登壇） 

◎７番（案浦兼敏君）  

議席番号７番、案浦兼敏です。一般質問通告書に従い、質問いたします。 

今回は、市制対策の取組と水鳥橋の早期復旧について質問いたします。 

まず、市制対策の取組についてでありますけども、私はこれまで市制に向けて、

その準備を早期に取り組むよう何度も促してまいりましたが、箱田町長は、町民の

意向を確認してからとか、人口が５万人に近づいてからと、慎重な姿勢を崩されま

せんでした。 

そこでまず、今年２月に実施されました、町民意識調査の中で、市制移行につい

て町民の意向調査を行われました。その調査項目とその結果、またその結果につい
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て町長はどのように受け止めておられるのか、お尋ねいたします。 

◎議長（小池弘基君）  

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  

まず、その結果についてお知らせしないと、なかなか分からないと思いますの

で、担当課のほうからお答えします。 

◎議長（小池弘基君）  

吉田経営政策課長。 

◎経営政策課長（吉田 勉君）  

はい。総務建設常任委員会のほうでも御説明はさせていただいてますけれども、

町民意識調査の中で市制に対して質問を行っております。その中で市になることに

ついて、「良いと思う」か「良いと思わない」かという回答につきましては、全体

の84.5％が良いと思うという回答でございました。その内容を年齢別に見ますと、

比較的若い世代、18歳からアンケートをとってるんですが、18歳から44歳までの中

で良いと思うという割合が高い傾向にございました。良いと思う理由につきまして

は、いくつか選択肢を設けておったんですけれども、都市的なイメージなど、町の

イメージアップにつながるからというのが61.9％で最も高い状況です。 

また、新しい市の名称につきましては、粕屋を残す名称が良いというのが81.6％

で、大半の方が粕屋という名前を残してほしいというふうに思っているようでござ

います。詳細につきましては、広報の７月号及び、ホームページのほうで公表いた

しますので、そちらで御確認をいただければと思います。 

◎議長（小池弘基君）  

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  

今、詳細につきまして報告をいたしましたが、まず、この回答率というのがござ

います。３千人に対して、1,341名の方が回答されたと。率にしますと44.7％。こ

の種のアンケート調査については、非常に高い数字でございます。私も、この結果

を見て非常に安心をしております。 

やはり、ほとんどの方が、市制についての御理解があるし、市制が良いと思うと

いう部分、そしてまた、もっと突っ込んだ話になると、新しい市の名称は粕屋を残

したほうがいいと。非常に、ふるさと粕屋を愛する人が多いのかなということで、

まずは第１弾のアンケート調査にしては、本当に確かな手応えを感じたと思うとこ

ろでございます。 

◎議長（小池弘基君）  
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案浦議員。 

◎７番（案浦兼敏君）  

今、第１弾の調査としては、ということでしたけども、ですからこれは今回だけ

じゃなくて今後必要に応じて、再度調査を行われるという考え方でよろしゅうござ

いますかね。 

◎議長（小池弘基君）  

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  

後ほど、この市制対策室の概要については説明しますが、その中でこういった住

民に対する周知、そしてまた情報を受ける側でどういった事柄を考えてあるか、そ

ういったことをするためには当然、それぞれの小さい、真ん中、大きいぐらいのイ

メージで、集会等もやりながら、御意見を頂戴するわけですが、アンケート調査

も、随時行ってまいりたいと思っております。 

◎議長（小池弘基君）  

案浦議員。 

◎７番（案浦兼敏君）  

次に、ちょっと町長がおっしゃってました、５万人に近づいてからっていうこと

を、おっしゃってましたけども、粕屋町の人口について、さっきも、古家議員のほ

うからお話があったんですけども、毎月私もホームページで、人口を見てますけど

も、４万９千人を前に足踏みしてるように思います。 

粕屋町の人口推計については、町の総合計画の推計値ですかね。前作られた第５

次総合計画の後期基本計画、この中では、社人研、国立社会保障・人口問題研究所

の推計値を上回る、2020年４万９千人、2025年５万２千と予測していますけども、

またこれは、また別の時点が違いますけど、まち・ひと・しごと創生推進計画の中

では、社人研が推計した、2025年５万557人、2045年５万4,631人を採用してます。

また昨年、地域政策デザインスクールの推計、これは厳しめの推計ですけども、

2025年が４万9,422人、2030年が４万9,913人という予測しております。推計はその

時点時点で少しずつ変わってきますけど、そこで町長は、５万人達するのはいつ頃

になると思っておられるのか、また2025年の国勢調査で５万人を超えると思われて

いるのかお尋ねいたします。 

◎議長（小池弘基君）  

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  

今、御紹介されました推計値っていうのは、１年１年変わるんですね。というの
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は、社会情勢が、非常にこの数年は変わっております。粕屋町が５万人に到達する

のは、早いだろうという推計が以前ございましたが、これはまたコロナの関係で非

常に足踏みしました。 

詳細を言いますと、特に外国人の人口が減っております。実際に、日本に来られ

て仕事をされるというような、その外国人の方、特に中国系の方が非常に昔は多ご

ざいましたが、もう今まではほとんどありません。そういった方々も、粕屋町の住

基人口に入ってまいりますので、そういった足踏みがここ数年あったということ

で、今からそういった外国からの流入は、期待できるものと思っておりますし、私

が以前から御説明しておりますように、粕屋町の更なる進展のためには、非常にや

っぱ開発計画が大きな要素を持っております。 

町内５か所、今進行しておりますが、その中には当然住宅地域を中心とした開発

もございます。そういったことを、今後、計画を確実なものとしていって、人口の

増加を図ってまいりたいと思います。したがいまして、この時点で軽々に人口の推

計を、私自身の口からは、なかなか言えない状況でございます。 

◎議長（小池弘基君）  

案浦議員。 

質問の２番目が、一応飛んでますので。 

◎７番（案浦兼敏君）  

ちょっと入替えてます。はい。 

人口の関係で、先ほどもありましたようにずっと見てますけども、世帯数は増え

てるけども人数は増えてないというか、それだけ単身世帯が増えてきてるのかなと

いう感じはしますけど。 

◎議長（小池弘基君）  

箱田町長。 

町長（箱田 彰君）  

これは、非常にマジックなんですね。単身世帯が増えるっていうことは、単身用

のアパートが増えたんじゃないかという誤解があるんですが、これ実際違うんで

す。 

実は、世帯分離というのが最近多いんですよ。はい。一世代二世代であって、同

じ家の中におられるんですけども、保険の関係とかいろんな、様々な社会問題の関

係で、世帯分離されて、いかにも、何か単身世帯が増えたような錯覚を行います

が、それが多くなっております。課長がいればちょっと数字等も用意できたんです

が、私の想像で言うとそういうことでございます。 

◎議長（小池弘基君）  
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案浦議員。 

◎７番（案浦兼敏君）  

次に、私は町の、３月末に、４月１日付人事異動内示書に補足資料として市制対

策室などの兼務発令が、記載されてるのを見まして、それで総務建設常任委員会で

の報告を求め、５月９日に、執行部から新設部署における今後の取組、スケジュー

ル等について説明がありました。 

私は、市制対策室の設置は賛成ですけど、４月１日発足ということで、なぜ３月

議会でこのことを説明がなかったのか疑問に思ってます。私どもとしては一生懸命

応援するつもりでございますけども、そういうことで、市制対策の取組につきまし

ては、総務建設常任委員会のメンバー以外の議員とか町民も知りません。令和５年

度を市制対策のスタート元年というふうに位置づけてるなら、このことをもっと議

会や町民にアピールすべきではないでしょうか。 

そこで、市制対策室設置の経緯とか、業務内容、職員配置はどうなっているのか

をお尋ねいたします。 

◎議長（小池弘基君）  

古賀総務部長。 

◎総務部長（古賀博文君）  

はい。市制対策室の業務内容についてでございますが、市制を施行するための条

件を満たした場合に、仮称の市制移行準備室を設置し、市制移行に向けた具体的な

事務を実施していくこととなりますが、その前の準備段階といたしまして市制に向

けた広報ですとか、プロモーション、また、機構改革や職員研修など、組織の活性

化ですとか底上げなどの実施や検討を行う予定としております。なお、職員の配置

につきましては、経営政策課の課長及び主幹の２名が兼務をしております。 

以上です。 

◎議長（小池弘基君）  

案浦議員。 

◎７番（案浦兼敏君）  

市制対策室の、設置の経緯等については、配られた資料によりますと、２月の意

識調査によってから、良いと思う方が、さっきあったように84.5％ということで、

人口も４万９千人を目前にしているということで、市制対策のスタート元年という

ことで、市制対策室を４月１日に設置しますということですよね、はい。それでさ

っきの業務内容も聞かれましたけど、この職員について、経営政策課の課長と主

幹。この２人の２名で、対応できるのでしょうか。今後人員を増やすとか、そうい

う考えはないのかをお尋ねいたします。 
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◎議長（小池弘基君）  

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  

まずは、中心となるメンバーの構成を今回行っております。そのメンバーが中心

となって、大きなチームを編成するようにしております。そのチームというのは、

これは４番に関係しますので、そのときにお答えしますが、機構改革、職員研修、

シティプロモーション、様々なチームを編成する、その中心的なメンバーになると

いうことでございます。このメンバーだけでやるということじゃございません。 

◎議長（小池弘基君）  

案浦議員。 

◎７番（案浦兼敏君）  

先日、総務建設常任委員会で参考資料として配付された資料に、市制までのロー

ドマップっていうことが示されてます。これについては、目標となる住民基本台帳

が、人口が４万９千人までの現状と、４万９千人から４万9,500人、なった時期は

準備期、４万9,500人から５万になったときは加速期。５万人になったが、完成期

というふうにしてますけども。 

ただ、先ほどの質問と重なりますけども、これがいつの時点を目指してるのか、

時期的な部分がないんで、先ほど町長のほうは、それはなかなか難しいということ

でいうことで、あえてこの時期ですか、を示されていないのではないかと考えます

けども、それでこのロードマップを示されてますけども、このロードマップでどう

いうことをやってこうと思ってあるのか、主な内容についてその取組を御説明をお

願いいたします。 

◎議長（小池弘基君）  

吉田経営政策課長。 

◎経営政策課長（吉田 勉君）  

今、議員が言われましたように、人口数を横軸としたロードマップのほうをこち

らのほう作成をしております。 

ロードマップの主な取組につきましては、まずは、市制に向けた広報やプロモー

ション、あとは組織の活性化や底上げなどということになってきますけれども、具

体的には、今先ほど町長が申し上げましたように、市制準備プロジェクトチームを

設置いたしまして、機構改革や職員研修などの準備を進めると共に、プロジェクト

チームの１つであるプロモーションチームを作りますので、そのチームにおいて、

プロモーション事業を展開していく予定としております。 

そのほかといたしましては、広報かすやにおける特集記事の連載や、町のホーム
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ページに市制準備特設サイトの開設を行う予定としておるところでございます。ま

た、人口の増加に併せまして、オンラインでのタウンミーティングとか、また、直

接住民の皆さまと接して行うような通常のタウンミーティングなどの実施や、もう

ちょっと具体的になってきますと、移管事務部会などの専門部会などの設置も計画

しているところでございます。 

以上です。 

◎議長（小池弘基君）  

案浦議員。 

◎７番（案浦兼敏君）  

それでは、今年度に市制準備プロジェクトチームを設置するとされていますが、

メンバーは、今まで市制塾というのがありましたけども、これとは別に選定される

のか。また、機構改革チーム、職員研修チーム、プロモーションチームに分けて検

討を進めるということになってますけども、市制塾や担当課とのプロジェクトチー

ムの連携をどのように考えておられるのかお尋ねいたします。 

◎議長（小池弘基君）  

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  

先ほど言いましたけども、そのチームの内容は、機構改革のチーム、特に総務課

が中心になると思います。そして、職員研修チーム、これも総務課ですね。そし

て、シティプロモーションのチーム、これは協働のまちづくり課を中心とした、そ

ういったそれぞれの担当課とも協議しながら、チームの連携を図ってまいりたいと

思っております。 

しかしながら、町の将来に向けての検討をしていくチームでございますので、既

存の今までの業務概念、それにかかわらず、新たな視点で検討を進めてまいりたい

と思っております。その詳細は、ちょっと今の段階では申し上げられませんけど

も、課を横断し、そしてまた課の連携を強くするようなチームで、全チームが市制

についての、もう前向きな積極的な、要するにゴールを見据えたところの研究を行

うと。事業展開を行うということでございます。 

◎議長（小池弘基君）  

案浦議員。 

◎７番（案浦兼敏君）  

それでは、プロジェクトチームのメンバーとしては、どの程度の人員を、予定し

てあるのか。それと市制塾との関係ですか。市制塾のメンバーがその三つのプロジ

ェクトに割り振って入っていくのか。市制塾は市制塾として、また、検討を進めて
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いくのか。そこら辺の住み分けについてお尋ねいたしたいと思います。 

◎議長（小池弘基君）  

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  

もちろん、今まで数年来、この市制塾として研究を行ったチームのメンバー、重

要なメンバーでございます。そういったその知識経験を生かしたところのチームの

編成には入っていただいて、新たなチーム編成を行いたいと思っております。た

だ、すべてのメンバーが入っていくわけではございません。それは今、計画をして

おりますけども、特に中心となったチームのメンバーをこの新たな編成されるチー

ムの中に入れていきたいと思っております。 

◎議長（小池弘基君）  

案浦議員。 

◎７番（案浦兼敏君）  

次に、プロモーションチームですね。ここで新規に若者向け魅力発信事業が考え

られておられますけども、どのような内容の情報を発信しようと考えているのでし

ょうか。 

例えば、子育て世帯の移住定住を促すような内容のものも検討されているのか、

それについてお尋ねいたします。 

◎議長（小池弘基君）  

吉田経営政策課長。 

◎経営政策課長（吉田 勉君）  

プロモーションチームについてでございますが、実は５月30日に、プロモーショ

ンチームについてはもう顔合わせを、メンバー決まりまして、顔合わせのほうを実

施しているところでございます。ただ、顔合わせ程度なので、具体的な協議は行っ

てはないんですけれども。 

そのプロモーションチームは、メンバーとしては、市制塾から継続で２名、庁内

から、公募でＺ世代から２名、ミレニアル世代から２名の若手職員で構成されたチ

ームとなっております。このチームにおきまして、若者向け魅力発信事業を行う予

定としておりますが、この事業は、全国の若者層に興味を持ってもらえるようなコ

ンテンツ選定及びその展開により、町内の若者層には、町の魅力を再発見してもら

うこと、また、町外の若者層につきましては、粕屋町に興味を持ってもらうきっか

けを作り出すことを目的としておりますが、活動につきましては、先ほど申し上げ

ましたように、まだ、動いたばっかりでありまして、どのような内容を発信するの

かということにつきましては、現時点では決まってはおりません。 
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しかしながら、特に子育て世代の移住・定住だけに絞って検討をするっていうこ

とではないとは思いますが、この事業の目的から、そういった内容も当然検討の中

には入ってくるかとは思います。 

◎議長（小池弘基君）  

案浦議員。 

◎７番（案浦兼敏君）  

この新規事業のための予算について、当初予算にも今回の補正予算にも上がって

ないように思われますけど、さっきのゼネラルアサヒさんとの包括連携協定です

か。それをやられるか。そこら辺の、この新規事業のための予算というのはどうい

うふうに確保されるのか、お尋ねいたします。 

◎議長（小池弘基君）  

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  

先ほども言いましたように、まだ、顔合わせ程度でございます。様々な具体的な

事業展開を、今から行います。したがいまして、それが固まった段階で予算化をす

る、予算案として、議会のほうにも御相談申し上げたいと思います。 

まさに、スタート元年でございますが、構成メンバーが決まり、ゼネラルアサヒ

さんとの連携をどうするのかというのを今からでございますので、今の段階では予

算としては申し上げることはございません。 

◎議長（小池弘基君）  

案浦議員。 

◎７番（案浦兼敏君）  

ここで、若者向けの魅力発信事業の中で、３月議会で、町長がやりたいという、

子ども医療費の無償化ですか。そこら辺も、周辺の町とのあれがありましょうけど

も、町長が是非ともやりたいということでしたら、そういう施策も入れた魅力発信

事業をされたらどうかと思いますけども、町長どう思われますか。 

◎議長（小池弘基君）  

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  

人口の増加的な中心的な存在になるのは、やはり子育て世代。粕屋町を選んでも

らうような、情報発信を行い、粕屋町に来ていただくというのが、今後、永続的に

この粕屋町が発展する１つの、これからの要因になろうと思います。まさに、その

１つとして子ども医療費関係の無償化、これは今現在、協議も行っておるとこでご

ざいます。それも決まり次第、こういったプロモーションチームの中で、どういっ
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た情報発信をしていくのかということも協議をしていくようになろうと思います。 

先ほど、ちょっと担当のほうが説明しましたけども、庁舎内からの公募、これＺ

世代、ちょっと説明しますと、10代から28歳、まさに、これから子育て世代を、子

育て世帯になろうかという年代、Ｚ世代ですね。そしてミレニアル世代、これ29歳

から35歳。まさに今、子育ての真っ最中の、そういった若手職員からも、生の意見

を集約して、このプロモーションチームとして構成し、事業展開を行いたいと思っ

てます。 

◎議長（小池弘基君）  

案浦議員。 

◎７番（案浦兼敏君）  

それとこの前、町長は、市制施行が目標でなく、まちづくりの手段としたいとい

うような旨の発言をされてます。私も同感であります。この粕屋町が、市制によ

り、どのような都市を目指すのか。長期的なビジョン、都市戦略なり仕掛けが必要

と考えますが、町長はこれについてどのように考えておられるのか、お伺いいたし

ます。 

◎議長（小池弘基君）  

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  

粕屋町が市制を目指しているということは、非常に大きな効果を生み出すと思っ

ております。今のうちに投資をしておいて、粕屋町に、企業としてスタートアップ

しようという方々は、先行投資をすれば、地価が上がる前に先行投資したいという

企業もおられるかと思いますけども、そういったことも今後のこのチームとして、

やるべきことの一つだろうと思いますけども、やはり、今ある粕屋町の素材、これ

は駕与丁公園があり、そしてまた、西には九大農場の跡地があると。これが大き

な、一つの粕屋町の財産でございます。 

そういったことを、今後どう展開していくかということが、この人口減少の局面

にある、この現在にあって、粕屋町が一歩秀でるようなことになろうかと思うわけ

でございます。 

具体的な戦略は、今後、検討してまいりますけども、この、今言いました駕与丁

公園と九大農場跡地、私、これは粕屋町の大きな２大エンジンとして、この町を、

市制を乗り越えて、また、市制があった後も、様々な住民の方、企業の方々が集ま

られるような素材にしていきたいと思っております。 

◎議長（小池弘基君）  

案浦議員。 
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◎７番（案浦兼敏君）  

次に、水鳥橋の早期復旧についての質問です。 

先日のバラまつりのときです。私がバラ園まで歩いていく途中、92歳のおばあち

ゃんが娘さんに手を引かれて歩いていました。声を掛けますと、娘さん共々、水鳥

橋があればもっと楽に行けるんですが、とのことでした。また、会場に行きまし

て、近所の奥さんに会いました。水鳥橋があれば、腰が悪い旦那も一緒に連れてく

ることができるのに、とのことでした。 

今年のバラまつりは、新型コロナウイルス対策の規制が解除され、久しぶりに多

くの来場者、この前の報告を聞きますと、１万3,200人の来場者があったと聞いて

ます。 

水鳥橋が復旧されたら、もっと多くの方が気軽に参加できるのではないかと思

い、今回質問をすることといたしました。 

先ほど町長おっしゃったように、駕与丁公園は、粕屋町民だけでなく、近隣から

も多くの来園者があり、粕屋町民のシビックプライドのよりどころとなっていると

思います。町では、駕与丁公園魅力倍増計画のもと、現在、駕与丁公園施設長寿命

化計画により、老朽施設の改良整備が進められております。中でも、昨年度整備さ

れた遊歩道と、足元を照らすフットライトっていうのは、夜間の散歩などに快適な

環境を創出し、利用者からも大変喜ばれております。これは町長も自慢して、先日

紹介されましたけども。 

そこで、現在進められている、駕与丁公園施設長寿命化計画の内容と、整備事業

の周知はいつか。また、この中で橋の改修を行うことになってますけども、水鳥橋

の復旧が入っていないのはなぜか、併せてお尋ねいたします。 

◎議長（小池弘基君）  

新宅都市政策部長。 

◎都市政策部長（新宅信久君）  

はい。御質問にお答えいたします。 

駕与丁公園も、整備後30年以上が経過しまして、施設の改修改築が必要な時期に

なっておりましたので、令和３年度に駕与丁公園施設長寿命化計画を策定し、令和

４年度より10年間の計画で、令和13年度までの期間で再生事業を行っているところ

でございます。 

現在進めている、駕与丁公園施設長寿命化計画に基づく施設の改修改築では、園

路の舗装、先ほど議員のほうから御指摘がございましたけども、園路の防護柵等

も、その中の一部含んでおりますが、それと駕与丁大橋の改修、照明柱の改修や、

芝生広場のトイレの改築などを今現在は予定をしております。この計画には、議員
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御指摘の水鳥橋の復旧は含まれておりません。まずは、利用者の安全性を優先課題

として、計画に沿った既存施設の改修改築を進めるべきであるというふうに考えて

おります。現時点では水鳥橋の復旧については、全体の事業進捗の中では、財源も

含めて検討していくものというふうに考えております。 

以上です。 

◎議長（小池弘基君）  

案浦議員。 

◎７番（案浦兼敏君）  

水鳥橋の復旧については、３月議会で同僚議員が質問されて、町長の答弁を聞き

まして、非常に残念に思っております。 

そこで、やっぱり今回は経緯をひも解きながら説明し、質問したいと思っており

ます。 

水鳥橋は、平成８年９月に着工し、総事業費２億2,060万かけて、平成９年３月

に竣工したところです。竣工したときに、当時の町の企画課長は、業界の技術専門

誌の中に、こういう工法は、国内外に余り例がないというようなということで紹介

されておりましたけども、ところが、完成から僅か17年余りの後、平成26年12月５

日に落橋しました。町長はその当時は、たしか副町長であったと思いますけど、落

橋したことについて、どのように受け止めておられましたですか。 

◎議長（小池弘基君）  

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  

そういうと残念でした。その詳細、これから委員会とか、学識経験者によるその

水鳥橋の復旧委員会等の中で、様々な原因とか、今後の対策については協議をされ

ております。その時、私、いませんでしたので、その詳細は、副町長のほうからま

た御説明申し上げます。でよろしいですか。 

◎議長（小池弘基君）  

案浦議員。 

◎７番（案浦兼敏君）  

それと、確か26年12月はまだ副町長やったですよね。落橋したときはですね。そ

れでやっぱり町の監督が不十分で、多額の税金を無駄にしたことについて、本来な

らば町長から町民に対して、そういう謝罪の言葉なりが発出されたのでしょうか。

そこら辺についてもお尋ねしたいと思いますが。 

◎議長（小池弘基君）  

案浦議員。通告書では、落橋したのは平成27年12月と書いてありますが、報告書
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が27年ということですね。落橋のときは26年ということですね。はい。 

◎議長（小池弘基君）  

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  

議会報告、これ記録でございますが、落橋が26年の12月５日、12月議会の招集日

でございました。冒頭にそういった連絡が入りまして、もう驚いたと同時に、非常

に残念でございました。 

橋そのものの建設について、私は関わっておりませんけども、なんで落ちたのか

ということで、以後の委員会等の立ち上げがあったわけですが、26年の12月議会そ

の時に、その落橋の現況報告をその当時の建設常任委員会のほうでされています。

また、翌27年の３月には、緊急対策と復旧検討委員会の設置についての現況、現状

の報告を、建設常任委員会でしてございます。それ以後、様々な局面で、委員会、

議会のほうには説明をしております。27年９月には、予算特別委員会で、これは全

員の方と思いますが、復旧検討委員会の経過報告ということでしております。経緯

はそういうことです。はい。 

◎議長（小池弘基君）  

案浦議員。 

◎７番（案浦兼敏君）  

町長から、別にそういう謝罪の言葉はなかったというふうに理解しますけども、

それでいいですね、それで。 

◎議長（小池弘基君）  

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  

謝罪というか、委員会のほうで説明したということでございます。謝罪があった

かどうか、私はその当時、まだ副町長でございますので、最高責任者じゃございま

せんでしたので、もちろんその時の町長がおりますので、町長が謝罪したかどう

か、私もちょっと把握はしておりません。委員会のほうで出席したかどうかという

のも、まだ私も把握はしておりません。 

◎議長（小池弘基君）  

案浦議員。 

◎７番（案浦兼敏君）  

だから、普通やっぱりこれだけの、町のほうの責任が、確か、後で調査委員会の

ほうで原因が分析されてますけども、やっぱりこれだけの多額の、３億近い金を無

駄にしたということは、やっぱりトップとして、やっぱり罰を、謝罪すべきじゃな
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かろうかという感じがあります。 

続けます。その後、撤去工事費5,700万円をかけて、平成27年11月15日から平成

28年３月15日にかけて撤去しました。水鳥橋の落橋を受けて、町は平成27年５月

に、さっき町長おっしゃいました、専門家による粕屋町水鳥橋復旧検討委員会を設

置し、４回の審議を経て、平成27年12月に、報告書は12月、平成27年12月に報告書

となっております。町長はこの報告書のことを、中身は見られましたですか。 

◎議長（小池弘基君）  

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  

報告書は、その報告ができた段階で私いませんでしたので、そのタイムリーにそ

の時は見てませんが、今は把握しております。 

◎議長（小池弘基君）  

案浦議員。 

◎７番（案浦兼敏君）  

その内容は、橋台破壊の原因として、当初、設計及び施工についての問題点を指

摘しております。落橋は、言わば設計上のミスと施工上のミスが重なったことが原

因としております。 

そしてまた、町のほうから示された復旧コンセプトに対する復旧のための提言も

行っております。その後、私が議員になりましてから、平成29年12月議会の建設常

任委員会で、７通りの架橋案について検討する旨の報告がなされました。その検討

結果は現在どうなっているのかお尋ねいたします。 

◎議長（小池弘基君）  

新宅都市政策部長。 

◎都市政策部長（新宅信久君）  

２番の御質問のお答えということでよろしいでしょうか。はい、水鳥橋の落橋

後、学識経験者による水鳥橋復旧検討委員会を、当時、立ち上げて、落橋原因のメ

カニズムや復旧に際しての提言などをいただきました。その後、町で水鳥橋復旧に

向けて橋梁形式の検討を行いました。形式検討に当たりましては、公園内には、野

球場などの施設があり、架橋位置まで進入する道が狭いため、機械や資材の搬入が

可能な橋梁、並びに池内での施工期間が、これは農閑期じゃないと実際施工できま

せんので、そういった施工条件を整理して、施工可能な橋梁について検討いたしま

した。 

これが御質問に出てる７つの架橋案ということになります。検討しました案は、

既設橋梁と同じ吊床版、もともとのつり橋の形、そのほか中空床版橋、Ｔ桁橋、カ
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ルバート橋など７案を、構造性、施工性、景観性や維持管理、そして経済性の観点

から評価し、今の橋脚を残存させて、新たに橋脚を真ん中に入れて、今の橋脚は、

下が３つ空間ができるような形なんですけども、それを４つにした形で、PC４径

間、これ下の空間が、４つに広がりますので、４径間連続現場打ち中空床版橋とい

う案が、一番経済的にも妥当であるというふうな当時判断されているようでござい

ます。 

◎議長（小池弘基君）  

案浦議員。 

◎７番（案浦兼敏君）  

当時の委員会の資料を見ますと、今、部長がおっしゃった、PC 径間連続現場打

ち中空床版橋、これが一番、２億で、当時示された２億円ということで一番安い金

額ですね。高いのが新設架橋位置変更案、３億８千万。一番安いのは２億円で、一

番高いのは３億８千万。その七つの案を示されたわけですけども、一応検討結果に

ついては、そこで示される第３案のほうで、検討結果はまとまったというふうに理

解していいですね。 

また、平成28年１月の広報かすやの水鳥橋の撤去工事に関する記事で、今年度は

撤去のみを行い、平成28年度以降に架け替えを行う予定ですと町民に知らせていま

す。 

しかし、現在も橋脚を残したまま放置されています。以前、今は亡くなられた、

甲仲原の元農区長さんから、よく聞かされました。「役場からだまされた。すぐ復

旧すると聞いていたから、橋脚や工事を搬出入路のための土砂も残すことに同意し

た。こんなに時間がかかるのなら、橋脚を撤去し、土砂を浚渫してもらい、池の貯

水能力を高めておけばよかった。」と何度も聞かされました。町はこれらの約束を

反故にしたんじゃないでしょうか。町長はどう思われますか。 

◎議長（小池弘基君）  

吉武副町長。 

◎副町長（吉武信一君）  

水鳥橋の復旧については、今、七つの提案をして、中空床版でいくということで

設計を上げましたよね。4,400万ぐらいの。それを議会のほうで否決されたんで、

じゃどうしようかということで、今度は、議員が提案されたデザインビルドです

か。それをしましょうというてやりました。でも、手挙げてくる業者はいませんで

した。じゃあ、これからどうしようかといったら、やっぱり設計を上げなくちゃい

けないというような形になると思うんですよね。 

そしたら、今の時期から言うたら、当時は4,400万で済んだかもしれませんけど、
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資材のアップとか、そういうのを考えてくれば、当然、設計の費用も上がってくる

と思います。それで提案したときに、議員のほうが、議会のほうが、どうかなとい

うこともありますよね。 

今、私たちが考えてるのは、まず、それよりも公園の整備を先にやっといて、ほ

かにそんだけの費用を使うなら、橋を造るとして、今からすれば、あそこ160ｍで

すかね、160ｍだったもんですから、それだけの橋を造ろうと思って、幅が２ｍぐ

らいの歩道の幅としてもですよ。約もう３億か４億はかかると思います。それだけ

の金額を、財源を、まずは橋を造る前に、ほかにやることがあるんじゃないかとい

うふうに思ってるわけですよね。 

だから、橋については、ちょっと慎重に検討していきたいというふうに考えてい

るところです。決して反故にしておるわけではないんです。 

◎議長（小池弘基君）  

案浦議員。 

◎７番（案浦兼敏君）  

そうですね。私はそこを問題にしてるんですよ。ですから確かに、後でちょっ

と、そこ触れることにしてましたけども、続けます。 

そして、私は平成29年６月議会で、水鳥橋の整備計画はないのかということで、

質問したことに対して、前町長は将来的には対応したいと答弁され、その後、平成

30年度当初予算に、架橋のための詳細設計費、約4,400万を計上されました。 

しかしながら、当時は、給食センター問題とか、保育所の建て替え問題等、町政

が幾分混乱した時期でありまして、結局この予算は、僅差で減額修正されてしまい

ました。だから、こう議会のほうの対応も、落橋当時の業者の責任を問うことな

く、町の責任も問えなく、そして、詳細設計を減額したということで、本当、議会

のほうとしても、やっぱり町民に対して、本当に町民に立った議論を行ってきたの

かという、やっぱり責任は問われないかんと私は思ってます。 

ただ、おっしゃるように、例えば、議会が詳細設計費を減額したから責任は議会

にあるというような考え方じゃ、私はおかしいんじゃなかろうかというふうに考え

てます。それと、基本的に、財源問題、財源問題とおっしゃいますけども、箱田町

長も、一般質問では、復旧は当然やるべきことと思ってるっていうことですが、依

然としてやっぱ財源問題で、未だ具体的になってませんけども。私は、水鳥橋は、

あの状態、負の遺産であると私は思ってます。 

だから、同じ負の遺産でも、焼却場の経緯、解体につきましては、前、町長には

負の財産であるということで、早期に解体を求める、そして町長は、早期に解体を

決断されましたけれども、やはり、この水鳥橋の場合は、財源の優先の問題より、
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町長、町民にすぐに復旧しますとかそういう、言っておきながらそれを何年も放置

しておくというのは、やはり、町の責任が重いんじゃないかというふうに考えてま

す。 

そういうことで、また、最後になりますけども、落橋したこの水鳥橋ついて、焼

却場の解体と同様に、町長に早く、そういう復旧について決断していただきたいと

いう思いで、今回の質問に立ったわけです。これについて町長の考え方をお尋ねい

たします。 

◎議長（小池弘基君）  

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  

誤解があるので、ここで整理させてください。すぐに復旧すると言ったのは前の

町長でございます。分かりますか。すぐにという言葉を私は使ってません。 

以前の案浦議員の質問に対して、将来的にはこれを復旧する必要があるというふ

うに答えて、28年だったですかね。検討委員会後に、予算を上げる前ですね。設計

費を上げる前に、これはすぐに復旧すべきだということで、先ほど言いました甲仲

原の農区長さんの話につながるわけですが、そういった感想を持たれている。それ

は私が関わっていることでございませんので、それははっきり整理させてくださ

い。 

今、申し上げましたように、これは、将来的には復旧するという気持ちは全く変

わっておりません。ただ、財政的にどうしようかということで今検討している段階

で、先ほど、新宅部長も申し上げましたが、これ、駕与丁公園の施設の長寿命化計

画の中に何とか折り込めないか、ということも今模索をしております。長寿命化で

すから、今あるものを長寿命化するということが基本的なもんですが、これは何と

かできるんじゃなかろうかということで、そういう財源的な模索を行っている最中

でございますので、決して、しないというわけじゃございませんし、将来的には再

構築する予定でございます。 

◎議長（小池弘基君）  

案浦議員。 

◎７番（案浦兼敏君）  

将来的には再構築、復旧するということですけども、それから、なかなかこう進

まないんで、そういうことで今回質問したわけです。町長のほうも、財源のことで

焼却場の解体が完了し、新型コロナウイルス対策や、保育所の建替え問題も、ある

程度目処がついたと思うんで、だから、今までの財源の優先問題だけでなく、やは

り、これは町が残した負の遺産じゃないかというそういう観点から、町長に早く、
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いつかはされるでしょうけども、早く復旧に結論していただきたいということで、

いうことを最後に申し上げまして、私の一般質問を終わらせていただきます。 

（７番 案浦兼敏君 降壇） 

◎議長（小池弘基君）  

これにて、本日の「一般質問」を終結いたします。 

明日６日火曜日には、午前中のみ２名の、あさって７日水曜日には５名の一般質

問を実施いたします。 

以上で本日の日程は全部終了いたしました。 

本日はこれにて散会いたします。 

（散会 午後２時47分） 
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（開議 午前９時30分） 

◎議長（小池弘基君）  

改めまして、おはようございます。 

今年の九州北部では既に梅雨入りしており、平年に比べまして、６日ほど、早い

梅雨入りとのことです。近年は、温暖化の影響とも言われておりますが、集中豪雨

など、自然災害の頻度が高くなっているように感じます。我が町においても、町民

一人一人が油断することなく、万全の備えをし、大切な命を守る行動がとれるよ

う、意識づくりをしていかなければなりません。 

本日は、一般質問の２日目でありますが、町長が午後から福岡県町村会臨時総会

へ出席のため、午前中のみ２名の方の一般質問となります。本日、４番、宮﨑広子

議員から欠席の届出が出ております。また、本日は気温も高くなりそうですので、

上着を取られる方は取っていただいて結構です。 

ただ今の出席議員数は15名であります。定足数に達しておりますので、ただ今か

ら本日の会議を開きます。 

本日の議事日程はお手元に配付のとおりであります。 

◎議長（小池弘基君）  

ただ今から「一般質問」を行います。 

発言に関しましては、質問者は会議規則を遵守し、更に文書通告の趣旨にのっと

り、簡単明瞭に、答弁者の発言に関しましては質問にそれることなく的確に、かつ

簡潔にされますことを、議事進行上強くお願いする次第であります。 

なお、答弁側におかれましては、答弁者が誰か明確となるよう声に出して挙手さ

れますよう、併せてお願いいたします。 

それでは、通告順に質問を許します。 

議席番号９番、川口晃議員。 

（９番 川口 晃君 登壇） 

◎９番（川口 晃君）  

それでは始めます。皆さんおはようございます。議席番号９番、日本共産党の川

口晃です。 

ただ今から一般質問を始めます。 

コロナ感染症問題は少し和らいできましたけども、まだ、本物にはなっておりま

せん。福岡市ではクラスの７、８人が休むような現象もいくつかあるそうです。熱

中症かそれともコロナ関係なのか分かりませんけど、まだまだ安心できない状況じ

ゃないかと思います。 

さて、衆議院の解散が囁かれるようになりました。ちまたでは、岸田首相の息子
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さんの不祥事問題で持ち切りですけども、更迭で一段落とはならないと思います。

何だか政治の箍が緩んでいるんじゃないかと思われます。もう少しびっしりとやっ

てもらいたいもんです。また、いつもの調子で日本の選挙が近くなると、北朝鮮が

ミサイルの発射とか核実験とかをやり出します。北朝鮮が発射をやり出すと選挙が

近くなるのか、どちらか分かりませんけども、これは本当に偶然なのでしょうか。

それとも何らかの意図のもとにやられているのか、もう私たちは数年にわたりこう

した経験をしてきています。こんなにも多くの実験ができる、北朝鮮の資金はどの

ようにして生まれているのか、非常に大きな疑問が持たれ、関心が生まれるものと

思います。 

さて、国連決議を無視した行為には最大限の抗議をしたいと思います。我が党と

しては、間違えられて本当に迷惑千万です。 

それでは、最初の質問に移ります。子育て支援問題です。18歳までの医療費無償

化問題から始めます。現在、県、粕屋町がこの助成をやっているんですけども、私

たち日本共産党糟屋地区議員団は、多分10数年前からでしょうが、子どもの医療費

助成、無償化を、糟屋地区の市町長会、あるいは医師会に要請してきましたが、特

に医師会とは、短時間ですけども、医療問題についての懇談を重ねてきました。そ

うしたことが実ったんでしょうが、粕屋町をはじめ、各市や町も医療費助成を始め

ました。県も子どもたちに対する医療費助成を始めました。この件に関して、保護

者の方からは大変喜ばれています。確認のために、県や粕屋町がどのような医療費

助成をしてあるのか、簡単に説明してください。町長のほうからご指名願って。 

◎議長（小池弘基君）  

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  

担当所管課のほうから御説明申し上げます。 

◎議長（小池弘基君）  

大内田総合窓口課長。 

◎総合窓口課長（大内田亜紀君）  

それでは１番の御質問について、私のほうからご回答させていただきます。 

まず、福岡県、粕屋町共に、令和３年４月に子ども医療費支給制度の改正を行い

まして、現在、ゼロ歳児から中学３年生までの通院、入院につきまして、医療費の

助成を行っております。 

具体的な助成内容といたしましては、まずゼロ歳から３歳児未満までは通院、入

院共に自己負担額は無料。３歳児以上から中学生までの入院につきましての自己負

担額は、１日500円で、ひと月最大3,500円までとなっております。また、通院につ



 

－ 88 － 

きましては、１医療機関当たりのひと月の自己負担額が、３歳児以上就学前までは

800円、小学生は1,200円、中学生は1,600円までとなっております。 

それぞれの年齢に応じた自己負担額を超える分につきまして、福岡県と町で２分

の１ずつ助成をしておりますけれども、福岡県は所得制限を設けておりますので、

県において対象外となられる方につきましては、助成分をすべて町のほうが負担を

しております。 

以上です。 

◎議長（小池弘基君）  

川口議員。 

◎９番（川口 晃君）  

どうもありがとうございました。それでは２番目に移ります。 

糟屋地区におけるゼロ歳児から18歳児までの医療費無償化の問題ですが、箱田町

長も、さきの３月議会でしたか、この件に触れた発言をされました。この件に関し

ては、久山町の我が党の本田議員が、３月議会で一般質問をされております。彼が

発行している久山民報という新聞ですかね、これがあるんですが、それに、答弁、

町長の回答を載せられておりますので、それを参考にしながら質問したいと思いま

す。 

久山町長は次のように回答しています。「糟屋地区町長会においても、２月時点

で見直しに向けて検討を行うことを、今共有できている。ただし、医療費の支給内

容、制度設計、関係機関との協議の時間を要するので、現在、令和６年度４月から

行えるように、糟屋地区担当部局で2023年４月から協議を開始することになってい

る。」そのように回答しています。 

同様なことは、宇美町の我が党の議員も確認している模様です。それで、２人の

議員は、粕屋町の対応に強い関心を持たれております。粕屋町の箱田町長の対応

が、この医療費無償化の進展のかぎを握っているようだと、彼らは、暗に私に言っ

てるように私は感じています。箱田町長に期待しているわけですね。そういう意味

では、箱田町長の対応に期待が持たれていますので、現在の状況と進展の見通しに

ついて、町長の答弁をお願いします。 

◎議長（小池弘基君）  

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  

粕屋町はおろか、他町からも期待されているということで、非常にうれしい反

面、非常に難しい問題ではあります。御存じのように、福岡市がこの子ども医療費

の支給についての見直しを行っております。３歳以上の子どもたち、中学生までに
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ついて、１日500円の負担ということで、７日間の上限という。ひと月500円までの

自己負担となるというような内容で決めてあります。 

糟屋地区内においても、これについては福岡都市圏を形成している、各市町、そ

してまた、今、国がこども家庭庁も作り、異次元、次元が異なる子ども対策を行う

ということを鑑みて、やはりこの糟屋地区内にも、子ども医療費については、大き

く見直そうという動きをしております。 

私も町長会のほうで、積極的に発言を行い、皆さんの大体の合意はとれておりま

す。 

ただ、今、久山町の町長が言われたように、各医療機関との調整、これは非常に

時間を要します。そして、金額についても、若干の差といいましょうか、考え方の

違いがあるわけですが、私としても、できれば18歳までの医療費についても検討し

たいと思っております。今、その調整に全力で行っておるところでございます。具

体的にはまた、我々の首長レベルの話を各担当者レベルで落とし込んで、粕屋医師

会との協議も積み重ね、目途としては来年の６年度スタートしたいということで進

めておるところでございます。 

◎議長（小池弘基君）  

川口議員。 

◎９番（川口 晃君）  

2023年、今年の４月から、協議が実務的な協議が進められているように、久山町

の町長が回答してるんですが、これは実際進んでいるということでしょうか。 

◎議長（小池弘基君）  

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  

方向性としては、私はもう進んでいると思います。みんなの、各市町の首長さん

の意思は統一されたもので、この今回の、この医療費の無償化についての考え方に

ついては、みんなで共有しているというふうに私は理解してます。 

◎議長（小池弘基君）  

川口議員。 

◎９番（川口 晃君）  

もう１点は、来年の４月からの実施っていうのは、非常に可能性があることでし

ょうか。そのことをちょっと質問します。 

◎議長（小池弘基君）  

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  
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先程も言いますように、医療機関との医師会等の調整が必要ですので、当然可能

性があるという、私も見込んで、そこは協議を重ねているところでございます。 

◎議長（小池弘基君）  

川口議員。 

◎９番（川口 晃君）  

どうもありがとうございました。今日の一般質問のいい成果が出ましたので、あ

りがとうございました。 

それでは次に移ります。学校給食費の無償化及び軽減措置の実施です。 

昨年の12月から今年の２月まで３か月間、国庫補助によって給食費の無償化が行

われました。地方創生臨時交付金を利用されて小・中学校に対して給食費の無償化

が実施されましたけども、私の耳には大変ありがたかったと若い PTA の方からお聞

きしております。今回の実施について、保護者や児童や生徒たち、あるいは先生方

に対して、感想とか評価を問うたようなアンケート調査とかっていうのは実施され

たでしょうか。また、PTA ではどのような反応があったでしょうか。掴んであった

ら、感想でもいいですから、お答えいただきたいと思います。西村教育長、お願い

します。 

◎議長（小池弘基君）  

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  

先ほどの私の回答の中で、誤解を招いてはいけませんので再度申し上げますが、

無償化と言いましたけど、これは３歳以上の就学前の子どもたちの無償化でありま

して、小学生以上については、一部助成という福岡市並みの考え方でございます。 

◎議長（小池弘基君）  

川口議員。 

◎９番（川口 晃君）  

ちょっと戻っていいですか。 

だから、要するに部分的な助成ということも含まれているというっていうことで

すね。 

◎議長（小池弘基君）  

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  

入院と通院という大きな分け方がございます。入院につきましては、これ無償化

を福岡市が行っています。通院につきましては、３歳以上の子どもたちは、500円

の月の500円の自己負担というふうになります。はい。それを一つの基準として、
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今考えてるとこです。 

◎議長（小池弘基君）  

川口議員。 

◎９番（川口 晃君）  

わかりました。部分的な補償になるかもしれませんけど、前進することはもう、

非常に喜ばしいことなのであり、それはありがたく感じております。 

それではこちらのほう。 

◎議長（小池弘基君）  

西村教育長。 

◎教育長（西村久朝君）  

教育委員会としては、全体的にアンケートをとるとか、今後についてということ

で調査はしておりませんが、私の個人的に知り得る範囲、若しくは学校の先生た

ち、また近隣の人たちから聞く範囲では、大変ありがたかったと。私自身も、所長

が頑張っていただきまして、町内の小中学校の子どもたちだけじゃなくて、私学に

通っている子どもたちにも、手を広げてくれたっていうのは、私は非常に給食セン

ターには感謝をしております。 

詳しいことについては、所管の給食センター所長より、お答えさせてもらいま

す。 

◎議長（小池弘基君）  

井手学校給食センター長。 

◎給食センター所長（井手正治君）  

昨年度は、12月から２月の３か月間、食料品の値上げを軽減対策として、国の交

付金を活用して、学校給食費を無償とする事業を行いました。それでアンケート調

査は実施しておりませんが、保護者からの電話等の問合せがありまして、驚きや感

謝の反応が多数ありました。また、年末年始の食費等の出費が多い時期でございま

したので、無償化分が、食料品の急激な値上げによる家計の影響を軽減したものと

考えております。 

◎議長（小池弘基君）  

川口議員。 

◎９番（川口 晃君）  

大変喜ばれているということなので、結構なことだと思います。 

それでは２番目ですが、学校給食無償化が、国の子育て支援策の項目として取り

上げられています。国の支援策が講じられれば、直ちに実施するとの考えはあるか

ということですが、岸田首相が１月４日の年頭会見で、異次元の少子化対策に挑戦
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すると述べました。どんな政策になるのか、期待が持たれました。４月１日にこど

も家庭庁が発足しまして、そこで、政府が検討する、こども政策は次の５項目だと

いうふうに公表しています。 

１つが、児童手当など経済支援強化、２つ目が幼児教育保育の充実、３番目が産

後ケア、一時預かりの拡充、４番目が仕事と育児の両立支援、それから５番目が働

き方改革。 

政府が４月７日、少子化対策の強化に向けて、こども未来戦略会議の初会合を開

いたそうです。そこで、６月までに、対策の詳細や財源の大枠を示して、骨太の方

針を策定していくというふうに言われています。 

６月は今月ですから、今月末ぐらいに出てくるんじゃないかと思うんですが、政

策の学校教育問題の中では、小中学校の給食費の無償化、それから学校ソーシャル

ワーカー、養護教諭、栄養教諭等の充実などが、キーワードとして盛り込まれて、

検討されます。 

最初のキーワードが小中学校の給食費無償化です。国民の要求の大きさが策定決

定に結びつくと、そういうふうに思いますが、全国的な給食費無償化の進展具合か

らすると、大きな可能性を持っていると思います。支援策が決定されると、財政的

支援も当然あるでしょうし、また、国として進めていくとすると、自治体の予算が

必要ないということになります。見通しも立ってきますけども、直ちに実施できる

というふうに、予算が決まればできると思うんですけど。教育長、感想なり、これ

どういうふうに思ってありますか。 

◎議長（小池弘基君）  

西村教育長。 

◎教育長（西村久朝君）  

国がこれを実施するとなりますと、私も、粕屋町がどれぐらいの割合になるか分

かりませんが、金銭面、財政的に国の支援があれば、私はすぐにでもお願いをした

いなというのはございます。 

◎議長（小池弘基君）  

川口議員。 

◎９番（川口 晃君）  

３番目です。町独自に、それまでの事前策としての対策なんですが、文部科学省

は昨年９月に、学校給食費の保護者負担の軽減を実施、又は予定している自治体の

調査をしたそうです。実施状況は、全国の自治体が1,750ぐらいだったですかね。

そのうち実施した自治体が1,491自治体で、83.2％に達しています。この発表は、

全部が無償化というわけじゃありませんが、無償化や軽減措置は、大きな流れにな
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っています。 

我が党の機関誌「赤旗」が、独自に学校給食無償化チームというもの、プロジェ

クトチームを立ち上げて、全国調査をやりました。そうしますと結果は、小中学校

とも無償化の自治体が254自治体、小学校のみが６自治体、中学校のみが11自治

体、そういうふうになっています。そのほかに少しでも保護者負担を減らそうとい

うことで、半額補助。あるいは第三者からの補助、無償ですね。それから、中３の

みの無償などの措置をしている自治体も多数あるそうです。３月議会で西村教育長

の答弁は、粕屋町は校舎の増改築と支援員の確保があり、給食費の無償化のほうま

での財政のゆとりがないということ、そういう趣旨を述べられました。なるほど粕

屋町は非常に厳しい、私も認識しております。 

しかし、統一地方選挙後も無償化に踏み切った自治体も生まれてきました。何よ

りも、あまり実施に乗りきれなかった大政党が、東京都を中心として、給食費の無

償化を主張するようになりました。また、少子化対策の骨太方針の、さっきも申し

ました政策課題の教育関係分野では、１番目のキーワードに取上げられています。

無償化が無理だとすれば、全国では、いろいろな軽減措置、先ほど述べましたが、

がとられています。小学校だけとか、あるいは中学校だけとか、できるところから

始めたらどうでしょうかっていうことです。 

糟屋地区の自治体と足並みをそろえる課題もあるでしょうが、この給食費の無償

化は、これは全国知事会の要求にもなっておりますし、粕屋町の独自性をそろそろ

発揮してもいいのじゃないかと思うんです。そうでないといつも粕屋町は、いつも

大都市福岡市の後追いの自治体になってしまいます。福岡市に一矢を報いる施策

が、私はあってもいいんじゃないかと、そういうふうに思います。軽減措置と言え

ば1,000円の補償とか、2,000円の補償とか、そういうことも考えられるんですけ

ど、これは財政の問題もありますので、箱田町長の答弁をお願いしたいと思います

が。 

◎議長（小池弘基君）  

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  

昨年度の話を先ほどしましたけども、こういった特別な財源があれば、無償とで

きますが、恒常的な財源がない今の粕屋町の財政では、非常に厳しいところがもう

現実的にございます。 

また、食料品の値上げ等、資材費関係が、食材が値上がりをしている状況、こう

いった影響から、少しでもということで、ふるさとづくり基金からの繰入れを充当

して、何とか学校給食費を値上げせずに、今、食糧費不足を補填をしている状態で
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ございます。 

したがいまして、これは数億円毎年かかります。ですから、それを丸々その無償

にするというのは、非常に今の粕屋町の財政では厳しいと言わざるを得ません。 

◎議長（小池弘基君）  

川口議員。 

◎９番（川口 晃君）  

粕屋町の財政事情からすると、直ちに無償とはならないとは、私もちょっと思っ

ております。一定程度の軽減措置というのを希望しながら、次の問題に移っていき

ます。 

次は、粕屋町職員の待遇・定数問題と、教職員の増員問題です。最初、正規職員

及び非正規職員の離職防止政策についてですが、これは、私が持ってる、新聞は、

これは自治労連の「自治体の仲間」という新聞です。毎月私のほうに送ってきます

のでこれを使いながら、質問したいと思います。 

記事は非正規の問題で、根室市児童館指導労組の記事が載っておりましたので、

この中にいい内容がありますので、これを使います。児童館は、学童保育をしてお

り、この指導員労組は会計年度任用職員の労組です。会計年度任用職員制度の導入

時に、パート勤務だけでなく、フルタイムの勤務も選択できるように要求して、フ

ルタイムが実現しています。この記事は次のように書かれています。 

2018年度から、国のキャリアアップ処遇改善事業を活用した認定研修修了者への

月額１万円の手当支給を初め、職場長との協議で指導員の働き方改革や職場環境整

備などに取り組んでいます。しかし、何人もの指導員が退職しています。賃金労働

条件の改善で、安心して働き続けられる職場を作っていくことが大事だとの内容で

す。こんな模範になるような活動をしている職場でも、やっぱ離職者が結構出てる

らしいです。 

箱田町長は、昨年採用した新規採用の職員は１人も中途で退職しなかったと、大

変喜ばれていましたが、私も喜びましたし、町民にとっても大変喜ばしいことじゃ

ないかというふうに思います。しかし、惜しまれて離職される方もいたようで、こ

れはもう残念なことなんですけども。まずは、ここ数年の離職状況についてどうな

っているのか、担当のほうから説明してください。 

◎議長（小池弘基君）  

豊福総務課長。 

◎総務課長（豊福健司君）  

ここ数年の正規職員の離職状況ということでございますが、離職状況につきまし

ては、令和２年度から４年度の３年間で、６名の職員が定年退職前に中途退職をし
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ております。退職の理由といたしましては、ほとんどの方が家庭の事情や個人の次

の職場へのステップアップということで、個人的な理由による退職がほとんどを占

めております。 

また、非正規職員、御質問にございます非正規職員につきましては、離職、退職

理由等については把握のほうは行っておりません。 

以上でございます。 

◎議長（小池弘基君）  

川口議員。 

◎９番（川口 晃君）  

離職問題は、非常に難しい問題がちょっとあるんですが、次の問題は離職者数を

少なくするためにはどうしたらいいかということですが、離職者の中には、親や家

族の介護でやむなく離職される方もいらっしゃるし、さっきも職場の事情とか家庭

の事情で離職される方もいます。そうした事情に関して対応し、正規職員の離職者

を防ぐための政策、つまり一時的な対策じゃなくて、将来まで含めた、何か、考え

方とか、何か、離職者防止の政策的なものは、町としてあるんでしょうか。 

◎議長（小池弘基君）  

豊福総務課長。 

◎総務課長（豊福健司君）  

離職防止策についてでございますが、離職防止に特化した形での事業っていうの

は特に行っておりません。しかしながら、職場環境等が理由で退職とならないよう

に、先ほどもございましたが、新人職員等に対してのエルダー制度の導入や全職員

に対するメンタルヘルスの予防や改善のための外部相談窓口の設置、ほかに研修の

実施、また、ハラスメント等に対する外部有識者の相談員を含みますハラスメント

相談窓口の設置など、複数の事業を組み合わせることにより、職員の離職防止に努

めております。 

以上です。 

◎議長（小池弘基君）  

川口議員。 

◎９番（川口 晃君）  

私も公務員でしたので、ちょっと残念なことがあるんですね、公務員の場合。公

務員の場合、単に資格を取ったからといってそれが賃金に反映するとは言えませ

ん。 

民間の技術職の場合は、例えば、鉄骨の組立てとか足場の組立てなど、各種の技

術職があるんですが、資格を取っていけば部下を持つこともできるし、現場監督に
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なることもできるし、それが賃金に反映していきます。やりがいも生まれてきま

す。 

先ほど申しました、根室市の会計年度の任用職員の場合は、国のキャリアアップ

処遇改善事業を活用した認定研修修了者に対して、月額１万円の手当を支給したん

ですね。これを、会計年度ですけど、正規の職員に対して、何かこう、こういうキ

ャリアアップしたときには、何かこう、１号俸上がるとか、何かそういう特典はな

いんでしょうか。何か、特別、人命を救命したとか、ということでは、確か１号俸

上がったんですよね。私も現場で経験しております。しかしほかに、何かないでし

ょうか。 

◎議長（小池弘基君）  

豊福総務課長。 

◎総務課長（豊福健司君）  

すみません。通告書の中に質問等でございませんでしたので、詳細を把握してお

りません。 

以上です。 

◎議長（小池弘基君）  

川口議員。 

◎９番（川口 晃君）  

それでは、正規職員の定数条例の改正問題について移ります。 

粕屋町では、正規職員の定数条例で260名となっています。また、職員数を確保

していくための年次目標を決めてもいます。私がいただいた資料によりますと、今

年の４月１日では再任用の方も含めて、251名になる予定です。来年度の４月１日

は、254名になる予定ですが、非常に離職者数も少ないので、おそらく近いと思う

んですが、現状を報告してください。 

◎議長（小池弘基君）  

豊福総務課長。 

◎総務課長（豊福健司君）  

まず、先ほど申されました令和５年４月１日現在につきましては、計画上251名

ということになっております。本来計画でありますと、令和６年の４月１日に職員

が総数で254名になる計画のほうをお出ししておりますが、今現在、令和５年４月

１日現在で、正規職員のほうが254名という形で、１年前倒しした形で、今、職員

の数につきましては確保のほうをしております。 

以上です。 

◎議長（小池弘基君）  
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川口議員。 

◎９番（川口 晃君）  

非常にうれしいことじゃないでしょうか。 

さて、私の一般質問の際に、政府の自治体職員の定数問題に関する会議の際の参

考人の三人の答弁があったと思いますが、職員の数が減らされ過ぎて、どの自治体

も職員不足で、職員に過重な仕事がかかっているという発言ばっかりでした。そし

て、参考人の一人は昨今の災害対応などを考えると、少し余裕のある人数が必要だ

とも、そういう意見もありました。箱田町長もこの前の答弁のときに、職員数は余

裕があったがよい、増やしたがよいというような表明もありました。実際、実行さ

れて進んでいるようです。市になると、それなりの質の高い仕事が要求されてくる

でしょうし、専門職の職員が必要になります。現在の260名の定数が足りないのじ

ゃないかと思うんですが、定数条例の改正について、その前にちょっと、経営政策

課長にちょっと質問しますが、例えば、職員の人件費の問題なんですが、これは本

来は自主財源で補え、それが原則なんでしょうか。 

◎議長（小池弘基君）  

吉田経営政策課長。 

◎経営政策課長（吉田 勉君）  

正規職員の人件費につきましては、自主財源というか一般財源で賄うのが原則で

ございます。 

◎議長（小池弘基君）  

川口議員。 

◎９番（川口 晃君）  

そんな厳しい状態があるんですけど、安易に定数条例の改正とは言えないと思う

んですけども、やっぱ粕屋町の将来に向けた事情として、定数条例の改正が必要な

年ぐらいにきてるんじゃないかと思うんですが、町長の答弁をお願いします。 

◎議長（小池弘基君）  

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  

まさに今、日本全体が新たな展開の岐路に立っていると思います。 

具体的に言いますと、DX、GX。そしてまた、粕屋町独自の市制対策という、大き

く職員、要するにマンパワーがいる業務が増えつつあります。そういったことで、

職員の増員も、私は積極的に行いたいと思いますし、併せて、これは今、職員の研

修は行っておりますが、やはり生の研修といいましょうか、例えば、国の総務省と

か厚労省とか、国土交通省あたりに派遣をして、数年間の研修を行って、持ち帰
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る。当然、人脈もできるわけです。そういったことをやりたいと思ってます。これ

は実際、国のほうの各省庁との方とお話ししても、そういった話も伺います。です

から、こういった人材の余力を、私は確保したいと思っております。 

◎議長（小池弘基君）  

川口議員。 

◎９番（川口 晃君）  

私も職場におるときにいろいろ経験したんですよね。要するに電子計算部門です

ね。ああいう部分はもう、年々歳々進歩していって、なかなか追いついていかな

い。それで、職場の１人ぐらいは、２年ぐらい派遣していただいて、習得してくる

と。そして、現場に反映させると。いうようなことを提案したんですけど、公務員

の場合、なかなか実現しないっていう問題があって、必要であれば、「あなた、や

めなさい。」ということになっちゃってしまうんですけども。 

やはり、一定のやっぱ知識を持った層、研修制度が必要だと思いますので、どん

どん派遣するというわけにいかないでしょうから、そういう研修ができる人は積ま

せていただいたほうがいいんじゃないかというふうに提案したいと思います。 

次に行きます。正規教職員の増員問題についてです。これは一番、ものすごくや

やこしい問題がいろいろありますので、西村教育長の頭を悩ますことになるかもし

れませんが、質問していきます。 

これは西日本新聞の５月13日付の新聞です。教員不足、育休増も影響と。これが

１面なんですが、２面にはこういう記事で、教員の残業代改善へというのが載って

おります。当然、西村教育長はお読みになったというふうに思いますが、教員不足

については、この２、３年よく聞く話です。35人学級が実施されて、当然、教育や

教員は増やされなくてはならないと思うんですが、教員定数が増加されない。こう

した問題が根底になっているんじゃないかと思います。文科省のほうで定数を増や

さないですね、なかなか。 

当日の記事、この記事の下のほうの段に、増える退職者、抜本改革をという記事

があります。崇城大学っていうんですかね、熊本の大学だと思いますけど、原北祥

悟という助教の先生が指摘していますが、教員の産休と育休、特別支援学級が増え

る中、国がそれを踏まえた採用計画、予算措置をしておらず、自治体の教育委員会

は短期的な対応にとどまっていると指摘しています。そういう記事を頭にちょっと

置いていただいて、具体的な質問に入りたいと思います。 

現行の制度としては、公立学校の教員の給与には、残業代を出さない代わりに、

４％の教職調整額というものが出されているわけですが、実際の現場は、長時間の

残業がまかり通っているような状況だそうです。文科省が４月に公表した2022年度
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の教員勤務実態調査では、残業時間の上限の月45時間を超える教諭は、小学校では

64.5％、中学校は77.1％だそうです。私も職場では残業してたんですが、私の仕事

も大変きつい仕事があったんですが、月20時間残業するとやはり疲労がたまりま

す。30時間以上だと、もう体にかなりこたえました。体力を使う労働と精神労働と

の差異はあろうかと思いますが、４％の教職調整額が45時間の残業代分だとする

と、肉体的にも精神的にも、相当な疲労が蓄積していくんだと思います。長時間労

働の常態化が、教員志願者の減少の一因にされるとの指摘があるようで、これは文

科省も見ておりまして、永岡文科相は、教育、教員不足は憂慮すべき状況。教職の

魅力を抜本的に向上させることが喫緊の課題だと強調しています。 

それで、教育長に伺いたいのは、文科省が2022年度実施した調査ですけど、これ

は粕屋町でも当然行われたんですか。そういうことであれば、粕屋町の小中学校の

教員の残業がどうなっているのか、報告をお願いしたいと思います。 

◎議長（小池弘基君）  

西村教育長。 

◎教育長（西村久朝君）  

超過勤務については、３年、４年ほどになりますか、タイムカードを取り入れま

して、それで毎月毎月集約しながら、学校校長会あたりでその結果を返して、フィ

ードバックして、それを職員のほうに返してくれということで進めております。 

詳細については、次長のほうはきちっとまとめていただいておりますので、次長

のほうから回答をさせていただきます。 

◎議長（小池弘基君）  

堺教育委員会次長。 

◎教育委員会事務局次長（堺 哲弘君）  

先ほど議員が言いました、2022年の文科省の調査については、ちょっとすみませ

ん、今回調査を、改めて数字の確認をしてないんですけれども、県のほうの調査が

あっております。これ市町村立とか全体の学校を網羅しているものではないんです

が、県の教職員の働き方改革取組指針というものが平成30年策定をされておりまし

て、これに基づいて、超過勤務の削減の取組がされております。 

その中で、県立学校に IC カードによる勤務管理のシステムが導入されておりま

して、それを利用した調査が、実態把握がされておるようでしたので、その数字

を、ちょっと確認をさせていただきました。それによりますと、月に45時間以上の

勤務をしている教員の割合が26.3％、80時間以上の勤務をしている、割合が３％と

いうことになっております。 

一方、粕屋町のほうですけども、先ほど教育長の言われましたタイムカードによ
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る勤務管理、ずっとしておりまして、今回、超勤が増えるであろう年度末、昨年の

12月から今年の３月までの４か月間をちょっと集計をしてみた数字なんですけれど

も。これによりますと月の45時間以上の勤務をしている職員の割合が10％、80時間

以上の割合が0.9％ということで、県に比較しますとかなり低い数字ということに

なっております。 

以上です。 

◎議長（小池弘基君）  

川口議員。 

◎９番（川口 晃君）  

2022年度の文科省が実施した調査は、ちゃんと報告されたでしょ。上のほうに

ね。その数値を、私、知りたいんです。それで、資料としてお持ちでないならば、

これが終わった後に、資料として私にいただけませんでしょうか。それはよろしい

ですか。 

◎議長（小池弘基君）  

堺教育委員会次長。 

◎教育委員会事務局次長（堺 哲弘君）  

確認しましてお持ちしたいと思います。 

◎議長（小池弘基君）  

川口議員。 

◎９番（川口 晃君）  

それでは次の質問、小中学校の正規、非正規の実態の問題です。臨時免許の問題

もありますので、そのことも質問したいと思います。 

最初に、教員不足に関する質問です。３月議会でも同じような質問をしたんです

が、西村教育長の答弁を聞いていると、涙ぐましい努力をして教員を集めてあるの

が、実感として分かりました。しかし、こうした背景にはどのようなことがあるん

でしょうか。 

西日本新聞、この新聞なんですが、これにもちゃんと書いてあったんですね。福

岡県内の公立小中学校、福岡市と北九州市を除いて、2021年度に、産休、育休を取

得した教員数が670人と過去最多になったそうです。2017年度と比べると、約1.7倍

だったことが分かったと。教員の育児環境の整備は進んでいるが、それを臨時教員

で補えずに、現場が疲弊し、若手の早期退職につながっていると。こういう記事に

なっています。専門家の指摘としては、産休、育休の取得は当然の権利、増加を踏

まえた抜本的対応が不可避だと指摘しています。教員不足ですよね。本来、採用不

足っていうことでしょう。 
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それでは、どれだけ教員が不足しているのか。文科省が2022年度１月に発表した

福岡県の教員不足です。21年度５月時点での数字ですが、公立小学校が69人で、こ

れは全国ワースト２位だと。中学校が59人で最多、つまりワーストワンです。それ

でこの新聞社の匿名取材班っていうのが、教員数を左右する退職者数と採用者数を

調べています。福岡県の教育委員会に公開請求して開示を求めて資料を手に入れた

そうですが、2017年から21年度の退職者は、団塊の世代の大量退職で、平均870人

が退職したそうです。毎年ですね。これは高水準です。採用数はどうかというと、

教員資格に合格した名簿登録者数、これが分かるわけですが、福岡・北九州市を除

くと、平均が約900人だそうです。30人ほど採用が多いんですけども、名簿登録者

数ですから、必ず教員になるとは限りません。県教委は、産休、育休の増加が教員

不足の一因でもあると述べておりますが、他方では、心身の不調による休職者数も

年間100人前後あるそうで、もうこれだと、もともと不足なるのは当たり前だ、と

私は思うんです。 

退職者数、採用数、心身の不調者数のこれの数字合わせでも、先生の不足数は、

これ当たり前です。これに小学校での35人学級制度の導入や、特別支援学級の増加

が加わるとどうなるんでしょうか。相当な数の先生不足が生じるんじゃないかとい

うふうに思います。福岡県の実態を考え、どう対処していけばいいんでしょうか。

福岡県としては、どのような対処措置を考えてあるのか、西村教育長が掴んである

範囲内で答弁をお願いしたいと思いますが、答弁、感想でも結構ですよ、答弁でな

くても。 

◎議長（小池弘基君）  

西村教育長。 

◎教育長（西村久朝君）  

２番目の質問は、粕屋町では、という話だったと思うんですが、県の動向という

ことで、ちょっとお話をさせていただきます。 

まず、最近の新聞の、これも読売だったか、１面に出ておりましたが、教員採用

試験１か月早くという見出しで、例年でしたら、４月５月ぐらいに要項配って７月

に一次試験が福岡県ありよったんですが、来年度は、文科省が一斉に６月16日に共

通日として採用試験をしようかということを提案してあります。いわゆる、早期に

教員確保を目指すと、全国的にということは、国がまず、出してあるということが

１点。 

それから、県のほうとしては、採用試験については現職の教員、他県に行ってい

る先生たちが、福岡県のほうにＩターンっていうんですか、Ｕターンですか。そう

いったことでできるように出願を９月にしまして試験を11月中旬、そして、合格者
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は来年４月から福岡県のほうの教員として採用していただくということで、一般試

験の受け直しが必要ないということですね。そういった対応もしていただいてると

いうことです。 

それから、これ、現実の教員の話でございますが、採用試験に漏れた方で、すぐ

に教壇に立てる人は、一次試験の合格発表後すぐに採用しますよ、ということも表

に出しております。それから２次試験の結果が出るのが大体10月過ぎなんですが、

それでも万が一落ちた場合は、すぐに採用される方はどうぞ教壇に立ってください

と。もし無理だったら、７月の名簿のほうに講師登録をそこでしていきますよ、と

いうことで、早めに講師の登録をしてあるというのが１点。 

それから、講師の確保もすぐできるようにということで、例年でしたら、３月の

24日、終業式の翌日が大体内示日だったのが、今年は３月の８日に内示をしており

ます。というのは、２週間早めることによって、早めに先生方の定数を発表して、

足りない講師の先生を早めに確保するというのが県の方向でございます。それから

何といっても、大学の３年生から受けられるようにして、一般試験と専門試験。そ

して、そこで通った人は、翌年は小論文と面接で合格を決める、ということで早期

にこれを受けられるようになると。もう１つはっきりしてませんが、年に２回ぐら

いしようかなという話も一方にあるように聞いております。 

それから、インターンシップ制度もありまして、大学２年生３年生を中心とし

て、インターンシップ、これを経験しますと加点要件とするとかですね。また、県

内の大学、これは大学の改革にもなるんですが、教職大学院以外でも、中学校の免

許とか小学校の免許が取れるようにするという、そういった改革もあってるように

お聞きしております。 

それから、教員に採用試験になった人は、早めに動画コンテンツを出しておりま

すので、それで事前研修をしていただくというようなこともしてあって、早めに慣

れていただくというか、辞退者を減らすという取組もされております。 

また、働き方改革になるんですけども、一番大きいのは、先ほど給特法の話もさ

れました、教員の超過勤務の調整手当の件ですが、４％。これは大体月に換算しま

すと、８時間の超過勤務を計算した元になってるというふうに言われております。

したがって、今、40時間ぐらいありますので、これを５倍ぐらいにしてということ

で、20％。しかし、20％の超過勤務をつけるわけいきませんので、今、自民党を中

心にして考えてあるのが10％ということで考えてあるようです。 

それから、学級担任の手当とか主任手当の改善とか、また、管理職が忙しいので

管理職に対して支援をするアドバイザーも、教員確保というか、アドバイザー、こ

れ OB の人になりますので、採用しやすいのかなというようなこと。それから、教
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育業務支援員とか、たくさんの人の配置も県、国は考えてるんですが、まず人がい

ない。免許を取っていても、なかなか教壇に立てない人がおります。 

これ、４月の粕屋町の広報でございますが、この４月号のいろいろ情報の中に、

臨時教員等登録制度、ティーチャーズバンクということで、粕屋町の町民にも免許

を持ってる方、是非登録してくださいという、こういったメッセージも発信をして

おります。なかなか県の小学校の採用試験、1.2倍とか1.3倍って非常に低いんです

が、なかなかそれでもやっぱりある一定の点数で切らざるを得ないということもあ

りますので、丸々確保というのは難しいようでございます。ちょっと長くなりまし

たけど以上です。 

◎議長（小池弘基君）  

川口議員。 

◎９番（川口 晃君）  

後から質問する内容も、結構話されました。それで質問の中身で、正規、非正規

の問題で、講師の問題がちょっと気がかりなんですが、講師は教員採用試験の合格

を目指して、これに書かれてるんですが、新聞には書いてあるんですが、学校での

経験を積みたい人が、主な担い手という記事があります。これだと採用試験に合格

しなかった先生の卵は、実際に学校で先生として生徒を教えるということになるん

ですよね。これは、大学の講師、以前の講師は博士号取らなくて教壇に立ってたん

ですね。それに準じるのかどうか分かりませんけど、例えば、医者の場合だと、国

家試験の免許を取らないと医者としてできないですね。単位取ったとしても。 

そういうことで、これはやっぱ公式には、制度としてこれ認められておるんです

かね。それと次に、臨時免許の臨免の問題ですけど、これは教職の単位が取得され

た先生を対象にしてるんですかね。その辺も含めて、両方一緒にお願いします。 

◎議長（小池弘基君）  

西村教育長。 

◎教育長（西村久朝君）  

まず、教職員である以上は教職の免許状を持っていること。これは大事です。だ

から、免許状を持ってる以上は教壇には立てます。そして、県のほうに講師登録を

すれば、その先生は一人で授業ができて、評価も出せると。 

しかし、粕屋町で雇う支援員は免許を持っていたとしても、一人で授業というの

はちょっとできません。それは、県のほうは採用してないからです。採用というの

は正式採用してない、非正規で採用してるということ、ここにちょっと大きな壁が

ございます。だから、免許状があるということ、いわゆる教員免許があるというこ

とは、必要最低条件でございます。 
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それからもう１点は、臨免ですね。これは分かりやすく言いますと、小学校の先

生が足りなかったときに、中学校の免許しか持たない先生。若しくは中学、高校

で、理系の先生方は中高で免許取れますので、高校と数学とか理科ですね。それを

小学校の免許持ってないけども、一応中学の免許を持ってるということで、臨時免

許ということで、小学校のほうに配置ができる。そして、担任もできるというこ

と。それから、これは教科制もなるんですけど、例えば、美術の先生がいないと。

そうしたら、その技術の先生が美術の臨免を申請して、１年間美術を教える。そし

て、それを単位として認められるという。 

だから、根底条件に何があるかというと、教員免許状をまず持っているというの

は必要最低条件になってくるかと思います。 

◎議長（小池弘基君）  

川口議員。 

◎９番（川口 晃君）  

大体中身分かりました。３番目は大体もうさっき回答されたんで、とにかく私が

言いたかったのは教員不足だから、政府として、教員を増やせということを主張し

ていただきたいというふうに思うんですよ。萩生田政調会長が、自民党の、何です

か、これは、なんか、委員会の委員長、特命委員会というのが自民党にありまし

て、それの委員長か何かやってて。それで大体、さっきおっしゃられた残業代の代

わりの教職調整額を10％に増額とか、いろいろ提案をしております。不退転の決意

で、何としてもやり切るというふうに言ってますので、教育長からの要求を、どん

どん出していただきたいということを希望します。 

最後の質問に移ります。６分間なんで時間があるかどうか分かりませんが、公共

施設及び橋梁の老朽化の安全対策ですが、建物に使用したコンクリートが大体中性

化で4、50年でもろくなります。高度経済成長時代に建てたのは、大体4、50年にな

るんですが、一斉に建てましたんで、川砂が足りずに洗浄した海砂を使用したもの

も少なくありません。 

それで、粕屋町としても、施設とか橋梁で、おそらくこの時代に達したものもあ

ると思いますので、これは点検作業が行われているんですが、どのような基準で点

検作業をしているのか、答弁をお願いしたいと思います。箱田町長お願いします。

担当に振ってください。 

◎議長（小池弘基君）  

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  

担当所管のほうからお答え申し上げます。 
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◎議長（小池弘基君）  

古賀総務部長。 

◎総務部長（古賀博文君）  

公共施設の老朽化に関する点検につきましては、今ある施設を長く安全に使い続

けるために、各施設の管理者や、各施設の所管課による建物や設備の自主点検を行

い、破損等を発見した際は、速やかに修繕を実施しております。 

また、施設によって異なりますが、法令に基づく法定点検も定期的に行い、劣化

状況の把握や予防保全型の維持管理を行っております。大まかにはただ今申し上げ

たとおりでございますが、残り時間あんまりございませんが、それぞれ施設等の所

管ごとの答弁も必要でしょうか。はい、了解しました。答弁は以上です。 

◎議長（小池弘基君）  

川口議員。 

◎９番（川口 晃君）  

法令っていうと、４、５年という感覚での実施ですか。大体そうですね。はい分

かりました。今後。 

２番目です。老朽化対策として工事を必要とする施設とかいう問題ですが、それ

は何件ほどあるのか、ちょっとお願いします。 

◎議長（小池弘基君）  

豊福総務課長。 

◎総務課長（豊福健司君）  

粕屋町におきましては、町が所有しております公共施設について、長期的な視点

を持って総合的かつ計画的に管理を行っていくため、粕屋町公共施設等総合管理計

画を平成28年度に策定。また、個別施設ごとの具体的対応方針を定める計画とし

て、粕屋町公共施設等個別施設計画を令和元年度に策定しております。それらの計

画に基づいて、老朽化対策や長寿命化のための改修工事を、現在行っております。

計画に記載しております改修工事等を行う公共施設の今後の数につきましては、本

年度改修中の施設も含めて、13施設ございます。 

以上です。 

◎議長（小池弘基君）  

川口議員。 

◎９番（川口 晃君）  

粕屋町は、老朽化対策、それから長寿命化対策が、年度をもって、ちゃんと基準

どおりやられているので、非常に感心をしております。 

それでは最後の質問ですが、公園と遊具の問題です。公園の施設の管理が非常に
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難しいところがありまして、最近では子どもの声がうるさいので公園を廃止してく

ださいと要求されて、公園を廃止した、何か自治体もありましたし、それで、どう

言ったらいいかな。最近の報道で、築山ですね、小さい山にしきられたロープに子

どもが体を挟まれて重症になるとか、それとか、ロープで作られたジャングルジム

に手を指を入れて怪我をするとか、そういうのが頻繁に行われております。そうい

うこともあって、今回質問の項目に入れたんですけども。やはり公園管理の基準も

あると思いますけども、調査とか点検はどのような基準でやられておりますか。そ

れが最後の質問です。 

◎議長（小池弘基君）  

新宅都市政策部長。 

◎都市政策部長（新宅信久君）  

公園施設の老朽化における危険か所につきましては、職員による日常点検のほか

町民の皆さんからの通報により把握することもございますが、現地での対応処置や

補修に努めております。遊具につきましては、国の都市公園における遊具の安全確

保に関する指針というのが出ておりまして、専門業者による定期点検、これを毎年

行っております。その中で点検結果に応じて、補修が必要な遊具につきましては、

部品交換などの補修を行っておりまして、今公園自体に155基、遊具はございます

が、いずれも毎年点検を行っております。 

◎議長（小池弘基君）  

川口議員。 

◎９番（川口 晃君）  

子どもはもう、どんなことが起こるか分からない、もう非常に。ブランコのあれ

が、チェーンでしてるんですね。その穴に突っ込んで指を怪我したり、もう１週間

ぐらい停止するとか、そういうのがざらに起こってますので、注意しながら点検を

お願いしたいと思います。あと１分ぐらいありますけども、これで私の質問を。 

◎議長（小池弘基君）  

古賀総務部長。 

◎総務部長（古賀博文君）  

すみません。先ほどの１番目の点検は４、５年ごとですかというふうにおっしゃ

いましたけれども、建築基準法に基づきます法定点検、これは建築設備ですとか防

火設備昇降機等になりますが、これの定期点検は３年ごとでございますので申し上

げておきます。 

以上です。 

◎議長（小池弘基君）  
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川口議員。 

◎９番（川口 晃君）  

それでは私の質問を終わります。 

（９番 川口 晃君 降壇） 

◎議長（小池弘基君）  

ここで暫時休憩に入ります。 

再開時刻を10時45分といたします。 

（休憩 午前10時33分） 

（再開 午前10時45分） 

◎議長（小池弘基君）  

再開いたします。 

議席番号15番、安藤和寿議員。 

（15番 安藤和寿君 登壇） 

◎１５番（安藤和寿君）  

議席番号15番、安藤和寿です。通告書に従いまして、一般質問をさせていただき

ます。 

今回の質問につきましては、１問質問させていただきます。物流車両通行におけ

る粕屋町１級路線の現状と課題についてでございます。テレビ各局も報道されてい

るとおり、皆さんも御存じ、ちらっと御存じかと思いますので、この質問につきま

しては関連がございますので、物流の2024問題に関して少し説明したいと思いま

す。 

今ではごく当たり前に、どこにいても欲しいものがすぐに手に入る、便利過ぎる

とも言える、日本の物流が一転しようとしております。働き方改革関連法によっ

て、トラックドライバーの労働時間に上限が設定されるとの諸問題で、猶予期間の

５年が来年の３月で終了いたします。４月１日から、自動車運転業務における運送

物流業界に生じる諸問題を、業界では、2024年問題とされております。トラックド

ライバーの労働時間などの改善のための基準、始業から終業までの時間、休息時間

を含む、改善基準が告知され、現行１か月当たり、293時間以内が284時間に短縮さ

れ、８時間以上の休息から11時間を基本とし、９時間下限に改正、単純に月22日間

を勤務した場合、乗務した場合ということですけども、１日４時間以内の残業時間

で、違反すると貨物自動車運送事業法により、警告、車両の停止、事業停止などの

行政処分を課されられるものです。対策を打たなければ、2025年には全国で28％の

荷物が、そして、2030年には35％の荷物が運べなくなると想定されております。 

先に、岸田総理も、物流を持続可能なものにするためには、何も対策を講じなけ
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れば物流が停滞しかねないと言及。我が国の物流の革新に向け、政府一丸となって

緊密に連携し、スピード感を持って対策を講じていく必要があるとしております。

なんとかしなければということで、物流の停滞、結果、経済や生活の停滞につなが

りうるとされた問題で、通販などの宅配輸送荷物も近年増える中、対応策として、

大手宅配業者は来年の４月から、首都圏から北海道、九州などへの長距離輸送の専

用の航空機を導入し、現在の長距離トラック輸送に関わる問題に対応する、最大積

載量は、大型トラック５台から６台分の荷物を輸送できる想定をしております。 

また、大手コンビニエンスストアの店舗への配送も、コンビニエンスストアは粕

屋町には20店舗ございますけども、１日４回の配達から３回の配達に、また、別の

コンビニエンスストアも１日３回の配達から２回に変更するなどの対応策の発表

と、１日運ぶことのできる荷物の絶対量が低下をしてまいります。利益の減少にも

なり、トラックドライバーが更に深刻化されるとされております。通販の配達を主

に手がける宅配業者大手２社は、先月より今までの運賃より10％の値上げを実施す

るなど、来年に向けた対応策が進んでいる状況にございます。 

そこで質問をさせていただきます。粕屋町は福岡空港、博多港、福岡インターに

隣接する町でございます。物流事業者にとって、輸送車両の基地として利便性が高

く、効率がよい物流の拠点のエリアでございます。これは、始業時間から荷下ろ

し、積込みの時間が短縮できるという利点があるかと思います。2012年の福岡県ト

ラック協会の、当町に登録ある事業者数は57社です。車両の総台数は1,193台で、

10年を経過した昨年、2022年は72社、1,723台と増加の傾向にあります。これは、

全部がトラックということでは限らず、営業ナンバーの台数が増えたという数字で

ございます。 

まず初めに、トラックの車庫の部分から質問をしたいと思います。町は調整区域

を活用した物流車両の車庫としての活用状況を把握して、どのように、受け止めて

おられるか、御質問いたします。 

◎議長（小池弘基君）  

新宅都市政策部長。 

◎都市政策部長（新宅信久君）  

はい。調整区域を活用した物流車両の車庫としての活用状況ということなんです

が、本町の市街化調整区域は、町の市街地の、市街化区域の北側と南側に概ね分布

をいたしております。物流車両の車庫や物流倉庫などの施設につきましては、市街

地内の居住地域の生活道路へ過度に、入り込まないよう、車両が通行することを抑

制していくことが必要だというふうに考えております。そのため、物流施設につき

ましては、広域幹線道路網の沿線近くに誘導集約を図るということが必要があると
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いうふうに考えております。 

◎議長（小池弘基君）  

安藤議員。 

◎１５番（安藤和寿君）  

調整区域ですけども、地権者の方におかれても、土地の維持を持続していかなけ

ればいけないという観点があると思います。土地の有効活用を図り、税を納めてい

くことから、片やトラック輸送業者は、輸送車両の車庫、駐車場、粕屋町の雇用の

観点などから、粕屋町が条件を満たされている場所として選ばれているものだと思

いますけども、特に気になっているのは、多くの調整区域、南側のほうに、多くの

車両が集まってきているのが現状だと思います。 

そこで、調整区域、通告書には出してなかったんですけども、調整区域の農地か

ら、駐車場に転用されると。農業委員会でも２か月に一度あっておるかと思うんで

すけども。農地から物流車両の駐車場として、また資材置場として転用される件

数、件数があればいいんですけども、多くなっている状況なのか、お聞かせ願えれ

ばと思いますけど。 

◎議長（小池弘基君）  

稲永地域振興課長。 

◎地域振興課長（稲永 剛君）  

はい。町内の市街化調整区域の農地における、駐車場等への転用、農地転用の状

況につきましては、農地法第４条及び第５条、それから一時転用、資材置場兼用も

含めまして、令和４年度は1.5ヘクタールとなっております。ちなみに令和３年度

は0.2ヘクタールですので、年によってばらつきがございます。 

◎議長（小池弘基君）  

安藤議員。 

◎１５番（安藤和寿君）  

はい。数値まで答弁していただきまして、ありがとうございます。 

また、次の質問ですけども、事業者にとっても、地域の方々にとっても、輸送車

両を停めておられるところを拝見すると、物流車両の安全運行も含めた、区域内で

の社屋ですとか、車両のメンテナンス、洗車作業ができることが理想と考えられま

す。上下水道の引込みを含め、どのような状況なのか、行政から見て何かしら問題

点があるのか、御答弁をお願いいたします。 

◎議長（小池弘基君）  

新宅都市政策部長。 

◎都市政策部長（新宅信久君）  
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はい。まず物流倉庫における上下水道管の給水申込み状況に関しましては、屋外

の散水栓、特に駐車場に水栓を設ける申込みも実際はございます。本管の引込みに

つきましては事前に布設状況を確認していただき、給水設備を整えていただくとい

うふうになります。 

上下水道課として洗車作業とか、それに上水道を使用することの制限は特には設

けておりませんので、特に問題点はないというふうに考えておりますが、実際そう

いう物流の車庫等でございましたら、上水道以外にも独自で井戸水を利用するとこ

ろもあるんじゃなかろうかというふうに考えております。 

◎議長（小池弘基君）  

安藤議員。 

◎１５番（安藤和寿君）  

ここの部分は、都市計画法だとか農地法だとか、あらゆる法令に抵触をしてない

ことが前提ということで、上下水道、また水道に関しては引込みができないのかな

というふうに思ったんですけども、できるということで、これは特にロードサイ

ド、道路沿いに関しては引込みができるということでしょうか。 

◎議長（小池弘基君）  

新宅都市政策部長。 

◎都市政策部長（新宅信久君）  

はい。御指摘のとおり、下水道とは異なりまして、調整区域内にかかわらず給水

の申込みがあれば受け付ける義務が行政側にございます。ただし、今、御指摘の道

路沿いじゃなければ、布設がない場合もございますので、このときは自費での引込

みも要することがあるというのが実情でございます。 

◎議長（小池弘基君）  

安藤議員。 

◎１５番（安藤和寿君）  

ありがとうございます。冒頭にも述べましたけども、国も物流の革新に向けて、

関係省庁で緊密に連携するという言葉がございます。あと、事業者さんの声もある

んですけども、トラックドライバーの確保にすごく苦労をされていらっしゃるとい

う現状がございます。それはトラックの駐車場として借りられるんですけども、仮

設のトイレであったりとか、社屋の問題、いわゆる職場環境が整ってないというと

ころがございます。 

なかなか、もう今の年代になりますと、我々昭和の時代は、トイレについては水

洗でなかった時代も経験したんですけども、今の世代の皆さんは、もう水洗トイ

レ、またウォシュレットが当たり前の時代の中で育ってきております。そういった
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中で、仮設のトイレ、下水道がやっぱり欲しいと。そういったところが整備されな

いと、もう来ていただけないという声がございますけども、上下水道的に下水に関

しては、引込みが、先ほど、水道はできるということでございましたけども、下水

道はどうなんでしょうか。 

◎議長（小池弘基君）  

新宅都市政策部長。 

◎都市政策部長（新宅信久君）  

はい。下水道につきましては、上水道と違いまして、調整区域は下水道の事業計

画区域外でありますので、下水道に接続することは原則としてできません。排水の

方法としましては、地元や関係する官公署と協議をいただきまして、浄化槽を設け

るなどの適した方法で、排水を行っていただくことというふうになります。 

◎議長（小池弘基君）  

安藤議員。 

◎１５番（安藤和寿君）  

やはり浄化槽でないと、水洗化できないというところの部分だと思いますけど

も、なかなかその浄化槽となると、コストもかかってまいります。いわゆる、そう

いった職場環境に問題があって、なかなか担い手がいらっしゃらないというところ

もありますので、これはやっぱり改善をしていただきたいなというふうに思います

ので、是非考えていただきたいなというふうに思います。 

次の質問に行きます。近い将来、次は安全のところに入りますけども、近い将

来、新しい物流倉庫が建設予定の中、荷下ろし、荷積みで今よりも多くの物流車両

が区域内を通行すると予測されます。町の都市計画基本方針から、物流車両の通行

制限による生活環境の安全確保は、どのように図られるのか、伺いたいと思いま

す。 

これは、ここ３、４年間、コロナの影響で、今までの物流の物の流れが、倉庫を

活用した備蓄型に変わろうとしているため、物流倉庫、大型倉庫を建設されるって

いうところがあるかと思います。そうなりますと、積み荷、荷下ろしで、多くの物

流作業も入ってまいります。安全確保についてお尋ねしたいと思います。 

◎議長（小池弘基君）  

新宅都市政策部長。 

◎都市政策部長（新宅信久君）  

はい。粕屋町都市計画マスタープランでは、将来の都市像として、住宅市街地ゾ

ーン、商業ゾーン、物流・工業ゾーンなどの町域のゾーニングを図っております。

その中で、物流・工業ゾーンにおきましては、広域的役割に応えるための産業拠点
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などの充実を基本方針に掲げ、福岡インターチェンジ周辺や広域幹線道路網である

国道201号線の沿線などへ集約を図るゾーニングというふうになっております。こ

のような、ゾーニングを図ることで、物流工業などの産業系と、人々が生活を送る

住宅市街地と住み分けたゾーニングを行うことで、産業系車両が、過度に住宅市街

地の中に流入することを抑制する効果も期待できると思います。 

新たに進められている物流倉庫群につきましては、福岡インターチェンジ周辺で

計画をされております。計画は土地区画整理事業で予定され、区画整理区域内では

幹線道路へ直結する、新たな道路整備のほか、既存道路の拡幅等を行いまして、周

辺の生活道路への物流系車両が、過剰に入り込まないよう施設への運行ルートも計

画されているようでございます。 

◎議長（小池弘基君）  

安藤議員。 

◎１５番（安藤和寿君）  

粕屋町の都市計画マスタープランの中にも、第４章で詳しくは載っておりますけ

ども、その中で、新たな流通業務施設立地の際には、このような協定の締結を促進

し、生活道路の安全確保に努めますというところが文書があるんですけども、協定

に関してっていうのはどのような動きだとか、どのような取組をしていく形なんで

しょうか。今現在も協定をされていらっしゃるとは思うんですけども、内容につい

てちょっと説明していただければと思います。 

◎議長（小池弘基君）  

田代都市計画課長。 

都市計画課長（田代久嗣君）  

まず、こちらのマスタープランのほうで上げてます、協定というような内容です

が、今、本町の物流倉庫群、江辻のほうになるんですが、その周辺地区では、集落

内の生活道路を通らないなどの協定を結ばれている状況でもございます。今後、新

たにそういうような、大型の物流倉庫等になるときは、事業者サイドと協定を、そ

ういうような協定を結べるような、ちょっと協議とかを進めたいとは思っておりま

す。 

◎議長（小池弘基君）  

安藤議員。 

◎１５番（安藤和寿君）  

はい。ありがとうございます。また、福岡の今のスタイルなんですけども、結

局、関西方面から荷物が到着するとかいう形の分になります。そういった中になる

と、なかなか受け手側になりますので、いわゆる物流業界が指す荷主さんていうの
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は、関西であったりとか、関東方面いらっしゃるわけですね。なかなかそこで協定

を図るっていうのは、受け手側ではなかなか話が進められないと思います。そうい

ったトラックの車両も、大阪関西の車両も入ってきますし、関東の車両も入ってく

る。全国あらゆるところから車両が別のナンバーが入ってきますので、そこはちょ

っと受け手のところと、あとは、たちの出荷元との協議が必要となりますので、そ

こいずれ物流倉庫が建つっていうこと、過密になるっていうところもありますの

で、対処、対応のほうよろしくお願いしたいと思います。 

次の質問に移ります。粕屋町の路線も、１級路線、13路線ございます。大型車両

の通行適正化についてお伺いしたいと思います。まず初めに、13路線のうち、大型

車両が通行できない路線はあるのでしょうか。 

◎議長（小池弘基君）  

新宅都市政策部長。 

◎都市政策部長（新宅信久君）  

はい。１つ、先ほどの御質問の中で言われました、関西からの荷主さんの協定の

件なんですけども、開発許可が必要なんですね。市街化調整区域で、そういった物

流関係のですね。そのときには必ず、事前に開発調整といいますか、事前協議が必

要になってまいりますので、その部分で、やっぱり地元との協議を進めていただく

というのが大原則だろうというふうに思いますので、そこら辺はちょっと御理解を

いただきたいというふうに思います。 

それと、１級路線の13路線につきましては、大型車両は問題なく通行できるとい

うふうに考えております。 

◎議長（小池弘基君）  

安藤議員。 

◎１５番（安藤和寿君）  

まず、背景として、道路構造物が高齢化してるっていう点があろうかと思いま

す。老朽化が進行し続けてる中、道路の劣化に大きな影響を与える大型車両を適正

に通行してもらうための対策が必要とされております。道路の幅員は、基準を満た

しているのか。また、国土交通省で定める値になっているのか、分かりましたら答

弁をお願いします。 

◎議長（小池弘基君）  

新宅都市政策部長。 

◎都市政策部長（新宅信久君）  

13路線の分につきましては、定期的に道路舗装の路面性状調査を実施しておりま

す。その診断結果を下に舗装の打ち替え工事を行っております。大型車等の交通量
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や地盤の状況を考慮しながら、道路の舗装構成を決めていくというふうにしており

ます。 

◎議長（小池弘基君）  

安藤議員。 

◎１５番（安藤和寿君）  

計画的っていうことで、例えばその、何年周期だと、ここは今年やったので、次

回は何年度に実施するとか、そういった計画っていうのはあるんでしょうか。 

◎議長（小池弘基君）  

新宅都市政策部長。 

◎都市政策部長（新宅信久君）  

はい。この路面性状調査は５年に一度診断をしております。これに加えて、通常

パトロールの診断といいますか、職員が道路パトロールを行いながら見る部分もご

ざいますが、基本は５年に一度きちんとした調査を行うということにしておりま

す。 

◎議長（小池弘基君）  

安藤議員。 

◎１５番（安藤和寿君）  

次の５番目の質問にも移っているんですけども、まず、町民の方からされると、

非常に粕屋町の道路は汚いという声がございます。現に、各13路線のうち、次の質

問に入りますけども、次のところでも伺うところでありますけども、要はもうセン

ターラインも消えかかってるというところ、あと白線ですとか横断歩道とか、そう

いったところがあろうかと思います。確か、ここの部分はもう、昨年か、その２年

前ぐらいにはしたよね、という形ではあるんですけども、思うんですけども、５年

周期となると、５年もつのかもたないのかというところもあろうかと思います。そ

の辺り５年をもつっていう解釈なんでしょうか。 

◎議長（小池弘基君）  

新宅都市政策部長。 

◎都市政策部長（新宅信久君）  

はい。汚いという御指摘で、大変心苦しく思っておりますけれども、一応、年間

の中でも維持工事費を持っております。これにつきましては、区画線、防護柵で道

路の舗装等も、この維持工事の中で気になる部分があれば、私どもで気づく部分が

あれば、毎年度その部分を通じて行っております。ただ、横断歩道につきまして

は、これは公安、警察の関係になりますので、そこら辺はちょっと御理解をいただ

きたいというふうに思います。 
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◎議長（小池弘基君）  

安藤議員。 

◎１５番（安藤和寿君）  

13路線の部分ですけども、トラックの車両の幅というのは2.5ｍ、片側１車線道

路。両側になると2.5ｍぎりぎりなんですよね。なかなか特に狭いところ、13路線

のうちのところに大型車両、物流車両が入ってくると、幅ぎりぎりのところになり

ますので、歩行者も歩けない状態の場面があろうかと思います。そういったところ

で、粕屋町の中でもグリーンベルトがなされてますけども、１級路線の13路線の中

には、グリーンベルトがちょっと見当たらないんですけども、グリーンベルトって

いうのは、施工することはできるんでしょうか。 

◎議長（小池弘基君）  

新宅都市政策部長。 

◎都市政策部長（新宅信久君）  

はい。具体的にちょっと、１級路線の中でグリーンベルトの状況分かりませんけ

ども、私どもとしてもグリーンベルトは、施工、今歩道の安全対策の中で施工する

ようにはしていっておりますので、随時その部分、もし、気になる部分があれば、

御指摘いただければその部分で舗装等を実施したいというふうに考えます。 

◎議長（小池弘基君）  

安藤議員。 

◎１５番（安藤和寿君）  

それでは次の質問に移りたいと思います。現状の１級路線の脇田～宮の前線の現

状について、お伝えいたします。脇田～宮の前線については、東からいうと、酒殿

交差点から扇橋東信号機までの西方向、約2.6km の道路、途中甲仲原信号、中通の

信号、乙仲原の信号、これ高橋のとこの信号機ですけども、最終の扇橋東信号へと

続く道です。路線バスもこの路線を経由して、県道607号線に抜けていますが、大

型トラックがこの路線に進入してきた場合、途中の信号から主要地方道東環状線へ

の抜け道はないものと思われます。要は左折ができないということだろうと思いま

す。特に大型ドライバーを運転する乗務員にも聞きましたけども、途中曲がれる可

能性がある中通の信号ですけども、そこ、粕屋中学校に行く道ですけども、曲がる

ことはなかなか出来ないというところでございます。全部の車両が扇橋の東の信号

へ向けて、入ってまいる状態でございます。これは、朝夕を問わず、深夜、早朝よ

りトラックの車列が並ぶ。そうなりますと、沿線沿いにお住まいになられてる方

は、地響きがするですとか、騒音の御意見もいただいているところです。この状況

について、町としては把握はされていらっしゃいますでしょうか。 
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◎議長（小池弘基君）  

新宅都市政策部長。 

◎都市政策部長（新宅信久君）  

その状況というのは、騒音とかの苦情が入ってるかということですか。私自身で

はまだ、そのような声はお聞きはしておりません。 

◎議長（小池弘基君）  

安藤議員。 

◎１５番（安藤和寿君）  

この路線については、非常に、乙仲原東区公民館から扇橋の東の信号まで、非常

に狭くなるところであります。先ほど言ったように、要はトラックの車両が2.5ｍ

ありますので、もう歩道はもう側溝しかないんですね。側溝の部分は約50cm で

す。そこに通行、要は朝の通学路にもなっておりますので、多分、自分だったらも

う接触すると思います。側溝を歩いていけば、トラックと。そういった状況の場所

であるので、ここに非常に危険だなあというところであるんですけども、その辺り

どうでしょうか。もう広げられないのか、何か安全対策が打てないのか。先ほど言

ったグリーンベルトであったりだとか、そういったところの御意見も聞かれますけ

ども、対応は出来ないんでしょうか。 

◎議長（小池弘基君）  

新宅都市政策部長。 

◎都市政策部長（新宅信久君）  

はい。御質問の部分については、幅員も限られておりますのでなかなか難しい部

分もございますが、今年、脇田～宮の前線につきましては、舗装状況が悪いことも

ございまして、令和５年度６年度に、延長540ｍで一応舗装の打ち替え工事を予定

しております。それと、高橋の入り口付近は、歩道の新設と先ほど言われましたグ

リーンベルトの敷設も、今年度実施することで今進めておりますので、できる部分

からはそういった安全対策、も道路環境整備課のほうで、実施していきたいという

ふうに考えております。 

◎議長（小池弘基君）  

安藤議員。 

◎１５番（安藤和寿君）  

それでは次の質問に移りたいと思います。いずれ、福岡東環状線が将来開通をい

たします。大型車両通行誘導区間としての接続する大型車両が安全に通行できる、

また、ドライバーさんにとっても非常に、あそこの路線を通過するのは非常に危な

いと。やっぱ怖いなという御意見もございます。安全に通行できる、須恵川横断道
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路の新設ですとか、また、既存の道路の拡幅、歩行者の安全面からも必要と考えら

れますけれども、町の考えはいかがでしょうか。 

◎議長（小池弘基君）  

新宅都市政策部長。 

◎都市政策部長（新宅信久君）  

はい。須恵川を横断するとなりますとかなりの部分ありますけれども、先ほどの

中通から粕屋中学校に抜ける部分ということで御理解してよろしいでしょうか。 

◎議長（小池弘基君）  

安藤議員。 

◎１５番（安藤和寿君）  

場所については限られると思いますけども、多分に今の状況を鑑みますと、途中

で、要は東環状線が開通しても、扇橋東の信号からぐるっと回り込まなきゃいけな

いんですよね。はい、鋭角な形の部分で。そうなるとどうしても途中の大型車両が

通行できる道筋が必要と考えられるんですけども、なかなかやっぱ県との予算的な

部分もあろうかと思います。そこに住んでおられる住民の方にとっては非常に今が

危険じゃないか、危ないよねという声も聞かれますので、そこは大型車両を緩和さ

せる道路が、道が必要じゃないかと思うんですよ。その辺りの考えですけども、何

かしら計画だとか、県からの、要は町のマスタープランの中にはありませんけど

も、そういったお考えはないのかなというふうな形で、質問させていただいたとこ

ろですけど。 

◎議長（小池弘基君）  

新宅都市政策部長。あ、はい、吉武副町長。 

◎副町長（吉武信一君）  

須恵川を横断する橋になりますよね。それにつなぐところっていうのは、県から

の、東環状線からの分岐ということで、道路拡幅というのはやっぱり単独で考えて

いかなくてはならないと思います。場所的に考えれば今現在、橋がかかってる高橋

とか、河原橋、有崎橋とかそういうふうになりますよね。 

それで、拡幅というふうになれば、大型車両ということじゃなくて、生活、通行

多いところでございますので、新設はちょっと無理だと思うんで、既存のところを

改修するような形になってくると思います。それでも場所的には限られてくると思

うんで、そういうことは検討していきたいというふうには思いますけど、今の東環

状線から高橋とか、河原橋のほうは、両側が田んぼというような形になってるん

で、そこら辺の開発化とかも、今、話出てきてますので、そういうことに含めて、

絡めてやっていくということならできると思うんですけど、現在、家が張りついて
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るとこですね。例えば、河原橋っていえば西村歯科とかの交差、Ｔ字のとこですよ

ね。あそこになれば、家の買収とかそういうふうなことも考えていかなくちゃなら

ないと思いますので、予算的には非常に難しいとこではございます。だからそうい

うことも考えて、ちょっと検討をしていきたいというふうに思います。 

◎議長（小池弘基君）  

安藤議員。 

◎１５番（安藤和寿君）  

先ほどから申したとおり、一番言えることは、粕屋町が非常に利便性がいい。ト

ラック業者にとっても、ハンドル時間が短縮されるというエリアなわけなんです

よ。そういった中で、国のほうも物流が非常に重要だというところもありますの

で、そういったところからやっぱ、整備だとかしていかないと、なかなか最終的に

荷物が運べないであったりとか、そういったところにかかってくるんだろうと思い

ます。それも含めて、お願いしたいと思います。 

次に、最後の質問ですけども、まず、物流の町として置かれた現状の課題がいろ

いろ見えてまいりました。さすがにやはり、町の予算では非常に副町長も、初めて

答弁していただいたんですけども、自分の一般質問では、はい。なかなか予算的な

ものもあるかと思います。物流のまちとして、やっぱ国に県に対して、やっぱお願

いをしていかないと、なかなか粕屋町の中の道路も含めて、環境は悪くなる一方だ

と思うんですよ。 

トラック事業者の方もやっぱり利便性が高い、ハンドル時間が短縮できる、じゃ

あどこにトラックを止めようかとなると、やっぱり粕屋町。福岡インターも近い、

箱崎ふ頭も近いというそういった状況だと思います。なかなかそこを、やっぱ国・

県のほうにやっぱり進言していかないと、道路の予算だとか、道路整備の予算だと

か、出来ないと思いますのでその辺りどうでしょうか、町長。 

◎議長（小池弘基君）  

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  

はい。粕屋町が、この福岡都市圏の中で位置的なものとして、非常にすばらしい

位置にございます。ただ、その中で、これも県全体言えるんですが、道路網の整備

がやっぱり遅れていると。車両、特に大型車両の増加に伴う、道路網の整備が遅れ

ているというのが現実的にあります。 

特に粕屋町につきましては、南北に通行する幹線ですね。それが、つい先日、筑

紫野古賀線が門松交差点の橋梁化によりまして、見事に完成して、門松地区を中心

に、交通の流れが非常にスムーズになっております。大型車両もそちらのほうをど
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んどん通るような状況でございます。あと、残されたのは東環状線、外環とも言い

ますけども。これが扇橋で止まってる部分を、とにかく北のほうに進めて、香椎の

ほうにつなぐということが、今の粕屋町における幹線道路の整備として、第１目標

でございます。これはつい先日も、県の幹部と懇談したんですが、非常にそこは理

解をしてありますし、県としても、次の県の大きな事業としては東環状線の完成と

いうことになります。 

そういったことを、常々県とも協議し、国のほうにも、これは道路局のほうにも

お伝えはしております。外環の早期完成については、粕屋町のこれから先の交通ア

クセス、また、物流のまちというのは、私はあんまり言いたくないんですが、実

際、現実問題その物流地区が多いということで、これは、道路網の整備は、積極的

に行ってまいりたいと思います。 

併せて、先ほどやりました生活空間への流入を防ぐ。まさに、脇田～宮の前線は

扇橋のところに大型車両が集中してしまうと。これを早期に解決するには、私は、

現実的にその問題は分かっておりますので、東環状線に抜けるような道路の整備は

行いたいと思います。まさに今、粕屋中学校の前の仲原地区の開発ということで、

地元のほうも、つい先日、協議会も発足されました。その道路網の整備につきまし

ても一緒に、併せて考えてまいりたいと思います。 

◎議長（小池弘基君）  

安藤議員。 

◎１５番（安藤和寿君）  

はい。ありがとうございます。よく町長も物流のまちということも聞かされてお

りましたんで、粕屋町、やはり物流のまちなのかなと。やはりそこで多くの運送業

者、あと倉庫業の方もいらっしゃいます。そういった中で人口も多い町で、雇用も

確保できるんじゃないかということで、どんどん、事業者さんも入ってこられてる

状況だと思います。 

最後に、物流のまちっていうわけじゃないんですけども、粕屋町と似たようなと

ころで、京都府の久御山町の取組をちょっと紹介して終わりにしたいと思います。

久御山町では、多くの物流施設、要は関西地区から九州方面であったり、関東方面

のほうに輸送を行っている施設が多く点在する町でございます。粕屋町と土地の面

積もあまり変わらないところであるんですけども、その中で、久御山町が実施して

いるところは、通学路の交通安全の先ほど、通学路のことも話を質問しましたの

で、通学路交通安全プログラム対策一覧表っていうのを作って、各地区で担当者を

決めた形の部分で、町の中の道路については約60か所あるそうでございます。 

そこで、例えばその中に、学校の先生ですとかが協議会の中に入って、ここの道
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路はここが危険だとか、そういった動き、意見を集約して、いつ対策をするのかと

いうプログラム化をしているところもございます。粕屋町もそういった中で、そう

いった道路が汚いですとか危険ですとかそういった声が多く上がってくるところで

もありますので、学校のほうと連携した形の部分で、安全対策も実行していってほ

しいなというふうに思いますので、よろしくお願いいたします。 

それでは私の一般質問を終わります。どうもありがとうございました。 

（15番 安藤和寿君 降壇） 

◎議長（小池弘基君）  

これにて、予定いたしておりました本日の一般質問を終結いたします。 

明日７日水曜日には、５名の一般質問を実施いたします。 

以上で本日の日程は全部終了いたしました。 

本日はこれにて散会いたします。 

（散会 午前11時27分） 
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（開議 午前９時30分） 

◎議長（小池弘基君）  

改めまして、おはようございます。 

本日は一般質問の最終日となり、５名の方を予定しております。 

また、本日は気温も高めでありますので、上着を取られる方は取っていただいて結

構です。 

本日、４番、宮﨑広子議員から欠席届が提出されております。 

ただ今の出席議員数は15名であります。定足数に達しておりますので、ただ今から

本日の会議を開きます。 

◎議長（小池弘基君）  

ただ今から「一般質問」を行います。 

発言に関しましては、質問者は会議規則を遵守し、更に文書通告書の趣旨にのっ

とり、簡単明瞭に、答弁者の発言に関しましては質問にそれることなく、的確に、

かつ簡潔にされますことを、議事進行上、強くお願いする次第であります。 

なお、答弁側におかれましては、答弁者が誰か明確となるよう声に出して挙手さ

れますよう、併せてお願いいたします。 

それでは、通告書順に質問を許します。 

議席番号11番、福永善之議員。 

（11番 福永善之君 登壇） 

◎１１番（福永善之君）  

はい。議席番号11番、福永善之です。通告書に従い、一般質問を始めます。 

今議会は、２問質問をまとめております。まず１問目からいきますね。 

では、学校 PTA についてということで質問をしていきます。１つ目、令和４年３

月の定例会の一般質問において、PTA の入会意思確認に関する質問に対し、教育委

員会から、令和５年４月から、そのような方向で進めていくとの答弁でありまし

た。進捗状況をお答えください。 

◎議長（小池弘基君）  

堺教育委員会次長。 

◎教育委員会事務局次長（堺 哲弘君）  

はい。今年度の４月の30日の日曜日ですが、学習参観がございまして職員のほう

が各学校も回っております。各学校のほうで、PTA 総会を開かれまして、今後の

PTA の在り方、入会の仕方等の説明を行ったというふうに聞いております。 

具体的には、全児童の保護者を対象に、加入の同意書ですとか、加入非加入の確

認書といったような書類をお配りしまして、意思確認を行ってあるようでございま
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す。 

以上です。 

◎議長（小池弘基君）  

福永議員。 

◎１１番（福永善之君）  

書面で意思確認をされたということで、了解してよろしいですね。はい、ありが

とうざいます。 

続きまして、これ名古屋市の、つい最近マスコミでも報道されましたが、ある小

中学校が PTA から多額の寄附を受けていたという報道があっております。小中学校

を管轄する名古屋市の教育委員会は、寄附を把握してなかったということで、問題

が公になったこともあるんでしょう、実態調査に乗り出すということのようです。

粕屋町の実態をお聞きします。 

◎議長（小池弘基君）  

堺教育委員会次長。 

◎教育委員会事務局次長（堺 哲弘君）  

はい。PTA からいただいております寄附につきましては、学校に対して寄附をし

たいということで、PTA からお申出がありまして、御寄附をいただいておるようで

ございます。お申出いただきました際に、必要な物品を教えてほしいということで

言われた場合には、学校のほうで希望品を上げまして、検討してお伝えをしている

というようなことでございます。 

◎議長（小池弘基君）  

福永議員。 

◎１１番（福永善之君）  

寄附に関しては、PTA と学校のほうで寄附に関する、取り交わし書みたいなこと

は結んでおられるんでしょうか。 

◎議長（小池弘基君）  

堺教育委員会次長。 

◎教育委員会事務局次長（堺 哲弘君）  

特にそういったものがあるようには聞いておりません。 

◎議長（小池弘基君）  

福永議員。 

◎１１番（福永善之君）  

はい。では、まず寄附を例えば受けました。その寄附というのが、資産価値がど

こになるのかっていうところは、どのように考えでしょうか。 
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◎議長（小池弘基君）  

西村教育長。 

◎教育長（西村久朝君）  

議員がおっしゃってるこの名古屋市の話は、これ、名古屋市の内部規程の中に、

PTA からの寄附を受ける際、学校側は市教委に報告するというこの定めがある、こ

れについて新聞報道があったわけですので、寄附自体にどうこうということじゃな

くて、報告の義務があるにもかかわらずしてなかったということが、僕はこれニュ

ースになったんだろうというふうに捉えております。 

現実問題、学校側に、PTA のほうは保護者から集めたお金を子どものために、こ

ういったものをちょっと準備しましょうか、とかいうことの相談は毎回あっており

ます。そのことは必ず、PTA 総会のときに保護者の方にこういうふうに使いました

よ、ということの報告があって、そしてそれが総会という形で認められてきてるわ

けですから、私は問題はないかと思います。 

もう１つは、このことをあまり私たちは介入できません。社会教育団体、いわゆ

る自主団体ですので、これは会費を払ってある親の方と学校との、これは協議で決

めてることですので、幾ら学校を私たちが管轄してるといっても、それは、もらう

ことはあいならんぞとか、そういった指導はできないということを御理解いただき

たいなというふうに思います。 

◎議長（小池弘基君）  

福永議員。 

◎１１番（福永善之君）  

寄附を受けましたということですね。寄附を受けて、その寄附されたものってい

うのが、処分するとき、これはどのような感じで、誰が権限を持って責任を持って

処分していくのかっていうところは、PTA と学校のほうではちゃんと確認はできて

るんでしょうか。 

◎議長（小池弘基君）  

西村教育長。 

◎教育長（西村久朝君）  

そのことは分かりませんし、今後、調べてくれと言われてもどこまで学校が答え

てくるか分かりませんので、ちょっとその答えについては控えさせていただきたい

と思います。 

◎議長（小池弘基君）  

福永議員。 

◎１１番（福永善之君）  
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組織の運営の在り方として、それが、前はよかったという感じかもしれませんけ

ど、今現在、そのような寄附を受けました、資産価値が誰にあるのかっていうとこ

ろは、曖昧で、処分していくのに誰が責任を持つのかっていうところが、全く触れ

られてないというところは、不備があるのではないでしょうか。そういうところ

は、学校と PTA のほうでそういう取決めをすることが必要ではないでしょうか。い

かがでしょうか。 

◎議長（小池弘基君）  

西村教育長。 

◎教育長（西村久朝君）  

私、答えるあれはないと今言いましたけど、学校は、その辺は例えば、PTA から

これ何年度 PTA からいただいたという、贈 PTA、例えば、令和何年度とかいうよう

な形でシールを張るとか、そういったことはされてるかと思います。いわゆる学校

備品と PTA からいただいたものの寄贈については、区別はしてあるかと思います。 

また、もう１つは、これは私も現場におったときそうだったんですが、PTA から

もらった品物だけど古いので、これちょっともう処分しますよ、ということで、そ

の当時の PTA 会長たちに相談するわけにいきませんので、現役の PTA の方に、これ

処分させてくださいね、ということでそういった話はしたことがありますので、私

はその都度その都度、これ、確実にやられてるだろうというふうに思っておりま

す。 

◎議長（小池弘基君）  

福永議員。 

◎１１番（福永善之君）  

先ほど申しましたように、その都度の取決めということではなくて、ちゃんと明

文化して、学校と PTA の寄附に関する在り方、その中に処分も含めて、そういうと

ころを明文化する必要はないんですかということです。 

西村教育長が当時、学校におられたということで、それは当時のことでしょう。

ただ、今現在も西村教育長の考えのもとに、同じような手続でするということが、

透明性の観点からそれが良いのかっていうところがあると思うんですけど、その辺

いかがでしょうか。 

◎議長（小池弘基君）  

西村教育長。 

◎教育長（西村久朝君）  

私の、この考えを学校のほうには、私は指導一切しておりませんので、私が今こ

う思ってることがいまだに６校の小中学校であってるというふうには思っておりま
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せん。それぞれの学校が何らかの形でされてるかもしれないけども、私としては、

そこの把握は今んとこしておりませんし、今、議員がおっしゃってることを何らか

の形で議事録も残りますので、PTA の方がこのことを知られれば、取り入れていた

だく分は、私はやぶさかではないかなというふうに思っておりますので、特にこれ

をそう、今、言われたように、取り交わす必要があるんじゃないかと言ってしまう

と、これは私ども指導になってしまいますのでですね。その辺のところはちょっと

控えさせていただきたいなというふうに思います。 

ただ、誤解がないように言っておきますが、私がこう思ってるから、今の校長た

ちにもそういう指導をしているというのは、これは、私は言えないということを先

ほどから言ってますように、指導できませんので、そういうふうに同じ色で見られ

ないようにお願いをしたいなと思います。 

◎議長（小池弘基君）  

福永議員。 

◎１１番（福永善之君）  

処分に関する取決めがないということは、その物が、例えば、ある備品を買いま

した。ただ、その備品について、やはり、備品というのは年々アップデートしてい

きますよね。例えば、パソコンとか電子機器とか。そういう取決めがないと、明文

化されていないと、そのものが、ずっと永遠に残って、使われない状態で残ってい

くと。当時の、例えば、時の校長先生、学校の最高権力者ですね。その方も、数年

すれば転勤されますので、そういうややこしいことには触れたくないという感情が

出てくると思うんですよ。 

だから、こういうものに関しましては、もう問題があるというふうに認識できま

すので、私が言ってるのは、学校と PTA のほうでそういう取り交わし書なり、作り

ませんかというところです。いかがでしょうか。 

◎議長（小池弘基君）  

西村教育長。 

◎教育長（西村久朝君）  

お話をしてくれということであれば、それはすることはやぶさかではございませ

んので、話はしてみたいなというふうには思っております。最高権力者という言葉

はちょっとどうかと思いましたけど。どういうものを備品として、今、議員が想像

してお話しされてるか分かりませんけど、例えば、パソコンとかいうのは PTA の業

務で使うパソコンなので、学校側にパソコンの寄附というのはございません。学校

側に大体貰おうとすれば、せいぜいここ３年間であれば消毒液とか、そういったも

のであったしですね。場合によっては、議員も御存じのように、ある中学校では、
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おやじの会というのがございましたので、草刈りをしていただくときの草刈りの刃

とか、そういったものを買っていただくとかがございました。 

そういったものを、やっぱ見える形なので、これは古いからもう処分しようねと

いうこと、僕はやっぱり一人の責任で処分をしてあるというふうには思っておりま

せんので、今、おっしゃるように取り交わしっていうか、寄贈の台帳を作るとかそ

ういったことを、今、おっしゃってるのかなと思いますが、そういったことをちょ

っとお話しする分は構わないと思いますけど、それをしてみませんかになりますと

指導になりますので、その辺のところは先ほどから言いますように、やはり、こう

いったものは自治組織でございますので、そこら辺は御理解をお願いしたいなと思

います。 

◎議長（小池弘基君）  

福永議員。 

◎１１番（福永善之君）  

はい。寄附は分かりました。この備品に関して先ほど教育次長のほうから、備品

に関しましては、学校のほうに PTA から何か必要なやつはありませんか、っていう

ところでまとまってたと思うんですけど、備品に関しましては学校のほうに PTA か

ら、PTA が購入したという実績は確認されておるんでしょうか。 

◎議長（小池弘基君）  

堺教育委員会次長。 

◎教育委員会事務局次長（堺 哲弘君）  

備品というものがそもそも余り多くなくて、寄附品としてどういうものがある

か、寄附品といいますか、PTA が購入されたものですね。というものがどういうも

のがあるかというようなことは、ちょっと調査をさせていただいております。 

もう多くが先ほど教育長のほうからもありましたように、消毒用のアルコールで

すとか、石けん、あと熱中症対策のお茶とか水とか、そういったようなものを、消

耗していくもの。あと多かったのは卒業記念品、とか卒業式の証書のホルダーと

か、実質、学校への寄附品というよりは、PTA から子どもへの寄贈品といったよう

なものがほとんどでございます。 

◎議長（小池弘基君）  

福永議員。 

◎１１番（福永善之君）  

その調査された中には、通常は、行政が購入するべきものという物品はなかった

ということでよろしいでしょうか。 

◎議長（小池弘基君）  
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堺教育委員会次長。 

◎教育委員会事務局次長（堺 哲弘君）  

例えば、消毒用アルコールでも、もちろん役場の中でも役場の予算で買っておる

ものというのはたくさんあります。また、無い時期、寄附をいただいたものもたく

さんございます。どこまでが、公共の予算で買うべきものかという区分けは、なか

なかちょっと難しい部分もございますけれども、基本的には子どもに寄贈されるも

のですとか、PTA が使われるというものというものが多ございました。これはもう

間違いなく公共で買わないとおかしいんじゃないか、っていうようなものは見当た

らないような状況でございました。 

◎議長（小池弘基君）  

福永議員。 

◎１１番（福永善之君）  

今年の４月から、PTA が、先ほど答弁では、入会に関しましては、強制加入では

なくて、本人の意思による加入というふうになりましたよね。今、そういう任意の

団体というのが、今 PTA の位置づけというふうに、粕屋町でなったと思うんです

よ。その中で、PTA が学校に対して、備品を購入しますと。その中で、今、教育次

長が答弁されました中で、いやこれはいいだろうとか、いやこれは駄目だろうと

か、それは、今、当事者が見た感覚で言われてると思うんですよ。 

だから、やはりそういうところも、ちゃんと明確にするべきではないか、という

ふうに私は思いますが、いかがでしょうか。そういうところをしないと、当事者の

その時の感覚で、いやこれはいい、いやこれはいけないっていうふうになっている

と思うんですよ。いかがでしょうかね。 

◎議長（小池弘基君）  

西村教育長。 

◎教育長（西村久朝君）  

PTA のお金の使い道を、１回１回 PTA がこういったことを学校に寄附したいので

皆さんいいですか、ということを皆さんに、問うかということですよね。やはり、

本会役員の方っていうのは PTA を代表する方々ですので、その方々で話し合った結

果、学校のほうにこれを寄附したら、学校助かるだろうな、子どもたちも喜ぶだろ

うな、ということでしてあるわけですから、私は一部の人っていうか、特定の人だ

けで決めているというふうには私は思いませんしですね。 

また、このことは必ず総会のときに、こういうふうに使いましたという決算報告

をされて、承認を得てるわけですから、私は今議員がおっしゃるように、そういっ

たことを一つ一つやれって言ったら、とてもじゃないけど学校は、常に保護者のほ
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うに集めるだけじゃなくて、例えば、書類で決裁をとるとかっていうことをしない

といけなくなるという、何のための組織か、何のための会長がおって副会長がおっ

てということになってるかと、やはり、私そういうふうに考えたときに、ある程度

任せられる部分はあっていいんじゃないかなというふうに思います。 

私は、次長はこうやって調査していただいたので、今こうやって答えられてるん

ですが、実際どういったものを買ったかというのは、私自身がやっぱ把握するとい

うのは、少し問題があるのかなということがあります。ただ、学校から相談を受け

れば、それは当然答える。答えることはできますけど、こちらからそれを全部出

せ、PTA が幾らお金を集めてるから出せ出せという指導は、私はしておりません。

そこは学校と保護者との合意のもとで、私されているものをよかったら教えてくれ

ないかということで、調べてる内容でしか言ってませんから、それ以上のことを聞

かれても、ちょっと私のほうでは答えにくい部分がございます。 

以上です。 

◎議長（小池弘基君）  

福永議員。 

◎１１番（福永善之君）  

それでは、粕屋町教育委員会としては、学校と PTA に関する備品のやりとりに関

しては、関知しませんという認識でよろしいですね。 

◎議長（小池弘基君）  

西村教育長。 

◎教育長（西村久朝君）  

するしないではなくて、私は、これは学校のほうからされてるのを必要に応じて

教えてもらう部分はあります、というところで、答弁を控えさせていただきます。 

◎議長（小池弘基君）  

福永議員。 

◎１１番（福永善之君）  

その中で、実質的には行政が購入するべき備品であっても、教育委員会として

は、関知しないということでよろしいですね。 

◎議長（小池弘基君）  

堺教育委員会次長。 

◎教育委員会事務局次長（堺 哲弘君）  

どこまでかと線引きが難しいということで、先ほどもちょっと、私のほうが申し

上げたんですけれども、明らかにこれはおかしいだろうというものがあれば、おそ

らく学校の先生が相談をしてこられると思います。相談があれば当然、これはこう
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いうふうに考えていいと思いますよということで、お答えはいたしますし、それ以

外も大丈夫だろうと、学校のほうで判断された、あるいは、PTA の会長さんたちの

ほうで判断をされたものについては、こちらから何かありますかっていう形で調べ

たり、指導したりということはできないということで御理解をいただきたいと思い

ます。 

◎議長（小池弘基君）  

福永議員。 

◎１１番（福永善之君）  

こういう質問というのは、飛んでくるということです。だから、それに対して、

そういう曖昧なことが、曖昧な答弁になってるということは、曖昧な答弁をなくす

ため、質問をなくすためには簡単なことです。明文化することです。こういうこと

についてはいいよ、ただこういうことにすれば駄目よっていうふうに明文化すれ

ば、先ほど、私、申しましたように、当時の当事者によって選別されるような、こ

れはいい、これはいけないとされるようなことがなくなるということを言ってるん

です。何回も同じこと言ってるでしょ。答弁も、同じような感じで返されてるでし

ょ。これが延々と続くことを避けるためには、簡単なことです。明文化しましょう

ということです。はい。 

では、次３問目ですね。PTA の会計で、繰越しが100万円を超える学校もあると

聞きます。教育委員会の考えをお聞かせください。これは、以前、私の一般質問で

も質問してますが、再度お聞きします。 

◎議長（小池弘基君）  

堺教育委員会次長。 

◎教育委員会事務局次長（堺 哲弘君）  

はい。令和２年度からも御承知のとおり、新型コロナウイルスの感染症拡大とい

うことが起こりまして、そういった観点から、様々な事業が行えずに繰越金が増え

ているというようなことは聞いております。そのため、翌年の徴収金を減らしたり

ですとか、あるいは、もう先ほど申しましたように、コロナ関係の防止策となるよ

うな備品といいますか消耗品ですね。そういったものを学校に寄贈していただいた

りというようなことがあっているというふうに聞いております。 

◎議長（小池弘基君）  

福永議員。 

◎１１番（福永善之君）  

ちょっと３番目は関連しますので、次４番目行きます。小中学校連絡協議会の事

業の１つに、毎年恒例かな、慣例として講師を呼び、６校合同講演会があるようで
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す。保護者の中には強制的な参加を求められると聞いております。教育委員会の考

えをお答えください。 

◎議長（小池弘基君）  

堺教育委員会次長。 

◎教育委員会事務局次長（堺 哲弘君）  

６校合同講演会の参加につきましては、PTA 役員や会員の方の間で行うことにな

りますので、強制的になっているかどうかということは、確認はできていないよう

な状況でございます。 

◎議長（小池弘基君）  

福永議員。 

◎１１番（福永善之君）  

この協議会には、社会教育課がつけてる補助金が、６万円、60万円ですかね、一

校当たり10万円ですね。60万円発生しておりますが、補助金を入れてるということ

で、自分たちが、その補助金を入れた側が、その組織の運営に対して、分からない

という答弁があり得るのでしょうか。お答えください。 

◎議長（小池弘基君）  

臼井社会教育課長。 

◎社会教育課長（臼井賢太郎君）  

分からないといいますか、確実性はないですけれども、私の耳に入るところでは

強制的、強制的というのが、どういうことをもって強制ということになるかは、ち

ょっと判断が違うかもしれませんけれど、強制的ではないということを伺っており

ます。 

◎議長（小池弘基君）  

福永議員。 

◎１１番（福永善之君）  

例えば、割当てっていうのがありますね、割当て。各学校から何名参加してくだ

さいという割当てありますよね。その割当てに届くためな人集めというのは、どの

ような感じで、社会教育課としては見ておられるんでしょうか。 

◎議長（小池弘基君）  

臼井社会教育課長。 

◎社会教育課長（臼井賢太郎君）  

はい。先ほど言われました60万の補助はしておりますけれど、以前もお話したか

もしれませんけれど、社会教育課が社会教育関係団体に干渉することはできません

ので、そこは御理解をいただきたいと思います。 
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◎議長（小池弘基君）  

福永議員。 

◎１１番（福永善之君）  

自分たちが出した税金に関して、やはり、税金がちゃんと、PDCA ですよ、要は

PDCA。計画から、プランからですね。それから実行して、最後に評価していくって

いうやつですね。そういうのをやっていかないことには、この税金、補助金が延々

と続いていくという感じになります。今の時代、講演会っていうのは、ある講師を

呼んでされてます、毎年ですね。内容は PTA の方がそういうテーマを決めて、その

講師に依頼という流れでしょう。 

ただ、今現在、各保護者だけでなくて、いろいろな人たちは、自分が必要な情

報、自分がためになる情報は、自分で、例えばネットとかで、いろいろな人の講

演、お話がとれる時代です。それを強制ではないと言われましたけど、自主的に参

加される人は問題ありません。ただ、穴埋め的に、学校単位でこれだけの人数は確

保してくださいよ。あなたは PTA 活動で何も役職、役員、お手伝いしてませんよ

ね。では、あなたはこの６校合同会に出てくださいっていう、そういうやり方が、

今、まかり通ってる。そういうことが通常いいのかっていうところを私は問うとる

んです。いかがでしょうか。 

◎議長（小池弘基君）  

西村教育長。 

◎教育長（西村久朝君）  

議員、今、最後おっしゃったように、何もしてないからあなたはこれに出るんだ

っていう、私、そういった話は粕屋町では聞いたことがございません。また、この

６校合同に関しては、やっぱり意義づけがございまして、各学校の PTA、これ単Ｐ

といいますが、粕屋町に子どもたちがいる６校の PTA も一堂に会して、一緒に学ん

でいきましょうということで、町Ｐという組織がございます。そこに、60万円とい

う補助金を社会教育課から入れて、これは10万円ずつ配るお金ではございません。

町Ｐが使うお金になっております。 

その一番大きな行事として、この６校合同があるんですけど、例えば、この６校

合同をそれぞれ６校とも、こういう講師でこういう話しますから、皆さん参加しま

せんかって、一斉に、ばーっとチラシをまいた時に、例えば、550のサンレイクに

入りきる数で収まるのかとか、そういったことがございますので、今、説明があり

ましたように、やはり割当て、いわゆる動員をかけて、それぞれの各単Ｐで何人ず

つぐらい来てもらおうや、ということですることはあります。 

そのことが、例えば、学級委員長であれば、各学級にそれを配って何人ぐらい来
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るかを事前に把握するという、そういった調査もかけていただいてるはずです。そ

れは私も現役の時、そうでしたので。そのことで、例えば、少ないから何人来てよ

というその強制が、されてるかどうか分かりませんが、私は、ある程度その人数を

確定しないから言うて、強制的にその枠いっぱいまで集めるっていう、強制的な指

導をされたとは聞いたことございません。 

時々、私もこれ、見に行くんですけど、やはり少し空いてはおります。席がです

ね。だから、強制は、私されてないのかなというふうに思いますので、今、議員が

おっしゃったように、あなたは何もしてないからこれぐらい出なさいよというよう

な、何か粕屋町からそういった声が、議員の耳に届いておるんであれば、この場で

も結構ですが、教えていただきたいなというふうに思います。 

◎議長（小池弘基君）  

福永議員。 

◎１１番（福永善之君）  

はい。届いておるからここで話してるわけでありまして、要は粕屋町教育委員会

が補助金をつけてますよね。補助金をつけているのであれば、事業内容に関しまし

ては、今の時代、先ほど、私、申しましたようにいろいろな情報っていうのは、自

分にためになる、自分が聞きたいという情報に関しましては、今は自分で選択もで

きるという時代なんですよ。それを、PTA がこういう人を選んで、この人の話を聞

きましょうという時代が、果たして、これがいつまで続くんですかというところ

も、出てくると思うんですよね。 

だから、私が言いたいのは、補助金をつけるのであれば、今、主な事業というの

を今ちょっと私、プリントアウトして持ってるんですけど、ホームページですね。

事業も見直す必要あるんじゃないですかというところです。 

◎議長（小池弘基君）  

西村教育長。 

◎教育長（西村久朝君）  

PTA に関しては、私、このように聞いております。まず今年は、入会の申込みを

きちっと見える形でやるということをスタートしました。今後は、この組織の在り

方、若しくは会費の金額の持ち方、それから町からいただいているこの町Ｐの補助

金の使い方等については、ここしばらく数年かけて、私は見直しをされるものとい

うふうに思っております。すべて４月、実は５月からスタートしてるんですね。４

月の総会までが、昨年度の全員参加を前提とした PTA 組織でございましたので、こ

の総会から、例えば、ボランティア制に変えるとか、会費を少し安くしたとかとい

うことで、改めて入会の希望をとられてるわけですから、新しい形の PTA が、今年
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発足したばかりになっております。それを受けて、この活動は要るよねとか、この

活動は減らしていいよね。町Ｐのこの活動を、もうちょっとこげんしたらいいよ

ね、とかいう意見が、私は、今後出ていくだろうと思います。 

本来 PTA というのは、同じ子を持つ親同士の、やはり学びの場ということも大き

な目的の１つでございますので、そういった研修が、自分がとりたい研修は個人で

とれるでしょう、という考えのほうが、やっぱりちょっと狭い考えを、私は感じま

す。やはり、共通した子どもたちを持っているという、その親の立場、この人たち

が同時に学習をする、そして学校に対してこういったことをやってくれんか、とい

う意見交換ができる。そのためには、私は PTA が必要だというふうに思っているの

で、今後も、PTA の在り方については、情報収集は可能な限りはしますけど、ちょ

っとこちらから強制的に言うことは、ちょっとできないということも先ほどから申

してるとおりです。ただ、これですべて今後ピシッとこの形でいくんじゃなくて、

毎年毎年見直されていくということを、まず、御理解いただきたいなというふうに

思います。また、そうされてるようにも報告は受けております。 

以上です。 

◎議長（小池弘基君）  

福永議員。 

◎１１番（福永善之君）  

もういいじゃないですか。私が言ってるのは、今年度から、今年度というか４月

から任意団体になりましたね、ちゃんとしたですね。入会意思をちゃんと確認して

と。その中で例えば、仮に入会されない方が今までの PTA のそういう各行事に対し

て、やはり御不満があった方等は、入会されないと思うんですよ。ただ、やはりそ

の方たちの意見というのは、やっぱりそういう感じで、意思表示されてるというこ

とであるので、今、西村教育長言われましたけど、例えば、１つの６校合同講演

会、これは意義があるんだと言われましたけど、意義があると思われる方もいらっ

しゃる。ただ、それをないと思われる方もいらっしゃる。そこは、だから強制では

なくて、その人たちの自由意思で、今後は、私は参加できるような体制に作りまし

ょうということです。強制ではないということです。 

では、続きまして、これも PTA 行事、連絡協議会の事業の１つでありますが、九

州ブロック PTA 研究大会というのがあるようです。全国の PTA の中には、学校単

体、いわゆる単Ｐですね。単Ｐで特色を出すべく、先ほど教育長言われましたよう

に、今の既存にある PTA を廃止して、例えば、ボランティア制に移行したりとか、

その行事ごとに手伝ってくれる人を参加者を募って運営をしていくとか、そういう

ことをやられている PTA も、全国には少しずつ出てきたというふうに聞いておりま
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す。 

先月ですか、東京都のある PTA が上部団体への加入を取りやめるというところも

出てきたようです。これは、まだ少ないんですけど、そういうところが出てきたと

いうふうにあります。教育委員会の考えをお聞きしたい。いや、これは今、教育委

員会としても、単Ｐと粕屋町の連絡協議会というのをされてますね。単Ｐがその上

部団体のほうに、福岡県とか、福岡県より上の団体に入会してるという事実はある

んですよ。そういうところに関しまして、教育委員会の考えをお聞きしたいと思い

ます。 

◎議長（小池弘基君）  

堺教育委員会次長。 

◎教育委員会事務局次長（堺 哲弘君）  

はい。研究大会につきましては、九州ブロックの PTA 協議会のほうで実施をされ

て、そちらのいわゆる上部団体といいますか、そちらに加入がどうなのかという御

質問なのかなというふうに思います。町の PTA の連絡協議会のほうで話し合って、

その加入については決められているというふうに聞いております。 

先ほど申し上げましたように、PTA は任意団体でございます。自主団体でござい

ますので、教育委員会としましては、団体内で話し合われて、その意思が尊重して

決められているということであれば、それでいいんではないだろうか、というふう

に考えております。今後、加入を継続されるのか、やめられるという判断をするの

かっていうのは、PTA さんのほうで判断をされていくことかな、というふうに思い

ます。 

◎議長（小池弘基君）  

福永議員。 

◎１１番（福永善之君）  

はい。では最後、PTA 会費の徴収方法というのを、私は何となく知ってはいるん

ですけど、お聞きします。 

◎議長（小池弘基君）  

堺教育委員会次長。 

◎教育委員会事務局次長（堺 哲弘君）  

会費の徴収につきましては、加入をされました御家庭のほうに納入袋を、封筒の

ようなものをお配りをしまして、集めておるということでございます。年に何回か

に分けて集めているというふうに聞いております。 

◎議長（小池弘基君）  

福永議員。 
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◎１１番（福永善之君）  

納入袋っていうのは、これは学校の経費ですね。学校が必要とする経費も含まれ

て、その中の一部として PTA 会費も徴収という感じで納入袋が配られると思いま

す。学校と PTA というのが、まず、同じ組織なのかっていうところが、出てくると

思うんですよ。別団体、別組織であるにもかかわらず、同じ袋の中にまとめて、現

金を入れるという行為が、果たして正常なのかどうか。見解をお聞きします。 

◎議長（小池弘基君）  

堺教育委員会次長。 

◎教育委員会事務局次長（堺 哲弘君）  

いわゆる校納金と言われるものと一緒に集められているということだと思います

けども、どちらかというと保護者の方が、袋を分けて金額を別々に用意して、子ど

もさんに、また２つ袋持たせるというような手間を省くための措置かな、というふ

うに考えております。 

学校は内部的に一緒くたに別に処理をしているわけではございませんで、それを

事務所のポスト等に投函をするような形で集めまして、何ですかね、教頭先生が大

体 PTA の事務局長されてありますんで、そちらのほうで仕分をされて、校納金につ

いては学校のほうの会計口座に、PTA のほうの会費につきましては、PTA のほうの

口座にということで、きちんと別に処理をされているというふうに聞いておりま

す。 

◎議長（小池弘基君）  

福永議員。 

◎１１番（福永善之君）  

きちんと処理をされてるというふうに聞いてますと、聞いてます。 

今、全国の中で、これはめったにないことであるんですけど、例えば、学校の校

納金とか PTA の会費を着服したというニュースも、ちらほら聞こえています。皆さ

ん御存じと思いますけど。御存じですね。はい。別団体、学校と PTA 別団体の会計

において、一緒に徴収します。一緒に仕分けしていきます、ということが正常であ

るのでしょうか。仮にお金がなくなったとかいった場合に、それは問題にならない

んでしょうか。お答えください。 

◎議長（小池弘基君）  

堺教育委員会次長。 

◎教育委員会事務局次長（堺 哲弘君）  

はい。お金がなくなったとなれば、当然問題になりますが、それは一括で徴収し

てるかどうかとは、また別問題ではないかなというふうに考えます。 
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◎議長（小池弘基君）  

福永議員。 

◎１１番（福永善之君）  

徴収した人が責任をかぶるんじゃないでしょうか。例えば、今回は学校のほう

が、校納袋ですかね、を配付してますよね。その中の一部として PTA 会費というも

のを徴収していますということです。もし、その PTA 会費徴収した額がなくなった

りしたら、責任というの学校のほうに生ずるんではないでしょうか。いかがでしょ

うか。 

◎議長（小池弘基君）  

堺教育委員会次長。 

◎教育委員会事務局次長（堺 哲弘君）  

責任問題みたいなところで御質問をされているのかなと思いますけれども、当

然、校納金であれば校長先生ですか、教頭先生、副校長先生といった形の、学校の

責任持たれてる方がいらっしゃいますし、先ほど申しましたように、教頭先生が

PTA の事務局長とかをされているということで、PTA のほうの責任者でもございま

す。そういう意味では、責任者のほうに責任がかかってくるということはあるとは

思います。 

◎議長（小池弘基君）  

福永議員。 

◎１１番（福永善之君）  

では、粕屋町の教育委員会としては、今までどおり徴収方法は別団体であるけ

ど、一括して徴収しますと。もし、何かあれば、学校長の責任ということでよろし

いですね。 

◎議長（小池弘基君）  

堺教育委員会次長。 

◎教育委員会事務局次長（堺 哲弘君）  

PTA のほうでの責任を、先ほどから申しておりますように、自主団体でございま

すんで、私たちがどうこう言うことはできませんけれども、校納金につきまして

は、当然、校長先生のほうが責任者になるのかなと思います。 

ただ、１点申し上げますと、特に PTA 会費は、私たちがどうこう指示をできるも

のではありませんで、校納金に関してですが、今、時代の流れ的に現金での徴収と

いうのは、できるだけ減らしていきたい、ということで考えておりますので、口座

振替といったところに、今後変換されていくんではないかなと思います。今、そう

いうお話を事務方のほうと進めております。 



 

－ 140 － 

それに併せまして、当然、別口座のほうに最終的に入りますので、校納金と PTA

会費が別々に納められるというふうな流れというのは、あってくるのではないかと

いうふうに、今、思ってます。まだ、今、検討協議を始めてる段階ですので、ま

だ、確実なことは言えませんけども、そういう流れは当然出てくるんではないかな

というふうには考えます。 

◎議長（小池弘基君）  

西村教育長。 

◎教育長（西村久朝君）  

この集め方について、そこまで議員が心配していただけるんであれば、どういう

方法がいいというふうに思ってるか、ちょっと教えていただけないでしょうか。 

◎議長（小池弘基君）  

福永議員。 

◎１１番（福永善之君）  

集め方の方法。今、教育次長言われましたように、電子マネーですね。電子マネ

ー。これだけの少額の、少額といっちゃ失礼ですけど、１万円もならない額を集め

るのに、口座振替とかではなくて、口座振替という手段も、方法も、あれば便利と

思いますけど、今、若い人たち、保護者さんたちがやってるのは、もう電子マネー

がほぼ通常の支払い方法になってるかな、というふうに思います。自動車税とか、

今、対応されてますよね、粕屋町も。ものすごく便利です。額面は大きいんですけ

ど、ただ、このぐらいの少額の金額であれば、電子マネーでピっとボタン一つで払

ったらいかがですか。わざわざ言われましたように現金で、現金主義じゃなくて、

金の移動がもう電子的にできるように、どうですかっていうところ。おそらくは、

すぐ入っていかれると思いますよ。もう、携帯電話が当たり前のような時代に生ま

れてますからね。だからそういう手法はどうですかというところです。 

◎議長（小池弘基君）  

堺教育委員会次長。 

◎教育委員会事務局次長（堺 哲弘君）  

はい。最近まで収納課におりましたので、ちょっと私も答弁させていただきたい

と思いますけども。電子マネー等の便利さについては私も重々理解しています。普

段から自分でも使っておりますので。 

ただ、先ほど議員が言われましたように、額面の大きなものとか件数の非常に多

いもの、もう12月毎月発生をして、全町民が対象になるというようなものであれば

いいんですが、何分手数料が非常に高いとかっていうことがございますので、なか

なかこう校納金ですとか PTA 会費とかいうものに、そもそも導入が可能であるか、
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最終的に残る金額が結局減ってしまったり、あるいは加入されている保護者の方の

負担が増えるということになれば本末転倒でございますので、その辺りは十分検討

の余地はございますけれども、すぐにということは難しいんではないかなというふ

うに考えております。 

◎議長（小池弘基君）  

福永議員。 

◎１１番（福永善之君）  

続きまして、クールビズについて。これは、あんまりもう、町民の方には、これ

あんまりもう、関係ないことです。これはある意味、役場というか、役場庁舎内の

問題だというふうについて、私、取り上げております。 

2005年、環境省により、地球温暖化対策の一環としてクールビズが始まっており

ます。この趣旨は、過度な冷房に頼らず、様々な工夫をして夏を快適に過ごそうと

いうライフスタイル、室温の適正化とその温度に適した軽装などの取組を呼びかけ

ておるようです。 

ちょっと質問に入る前に、この、例えば、庁内の設定、冷房の設定温度っていう

のは、どのくらいにされておるのかとか、例えば、議場内はどのくらいされている

のかというところをちょっとお聞きたいと思います。 

◎議長（小池弘基君）  

豊福総務課長。 

◎総務課長（豊福健司君）  

はい。庁舎内の空調の設定温度につきましては、28度を設定として運用しており

ます。 

以上です。議場の議場内も同じ28度で運用しております。 

◎議長（小池弘基君）  

福永議員。 

◎１１番（福永善之君）  

28度が、これは企業も含めて、ほぼ28度で設定しているようです。では初めに、

庁舎内は５月１日から10月の末まで、クールビズ期間中として、ノーネクタイ、ノ

ー上着に取り組んでおります。期間を通年にする考えはというところでお聞きしま

す。これは、もうかなりこの質問を投げたときに皆さんもいろいろネットで調べら

れたと思いますけど、もうかなり、都道府県から末端でいうと村まで、通年のノー

ネクタイ、ノー上着で取組を始めたところがあります。粕屋町において通年にする

考えはあるかというところをお聞きします。町長へ。 

◎議長（小池弘基君）  



 

－ 142 － 

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  

クールビズの実施そのものの説明もございますので、担当所管のほうから御説明

申し上げます。 

◎議長（小池弘基君）  

古賀総務部長。 

◎総務部長（古賀博文君）  

はい。環境省では令和３年度からこれまでのように、政府が全国一律のクールビ

ズ実施期間の設定は行うことはせずに、個々の事情に応じました、多様で柔軟な働

き方にも資する省エネ、省 CO2対策としてクールビズを呼びかけております。これ

を踏まえまして、自治体や企業によっては、通年でノーネクタイですとか、ノー上

着等のクールビズやウォームビズを実施しているところが実際ありますが、働きや

すいと感じる温度などの執務環境は、年間を通じて、職員一人一人異なることか

ら、通年において快適と感じる環境に個々の判断で調整可能というふうにされてお

ります。 

粕屋町といたしましては、社会情勢の変化等により、服装の多様化、脱炭素化、

業務効率化、ストレス軽減などの観点から、通年におけるクールビズ、ウォームビ

ズの実施については検討すべきものと認識をしております。 

◎議長（小池弘基君）  

福永議員。 

◎１１番（福永善之君）  

次、議場内で使用するエアコン代というのは、これは町の、行政のほうから電気

代として支払っております。６月と９月の定例会期中、庁舎内では基本的に軽装の

職員が多数です。一方で、６月議会と９月議会のこの議場の中においては、エアコ

ンを稼働させ、設定を28度に稼働させて、ネクタイは脱ネクタイになったんですけ

ど、上着が、着るというのが、基本的な考えになっております。町長が掲げる脱炭

素社会を推進する考えから、節電とか省エネとか、先ほど総務部長言われましたよ

うに、業務の効率化。これ、軽装のほうが、おそらくかなり仕事というのは、はか

どるというふうに私も思うんですよね。暑いときに、首がしまったりとか、服を着

らなきゃいけないとかそういうことではなくて、業務の効率化の観点から議場内に

も脱炭素社会の推進を求めてはいかがか、という質問でありますが、いかがでしょ

うか。 

◎議長（小池弘基君）  

箱田町長。 
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◎町長（箱田 彰君）  

今、庁舎は DX と共に GX、グリーントランスフォーメーション、この検討も対策

室を設けて行っている状況でございます。庁舎内のこういった服装に関しての年間

クールビズについてもその中で検討してまいりますが、この議場の中については、

議会内で協議されて、そのルールを決められるものと私は理解しております。 

◎議長（小池弘基君）  

福永議員。 

◎１１番（福永善之君）  

分かりました。おっしゃるとおりですね。これに関しましては、一度、こういう

のを投げかけまして、ちょっと私の戦略的な面はあったんですけど、一度議場の中

で公にちょっと１回、話そうと。その中でやっぱり町の方針として、町長の方針と

して、脱炭素社会、これにやっぱり協力していくに当たって、やっぱり議場の中だ

け、庁舎内では議場の中だけ、なんで上着の着用しないといけないのっていうとこ

ろが、やっぱり疑問が出てくると思うんですよね。そういうところの疑問を、この

一般質問でちょっと投げさせていただきました。 

これに関しましては、今、町長言われましたように、議会の中で取り上げていき

たいなというふうに考えております。小池議長も、昨日、今日、おととい３日間に

わたって、冒頭に、暑いと感じる方に関しましては、上着をとってもいいよという

ふうに投げかけられました。ただ、もうわざわざそういうことを投げかける必要が

ないということで、自主的に判断できるような体制にできないものかということ

を、今後、私のほうから議会の中に投げかけていきたいと思い、私の一般質問とか

えさせていただきます。終わります。 

（11番 福永善之君 降壇） 

◎議長（小池弘基君）  

ここで暫時休憩に入ります。 

再開を10時35分といたします。 

（休憩 午前10時22分） 

（再開 午前10時35分） 

◎議長（小池弘基君）  

再開いたします。 

議席番号14番、山𦚰秀隆議員。 

（14番 山𦚰秀隆君 登壇） 

◎１４番（山𦚰秀隆君）  

14番、山脇秀隆でございます。通告書に従い、質問をさせていただきます。 
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まず、帯状疱疹予防ワクチンの接種についてであります。国内で使用される帯状

疱疹予防ワクチンは、不活化ワクチンと生ワクチンの２種類あります。接種費用が

高いため、値段を聞いて、接種を控えてしまっているのが現状にあります。不活化

ワクチンは97％以上と予防効果が高く、２か月間隔で２回接種が必要とされ、接種

費用は約４万5,000円程度です。と、ちょっと高価であります。一方、生ワクチン

は、50％から60％と予防効果は少し落ちますが、１回の接種で済み、4,500円程度

でございます。両ワクチンとも任意接種なので、全額自己負担になっております。 

2023年５月時点で、全国203自治体が帯状疱疹予防ワクチン接種公費助成を導入

しております。生ワクチンのみ対象としている自治体は、五つの自治体、不活化の

みの対象は15自治体、両ワクチンともの対象は183自治体であります。帯状疱疹

は、水痘、水ぼうそうと言われますが、水痘帯状疱疹ウイルスの再活性化によって

発症します。50歳以上の日本人の水痘帯状疱疹ウイルス抗体保有率は、何と100％

であります。 

ストレスや加齢によって免疫の低下により、帯状疱疹が発症すると言われており

ます。80歳までに、三人に一人発症し、生涯で３割の方が罹患します。発症率は

50歳代から上昇して、60歳から80歳代でピークを迎えます。帯状疱疹は皮膚症状だ

けではなく、疼痛を伴う疾患です。帯状疱疹の合併症として、約20％の方、５人に

１人は帯状疱疹後、神経痛を発症いたします。目や顔面に発症した場合は、聴覚障

害や顔面神経痛など、身体的、精神的に苦しめる疾患でもあります。１年以上痛み

が続く場合もあるということであります。帯状疱疹後、神経痛が残存する３分の１

の方は１年以上も疼痛が続くということであります。 

こうした状況を考えると、公費助成をして予防を推進していく必要があると考え

ます。昨年９月議会において、同僚議員から、帯状疱疹予防ワクチンの助成を求め

る質問がありました。担当課は、国や他の自治体の動向を踏まえて、この件に関し

ては検討する、ということでありました。福岡県では、昨年４月から太宰府市が、

本年４月から朝倉市が公費助成を導入いたしました。粕屋町の導入は、なぜ難しい

のかを聞きます。 

◎議長（小池弘基君）  

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  

今、議員が詳しい御説明をされましたが、再度、私どものほうで調べた現状と、

そしてその問題点について、担当所管のほうからまずはお答えします。 

◎議長（小池弘基君）  

石川健康づくり課長。 
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◎健康づくり課長（石川弘一君）  

予防接種は、予防接種法に基づきまして感染症の蔓延防止等を目的として、市町

村が主体となって実施する定期接種と、個人の発症、重症化予防を目的として、個

人の意思と責任で接種を行う任意接種がありまして、帯状疱疹ワクチンは、任意接

種に位置づけられております。 

帯状疱疹の発症は50歳以上に多く、約７割を占め、80歳までに約３人に１人が発

症すると言われております。帯状疱疹ワクチン費用は、種類によりますが、１回

7,000円から２万5,000円程度の費用が必要でございます。令和５年３月末現在、粕

屋町の50歳以上の方は、１万7,327人おられます。仮に公費で助成するとすれば、

多額の費用がかかりますので、現在、国や県の助成がない状況でございますので、

すぐに導入することは難しい状況でございますが今後検討をしてまいります。 

以上でございます。 

◎議長（小池弘基君）  

山𦚰議員。 

◎１４番（山𦚰秀隆君）  

多分、今、石川課長から答弁あったのは、シミュレーション、多分やったと思う

んですよね。後でシミュレーションの内容について、説明してもらいますけれど

も、数字的な部分ですね。一応、今、定期接種の場合は当然、責任は国とか、そう

なるから、その分もあるんだろうと思います。任意接種の場合は自己責任っていう

か、なるんですね。そういったところでも、被害者は定期接種の場合は国が補償し

ますし、任意接種の場合は、そういう団体が別にあるっていうのを聞いてますん

で、特にこの副反応が出た場合の問題については、そこが対応してくれるっていう

話なんで、そんなに問題はないのかな。 

ここで問題なのは、やはり今、どの程度で財政が厳しくなるというふうに言われ

てるのか、ちょっとその辺を今後、これからちょっと検証していきたいと思います

ので、よろしくお願います。 

施政方針では、「町民一人一人が幸せを実感できるウェルビーイングなまちづく

りを進めてまいります。」と、町長が提唱しております。ウェルビーイングという

言葉は、肉体的、精神的、社会的に良好な状態にあることであります。高齢者にと

っても大事なことであります。 

高齢者に対する支援事業は社会保障が中心となりますが、任意接種に助成する町

独自の、単独の高齢者肺炎球菌予防接種事業があります。参考としたいので、この

70歳以上が対象となってますが、毎年、この高齢者肺炎球菌予防接種にどれだけ助

成金が出されてるのかを聞きます。 
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◎議長（小池弘基君）  

石川健康づくり課長。 

◎健康づくり課長（石川弘一君）  

肺炎球菌につきまして、実際どれぐらい合計でかかってるというふうな、今日の

資料に持ってきておりませんが。助成につきましては、町内に住所を有し、予防接

種日に満65歳以上の方で助成金につきましては、一人１回3,000円を限度とするも

のでございます。肺炎球菌感染症は、本人の接種努力で義務がなく一部自己負担が

ありますが、定期接種Ｂ類に分類されるものでございます。 

以上です。 

◎議長（小池弘基君）  

山𦚰議員。 

◎１４番（山𦚰秀隆君）  

これ、肺炎球菌予防接種ワクチン事業ですよね。やってるんですよね、単独で。

当然、70歳以上、これの、今、帯状疱疹ワクチン接種事業は、財源的に大変お金が

かかるという、今、お話でした。これがどれぐらいかかってるのかっていうのが、

ある程度見えないと、対比はできないですよね。高齢者肺炎球菌ワクチン接種事業

は、どれぐらいのお金がかかって、費用対効果がこうですよと。何％の人が受診を

受けて、こんだけ毎年受けてますよ、っていうことが分かっておかないと、この帯

状疱疹ワクチン接種事業の、こちらが訴えてる部分が、すごい分かりづらいと思う

んですよね。これはいいけど、これは悪いなんてことは、やっぱあり得ないんです

よ。やっぱりそこに根拠というものがないといけないと思います。 

また、財源がどのぐらい、財政的にどんだけ負担をかかってるかっていうのも、

やっぱり知らないといけないですよ。予算書見ても分かんないですよ、これ。どん

だけかかってるか。接種事業だけで、全体的にも出てるわけだから。 

だから、予算の中でもちょっと見れなかったんで、ちょっと今聞いてみたんです

ね。一応こういった形でやってると思うんで、一応、今、患者が窓口で支払う受診

料や薬代など、これ直接医療費っていうんですけども、この直接医療費の影響とし

て、帯状疱疹治療に係る、これ65歳以上の直接医療費は年間260億円。これ全国な

んですけど、一人当たり換算すると６万2,094円。こんだけ自己負担してるんです

ね。帯状疱疹になるとですね。これは、多分シミュレーション見られたときに、こ

んだけデータ出てますよっていう、多分、このことは調べてあると思うんですね。 

内訳は、帯状疱疹後神経痛が残存する場合の直接医療費が約122億円。疼痛が残

存しない場合の医療費が約137億円ですね。これだけかかってますよっていう、手

出しがかかってるってことなんですね。患者数は年間約42万人。このうち帯状疱疹
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後神経痛が残存する患者数は約10万人ですと。 

帯状疱疹に罹患した場合の、今度は労働生産性損失。経済的な損失ですね。これ

は約47億円。患者一人当たりの労働生産性損失は年間約１万円なんですね。だか

ら、１万円、労働生産が減ってるんですね。患者が出ると。治療にかかる外来受診

回数は5.7回、入院率は3.4％というふうになってます、という報告であります。 

このほかにも、その家族がなったとか、そういう形で家族が罹患した場合の間接

経費もかかってるんですね。その方が休んで、送っていかなきゃいけないとか、そ

ういうことで、その方の時間も労働損失が出てるんですよ。これ以外に。そういう

状況がまずあるんですね。 

帯状疱疹にかかる経済的損失の説明は、さきの議員の質問の中でも示されました

が、粕屋町の未接種の場合の直接医療費や、接種時の公費助成を導入した場合など

の財政的シミュレーション、検証は行ったのか聞きます。また、行ってあれば、そ

の内容、概略でも結構ですので、ここで報告してください。 

◎議長（小池弘基君）  

石川健康づくり課長。 

◎健康づくり課長（石川弘一君）  

さきの議員の質問では、帯状疱疹で仕事を休まれると、１日約１万円の労働生産

損失で、50歳以上の１％が、ワクチンを打たずにかかる医療費は1,026万234円とな

り、毎年かかり続けるとのことでございました。 

国の帯状疱疹ワクチンの費用対効果に関する研究によりますと、50歳以上の免疫

正常者に対する帯状疱疹ワクチン接種の費用対効果は、乾燥弱毒性水痘ワクチンに

おいては、各年齢集団において費用対効果が良好であった。分析結果は、ワクチン

接種費用及びワクチン効果の持続性が、分析結果に与える影響が大きいことが明ら

かになったとの報告があっております。 

粕屋町で分かる医療費分につきましては、国民健康保険分だけになりますので、

帯状疱疹だけに係る国民健康保険医療費について把握することは、膨大なレセプト

データを１件１件人の目で調査する必要がございますので、シミュレーション等は

行っておりません。 

以上でございます。 

◎議長（小池弘基君）  

山𦚰議員。 

◎１４番（山𦚰秀隆君）  

帯状疱疹ワクチンの薬を作ってるところは、シミュレーションやってるんです

ね。太宰府市も導入してます。朝倉市も導入してます。これシミュレーションやっ
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てますよね。罹患率、接種を受ける、その人口から推移した接種を受ける人が３％

とか５％受けた場合とかいう場合の薬代、薬価代のシミュレーションしてますよ

ね。粕屋町は、50歳以上で1,000万ぐらいかかるんですね。費用が。これ多分３％

か５％、どっちかちょっと記憶が曖昧ですけど、接種費用がそれだけかかるってい

うことなんですね。この方、５％とか受けた場合。もし、その両ワクチン打った場

合とか、生ワクチンだけという場合も試算してありますよ。シミュレーションで。 

一応、今、国民健康保険だけ言われてましたけど、この、企業、社会保険ですね

要は。大企業とか、サラリーマンの方、協会けんぽとかで加入されてる方も含めて

なんでしょうけど。この、今、新聞でも出てましたけど、健康保険組合、国民健康

は、粕屋町は保険者になると思うんですけど、健康保険組合の料率を上げなきゃい

けないと。 

要は、医療費が高騰してるということで、医療費が協会けんぽの10．何％に近づ

いてきてるんですね。そうすると、協会けんぽなんかは、これ、国が半分ぐらい助

成してるんで、大企業なんかも、健康保険組合営んでるところは、もう近づいてる

から、どうせならもう補助金のあるほうに移行しほうがいいんじゃないかっていう

な方向にもなってるんですね。これは医療費の高騰なんですよ。 

今回、この、何でその費用対効果を聞いたかというと、こんだけの1,000万をか

かるかもしれないけれども、それに対してどんだけ保険者が負担しなくて済むのか

っていうこともやっぱ考えてかなきゃいけないんですよ。毎年ですよこれ。だけ

ど、50歳以上にずっと決めてしまえば、もう打った人は打たないわけですから、

ね。10年間ぐらい大丈夫なんですよ。だから、どんどんどんどん新しく入ってくる

人は僅かですよ。今度、50歳になってから打てばいいだけ。僅かな人。だからそん

な、今度は1,000万もかからないです。ね。今、粕屋町で50歳以上の方の５％がワ

クチン接種をしたら、1,000万ぐらいかかるんですよ。ワクチン接種の助成が、半

額補助とした場合ですね。だけど、経済効果は、全体、社会保険も含めてなんです

けど、２億、保険者は払わなくて済むわけですよね。２億払わないじゃなくて、２

億かかってる分を軽減できればいいですよ。毎年。 

そういう費用対効果も見ていくと、この接種事業っていうのは非常に大事なんじ

ゃないかなという感覚を持ってます。この罹患率、今罹患率出されましたけど、こ

れ1.1％で、今、僕が言ってるのは、言ってますんで。50歳以上を対象とした直接

医療費が１億を超えるっていうことでありましたんで、約２億の健康保険者の負担

になるっていうことを言いました。で、多分、朝倉市モデルと太宰府市モデルがあ

るんですけど、この辺の何ていうか検証というか、は参考に見られました。 

◎議長（小池弘基君）  
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石川健康づくり課長。 

◎健康づくり課長（石川弘一君）  

福岡県で行っております。太宰府と朝倉市の状況についてはホームページ等で確

認をしております。 

◎議長（小池弘基君）  

山𦚰議員。 

◎１４番（山𦚰秀隆君）  

それで、当然、費用対効果見えるんですよね。それはどう考えられました。費用

対効果とか見てないですか。 

◎議長（小池弘基君）  

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  

議員の熱い気持ちは非常に伝わります。私も全く同感でございます。 

実際、粕屋町を対象として算出をしております。そうすると、先ほど50歳以上の

方、１万7,327人となりましたが、これを太宰府市の実績に全く当てはめると、や

はり、ほぼ変わらず1,000万弱ぐらいがかかると。これ、非常にもう、費用対効果

上は非常にすばらしい効果があるというふうに私も考えております。 

後ほど、ここでもお答えしようかと思ってましたが、県議会からも国に対して帯

状疱疹ワクチンへの助成及び定期接種化を求める意見書。これが出されておりま

す。ワクチンの有効性については早急に確認の上、助成制度を創設してくれとい

う、要望を出されている現状からいうと、私は積極的にこれについては検討してま

いりたいと思っております。 

◎議長（小池弘基君）  

山𦚰議員。 

◎１４番（山𦚰秀隆君）  

一応、後でそれを聞こうと思ったんで、今、言っていただいたんで、ちょっと気

持ちがすっと、熱がちょっと下がってよかったかなと、ちょっと思ってますけど

も。 

私は、議会にはやっぱ住民福祉の増進を図る目的があると思うんですね。また、

議員は住民の幸福感を増進するためにあるっていうことでもありますし。同じ目的

を、地方公共団体も持ってます。高齢化は着実に進んでいるんですね。多分、試算

していただいたのは、平成31年の１月１日時点の人数で多分やられたんですけど、

その時点からしたら、今、５月１日時点での、今、報告ありましたが１万7,327人

ですか。もうそれだけもう増加がもう650人ぐらいそれからもう増えてるんですよ
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ね。今後、どんどんどんどん増えて、高齢者が増えてる。 

だから、早くしなければ、このワクチン、要するに帯状疱疹にかかる確率がどん

どんどんどん高まって、痛い思いをして、やっぱりいかなきゃいけない。また、負

担もしていかなきゃいけない、経済的損失も出てきてしまう。だから、早くやっぱ

りこれは、接種事業をやっぱ開始していかないと、やっぱりワクチン接種というも

のを享受できないでいってしまう方が、どんどんどんどん毎年毎年増えてきて。そ

れだけ、また保険者の負担にもやっぱ大きくなってきてるっていうのは、現状だと

思いますんで、これはもう素早く定期接種が一番本当はいいんでしょうけど、任意

接種で、まずスタートして、やっぱりいくべきじゃないのかなっていうふうに思っ

てます。 

やっぱり、町長のやっぱ決断次第で、将来の町の姿、ビジョンが見えてくると思

うんですよね。だから、やはり僕らは将来の町の姿を見て、これからこういうふう

にしたほうがいいんじゃないか、こういうのが足らないんじゃないかっていうこと

を一応提案してきてるわけなんですけど。町長としては、やっぱりウェルビーイン

グっていうものをもって、町を作っていこうという。要するに、身体的、精神的、

社会的、ものが良好である姿をウェルビーイングって言いましたよね。だから、そ

れを目指しているのは施政方針やったですよね。だからそういう姿をするために

も、やっぱり、１日も早くワクチン接種事業を、やっぱ開始したほうがいいと思い

ます。 

今、この話は多分、近隣町でもほかの議員たちが訴えております。それに突き動

かされて、やる首長さんもいるかもしれません。そこに後追いだと、やっぱちょっ

と、僕らとしては、やっぱ我が町の箱田町長、誇りたいんで、やっぱり率先して、

やっぱやっていただきたいっていうのは僕らの本当の願いでもありますんで、その

辺はやっぱり力を入れていっていただきたいと思いますので、よろしくお願いしま

す。じゃ、どうぞ。 

◎議長（小池弘基君）  

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  

応援ありがとうございます。実は、この話についてはもう事前に町長会で協議事

項として、私が提案しております。議員がおっしゃるように、他町でも帯状疱疹ワ

クチンの接種についての要望を含んだ、一般質問がなされております。それに先駆

けて、実は、粕屋町においては、やりたいという意思表示はしております。 

ただ、医師会との関係がございます。これはよく予防接種については協議が必要

でございますので、その辺の問題を克服しながら、早期の助成実施に向けて、私も
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努力してまいりたいと思います。 

◎議長（小池弘基君）  

山𦚰議員。 

◎１４番（山𦚰秀隆君）  

力強い答弁ありがとうございました。是非、私も、多分粕屋医師会の問題だって

いうのはもう薄々分かってましたんで、その辺との協議がしっかり進むように、お

願いしたいと思います。 

続きまして、次の質問に入ります。就学援助金の町の対応について質問いたしま

す。学校教育法第19条において経済的理由によって就学困難と認められる学齢児童

又は学齢生徒の保護者に対しては、市町村は必要な援助を与えなければならないと

されています。就学援助はこうした考えから、国や地方公共団体が助成しているも

のだと解釈しております。粕屋町における就学援助の現状と課題について聞きま

す。 

◎議長（小池弘基君）  

堺教育委員会次長。 

◎教育委員会事務局次長（堺 哲弘君）  

就学援助制度につきましては、経済的な理由により就学が困難な子どもの教育機

会の保障の観点から、非常に重要な制度であるというふうに認識をしておるところ

でございます。 

この制度の現状でございますけれども、令和４年度の実績といたしまして、支給

人数が約800名。支給額につきましては約2,900万円という金額になっております。

このようにご利用をいただいております、就学援助制度ですが、全国的には様々な

課題を抱えておるものでございます。 

一般的に言われます、主な課題といたしましては、周知が行き届かずに制度自体

を知らないっていう保護者の方が出てきて、利用ができないという場合があるとい

うこと。あと、制度の対象者のうち、要保護と同程度に困窮していると認められ

る、準要保護者とこれの認定が、市町村がそれぞれ規定をしておりますので、制度

対象者にばらつきが出てしまうということですね。それと、対象認定の際にどうし

ても収入制限がございますが、その収入の基準は前年度収入を基準といたしますた

め、今現在、困窮をしていたとしても対象にならないという方が出てくる可能性が

あるということですね。それと、援助金が後払いとなるものですので、一時的に立

て替える費用の捻出が必要になるというようなことなどが挙げられております。 

以上です。 

◎議長（小池弘基君）  
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山𦚰議員。 

◎１４番（山𦚰秀隆君）  

国は要保護者に係る支援として、就学困難な児童及び生徒に係る就学奨励につい

ての援助に関する法律、学校給食法、学校保健安全法等に基づいて必要な援助を行

っておりますと。国の補助率は２分の１で、令和５年の予算額は約5.5億円となっ

ておりますと。準要保護者に係る支援、要するに生活保護世帯ではなくて、それに

準じる準要保護者に係る支援は、この平成17年度より国の補助を廃止されてるわけ

ですね。税源の移譲、地方財政措置を行って、各市町村が単独で負担してますよっ

ていうことですね。 

令和５年度の町の予算では、就学援助金として町が負担する金額にならないのか

なとは、今、お話を聞いてて思ったんですが、教育振興費の扶助費で小学校が約

5,505万4,000円、中学校が5,323万8,000円で、これ全額一般財源であります。今、

就学援助費が令和４年度800人で2,900万円ですよっていうことだったんで、ちょっ

とこの金額に差が出るので、この差が出てるのをちょっと説明してもらっていいで

すかね。 

◎議長（小池弘基君）  

堺教育委員会次長。 

◎教育委員会事務局次長（堺 哲弘君）  

失礼いたしました。差の出てる分につきましては、要保護世帯、準要保護世帯の

認定をしますときに、要保護世帯というのが法律上、対象になってまいりますけれ

ども、これは保護が必要であると考えられる世帯という形になります。実際には、

保護を受けているかいないかっていうのは、また別になりますので保護を受けてあ

る方については、県の要綱が出ておりまして、要綱上、こちらは対象外になるとい

う形になっております。その分をどうしても、保護費のほう、教育扶助のほうで出

ますので、そちら側から見ておりますので、その分が差額という形になるのかなと

いうふうに考えてるとこでございます。 

◎議長（小池弘基君）  

山𦚰議員。 

◎１４番（山𦚰秀隆君）  

そうすると、この、今、令和５年度の予算で表されてる5,505万4,000円と、中学

校の5,323万8,000円、これは保護世帯の分も含まれてるっていうお話でいいんです

か。 

◎議長（小池弘基君）  

堺教育委員会次長。 
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◎教育委員会事務局次長（堺 哲弘君）  

予算を組みますときは、どうしても最大数対象になりうるご家庭を全部考えて、

ある程度算定をいたしますので、保護を受けられる可能性がある世帯っていうの

が、予算上は組み込まれてしまって、実際に保護を受けられた場合は対象外となっ

てしまうというものは入ってるかなというふうに考えます。 

◎議長（小池弘基君）  

山𦚰議員。 

◎１４番（山𦚰秀隆君）  

ちょっと、こちらの言ってる意味が分かってないようなので、もうちょっと確認

させてください。要保護世帯っていうのは、国が払って手当てをするわけでしょ。

就学援助費は、ここに入ってないわけでしょ。だって、予算では、国からの国庫支

出金は、補助金は入ってきてませんよ、修学旅行費。20何万とか15万とか。だか

ら、入ってきてないのが、保護費も含めてこちらが払ってるとおかしくないです

か。だからこれは、あくまでも町の負担。全額、一般財源からの負担の金額なんじ

ゃないんですか。この金額。要するに教育費、扶助費。 

◎議長（小池弘基君）  

堺教育委員会次長。 

◎教育委員会事務局次長（堺 哲弘君）  

ちょっと、予算のほうの細かい説明をさせていただきたいと思いますが、国から

入ります補助金、国庫補助につきましては、２分の１補助で、議員の言われますと

おり、要保護世帯とかにつきましては修学旅行費のみという形になります。その要

保護世帯のうちに、要保護世帯全体を見て、全数ではございませんけど、ある程

度、人数を見込んで予算を組むんですが、そのうちの実際保護を使われたところは

対象外になってしまうので、そこに本来予算を組んでる額よりも支出額が減ってし

まうという要因が１つあるという点でございます。 

それと、先ほど2,900万程度というふうに申しました。ちょっと、支給総額の考

え方が複数ございまして、2,900万に今含めていないものが、修学旅行費の扶助で

すとか給食費の扶助、医療費の扶助、あと、特別支援学級のほうに扶助しているも

のが、またやはり同じような内容で、給食費ですとか校外活動費とか学用品費と

か、というのがまたあるんですけれども。これをすべて含めますと、もう3,850万

ぐらいの金額になりますので、それが先ほど予算で言われました5,500万台の全数

に対する支出額というふうになるかなというふうに考えます。 

◎議長（小池弘基君）  

山𦚰議員。 
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◎１４番（山𦚰秀隆君）  

就学援助費っていうのはもともとだから、学校給食費も修学旅行費も含まれてる

わけじゃないですか。だから最初、2,900万って言ったのは、やっぱ違うんでし

ょ。違うことを言いたかったわけ。だから、今現在はこんだけ払ってますよっての

は、本当ですよっていう話じゃないの。ね。そうやろ。だから、ごめんなさいね。

じゃあね、うちの就学援助対象者、どのぐらいいるんですか。 

◎議長（小池弘基君）  

堺教育委員会次長。 

◎教育委員会事務局次長（堺 哲弘君）  

それぞれの扶助によって、その対象が何年生であるとか、あるいは、それこそ保

護、準要保護世帯だけなのかそうじゃないのかとかいうのがありますんで、ちょっ

とばらつきあるんですけれども。 

（許可のない発言あり） 

◎議長（小池弘基君）  

山𦚰議員。 

◎１４番（山𦚰秀隆君）  

議長これ、通告書に記載してないということは言わんですよね。 

（許可のない発言あり） 

◎議長（小池弘基君）  

山𦚰議員、挙手をお願いします。山𦚰議員、もう一度。 

◎１４番（山𦚰秀隆君）  

僕は、就学援助金の町の対応について聞いてるわけですから、当然に、今、町に

就学援助者がどれだけいるかということは、改めて聞いて、さっと出てこないと、

もう時間の経過が止まるわけでもないし。考えてる間に言われてるんで。要保護世

帯、準要保護世帯、縦分けてるわけだから、当然に準要保護世帯は全額町の負担で

すよってなってるわけだから。何人あって、どんだけ負担してますよっていうこと

ぐらいは、やっぱり前もって調べておいてもらわないと、話が続かないですよね。

何言ってるか今度、分からなくなって、自分でも何言ってんだみたいなことになっ

てしまうんで。わかりました。大体いいです。 

これ、教育委員会に就学援助認定の判定が委ねられてるっていうことだったです

よね。各市町村で判定基準の方法が異なるというのもよく分かります。就学援助認

定者の、それで数が決まりますよっていうことなんですね。ある論文によると、一

般財源化したことで、認定者数及び支給額が、この高齢者の増加に伴い影響を受け

るっていう研究論文があるということがあるんですね。高齢者が増えてきたら、こ
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の就学援助認定の数が減って、認定者が減るっていう論文があるということなんで

すね。これよく分からないですけど。これ以外に計算基準があって、計算で出され

て、各自治体のデータを寄せて、全国から出て、それを基に出したっていう、本当

に信憑性ある論文なんですね。そういう形だったんです。 

そこで、粕屋町も今さっきお話ましたよね、高齢化が進んでおります。町の財政

によってこの就学援助者数が変わるのか、変わってきてるのかというのを、今度は

教育委員会、認定者であります教育委員会、判定する教育委員会にお伺いしたいと

思います。 

◎議長（小池弘基君）  

堺教育委員会次長。 

◎教育委員会事務局次長（堺 哲弘君）  

先ほどは大変失礼いたしました。まず、要保護、準要保護の人数でございますけ

ども、概ね、小学校中学校それぞれ100名ちょっとずつぐらい、220名ぐらいの人数

になるかと思います。今、そこの内訳を持っておりますのが、ちょっと令和３年度

４年度しかございませんけども、この分につきましては人数的には変動はございま

せん。 

◎議長（小池弘基君）  

山𦚰議員。 

◎１４番（山𦚰秀隆君）  

だからね、人の話を聞いてほしいんだけど、要保護世帯が何名、何％で、率でも

いいです。率でもいい、お願いします。準要保護世帯が、何名。今、大まかなこと

しか言わないでしょ。大まかなことしか分からないんですか。数字的な問題。 

◎議長（小池弘基君）  

堺教育委員会次長。 

◎教育委員会事務局次長（堺 哲弘君）  

内訳を申し上げますと、令和４年度ですけれども、これ、予算ベースでございま

すので、これぐらいの人数が申込みをされるという、一応多分全数見ている数字だ

ろうというふうに考えておりますが、小学校で要保護が10名、準要保護が96名。中

学校で要保護が15名、準要保護が100名という数字でなっております。 

◎議長（小池弘基君）  

山𦚰議員。 

◎１４番（山𦚰秀隆君）  

すみません。なんか細かいことばっかり聞いて。これ、率、全校生徒に、生徒総

数にかかる率ってどのぐらいなんですか。 
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◎議長（小池弘基君）  

堺教育委員会次長。 

◎教育委員会事務局次長（堺 哲弘君）  

申し訳ありません。ちょっと率までは調べてきておりません。大変申し訳ござい

ません。 

◎議長（小池弘基君）  

通告書出てますので、ある程度の想定できる範囲については、事前に調べて来て

いただくようお願いいたします。山𦚰議員。 

◎１４番（山𦚰秀隆君）  

これ、ネットで出てるんですよ。うちの町じゃないですよ、福岡県出てるんです

よ。調べればすぐ分かりますよ。大体、福岡県ではどっか書いてあったな。福岡県

では要保護世帯で2.15％、準要保護世帯で20.29％。結構高いです全国的に。こ

れ、５人に１人が就学援助対象者なんですよ。そこら辺を掌握してありますか。教

育委員会が認定判定するんですよ。これ、認定判定してるわけですから、当然、人

数とか推移、どれぐらい増えてきているとか、減ってきてるんだとか。どういう原

因で減ってきてるだとか。今、さっき言いましたよね、高齢者が増えたら財政的に

厳しかったら減るのか。減らしてるのか、わざと。そういうことも聞きたいんです

よ。だから、そういうことがないようにちゃんと認定してあげてねというのが私た

ちの願いなんですね。そういう漏れがないように。今、漏れがあるかもしれないと

いう話もありました。だから、そういうことはきちっと、やっぱりやっていただき

たいなっていうふうに思っております。 

次に、この就学援助の前倒し制っていうのがありますよね。これですね、この就

学援助費を支給していますよね。準要保護、要保護、一時的に生活困窮者に対し

て。学生服など、前もって用意する必要があるために、新１年生の世帯のみで申請

時期を前倒しで支給する場合があると思います。入学準備金などがそれにあたると

思いますと。対象者に該当する３項目あり、それを満たせば申請が可能であります

と。３項目につきましては、町が保護者に配ってる、この黄色い紙に書いてありま

すので。粕屋町在住、小・中学校入学予定と次のいずれかに該当するっていう８項

目。それが３項目ですね。満たせば申請が可能ですよっていうことなんですね。 

申請期間が毎年２月１日から２月20日までとなっておりますので、認定結果が３

月15日頃に通知となっているため、支給日については３月31日となってますってい

うお話ですよね。 

しかしながら、生活困窮者においては、学生服にかける購入にかけるお金が足り

ないなど、一時的なお金の用意ができないのが現状だろうと思います。この支給日
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について、何らかの対応ができないのか。また、できない理由はどこにあるのか、

それを聞きます。 

◎議長（小池弘基君）  

堺教育委員会次長。 

◎教育委員会事務局次長（堺 哲弘君）  

御提案ありがとうございます。支給時期につきましては、もっと早いほうがいい

という御意見は非常に分かります。承知をいたしておるところでございます。た

だ、もし４月以降、非常に転入・転出の多い町でございますので、急きょ転出され

たりとかという方が、実際、結構人数あるようでございまして、返金をしていただ

くような状況になる場合が発生したときに、保護者の方に大変嫌な思いをさせてし

まうということが懸念材料として一つあるところでございます。 

さらに、現状、就学援助金の御案内を、毎年１月20日頃に発送しております入学

通知、どちらの学校に入学になりますということでしております通知のほうに同封

しておるところでございます。この時期がどうしても早まってしまいますと全体的

に手続が早まってしまいますので、郵送料等の経費負担が増えることですとか、あ

るいはまた、入学通知がまだ届いてない状況になりますので、入学先の確認をした

いとか、その他問合せ等で保護者と職員両方で事務的な負担が増えるというような

ことは、１点懸念材料として考えられるところでございます。 

◎議長（小池弘基君）  

山𦚰議員。 

◎１４番（山𦚰秀隆君）  

この問題は財政的な問題じゃなくて、これ、作業効率の問題だろうというふうに

思ってます。今も忙しい流れの中で、いろんな状況もあると思いますけども、郵送

費ぐらいがかかるようなお話でしたけどね。事務作業多忙なために時間がかかると

いうことであれば、この認定通知から支払い日まで15日間要しているので、この申

請受付日をもうちょっと、15日早めて、15日ぐらいにもう支給できないか。この辺

どうですか。早めることってできるんすか。認定日、申請日を。今、20日までです

よね。15日早めるという感じ。 

◎議長（小池弘基君）  

堺教育委員会次長。 

◎教育委員会事務局次長（堺 哲弘君）  

できたら事務作業的には全体を早めたいというところがございますが、そこをど

れだけ短縮して15日申請受付を早められるかというところは、ちょっと今後検討さ

せていただきたいというふうに考えます。 
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◎議長（小池弘基君）  

山𦚰議員。 

◎１４番（山𦚰秀隆君）  

それと、事務的な作業をやっぱり減らすということを、効率化するってことも一

つ大事だと思うんで、今、町が進めているデジタル町ですね。デジタル化を推進し

ていくっていう、電子化を進めてやっていくという流れの中で、この就学援助シス

テムっていうのがあるんですね。これのバージョンアップをすれば、今の数倍の作

業時間で、短い時間で、すごく、学齢簿を作れたり、就学援助対象者を認定、指定

できるっていうものがあるらしいんですよね。こういうバージョンアップを、今後

ちょっと作ってほしいなっていうのがちょっとあるんですけど、この辺はどうでし

ょう。 

◎議長（小池弘基君）  

堺教育委員会次長。 

◎教育委員会事務局次長（堺 哲弘君）  

就学援助関係、就援関係のシステムにつきましては、既に粕屋町でもシステム化

をしておるところでございます。議員が言われております、システム標準化による

バージョンアップを指すものではないかと思われますけども、これにつきまして

も、システムを入れております業者が随時対応してまいる部分と思います。ちょっ

と時期は未定でございますけれども、今後、粕屋町でも対応していくところである

というふうに考えております。 

◎議長（小池弘基君）  

山𦚰議員。 

◎１４番（山𦚰秀隆君）  

あと、懸念材料として、入学しない場合、返金をお願いするっていうこともござ

いましたけど、心苦しいということございましたけども。当然、粕屋町在住じゃな

いと駄目ってことは分かってるでしょうし、粕屋町の小・中学校に行かないと駄目

ですってことを書いてあると思うんで、誓約書を書いてあるでしょ。誓約書、書い

てるから、もう性善説でいかないといけないと思うんですよ。疑ったらしょうがな

いんで。もう、行政はやっぱり性善説で行っていくっていうのが僕はスタンスだろ

うと思うんだよね。だから、そのために誓約書、書いてるという思いがあるんで、

その辺はあまり懸念材料として、今回の入学準備金を支給するのに、そこが懸念材

料になりますっていうことは、僕はないんじゃないかなと。必要ないんじゃないか

と。今、言った作業効率の問題だけだと思うんで、そこをやっぱり15日早められる

んであれば早めて、早く、15日、せめて末じゃなくて３月15日ぐらいまでにお支払
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いしてあげるとかですね。 

そういう、やっぱり対応してあげるのが、町の細かい寄り添った施策だと思うん

ですね。事業だと思うんですよ。だから、その辺はやっぱりできることは、やっぱ

り率先して行政側がやってあげるっていうのは、僕はいいことなんじゃないかなと

いうふうに思ったんで、今回、質問をさせていただきました。 

もう最後になりますが、市制に向けた取組がいよいよ始まりました。将来のまち

の姿を思い浮かべるとき、住民の笑顔溢れる人に優しいまちに、ウェルビーイング

な子どもからお年寄りが元気に暮らしている。誰もが幸福感を感じていける。そん

なまちづくりを目指しているのが行政であり、議会、そして私たち議員であろうか

というふうに、それが役回りであり、目的だろうというふうに思っております。今

回、細かいことかもしれませんけれども、一住民に沿ったですね、安心・安全なま

ちづくりの一助だと思いますんで、こういった質問をさせていただきました。町

長、最後に、今のお話聞いて何か一言あれば、是非お願いします。時間はたっぷ

り。 

◎議長（小池弘基君）  

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  

まさに、子ども政策、子育て世代に対する支援については、これはもう、ど真ん

中の政策。これはもう国と全く一致しております。特にこの粕屋町においては、子

どもたちが生まれ育つ、そういった比率は他の自治体に比べて非常に高いと。当

然、これは未来につながる、永続的にサステナブルにつながる、粕屋町の発展。ま

た、市になったときにもこれは永遠と続くものと思っています。今、御指摘の部分

につきましても、積極的に検討しながら進めてまいりたいと思います。ありがとう

ございます。 

◎議長（小池弘基君）  

山𦚰議員。 

◎１４番（山𦚰秀隆君）  

以上で一般質問を終わります。 

（14番 山𦚰秀隆君 降壇） 

◎議長（小池弘基君）  

お諮りいたします。 

本日、５名の一般質問者を予定しておりますが、時間のほうが後、あんまり午前

中ないんですけども、できましたら、次の久我議員が準備がよろしければ、続けさ

せていただきたいと思いますけど、皆さまいかがでしょうか。 
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異議なしでよろしいですか。久我議員はいかがですか。大丈夫ですか。はい。 

それでは５分間執行部の入替えも含めまして、短いですけど５分間、暫時休憩と

いたしますので、再開を11時30分といたします。 

（休憩 午前11時24分） 

（再開 午前11時30分） 

◎議長（小池弘基君）  

再開いたします。 

議席番号12番、久我純治議員。 

◎１２番（久我純治君）  

議席番号12番、久我純治、通告書に従いまして質問します。 

１問目は、粕屋町町内にある公園のトイレをウォシュレットに。偶然にも、フラ

ンス南部で開催された第76回カンヌ国際映画祭で、21日の夜、日本時間の28日未明

に開かれた東京を舞台にしたパーフェクトデイズに、主演された役所広司さんが男

優賞を受けられました。公共のトイレの清掃員の話であるのですが、「私たちが普

段には見えない、また、話題にもしないような人たちがよく見え、見ようとする心

に余裕がある人間だと思う。」と受賞後の役所広司さんの言葉だったそうです。 

家庭のトイレは、その家庭を表すと昔からよく聞いておりますし、私自身、助産

婦の母を持っていたのでいつも聞いておりました。店のトイレも私自身で今も掃除

しております。現在の公園のトイレは、和式が多く、水洗トイレも古いバージョン

も陶器製もあります。電気は薄暗く、冬は冷たくてたまりません。建物の中とは比

べものにはなりません。最近のある建物は、トイレを建物の顔として売り出してい

るというところがあります。 

公園のトイレも、粕屋町の内外のいろんな人が利用します。汚れやすいかもしれ

ませんが、見えないところに気を配る必要があると思います。粕屋町の下水道の普

及率は98.3％で、他町とは比べようもない値の普及率です。冬は温かいトイレが必

要です。もし現在、くみ取り式のトイレがあるなら、ウォシュレットの便器に変え

るべきと思います。粕屋町の顔になると思います。 

それで、次の４項目の質問に移ります。町内の公園の数、また、そこにトイレが

付いているかどうか、まずお願いします。 

◎議長（小池弘基君）  

新宅都市政策部長。 

◎都市政策部長（新宅信久君）  

はい。町が管理する公園は、都市公園や児童遊園、開発に伴う帰属公園を含めま

して、町内には39か所公園がございます。そのうちトイレを設置している公園は
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20か所になります。 

◎議長（小池弘基君）  

久我議員。 

◎１２番（久我純治君）  

今、20か所と言われましたけど、あとは無いというわけですよね。トイレを付け

られないような範囲の公園だと思うんですよね。実際私も見たことないから分から

んけど。 

ただ、トイレの２番目なんですけど、トイレの状況はどんなふうなんですか。和

式とか洋式と古いとか、いろんなの付いてますよね、昔からの。その状況はどんな

ふうですか。 

◎議長（小池弘基君）  

田代都市計画課長。 

◎都市計画課長（田代久嗣君）  

公園内に設置しているトイレの多くにつきましては、和式のトイレでありまし

た。そのため、町のほうとしては、令和２年度から洋式トイレへ取り替える工事を

計画的に行い、これまで６公園、10基の洋式化に取り組んでまいりました。残る公

園トイレにつきましては、建物の改築も必要でありますので、ユニバーサルデザイ

ンに配慮した建物の改築と併せ、洋式化を進めていきたいと考えております。 

◎議長（小池弘基君）  

久我議員。 

◎１２番（久我純治君）  

さっき20箇所しかないという、あとのトイレがないところの公園なんですが、私

たちも、よくよそに行ったら、公衆便所が無いと、やっぱ、取りあえず公園を探し

ますよね。公園にあるもんと思っていくもんだから。できれば今無いところには付

けられないんですか。 

◎議長（小池弘基君）  

田代都市計画課長。 

◎都市計画課長（田代久嗣君）  

まず、町のほうで整備をいたしました都市公園等については、トイレの整備も併

せて行っています。残りのおおむね多いのが、トイレが無い公園について、開発工

事によって帰属された公園等になりますので、その部分にはちょっと無いような形

になってます。開発の帰属ということになりますので、通常開発面積の３％程度が

帰属公園になりますので、かなり規模の小さい公園ということで、例えば100平米

程度とか、そういうふうな200平米程度ぐらいの公園になりますんで、基本的には
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トイレが無いような形にはなってます。 

◎議長（小池弘基君）  

久我議員。 

◎１２番（久我純治君）  

おっしゃるように、開発途上っていうこと分からんでもないんですが、今、言っ

たように粕屋町は結構人が多いけど、立ち寄るとこ少ないんですよね。コンビニあ

りますよってよく言われるけど、コンビニもうまくは借りれないそうなんですよ。

そして、さっき言ったように和式が多いというから、それはくみ取り式ですかそれ

とも洋式の和式ですか。 

◎議長（小池弘基君）  

田代都市計画課長。 

◎都市計画課長（田代久嗣君）  

和式トイレが多いのは、和式トイレのうち、20か所の公園のうち19、あ、すみま

せん。まず和式トイレについては水洗でなってます。ただ、１か所だけ、駕与丁公

園のグラウンド北側につきましては、ここはくみ取りになってます。それ以外は水

洗のトイレになってます。 

◎議長（小池弘基君）  

久我議員。 

◎１０番（久我純治君）  

一番気になったとは、そこの今言われる、グラウンドの左側のとこなんですよ

ね。あそこが建物も古いんですよね。そして、ちょうど今、駕与丁公園を整備して

ありますよね。だから、私、今度できるんかなと思って期待しとったんですよね、

本当は。 

ただ、普及率と言ったのも結局、よそは低いから水洗便所できないということや

ったんですけど、粕屋町は98．何％以上いう普及率ですからね。あそこのトイレが

くみ取り式、私もよく行きよったっちゃけど、汚な過ぎて、下が見えるし。それ

と、これはもう話題別ですけど、酒殿の駅にあったと前から言ってた、あれがどげ

んなったかいつも心配なんですよね。あれはどんなふうですか。 

◎議長（小池弘基君）  

田代都市計画課長。 

◎都市計画課長（田代久嗣君）  

はい。御質問の駕与丁公園、ちょうど野球場の北側の芝生広場にあるくみ取りト

イレについてでですが、こちらのトイレにつきましては、現在行っております駕与

丁公園施設長寿命化計画に沿って、トイレの建て替えと併せて水洗化を今後計画し
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ていくようにしております。 

あと、酒殿駅の分でしょうか。酒殿駅前、こちらについては区画整理事業により

まして、新たな町並みが出来、この町並みに合うよう町のほうも、駅前整備、駐輪

場やトイレ、シェルター、スロープの整備を行い、JR に対しても新たな町並みと

同調するような駅施設の環境整備、改善ですかね、をお願いしてきたところであり

ます。御質問の酒殿駅構内にあったトイレ、こちらについては昨年度南口の駅舎の

リフォームに併せて、JR さんのほうが撤去されています。 

◎議長（小池弘基君）  

久我議員。 

◎１２番（久我純治君）  

そしたら先ほど、和式が多かったですよね、トイレが。これは洋式のウォシュレ

ットに変えるようなあれはないんですか。令和２年からやりよるって言って、話ち

ょっと出たんですが、今さっき昨日も話出とったけど、もう和式っちゅうのは少な

いですよね。慣れてないし。今、男でも立ってすることじゃなくて座ってせれとい

うことになってますよね、今、家でも。だから、もうやっぱり洋式が、もう当たり

前のごとなっとうからですね。どんなふうですか。 

◎議長（小池弘基君）  

新宅都市政策部長。 

◎都市政策部長（新宅信久君）  

はい。ウォシュレットにつきましては、順次、建築年数とか利用状況も勘案しな

がら、公園トイレの改築を進めていきたいと考えておりますが、今年度は、花ヶ浦

公園、それと駕与丁公園のグラウンド側のトイレを、改築、改修する予定なんです

が、そこでは、一応ウォシュレット一体型便座を予定しております。今後も、古い

ものではもう昭和47年に花ヶ浦公園建築をされてるんですけども、順次そういった

状況も考えながら、今後はウォシュレット一体型を標準型として設置を行ってまい

りたいというふうに考えております。 

◎議長（小池弘基君）  

久我議員。 

◎１２番（久我純治君）  

もう是非、進めてやってください。ただやはり、今の女性の方が特に、やっぱ冷

たいのどうのこうの言って、何年か前は公共施設のほうにはお願いしてできて、大

変喜んでありました。だから、是非、外はとにかく冷たいんですよね。だから、是

非お願いします。 

それと、４番目に移りますけど、緊急通報装置の設置は出来ないかって。なぜ、
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私これ言うと、あそこのうちの近所の公園があるんですよ。あそこのトイレに昨年

やったと思うんですが、何時間か老人の人が出てこれなかったらしいんですよ。そ

んなことがあったもんだから、是非、今、中で押すようなこといろいろありますよ

ね。福岡市内とかあるらしいんですけど、何かそんなもの装置ができないんですか

ね。 

◎議長（小池弘基君）  

新宅都市政策部長。 

◎都市政策部長（新宅信久君）  

はい。そのお近くでそういう事案があったということなんですが、今年度計画し

ている花ヶ浦公園とか、先ほど申しました駕与丁公園のトイレなんですが、そちら

の改築改修で、緊急時にほかの公園利用者に分かるように、警報ランプ付きのブザ

ー設置を予定しております。この分につきましても議員御指摘のように、今後、そ

れも標準形として、やはり外からそういった警報的な部分が見えるような形で、整

備は行いたいというふうに考えております。 

今現在、20年程前より整備した公園のトイレには一応警報ランプは設置しており

まして、今のとこ、20公園のうち５つの公園で実際設置してるような状況になって

おります。 

◎議長（小池弘基君）  

久我議員。 

◎１２番（久我純治君）  

是非、常設してやってください。それと、トイレの周りがどっちかいうと、前は

隠しとかないかんということで、見えにくいような中に入りにくいようなトイレが

多かったですよね。今、どんなふうになってるか知らんけど。もう少し明るく、外

からさっと見えるような、防犯の意味でも、かかるようなトイレをつくり方をやっ

てほしいんですよ。そうせんと、前は公園なんかも、今、原町駅の公園もそうやけ

ど、木が大きくなってますよね。中がよく見えないんです、外からね。だから、よ

く言われる怖いって。 

だから、今後は、トイレが作られるときとか改装されるときは、是非見やすく防

犯位置とか考えてみんな使いやすいようなトイレを是非作ってやってください。是

非お願いします。 

◎議長（小池弘基君）  

答弁要りませんか。新宅都市政策部長。 

◎都市政策部長（新宅信久君）  

御意見、貴重に承りたいと思います。それで今年、花ヶ浦公園に整備する分は確
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かに議員言われるように、トイレ暗いとかいうイメージがおありでしょうけども、

一応ユニバーサルデザインと言って、年齢や性別、身体的能力の違いにかかわら

ず、できる限り全ての人が使いやすいようなデザインで、空間をデザインしようと

いう考え方のもとに、一応デザインをしておりますので、出来ましたら是非一度、

御見学をいただければというふうに思います。今後もそういった観点で、トイレ整

備は進めていきたいというふうに考えております。 

◎議長（小池弘基君）  

久我議員。 

◎１０番（久我純治君）  

是非、粕屋町のトイレ行ったら、わーっという位にしてやってください。お願い

します。 

では、２番目に移ります。町内の公園にシニアの健康用具の設置を。通常、公園

は子どもの遊具が設置してあります。粕屋町には若い世代が多いのですが、高齢

者、年齢も多くなっております。シニアに対する健康にも気をつけていただきたい

ものです。駕与丁公園の中にシニア用の健康用具が設置してありますし、数人が利

用されているところを散歩の途中で見かけることがあります。韓国や中国では、公

園の内に増設してあるそうです。年齢によるものは万国共通のものだと思います。

お金を出してジムに通う人は少ないと思うし、大変です。シニアのための健康用具

とベンチがあれば、高齢者の憩いの場になるかもしれません。 

以前、町長がおっしゃっていたバス停にベンチをということで、いろんなところ

にバス停にベンチがついております。ただこのとき、蛇足でございますがよく言わ

れたのが、屋根が欲しいっていう一言がついておりました、私には。これはもう、

今日の質問別ですけど、是非公園内にシニアの健康用具とベンチの設置を望みます

が、よろしくお願いします。 

◎議長（小池弘基君）  

新宅都市政策部長。 

◎都市政策部長（新宅信久君）  

昨日でしたか、川口議員の御質問の中でもお答えをさせていただいたんですが、

本町、公園には全部で155基の遊具が設置してございます。そのうち踏み板ストレ

ッチやバランス円盤、背のばしベンチなど健康遊具が20基ほどございます。町で整

備した都市公園には、公園の広さにもよりますが、６基から15基程度のベンチを設

置しております。駕与丁公園におきましては、遊歩道沿いなど主要なところにベン

チを設置しておりまして、公園へ健康遊具とベンチの設置要望につきましては、各

公園の利用状況、それと地域の要望等を踏まえ検討したいと考えますが、老朽化し
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たベンチ、今、御指摘いただいたベンチにつきましては、なるべく腹筋ベンチや背

のばしベンチなど健康遊具が併用となって、ベンチに今後、取替えを進めてまいり

たいというふうに考えております。 

◎議長（小池弘基君）  

久我議員。 

◎１２番（久我純治君）  

これ余談なことですが、もし、シニア用にそんなもの健康用具つけてあったら、

一言そこに書いとってやってください。シニア用の健康用具ですよっていう。分か

らっしゃれん人が多いんですよね、結構。だから、あれ、子どものものと思ってあ

るんですよ、大体。だから、境が分かってないんですよね。だから是非、今後、粕

屋町の公園は明るく、みんなの憩いの場所になると思うんですけど、老人にも優し

い公園に是非なってほしいし、私たちも高齢者のほうですから、是非よろしくお願

いします。 

◎議長（小池弘基君）  

新宅都市政策部長。 

◎都市政策部長（新宅信久君）  

はい。貴重な御意見いただきまして、今後、普及啓発に努めてまいりたいと思う

んですが、おとといでしたか古家議員の御質問の中にも、やっぱり高齢者向けの施

策をいろいろ粕屋町がやる中で、やっぱり PR が足りないんじゃないかという御指

摘がございました。その部分を含めて、やっぱり健康遊具を設置したらそれの広報

啓発のほうにも力を注いでまいりたいと思います。貴重な御意見ありがとうござい

ます。 

◎議長（小池弘基君）  

久我議員。 

◎１２番（久我純治君）  

余談でしたけど、是非よろしくお願いします。私の質問は、これで終わります。 

◎議長（小池弘基君）  

ここで暫時休憩に入ります。 

再開時刻を13時といたします。 

（休憩 午前11時49分） 

（再開 午後１時00分） 

◎議長（小池弘基君）  

再開いたします。 

議席番号13番、本田芳枝議員。 



 

－ 167 － 

（13番 本田芳枝君 登壇） 

◎議長（小池弘基君）  

本田議員、どうぞ始めてください。 

◎１３番（本田芳枝君）  

13番、本田芳枝でございます。通告書に従って質問をいたします。 

質問を４問用意しておりますが、それぞれに具体的な内容を質問しているので、

時間が60分で終わるかどうか分からないんですが、とにかく頑張ってみたいと思い

ました。それですみません。答弁のほうもその辺を考えて答弁していただければあ

りがたいと思います。よろしくお願いします。それでは最初に行きます。 

昨年６月にこども基本法が国会において成立しました。粕屋町でも基本法の趣旨

を踏まえ、具体的・効果的な実践の準備が必要です。関係担当職員はもちろん、教

職員や子どもに関わる粕屋町の様々な大人が子どもの権利の内容をきちんと把握す

る必要があります。 

また、今後、施策を進める上で多くの場で子どもの意見を聞く必要が出てきます

が、粕屋町の子どもたちは、子どもの権利を踏まえた上で自分の意見表明をできる

ことをどこで学べばよいのでしょうか。今後の対応についてお尋ねいたします。 

まず最初に、粕屋町でのこども基本法の位置づけと今後の対応について、町長に

お尋ねいたします。 

◎議長（小池弘基君）  

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  

こども基本法は、国が定めた子どもに関する最上位の法律でございます。粕屋町

におきましても、子どもの施策を行うに当たって、最大限遵守すべきものと考えて

おります。 

今後の対応についてということでございますが、国のこども大綱、県の都道府県

こども計画が作成されることになり、それぞれを勘案しまして、粕屋町における市

町村こども計画を作成して、子ども施策の推進に努めてまいりたいと思います。 

◎議長（小池弘基君）  

本田議員。 

◎１３番（本田芳枝君）  

はい。粕屋町の子どもの人口は。まず、子どもというのを平仮名で書くようにし

てあるんですけれども、何歳までが子どもというふうに限定しておられるのではな

く、発達段階に応じてということのようです。粕屋町で子どもの数っていうのは１

万人を超えると思います。未就学児、それから小・中学校、高校生、あるいは18歳



 

－ 168 － 

までの子どもたち。で、子どもの親を含めると１万5,000人、あるいはそれに関わ

る多くの方をあれすると粕屋町の半数以上の方が、このこども基本法に関係する、

そういう流れになっていると思います。 

それで、今、町長は簡単に答えてくださって、うれしい、短いからですね。だけ

れども、これを担当するとか、今後の具体的、例えば、国の大綱、それから県の大

綱で、それを踏まえた上で、県は大綱というかどうか分からないんですが、粕屋町

が計画を立てないといけないっていう、その日程、スケジュールといいますか、そ

れは具体的にどういうふうに考えておられましょうか。 

◎議長（小池弘基君）  

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  

それにつきましては、担当所管のほうからお答えします。 

◎議長（小池弘基君）  

渡辺子ども未来課長。 

◎子ども未来課長（渡辺 剛君）  

すみません。こちらのこども大綱、都道府県こども計画といいますか、地方自治

体のこども計画というのがあるんですけども、こども基本法の第９条のほうでこど

も大綱を定めることとなっております。また、10条のほうで都道府県及び市町村が

こども計画の方を定めることとなっております。 

今、現在、こども大綱のほうを国のほうが定めている最中でありまして、ちょっ

とまだそこの情報が何も出てきておりませんので、いつっていうはっきりしたスケ

ジュールはちょっと言えないところではあるんですけれども、令和２年度から６年

度までが、子ども子育て支援事業計画第２期の、子ども子育て支援事業計画が令和

６年度までの設定となっております。こちらの改定といいますか、第３期の分の作

成と併せて、市町村子ども計画のほう、併せた状態で作成していく予定としており

ます。 

◎議長（小池弘基君）  

本田議員。 

◎１３番（本田芳枝君）  

ということは、粕屋町は来年度に動き出すという流れになりましょうか。 

◎議長（小池弘基君）  

渡辺子ども未来課長。 

◎子ども未来課長（渡辺 剛君）  

すみません。先ほどもちょっと申しましたけども、大綱のほうまだ出てきてない
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のでどういうふうに進めるかっていうのが、はっきりとは今現在分かっておりませ

んが、今年度、子ども子育て会議等も行っていきますので、その中で、委員の皆さ

んに説明をした上で、必要があれば先んじて取り組んでいくという形もとりたいと

は思っております。 

◎議長（小池弘基君）  

本田議員。 

◎１３番（本田芳枝君）  

別の観点から質問いたします。この内容について、こども基本法について、もう

来年度から実際にいろんなことを進められるお話を今されたんですが、私はその前

にこども基本法とは何か。行政職員としてはこれをどう対応しないといけないの

か。あるいは、子どもに関わる施策ですので、町全体でどのように取り組むかって

いうのを、大綱ができるのを待ってするというよりも、今からその準備が必要なん

じゃないかと思うんですが、町長はその辺はどのように考えておられますか。 

◎議長（小池弘基君）  

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  

当然、大綱ができるのは決まってますので、情報を収集しながら準備に取り掛か

りはしております。 

◎議長（小池弘基君）  

本田議員。 

◎１３番（本田芳枝君）  

それではちょっと先に話を進めて、子どもの権利ということについて、町長はど

のようにお考えでしょうか。 

◎議長（小池弘基君）  

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  

その質問は事前にありませんので、当然、子どもの権利というのはこれはもう最

優先されるべきものでございます。それがこども基本法の趣旨でございます。 

◎議長（小池弘基君）  

本田議員。 

◎１３番（本田芳枝君）  

誠にそのとおりです。ところが、実際、子どもの権利について考えて、あるいは

それをどういうふうに具体的にいろんな施策に取り入れようかと思っておられる職

員の方、あるいは保護者は少ないのではないかと私は思います。私自身がそうなん
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です。それで、いろいろ勉強を昨年からしております。一般質問をこども基本法に

ついてお話ししたのは、昨年の12月だったと思います。それに関連して、校則のガ

イドラインをということで、一般質問しております。昨年の12月はそのことを中心

にしましたので、こども基本法については、まだ、ほとんど触れていない、時間的

にも無理だったのでちょっと省いたところがございます。 

それで、私が一番基本になるのはこども家庭庁が令和５年の４月１日に、施行に

ついて通知を出しております。その通知が、ずっと内容がいろいろ多岐にわたって

いるんですが、そのこども基本法の第３条、基本理念についての説明は、国はここ

であるだけなんですね。それ以外は、市町村とか県はどういうふうにしたらいいか

という注意事項みたいなものが書いておられます。実際、こども大綱がいつできる

かも、国ではまだ、いつ発表しますとか、そういう流れは決まっていません。だけ

れども、実際これは、大綱ができてからすぐ取り掛かるというよりも、その前から

準備をしておく必要があるのではないかと思います。 

なぜかといいますと、子どもの意見を反映しないといけないんですね。子どもの

いろんな施策、そういうことに対してさあ今からしますよ、子どもさん集まって意

見を言ってくださいで、できるのかどうか。そこが私は大きな課題があると思うん

です。そういったことに対する町長のお考えは、私はやっぱりこれは、未就学児の

子どもは子ども未来課、小中学校の子どもは教育委員会っていうふうに、割と縦割

りで分けますよね。だけど、このこと自体は、国全体が、国民全てが、この問題を

考えて日本の将来を考える内容の、しかも非常に画期的な内容ではないかと思って

おります。 

だから、粕屋町でこのこども基本法をどのようにしていかしていくか。それはや

っぱり町長としての今後の姿勢によって、随分変わると思います。所信表明とかい

ろんなところで、子ども真ん中の施策を中心にやっていくというふうにおっしゃっ

ておられますが、子ども真ん中っていうことがどういうことなのか、その子どもは

どういう権利を持っているのか、どう思っているのか。その辺を的確に把握してい

ないと、施策に反映できないし、町長のお考えがきちんとしていないと、ほかの行

政の職員の方は非常に難しいんじゃないかというふうに思うので、特に町長にお尋

ねしたいと思っています。 

それで、子どもの意見を反映するということについて、町長ご自身はどのように

お考えでしょうか。 

◎議長（小池弘基君）  

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  
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全く同感ですよ。そのお考えは全く同感でございます。今回のこども家庭庁とい

うのができました。これは、全ての子ども政策について一本化するという国の考え

方です。市町村も全く同じです。同じように動かないと、この国の考え方は日本国

全体には浸透しません。 

したがいまして、今、本田議員がおっしゃったように、子どもの意見の聴取、こ

れがキーワードです。今回の。全く同感なんですよ。だから、その準備を今してる

と先ほどちょっと言いましたけども、まだ国の大綱等が示されてないのでそれはま

だできませんけども、準備は行っております。 

◎議長（小池弘基君）  

本田議員。 

◎１３番（本田芳枝君）  

その準備を伺いたいんですが。 

◎議長（小池弘基君）  

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  

方法としましては、アンケート等、これはしっかり行うということで、子どもの

意見、また保護者の意見を伺うということが基本になると思います。 

◎議長（小池弘基君）  

本田議員。 

◎１３番（本田芳枝君）  

それではこの担当所管といいますか、担当の課は一応決めておられるんでしょう

か。粕屋町におけるこども家庭庁の窓口。 

◎議長（小池弘基君）  

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  

今のところ、子ども未来課が担当になります。 

◎議長（小池弘基君）  

本田議員。 

◎１３番（本田芳枝君）  

ということは、子ども未来課が中心になって子どもや若者を対象としたパブリッ

クコメントとか、審議会、懇談会への子どもや若者の参加の促進、あるいは子ども

や若者にとって身近な SNS を活用した意見聴取などをしていく仕組みやその場づく

りを、国は支援するというふうに、この家庭庁が４月１日に通知を出した中に書い

てあります。 
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じゃ、子ども未来課はそういった内容を来年から実際にもう即始められると思う

んですけれど、今年、令和５年度の準備期間としてどのようにしたらいいのか、お

考えがありますか。それはどっちに聞く、はいお願いします。 

◎議長（小池弘基君）  

渡辺子ども未来課長。 

◎子ども未来課長（渡辺 剛君）  

すみません。先ほどからも申し上げてますけれども、実際には大綱自体は出てき

てないので分からないということあるんですけれども、先ほど言いましたアンケー

ト調査とか必要になってくるとは思っております。方法について、先ほどもちょっ

と申し上げましたが、子ども子育て会議のほう、ちょっとここの会議の中は有識者

等を含めた大人しかいないところではあるんですけども、どのような形で意見聴取

をするかとかそういったところも会議の中では話題にしてどういった方法をとって

いくっていう検討を始めていきたいとは考えております。 

◎議長（小池弘基君）  

本田議員。 

◎１３番（本田芳枝君）  

今、お考えにあるのは多分これですね。これが第２期粕屋町子ども子育て支援事

業計画が、令和６年度までになっているんですね。７年度からどのような内容を策

定するかということを令和６年度に多分、会議をつくられて話をされると思うんで

すが、そこの中のキーワードが子どもの意見をどうこれに入れるか、ということだ

ろうと思います。 

昨年、11月の27日に西小学校で子ども育成会の会合があったんですね。そこで、

子どもの権利について、ファシリテーターの方がお見えになって子どもにゲームを

しながら教えてくださっているんですけれど、そこで子どもの権利って皆さん分か

りますかって聞いても誰も答えができない。今から、そういう子どもに、自分たち

に関わるいろんな町の法律に自分たちの意見が入るんだよっていうことを大人が子

どもに伝え、あるいは学校の先生が子どもに伝え、子ども自身がそれを聞いた上で

本当にそうなのかなあっていうのを思いながら進めていくっていうことに、やっぱ

り私は１年以上はかかると思っています。 

なぜなら、今までそれを誰も聞いたことがない。子どもが権利の主体であるとい

うことを誰も子どもに言ったことがないと思います。ちょっとした会話にそういう

話は出てるかもしれないけれども、子どもの権利ということについて掘り下げて、

子どもたちに話している状況は、私には聞いたことがないんですね。日本の国全体

も今そういうところで戸惑いがあると思うし、この子どもの基本法の内容について
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も基本理念のところが、いまいちはっきり分からない。私が読んでもね。解釈を見

て、あるいは通知を見てこういうことが盛り込んであるんだなっていうのがやっと

分かる。それは、憲法とか国際条約とかいろんなものを踏まえてこの基本理念に入

れていますよっていうのを、読んでみて初めて分かる。そういう状態なんです。だ

から、来年、６年からスタートするときに、職員の皆さん、それから子どもに関わ

る公募された役職の方、あるいは子どもたちがどうその自分たちの意見をそこで言

えるか。あるいは言える場を作るかっていうのは、粕屋町にとって大きな課題だと

思います。 

そしてもう１つは、こども家庭庁の通知の中に、国全体、国民の皆さんにこのこ

ども基本法を周知するということをどのようにするかという感じで問われていま

す。だから、それも今の町長のお考えでは大綱ができてから進めるということでし

ょうか。その辺の流れが私としてはよく分からないので今回この質問に入れまし

た。 

どうですか。もう来年に大綱ができるかどうか分かってないんですよね。多分で

きるだろうと思うんですけど。うちの町はたまたま、これが令和６年までだから、

来年からスタートするということで、来年いろいろ予算をかけたり、予算案を作っ

たりするときから始めるときに、もうそのことは既に、だから、今年の９月10月

11月ぐらいに予算を考えないといけないのでその段階でどのように進めていくかと

いう前準備が私は必要だと思うんですよね。それと、粕屋町全体に対してこういう

基本法ができて、粕屋町はこう捉えますっていうことをアピールしないといけない

と思うんですけど、その辺はどういうふうにお考えでしょうか。 

◎議長（小池弘基君）  

西村教育長。 

◎教育長（西村久朝君）  

町長の施政方針などもありましたように、国と同じように子どもを中心に据えた

ということで施策を打たれてあります。これを受けて私たち教育委員会も、恐らく

住民福祉部も同じような方向で動いてるかと思います。これは、家庭庁ができると

いうことはもう前々から掴んでおりましたし、その意義づけは何なのかということ

も理解はしてるつもりです。 

したがって、大綱ができたから、よーいどんで動くんじゃなくて、もう既に動い

てますよと。例えば、学校教育課と子ども未来課、若しくは健康づくり課と今タイ

アップして児童相談所に対するいろんな情報交換とかそういったシステムを、今だ

んだん垣根が低くなっているような状態に今なりつつあります。 

それともう１つは、これちょっと議員と意見が少し違うのかもしれませんけど、
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私なりのちょっと考えですが、まず、こども基本法については４つの権利というの

があります。これは４つの原則とはまた違います。これは12月のとき私一度説明し

たと思うんですが、４つの権利というのは生きる権利、育つ権利、守られる権利、

参加する権利というのはあります。そして、４つの原則というのは、生命、存続及

び発達に対する権利、それから子どもの最善の利益、これは子どもにとって１番い

いことは何なのかってことを考えなさいということですね。だから、子どもの意見

を尊重し参加できるという。 

それから、差別の禁止、子ども自身の親の人権、性別、意見云々等々あります。

こういった権利と原則というのがありますが、例えば、今、おっしゃられてるよう

に就学前の子どもたちに意見を述べさせようとしても僕はなかなか発達などが発達

レベルからいうと難しい部分があります。これは、私はこのように捉えておりま

す。就学前の子どもたちにもこういう権利があるんですよということを、親御さん

なり地域なりが理解すること。この権利を子どもたちに行使せれというよりも、子

どもたち一人一人誰一人取り残さない、こういう権利があるんだ。だから、子ども

をしっかり皆さん守りましょう、見守っていきましょう。また、子どもがどういう

ふうな対応をするのかを見て、また方向性を考え直していきましょうという、これ

大人側の僕は権利主張だろうと思うんです。 

だから、子どもはどう意見を発表するか、その力をどう付けるかばっかりじゃな

くて、子どもはそういうことを言えるような大人にしていきましょうね。まず、就

学前は子ども一人一人を大事にしましょう。小中学校になったら普通の授業時間に

自分の考えを思い切って表出できるような子どもをつくりましょう。人とやりとり

ができる、双方向のコミュニケーションがとれるような力をつけましょうとかです

ね。やっぱり僕はあっていくと思うんですね。 

だから、そういった発達段階でやはり幼稚園児とか保育園児に自分の意見を言え

る子どもを作りましょうというのは、僕はなかなかちょっと難しいです。そういっ

たことが守れる家庭であってほしいし、守れる社会であってほしいなということ

を、今回、家庭庁なりこども基本法で私は出されてるんだろうというふうに思って

おります。 

◎議長（小池弘基君）  

本田議員。 

◎１３番（本田芳枝君）  

はい。ありがとうございます。教育長、ではまたそのことを後でお尋ねします。

っていうか今、去年の内容について。それで、町長はこのことについて「昨年の

12月に大綱に伴いまして個別の具体的な方策、施策についてはどんどん町村に流れ
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てきています。積極的に教育委員会と協議しながら取り入れて、子どもの権利の確

保、そして子どもだけではなく大人を交えたところの、この粕屋町をもっと豊かに

安心して暮らせる、発展するまちにという気持ちです。」というのを最後におっし

ゃっているんですね。 

それで、多分今後、教育委員会とか子ども未来課の未就学児の子どもたちのこと

とか親御さんのことについて協議を進められていくと思うんですけれど、今、教育

長もおっしゃったように、子どもにさあ聞いても子どもは答えられないということ

は周りの大人がそのことをしっかりと理解して、常に、日頃から子どもに意見を聞

くとか、子どもにいろんな話をしながら進めていくということはすごく大事だと思

うんです。 

昨年、ダイアロジックリーディングの講演を是非お願いしますということで、町

が応援してくださって、実際そういう方がお見えになって、今の図書館のボランテ

ィアでも進めているところですが、実際なかなか難しゅうございます。 

それと、アクティブラーンニング。小中学校では子どもたちが先生と教室の中で

一緒に学び合いながら、意見を言いながらそういう流れを今あるんですけれども、

具体的にそれがなかなか進まないっていうのが現状だろうと思っております。実

際、私たちも読み聞かせをして難しいです。だからこそ、こども基本法の理念にの

っとって、今後、粕屋町の子どもとの暮らしをいい具合に持っていくということが

必要だと思うので、その中心になる町長にその辺の覚悟とかその辺のやり方ってい

うか、そういう思いを問いたいと思って質問をしたんですが。 

これはちょっとまだ過酷、無理な質問だったかも分からないけれど、昨年から今

年にかけて、もう本当に国会でも世の中でも、このこども基本法についてのいろん

な報道あっています。それを粕屋町にどう取り入れたらいいか。そしたら、粕屋町

は結局、子どもの多い町。普通は十人に一人が、今、子どもっていうふうなところ

もあるようですが、粕屋町は25％が子どもたちです。で、その子どもたちが自分た

ちの権利、自分たちが権利の主体でいろいろ相手の意見を尊重しながら物事を進め

て意見を言っていくということは、粕屋町にとってどれだけプラスになるか。私

は、市制に向けて云々とおっしゃってますが、これがポイント、大きなポイントに

なると思います。子どもたちが元気になって、自分のことを自覚して、前に進ん

で、いろんな場所で自分らしさを発揮できる。そういうまちになってこそ、粕屋町

は全国の中でも誇れるまちになるのではないかと思うので、ちょっと今日この質問

を用意させていただきました。一応、町長もいろいろ思いがあると思うんですけ

ど、また後でお尋ねします。はい。ということで２番目に行きます。不登校につい

て。あ、そうだ。それで１問目。大事なことを忘れてましたね。子どもが権利の主
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体であることを子ども自身、大人が理解できるために、粕屋町こども権利条例を必

要と私は思っていますが、その辺のことは、町長ご自身はどういうふうにお考えで

しょうか。 

◎議長（小池弘基君）  

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  

この条例の制定でございますが、近隣では、平成19年度に志免町、平成20年度に

宗像市が既に子どもに関する条例を制定しております。最近では、令和３年度那珂

川市、４年度に田川市。次々、子どもの権利条例を制定したところでございます。 

今回、こども基本法が施行され、これの条例が町に定められなくても、当然この

子どもの権利は守られるべきものと思います。やはり、大きなこども大綱、あるい

はその県のほうの指針等、具体的なものが出ればそれに齟齬がないような条例を作

らなくちゃいけないと思いますし、これから先の市制を目指すこの粕屋町について

は、当然子どもの権利を最優先に考えた、このこども権利条例。そしてまた大事な

のは、その理解する大人ですね。大人に対するその周知、認知、そしてまた理解を

深めることが大事だと思います。それも含めたところで考えてまいりたいと思いま

す。 

◎議長（小池弘基君）  

本田議員。 

◎１３番（本田芳枝君）  

はい。よろしくお願いします。 

次に行きます。不登校について。不登校児童・生徒が、コロナ禍後、更に増えて

いるとの報告が出ています。また２月に、文教厚生常任委員会は議会報告会として

民生児童委員の方と意見交換会を持ちましたが、その席でも不登校についての話題

が出ております。粕屋町教育委員会の分析、対策をとりながら粕屋町の方向性を探

ります。７つの質問を中心に教育委員会に問いますとしてますが、最初の１、２、

３、４。４かな。４までをちょっと、先に報告をしていただいて、そのあとまた、

次に行きたいと思います。４まで、すみません。１は昨年度までの状況とその対応

は。それから不登校児の分析。あるいは今年度の対策は。そして自傷行為に対する

指導などはということで、この４問までのお答えを続けてお願いしたいと思いま

す。 

◎議長（小池弘基君）  

堺教育委員会次長。 

◎教育委員会事務局次長（堺 哲弘君）  
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まず、昨年度までの状況と対応ということでございますけれども、これ、５月の

17日開催されました文教厚生常任委員会のほうでも御報告した数値にはなります。

まず、小学校におきましては、令和４年度には全児童の2.4％に当たります83名、

令和３年度につきましては、全校児童の1.7％に当たります59名となっておりま

す。比較をいたしますと、24名増加をしているというような状況でございます。中

学校のほうでは、令和４年度は全生徒の5.9％に当たる98名、３年度には全校生徒

の4.8％に当たる76名となっておりまして、比較しまして22名増加をしているとい

うような状況でございます。全国的な傾向としまして、令和４年度は令和３年度よ

りも不登校の児童生徒が増加をしているという傾向が見られます。粕屋町でも同様

の傾向が見られております。明確な分析結果があるわけではございませんが、コロ

ナ禍におきまして、学校を休むということ自体への心理的なハードルが下がったと

いったことは影響があるかなというふうに考えておるところでございます。 

この対応でございますけれども、コロナ禍の影響であるからこうしますという画

一的な対応があるわけではございません。コロナ前からも継続しての対応ではござ

いますが、生徒の一人一人の状況、それと児童生徒一人一人の状況を把握しまし

て、それぞれ適切な方法を探りながら、必要に応じて柔軟に関係機関とも連携し対

応していくということを行っておるところでございます。 

２番目の不登校児の分析、欠席の日数とか不登校の原因ということでございます

けれども、病気とか経済的な理由を除きますと、年間30日以上という形で欠席をし

ている子どもを不登校という形で認定をしております。この日数の決まりがござい

ますので、例えば、何月何日現在、何日に達したよとかっていうような集計は行っ

ておりませんので、特にこの欠席日数ということは集計上は把握はできておりませ

ん。もちろん個別には、学校のほうで把握をして対応しておるところでございま

す。不登校の要因でございますけれども、先ほど申し上げたましたように、心理的

な欠席のハードルが下がったということや、また、この時期につきましてはコロナ

不安とかですね、あと、この時期に限りませんけれども無気力とか、様々なこれは

原因が、家庭状況等も含めまして考えられるところでございます。 

今年度の対策といたしまして、粕屋町でも不登校児童・生徒が増加をしていると

いう状況に鑑みまして、今年度は不登校が生じないような学校づくりを進めるため

の福岡アクション３という県の推進しているアクションがございます。この徹底を

施策の１つとして掲げておるところでございます。まず、全生徒でアクション３に

ついて共通理解を図り、未然防止や早期発見、早期対応、きめ細かで継続的な支援

とそれぞれのアクションを確実に起こしてまいりたいと考えているところでござい

ます。また、保護者向けのこのアクション３というのは、教員向けと保護者向けと
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両方あります。保護者向けのリーフレットも配布をいたしまして、家庭での取組と

してのアクション３につきましても、デジタル連絡ツールや学級、懇談会等を活用

いたしまして、保護者のほうへ周知をしてまいるものでございます。更に、アクシ

ョン３の徹底を図っても欠席が続く児童・生徒というのは必ずございますので、欠

席15日以上、不登校兆候というもの、これを示しました段階で誰がいつどのような

支援を行うか。より詳細に計画をして、一人一枚マンツーマンの個表をつくるよう

になりますので、これを作成するものでございます。この支援について話し合う会

議、今年度はスクールカウンセラーですとか、スクールソーシャルワーカーが入り

まして、専門的な知見から支援を一緒に考えるようにしております。教育的な側

面、心理的側面、社会的側面と様々な視点からアプローチをしまして、不登校児

童・生徒とつながることができるようにしたいと考えておるところでございます。 

最後４番目でございます。自傷行為に対する指導ということでございますけれど

も、学校における自殺予防検討会というのがあるんですけれども、自傷行為の多く

は単純に死ぬことを目的をしているものではなくって、怒りですとか不安、緊張、

絶望感、孤立感、つながりたいっていうような欲望ですね、こういった非常に不快

な、本人の中で不快と思われる感情を緩和するために行われるというふうに考えて

おります。もちろんこれ、そういうふうな目的を本人が持ってると言っても無自覚

ですとか、無意識であることがまた難しくなるんですけれども、そういったような

ことが考えられますので、単純に自傷をやめなさい、やめさせるということ、形で

はなくて関係性をまず持続をすると。つながりを切らないようにする。そして、援

助を求めてきたり、自傷をしてしまったということを打ちあけてくれたことを褒め

る、支持をするというようなことなど、非常に専門的な理解、この自傷行為という

ものに対する理解ですとか、知見、対応するスキルというのが必要になってまいり

ます。ですので学校の先生はもちろんなんですけれども、専門的な知見を持ったス

クールカウンセラーとかスクールソーシャルワーカー、こちらを含めまして対応さ

せていただいているところでございます。 

以上です。 

◎議長（小池弘基君）  

本田議員。 

◎１３番（本田芳枝君）  

はい。すみませんね、急がせて。時間がない。一生懸命、そこを考えてくださっ

て早口でお話ししてくださったんかなと思いますが、ありがとうございます。 

私がちょっと申し上げたいのは、国は平成28年、2016年に義務教育の段階におけ

る普通教育に相当する教育の機会均等の確保等に関する法律を定めて、その中で、
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今までは不登校だった子どもさんに対しては、是非学校に戻るようにという指導を

学校の先生方もご家庭の方もしておられたんですが、それ以降、学校に登校すると

いう結果のみを目標にするのではなくて、児童・生徒が自らの進路を主体的にとら

えて、社会的に自立することを目指す必要があるということで、物事の考え方が少

し変わってきたようなところがあるようなんですが、その辺は粕屋町はどのように

対応しておられますか。 

◎議長（小池弘基君）  

西村教育長。 

◎教育長（西村久朝君）  

不登校は、学校に来れないという子どもを問題児だとか、これが問題行動だとい

う捉え方ではなくて、学校に来れなかったら将来、社会に対して自立する、若しく

は社会参画ができない大人になってしまうんじゃないかという、いわゆる進路の問

題だというふうに、粕屋町小中学校の先生方は捉えていただいてるかと私は思いま

す。そういった意味合いで、不登校になったら、自分で来るから登校刺激を与えな

いでというんじゃなくて、学校でこんなことやってるよとか、例えば、こういうこ

とがあるからちょっと来てみないかとか。例えば、学校が無理であれば、教育相談

室ぽるとがございますが、そちらのほうに行ってみる。または中学校は、別部屋の

不登というか、教室に入れない子どもたち用の教室もございますので、そちらのほ

うで少し勉強して帰るとか。場合によっては夕方５時過ぎに親御さんが連れてきて

いただいて、教室にちょっと上がっていただいて３人の先生と面談をするとかです

ね。そういったつながりを私は非常に大事にしていただいてるのかなというふうに

思っております。 

そういったことで、学校に来れない、来る。それだけを問題視するんではなく

て、将来に対してこの子は今のままでいいのかという視点での支援。これを大事に

していただいてると思います。それともう１点、先ほどこども基本法のこともこれ

触れるんですが、少子化が進み子どもの数が減っている。児童虐待、又はいじめ、

自殺、そして不登校の深刻化。こういったものがあるから、あえてこども基本法、

又は家庭庁をつくっていったという経緯がございますので。絶対これとこれ関連性

がございます。私たちはそういったことをできるだけ対処していくということで、

勉強はしているつもりでございます。 

◎議長（小池弘基君）  

本田議員。 

◎１３番（本田芳枝君）  

はい。ありがとうございます。それで結局、ICT の教育を先に進めるとか、多様
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な学びを多分保障してくださっているのかなあというふうに思いますが。今、教育

長の言葉に出ました進路指導。実は、子どもさんがどうしても学校に行きたくな

い、それはもう仕方がないことなのかなあと思っておられても、やっぱり子どもさ

んの進路、それにはタイミングというものがあると思うんです。 

15歳の春、３月に高校を卒業した。何とか卒業できたものの次をどうするかって

いうのを、今の現状では、11月頃、いろんな情報が保護者のほうにいくようです

が、それではちょっと遅いという保護者の意見も聞いております。２年生では早い

かも分からないけど、３年生の初めの段階において、どういう学校があって、どう

いうことが必要だから、学校に来れないのは仕方がないんだけど、こういう準備は

どうですかという形で、親御さんに話するっていうのも一つの役割かなと思ってい

ますが。その辺のポイントとしては、いかがですか。 

◎議長（小池弘基君）  

西村教育長。 

◎教育長（西村久朝君）  

今、おっしゃってるのは進学を中心にした指導のことだろうと思いますが、７月

に第１回目をやって、そして10月か11月に２回目をやって三者面談で、ということ

が大体進学に向けての話ですね。就職に向けても同時にこう話していくわけです

が、ただ、今おっしゃるように、高校受験がある15の春が云々ということじゃなく

て、やはり今勉強できない、今人と会いたくない、今ちょっと自分はエネルギーが

切れてるという状態の子であっても、後々20歳を超えてでも、やはり通信制で高校

資格を取った、大検を取った。こういったやはり、一生を通じてどっかで学びたい

って言ったときに、その準備は、私は今の社会はできてるかと思うんです。 

だから、15歳だから今こうしないといけないという、その考えがやっぱ子どもを

追い込んでしまうこともあるかもしれません。できるだけそこは寄り添うように先

生たちはやっていただいてると思うんですけどね。だから、私は進学指導にあんま

り、中学校というのは高校の予備校ではございませんので、中学校は中学校のやは

り目的っていうのがございますので、やはり時期が云々というよりも、やはりそこ

は１つの通過点であるというふうにとらえておりますので、私は問題ないかと思い

ます。 

それで、ICT は当然やってますので。ちょっと手段は省きましたけどね。学ぶ機

会はいろんなところである。そして、学ぶのは15歳から16歳だけではない。やはり

一生かけてどっかで勉強する機会ってあるんだよという話は、僕は盛んに今世の中

から出てきてるんじゃないかなと思うんですけどね。 

以上です。 
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◎議長（小池弘基君）  

本田議員。 

◎１３番（本田芳枝君）  

はい。私が伺った何人かの方の意識とちょっと違うかなと思って、今、話を聞い

てました。結局、中学校の親御さんは、やっぱり高校の進路、あるいは今の社会で

高校に行っているかいないかその資格を持ってるか持っていないかで、親御さんの

立場としては、是非そういう資格だけをとってほしい、学校には無理に行かなくて

もっていうお気持ちがあるみたいなんですけど。そういう親御さんに対する指導

を、今は例えば、日にちはこうって決まってないけど、こういう進路の仕方があっ

て過去にこういうお子さんがいらしたというふうな指導を受けたいというふうな、

お話を受けたいという話を聞いたので、もう質問の中に入れたんですけれど、その

辺はちゃんと考えて、してくださっているということで、ありがとうございます。 

それとその次に、フリースクールと、それから外国籍の子どもに対する対応はっ

ていうのをしています。結局、学校に行けないけど、フリースクールでは学べると

いう子どもさんもいらっしゃるようなんですね。それから粕屋町は、現在はそう多

くはないみたいですけど、それでも学齢期の外国籍の子どもさんが20数人いらっし

ゃいます。その方たちに対する対応で問題にはなっていないようですが、やはり今

後、粕屋町が人口がどんどん増えていくにあたって、それの対応も考えておかない

といけないんじゃないかなと思って、この質問の中に入れました。お答えをお願い

いたします。 

◎議長（小池弘基君）  

堺教育委員会次長。 

◎教育委員会事務局次長（堺 哲弘君）  

はい。まず、フリースクールについてでございますけれども、フリースクールに

通われる事例は、議員おっしゃるとおり、数としてはごく僅かでございますけれど

も、大体毎年、数名いらっしゃるかどうかなっていうぐらいの状態でございます。

多くの場合、保護者からですとか、あるいは出席日数にカウントされるという関係

がございますので、入りたいというご希望を受けたフリースクールのほうから御連

絡をいただきます。そうしますと、教職員ですとか学校教育課の職員、指導主事な

んかも含めて現地のほうを見学させていただきまして、保護者のほうともお話しし

ながら状況確認をさせていただいた上で、できるだけご希望に沿うように、柔軟に

こちらも対応させていただいているところでございます。 

次に、外国籍の児童・生徒への対応ということでございますが、外国籍といいま

しても、もうずっと日本に生まれ育って、全く日本語不自由にない、何の支援も必
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要がないという方もいらっしゃいますし、逆に日本国籍であっても、海外で生まれ

育って日本語の支援が必要な方というのもいらっしゃいますので、日本語支援の必

要な児童・生徒への対応という形でちょっと答弁をさせていただきたいというふう

に考えます。こちらも数は多くはございません。ただ、やはり年に数件あるという

ような状態でございます。まず、日本語がどの程度分かるのか、逆に日本語じゃな

い何語なら分かるのかといったところも本当に個別の状況を確認をするところから

始まります。その状況に応じまして、支援方法というのを検討して、通訳、誰かを

雇わないといけないのか、あるいはデジタル機器等で対応ができるのか、あるいは

保護者ですとか支援者の方の対応が可能なのか、いろんなことを検討しておるとこ

ろでございます。 

ただ、例えば、通訳等の支援員を雇用するといたしましても、言語によってはそ

もそも見つからないというようなものも中にございますし、もちろん予算の都合と

いうのもございます。また、支援方法を決定して手配をしている間に、割とこうい

った方の、ちょっと帰りますということで一旦帰国された後に、もう帰ってこられ

ないとかいうようなことも、あるようでございまして、準備はしたんだけど無駄に

終わってしまったというようなこともあるようでございます。ということで、必ず

しも全てに御希望どおりすぐ対応ができるというわけではございませんが、こちら

も許す範囲で可能な限り柔軟に対応に努めているというところでございます。 

◎議長（小池弘基君）  

本田議員。 

◎１３番（本田芳枝君）  

はい。不登校について様々な質問をしてお答えをいただきました。今の日本の状

況の中で、本当に不登校が増えている。あるいはフリースクールもだんだんその増

えざるを得ないような状況。私どもが小さい頃は、学校しか学ぶ場所がなかった。

でも今、教育長がおっしゃるようにいろんな場がある。ところが、情報が多過ぎ

て、本当に必要な情報は届かない場合もあるんですね。だから、是非、教育委員会

にもほかの方たちにもこういう学ぶ場があるということ、あるいはこういう考え方

がある、世の中はこういうふうに変わっていっているっていうことを、親は分から

ないことのほうが多いので、そういう発信を学校のほうからしていただきたいなと

いうふうに思いました。 

次に行きます。子どもを危険から守る子ども自身のプログラムについてというこ

とで、粕屋町公式 LINE で不審者等のお知らせ配信が５月に１回、４月に２回ほど

あったと聞いてます。私もスマホでそれを受けました。子どもの登下校の安心安全

について、粕屋町は Qottaby、あるいは防犯ベルなどの事業を行っていますが、そ
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れだけで十分でしょうか。子どもの命を子ども自身が自分で守るという視点からの

対策を問います。 

１番、子ども自身・子どもたち同士で身を守る方法の教育は。２、行政・教育関

係者ができる有効なサポートは。３、保護者が学べる場はということで、３つ質問

を用意しました。それぞれお答えをお願いいたします。 

◎議長（小池弘基君）  

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  

子どもたちを危険から守る、そしてまた、子どもの健全な育成を見守るという観

点から、様々な視点からこれはございます。それぞれ担当所管のほうからお答え申

し上げます。 

◎議長（小池弘基君）  

神近住民福祉部長。 

◎住民福祉部長（神近秀敏君）  

全ての子どもについて、自分自身で危険から身を守り、どう行動するのかという

教えについてというところでございますけども、こども基本法第３条にも記載され

ておりますが、全ての子どもについて、その年齢及び発達の程度に応じて学んでい

くことになると考えられております。 

例えば、子ども自身が危険を回避するための必要な能力としては、どこが危ない

か予測する力、どこが危険なのか判断する力、危険に遭ったときに対応する力とい

う３種類の能力を年齢相応に養う必要があると言われております。 

しかし、こういう能力の養成は勉強を教えるよりも難しいため、例えば、１つの

手段としてなんですけども、親子で通学路を歩いて危険地点を共有することも大切

であるのではないかと思っております。 

よって、教育、保育現場における安全教育とは、子どもたち自身が日常生活全般

における安全を確保するために必要な事柄を理解して、安全な生活を送るための基

礎力を養うことが必要であり、子どもを教育するというより、子どもの健やかな成

長のため、常日頃から教育保育現場において、幼児期・小学校・中学校・高校と、

子どもの発達段階に応じて子ども自身が身を守る方法を教えていくことも、もちろ

んのことではございますが、保護者や地域の大人が安心安全について見守り、配慮

していくことが大切であるというふうに考えております。 

◎議長（小池弘基君）  

古賀総務部長。 

◎総務部長（古賀博文君）  
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総務部、協働のまちづくり課関連では、主に小学生の児童が対象となりますが、

令和２年に株式会社にしけい様と安全安心まちづくりに関する包括連携協定を締結

いたしまして、令和３年度から新小学１年生に防犯ブザーの提供を受けております

が、令和４年度は、６月から７月の間に町立の各小学校で新小学１年生を対象とし

た防犯教室が実施されております。 

内容は、「いかのおすし」のお勉強と。本田議員、「いかのおすし」っていうよ

うな防犯上のことは御存じでしょうか。そしたらちょっとご紹介しますと、知らな

い人にはついて行かないの、いか。それと、知らない人の車には乗らないの、の。

大声を出すの、お。すぐ逃げるの、す。大人に知らせるの、し。で、そこを言葉を

つなげて「いかのおすし」ということで防犯上の５つのお願いということで、子ど

もたちに教えているものでございます。 

それと、御挨拶ダンスの２部構成によるものでございます。なお、令和５年度に

おきまして、新１年生を対象とした防犯教室を６月にも各小学校で実施の予定とな

っております。また、各小学校で粕屋警察署の協力の下、自転車教室等を実施いた

しまして、交通安全に対する意識の高揚ですとか、交通マナーの向上を図っている

ところでございます。 

以上です。 

◎議長（小池弘基君）  

堺教育次長。 

◎教育委員会事務局次長（堺 哲弘君）  

教育委員会部局のものについて御報告をさせていただきたいと思います。 

まず、社会教育課ですけれども、実施をしておりますのは、子どもが何かこう危

険を感じましたときに助けを求めてすぐに逃げ込めるというような子ども110番の

家ですね。こちらのステッカーを作成しまして、御協力いただける町民の皆さまの

御家庭、玄関などに、外から見えやすい場所に、ステッカーを掲示をしていただい

ておるところでございます。また、車についても、動く子どもの110番の家という

形でステッカーを張っていただきまして、御協力をいただいております。また、青

少年健全育成協力店のステッカーにつきましても、御協力いただけるお店の入り口

に、各行政区の青少年指導員を通じて掲示をしていただいておるところでございま

す。これの掲示物のさらなる周知を、青少年育成町民の会議などで行っていきたい

と思います。 

また、学校ですけれども、協働のまちづくり課ですとか粕屋警察署と連携をいた

しまして、毎年、交通安全教室を１年生に横断歩道、４年生に自転車の乗り方とい

うことで実施をしておりますのと、また先ほどちょっと古賀部長のほうから出まし
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たけれども、防犯教室、これを実施をしております。今年も６月中に各４小学校で

実施をされます。 

また、議員のほうからも出ましたけれども、福岡県警からのふっけいメールとい

うもので、不審者情報等が届きますので、これを学校のほうと共有をいたしまし

て、学校のほうからはスクリレというアプリを使って保護者のほうに共有をして、

危険を皆さんのほうに把握して回避をしていただくというような取組も行っている

ところでございます。 

以上です。 

◎議長（小池弘基君）  

本田議員。 

◎１３番（本田芳枝君）  

今、それぞれ粕屋町で行っている、危険から子どもを守るにはどうやったらいい

かという施策をお話をいただきました。それはあくまでも、子どもが大人に教え

て、こういう方法があるんだよっていう流れだろうと思います。 

ところが、今、危険っていう言葉の中には、暴力。大人からの暴力。しかもそれ

が、身近な大人からの暴力というものがあって、声に出せない。そういうお子さん

も結構いらっしゃるというのを、話を聞いています。そういうお子さんは、不登校

になるとか、あるいは自傷行為をするとか、そういった子どもに対しても、やっぱ

り教育委員会とか、子どもの福祉を考える子ども未来課の方たちは、今後、対策を

進めていかないといけないと思うんですが、完全なことはないんですね。 

私が今１番思うのは、子ども自身がそういうことに遭ったときに、信頼できる大

人にきちんとその話をする。あるいはその話をするためには、子ども自身が自分が

自覚がないと。そこに子どもの権利条例が私は出てくると思うんですけど。大切に

育てられる権利、あるいは守られる権利、そういったものを子どもがはっきりと自

覚していたら、親にさえ言えないことを学校の先生。学校の先生に言えないことを

ほかの大人に話すということが、子どもができると思います。だから、そういうこ

とが今度、今から必要になってくる。そうした中でのこども基本法と、私は思って

いますので、今後の流れの中で今の施策はもう十分にされていると思うので、今

後、粕屋町が物事を進めるに当たって、子どもを権利の主体として物事を考えてい

くときに、そういった視点も必要ではないか。というふうに思っているので、ここ

にあえて出させていただきました。 

また、実際子ども同士、親子で、あるいは保護者とそれから未就学児の子ども、

あるいは教室でそういうプログラムを組んでいる、実際その NPO 法人がやっている

ところがあります。久留米とか福岡市は、そういう流れの中で子どもたち、あるい
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は地域の大人が学んでいるようです。だから、学校の中だけではなくて、そういう

民間の団体の力も借りて、粕屋町が、今後そういう方向性に進んでいったら、それ

はそれで随分違う。しかも子どもたちが安心して学べる。安心しないと子どもは自

分の意見は出せないんです。大人でもそうです。それは、町長は一番心にとめてあ

る。満足感ではない。安心感が、すごくまちづくりでは大事だと。安心な状況にい

て、人は初めて自分の力を外に出せる。そういうまちづくりを是非進めていただき

たいと思うので、こども基本法のことを関連してこれだけの質問を用意いたしまし

た。 

それで、町長にお尋ねいたします。先ほどお尋ねしたかったんですけど、そうい

うことを踏まえて、町長として何か、お気持ちでおっしゃりたいことはないでしょ

うか。 

◎議長（小池弘基君）  

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  

こども基本法というのは、当然、スタートしてこども家庭庁になりますが、やは

りキーワードは、大人の理解と思いますよ。はい。大人の理解があってこその子ど

もの権利を守り、子どもの安全を守り、この社会を今後永続的につないでいけると

思います。 

ですから、そういった意味では、大人を全ての大人を巻き込んだ１つの大きなう

ねりとして考えてまいりたいと思います。 

◎議長（小池弘基君）  

本田議員。 

１３番（本田芳枝君）  

ありがとうございます。実は、今議会では各議員の紹介プログラムをユーチュー

ブでしています。私も自分で、実は作ったんですけど。それからユーチューブには

まりまして、いろんな情報が今あるんですね。ところが、昨日今日見てみると、こ

のこども基本法を自治体としてどうとらえるか。ということで、熊本市の教育委員

会が、識者に授業を行わせて子どもの感想を聞いて、そして、自治体として今後ど

うしていくかという、そういうちょっと２時間ほどありますが、ちょっと長いんで

すけれどもね。そういうことを聞きながら、それは１月29日の内容でした。今後、

そういう内容がどんどん出てくるだろうと思います。 

そういう中でも話があったんですけど、子どもの権利を認めれば、子どもはわが

ままになる。ということは、世の中では多く、そういう大人が多い。今、町長がお

っしゃった、大人の理解が大事だというふうにおっしゃいましたが、私はそういう
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話はよく聞きます。わがままになってしまうんじゃないかと。でも、その中でお話

をされていたんですが、自分を尊重してもらうためには、自分の意見を認めてもら

うためには相手の意見をきちんと聞かないといけない。そういった対話による合意

形成、それを進めることがとても重要だし、それをやることで本当にウェルビーイ

ングが、そういう生き方ができるという、そういう内容でした。 

もし、お時間が許すならば、そういうのを見てくださってもいいかなあと、私も

すごく勉強になりました。今後、この子どもの基本法、子どもの権利について、あ

るいは施策について今から少しずつまたその都度、一般質問をさせていただきたい

と思いますので、よろしくお願いします。 

そして最後に、健康センターの改修の進捗状況についてに行きます。令和５年度

の一般会計の予算に健康センター改修費602万円が計上されています。その目的、

工事内容についてお尋ねします。１目的、２工事内容、３健康子育てに関する情報

コーナー設置についてということで、お答えをお願いいたします。 

◎議長（小池弘基君）  

石川健康づくり課長。 

◎健康づくり課長（石川弘一君）  

はい。まず、目的でございますが、国は改正児童福祉法によりまして、市区町村

において子ども家庭総合支援拠点、児童福祉と子育て世代包括支援センター、母子

保健の設立の意義や機能は維持した上で組織を見直し、全ての妊産婦、子育て世

帯、子どもへ一体的に相談支援を行う機能を有する機関、こども家庭センターの設

置に努めることとしました。それに伴いまして、粕屋町では、令和６年度に健康セ

ンター内にこども家庭センターを設置するために、今年度改修工事を行うものでご

ざいます。 

２番目の工事内容につきまして、主な工事内容といたしましては一体的に相談支

援を行う機能を有するため、その業務を行う職員を配置するために既存事務室の改

修、また新たな相談室を設置するための部屋の改修、空調設備の増設等を行うもの

でございます。 

３番目の健康子育てに関する情報コーナー設置についてですが、情報コーナーの

設置については、現在、健康センターのロビーには、女性の妊娠、出産をサポート

するパンフレットや産後のママのためのトレーニング教室、粕屋町ファミリーサポ

ートセンターのお知らせ等を置いて、情報コーナーとして発信に努めております

が、それ以外に、新たに情報コーナーとして設置する予定は現在しておりません。 

理由といたしましては、まず、今の健康センターは住民の健診だけでなく療育支

援事業等に日々使用しておりまして、工事内容でお話しした以上に、改修して設置
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する場所の確保が難しいことが挙げられます。また、健康センターに来られる主な

目的は、子どもの健診であり、健診時のスペースの確保や保護者の方も目が離せな

い小さい子どもさんの対応でゆっくり時間がとれないなどが考えられますので、こ

ども館や図書館等を利用していただければと思っております。 

以上でございます。 

◎議長（小池弘基君）  

本田議員。 

◎１３番（本田芳枝君）  

私、よく分からないんですけど、602万円の予算がつくということは、設計士の

方がちゃんといて工事をするのか。その工事の内容が総額が602万円なのか。その

辺が分からないので、ちょっと質問したんですけれども。どういうふうに改修する

かというところで、実は私、健康センターの情報コーナーを見てこれじゃいけない

なと思って。手に取ろうという気にならないんです、いっぱいあって。それを、専

門家の方がきちんと考えて、コーナーを。住民の皆さんがより使いやすい、そうい

うところにしてほしいと。あるいは、相談の段階で、設計の段階でそういうことを

職員と、あるいは利用する若いお母さんたちとか年齢の高い健診を受ける方とか、

そういう方と。602万円しかないのでそんなにできるとは思えないんですよ。とこ

ろが、広くそういうことを考えながら工事に携わってもらうと、随分違うと思いま

す。10万円でも違うと思う。例えば、そこに壁があるかないか、あるいはちょっと

コーナーをつくるか、椅子を置ける場があるか。そういうのを、是非取り組んでい

ただきたいと思って、今回この質問を用意しました。終わりました。 

はい。ということで、私の質問は以上でございます。 

（13番 本田芳枝君 降壇） 

◎議長（小池弘基君）  

ここで、暫時休憩に入ります。 

再開時刻を14時10分といたします。 

（休憩 午後２時01分） 

（再開 午後２時10分） 

◎議長（小池弘基君）  

再開いたします。 

議席番号３番、杉野公彦議員。 

（３番 杉野公彦君 登壇） 

◎３番（杉野公彦君）  

はい。議席番号３番、杉野公彦です。通告書に従いまして一般質問を行わせてい
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ただきます。よろしくお願いいたします。 

今回は、都市計画道路の未整備路線、これの必要性と今後の事業計画等について

質問をさせていただきます。都市計画道路については、町内で14路線が決定されて

おりまして、一番古いもので昭和21年、それ以外でも昭和40年代に決定をされてお

ります。そのうちに、完了してるものがどれくらいあるのかなあということで調べ

ましたら、完了しているものは６件ですね。それから一部完了、若しくは事業中の

ものというのが５件ほどありますね。それから、一番ここ問題なんですが、着手す

らされていないというものも３件あるようです。 

こういう状況で、実際、町民の皆さんからはこの道路ってできるのと。本当にで

きるんですかっていうような声をよくいただくんですね。実際、最初のものが昭和

21年ということですから、もうそれこそ私なんかが生まれる、はるか前から計画が

あるというような状況の道路が、いまだに未整備で残っているというようなことで

すね。なかなかこういう状況では、計画っていうものがどうせ画に書いただけだろ

うみたいな言い方がどうしてもされてしまいます。そうではない。道路行政とかい

うのは非常に長期のスパンで考えないといけないもんですから、ある程度の年数が

かかるというのは皆さん理解はされておると思うんですね。 

今後、この問題については、これまで私が議員になって以降も、案浦議員であり

ますとか、田代議員なんかも質問をされておられます。私も令和３年12月の議会で

一般質問をこれさせていただいております。今回は、その際に一応執行部のほうに

お願いをしておりました内容がございます。また、そういう内容のその後どうなっ

ておるかということと、併せて都市計画道路に関する町の方針、それから今後のス

ケジュール等について質問をさせていただきたいと思います。よろしくお願いいた

します。 

まず、最初の項目になります。先ほど申しましたように、令和３年12月議会にお

きまして、私が一般質問を行った際に、都市計画道路の必要性を検討するために、

10年おきにその必要性を検討するために県と市町村、合同で調査を行って、カルテ

というものを策定されているという回答をいただきました。その際に、このカルテ

というものがあるのであれば、どのような評価がされているのか。そういう点につ

いて、県に開示をしていただくように進言をしていただけないですかと要請をさせ

ていただいております。あれからもう１年以上たっておりますので、何らかの進展

があってるかと思うんですが、実際、県からどのような回答がありましたでしょう

か。お答えをお願いいたします。 

◎議長（小池弘基君）  

新宅都市政策部長。 
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◎都市政策部長（新宅信久君）  

御質問にお答えをいたします。杉野議員御指摘のカルテにつきましては、都市計

画道路の見直し検証についてでございます。それで、今後も都市計画として継続す

べきか否かを判断するためのカルテでございます。路線の必要性を、10年ごとに県

と市町村で協力し検証を行っておるというものでございます。 

前回の検証は、平成30年度から令和２年度までを行いまして、検証結果の公表に

つきましては開示についてどうかということなんですが、県のほうでも検討されて

おったんですが、市町村によっては公表を控えてもらいたいという市町村があるよ

うでございまして、県としては、一斉に検証の結果の公表を行わないということで

伺っております。 

以上です。 

◎議長（小池弘基君）  

杉野議員。 

◎３番（杉野公彦君）  

はい。そうですね、県としては全部を公開をするというのは、ちょっとそれぞれ

の市町村の事情もあるということで、今回はやらないという御回答なんだろうな

と。県としても立場としてつらいところはあるのかもしれないですね。 

この、例えば、カルテってやっぱ市町村ごとじゃないですか。例えば、粕屋町の

カルテについてのみ、これを開示をするということは可能なんでしょうか。その点

お尋ねいたします。 

◎議長（小池弘基君）  

田代都市計画課長。 

◎都市計画課長（田代久嗣君）  

都市計画道路の見直し検証につきましては、県と市町村で協力して行っておりま

すので、町独自での公表は考えておりません。 

◎議長（小池弘基君）  

杉野議員。 

◎３番（杉野公彦君）  

はい。確かに、例えば粕屋町の道路とはいえ、道路つながってる部分も多ござい

ますんで、関連する市町村があるというのも事実だろうと思います。この開示がで

きないっていうのはあくまでも何て言いますか、県と市町村の意向というか、法的

に開示ができないというものではないと私は理解してるんですが、その点はいかが

でしょうか。 

◎議長（小池弘基君）  
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新宅都市政策部長。 

◎都市政策部長（新宅信久君）  

そこら辺は、ちょっと県のほうにも確認しないと不明な部分がありますが、先ほ

ど申し上げたように継続すべきか否かということでの調査項目になりますので、今

のところ粕屋町はそのままの計画どおりを進めるということで進んでおりますの

で、そこら辺ちょっと御理解いただければというふうに思います。 

◎議長（小池弘基君）  

杉野議員。 

◎３番（杉野公彦君）  

はい。それではちょっと参考までにお知らせをさせていただきますが、私もこの

点でいろいろネット等で調べております。その関係で群馬県の吉岡町というところ

が、ここ実際、都市計画道路の見直しをされてるんですよ。その中でこれも県と一

緒に調査をされた部分だろうと思いますが、路線の必要性を検証されたものを、実

際のカルテ、これホームページ上で公開をされております。ですので、僕はこれ開

示ができないということはないと考えてるんですね。当然、ここの吉岡町さん、こ

れ群馬県って確かいろいろ都市計画道路の見直しをほかの自治体でも確かされてい

るような、僕記憶があるんですが。そういうところで、ここの何ですか、見直しの

実施の検討委員会ですか、ここの段階で議論をする中で全てこの辺の情報が実際路

線ごとでホームページ上で公開をされてました。内容が、福岡県のものとは幾分違

うんだろうかとは思いますが、その辺も含めて、この必要性、本来であればこの都

市計画マスタープランの見直しのところでの検討が本当は開示とかされるべきであ

ったんだろうとは思いますが、その辺をもしよろしければ、今後、次回もこれ多分

10年ごとにやっていく話ですので、今後都市計画道路っていうのが、それこそ、こ

の10年で全て終わると私も考えておりません。実際、難しいだろうと思ってます。

そういうこともありますんで、今後の検討にする材料としていただければなと思っ

ております。 

それでは、ちょっと続いて２つの項目のほうに移っていきたいと思っておりま

す。２つ目が、この前回の都市計画マスタープランの見直し、先ほど申し上げまし

た。これが平成30年の８月ですか、スタートしております。そして、様々な審議会

等での審議を経て、令和２年12月にこういう冊子が出ておりますけど、こういう形

で策定をされております。ここで都市計画道路の必要性を検討するために、先ほど

カルテというものは作ったんだというお話がありました。 

それでは、この必要性を検討されたカルテにおいて、町内の未整備路線、それか

ら一部整備済みの路線の残り、残区間の分、これについての必要性。これまでも必



 

－ 192 － 

要であるからずっと計画上残ってきたと思いますが、その必要性の変更はなかった

という、先ほどのお話からだとそう思いますが、そういう理解でよろしいのでしょ

うか。確認のためお願いいたします。 

◎議長（小池弘基君）  

田代都市計画課長。 

◎都市計画課長（田代久嗣君）  

まず、都市計画道路につきましては、都市間、地域間を結ぶ広域交通道路網とし

て、都市計画道路がございます。粕屋町の都市計画道路の多くは、福岡都市圏を結

ぶ広域交通道路網としての役割がございます。都市計画道路につきましては、交通

渋滞の解消や緊急輸送道路の役割、日常生活や産業活動等における移動時間の短縮

など、都市基盤のアクセス性の向上のほか、地域の土地利用、都市機能、環境改善

など、地域の活性化の観点からも大きく寄与する都市施設となっております。 

都市計画マスタープラン見直しの際も、現状の町内交通量の状況のほか、将来推

計交通量においても、町域は増加が推定されていること。先ほど答弁いたしました

都市計画道路の役割など、総合的に考え広域交通道路網や都市機能の強化としての

役割、必要性が今後も見込まれているところであります。見直しました都市計画マ

スタープランにおいても、未整備、一部整備路線については、交通体系の方針図と

してマスタープランの中で位置づけを行っており、路線の存続を行っているところ

であります。 

◎議長（小池弘基君）  

杉野議員。 

◎３番（杉野公彦君）  

はい。必要であると。全路線、これについては必要であるのでこのまま計画を進

めていくという理解ですね。ということなので、一応これは年数はまだ不明でしょ

うが、全路線開通をさせるという町側の判断、お考えということでよろしいでしょ

うか。再度確認いたします。 

◎議長（小池弘基君）  

田代都市計画課長。 

◎都市計画課長（田代久嗣君）  

はい。町の将来構想図、将来構想としては、都市計画道路については整備を目指

していくという考えになります。 

◎議長（小池弘基君）  

杉野議員。 

◎３番（杉野公彦君）  
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はい。分かりました。そういうことで、作っていく。このまま都市計画を作って

いく。この道路、非常に、僕見て、昭和20年代に作った計画を作った人は、ものす

ごく先を見て作ってるなって思ってます。非常に、今となってはこれ、この道路っ

てすごく当時はそこまで人口と交通量も少ないでしょうから、ここまでのっていう

のは少しオーバーかなと思われた部分もあったのかなあと推察はするんですけど、

今となっては本当、非常にこれが完全に、もし、できていれば非常に町内の交通な

んかもスムーズに流れておったんだろうというふうに思う次第です。ですので、こ

のまま続けられるということであれば、是非１日でも早くという話になるんです

が、それで続いて３つ目の項目のほうに入らせていただきたいと思います。 

都市計画マスタープランの見直しの際に、先ほど引き続き必要であると。将来的

にもこれは、この計画はこのまま進めるべきだというふうにされました。都市計画

道路ですね。今回の場合は、これ今、未整備の路線、残った区間とか全く手がつい

てない区間ということになるかと思うんですが。今後、整備を進めていく上で、町

として各都市計画道路の優先順位の決定、これ多分絶対必要だと思うんですよ。限

られた予算をどう使うかというお話になります。これ道路に限った話でもなくて、

町が抱える事業というのは全て財政的な優先順位をつけて実施をされてあるかと思

うんで。この優先順位っていうのは、たとえ道路に関する予算の中であっても、当

然この優先順位づけの決定とかいうのが行われる必要があると思いますし、そうす

べきだと考えます。今後の事業計画の策定というのも、当然進めていかねばならな

いでしょう。 

であれば、その準備として、各路線、こちらの現時点での、当時ともう今、貨幣

の価値関係が全然違いますんで、現在の各路線の概算事業費、こちらを算定する必

要が非常に重要だと思うんですね。当然、これあと何年で作るよと。当然、道路に

よっては県の負担とかいうことを求めていく部分もあるかと思うんで、必ずしもう

ちの計画どおりにはいかないとは思うんですが、とはいえ、ちゃんとその辺を確定

していくためには、概算事業費というものを算定していく必要があるのかな。それ

がなければ、いわゆるこの優先順位の決定であるとか、将来いつぐらいのスケジュ

ールですね。この今後のスケジュールをどうやって、何年後ぐらいには完成するん

だっていうような話がすることは不可能だと思うんですよ。ですので、これ、僕は

絶対必要であるなあと思ってます。これについて、そうですね、町長のほうのお考

えをお伺いしたいと思いますが、いかがでしょうか。 

◎議長（小池弘基君）  

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  
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今、議員がお話しされました、都市計画道路は14路線ございます。これまで、国

や県が事業主体となり、町も協力しながら整備も進めてきました。その中で、国道

201号線、そして都市高速４号線、筑紫野古賀線バイパス建設などのほか、町単独

で行った蒲田長者原線、これ大分古いですが、そういったふうに時々の優先度を考

えながら整備を行ってきたところでございます。町内では福岡東環状線、そして粕

屋久山線の都市計画道路の整備を現在行っております。 

先に述べました、筑紫野古賀線バイパス。これは、実は平成16年に事業化され、

本年やっと４月25日に供用開始され、これまでの門松交差点付近から大隈跨道橋付

近までの慢性的な渋滞がやっと解消され、沿線近くの生活道路へ進入する通過交通

も減少したように見受けられるところでございます。非常に効果があったと思いま

す。 

現在、町内で事業中の早期完了に向け、関係機関と協力しながら整備促進を図る

ことが、まずは優先されますけれども、筑紫野古賀線バイパスが供用開始され、次

はどこかとなると、やはり東環状線。この南北につながる粕屋町のちょうど東西に

またがる、そしてまた南北につながるこの路線の完成が目指されるところと思って

おります。そのためにも、現在町内の交通量、そして将来の推計交通量、広域交通

道路網としての役割、そういったふうな、どの路線が次に進むべき優先度の高い都

市計画道路であるかどうかの調査のほか、当然今議員が御指摘のように財源、これ

が大きな課題となりますので、事業に必要な概算事業費を把握する調査が必要であ

ると私も考えております。これらの調査を今後進めてまいりたいと思います。 

◎議長（小池弘基君）  

杉野議員。 

◎３番（杉野公彦君）  

はい。今後進めていかれるということですが、そうですね、これだけもう時間が

かかっておりますので、まずそれを、スピード感を持ってやっぱり進めていただき

たいのですよ。もう時代が、どんどん変わっていって、これ昭和の、戦後すぐです

よね。その時代から今もう令和という時代になってもいまだにこういうことになっ

てるっていうのは、その当時のバブルはじけて以降の日本の景気の問題もあるでし

ょうが、とはいえ、やっぱりもう時間がかかり過ぎてます。 

ですので、概算事業費を算定するっていうのは、これもう早急にやっていただき

たいと思ってます。少なくとも、そこをはっきりしないと、今後の、いわゆる何て

いうんですかね、スケジュールがやっぱり出ないんですよね。いつに、例えばこれ

が100年後完成しますよっていう話になるのか、10年20年でいくのかとか、そうい

うところの現実味が本当に今の状況では薄いと。都市計画マスタープランなんか
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も、本当はそういった内容が盛り込まれるべきものだと僕は思うんですね。理想は

いいんですよ、理想として。でも、これを具体的にじゃあいつまでにやるんですか

っていうお話です。時間の話ですね。そこが、もう少しやっぱりちょっとはっきり

しないのでこの問題をもっとややこしいことにしてるのかなあっていうふうに考え

ております。その辺についてはどう思われますでしょうか。 

◎議長（小池弘基君）  

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  

私も同感でございます。事業費が資材費の高騰により待てば待つほど高くなると

いうのは、現実的にございますので、この概算の推計につきましては順次進めてま

いりたいと思います。 

◎議長（小池弘基君）  

杉野議員。 

◎３番（杉野公彦君）  

はい。もう是非ともお願いいたします。これは本当、道路に関しては地権者の問

題とかもあるんですけど、それ以前にいろんな、例えばこれまで粕屋町商工会さん

とかといろんな話をしてきたりとか、いろんな方と話をする中でやっぱり道路に関

する要望って結構多いんですよ。もう渋滞してとか、もう生活道路に車がどんどん

入ってきて安心して歩けないとかですね。やっぱそういう声ってよく聞くんでです

ね。やっぱりなおさらそこを、やっぱり住みやすい町っていうのを実現するために

は、やっぱそこからまず入っていかないといけないかなあと思っております。 

それでは最後の１項目に入っていきたいと思いますが、ここまで質問してきまし

た都市計画道路の未整備路線、及び一部整備済み路線、これの必要性。当然マスタ

ープラン等には書いてます。整備を急ぐ路線だとか、将来的に検討する路線だとか

いろいろ書いてますが、その辺と先ほど申し上げた各都市計画道路の優先順位とか

概算事業費。それから例えば、先ほど申しました時間の話。どれぐらいの計画で、

町としては今のところ考えているんだよというような、そういう時間に関する計

画。こういった情報を本来は、町民の皆さん、それから特に道路の予定地となって

いる土地を所有している地権者の皆さん、これかなりやっぱりいろいろ制約を受け

てるっていうのが現実なんで、こういう方々に対し本来は県がしてもいいのかもし

れませんが、なかなかそこは難しいでしょうから、町独自ででもこの説明を行って

いく必要があるのではないかと私は考えております。 

都市計画マスタープランを策定するときには、当然、意見を皆さんに広く聞いて

とかアンケートとかというのもされてるのは知ってます。ただ、結果、この計画が
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具体的に説明をされるってことが、なかなか多分ないような気がするんですよ。計

画策定中とか、計画案についてのパブリックコメントとかというのはよく聞くんで

すけど。やっぱその辺、これから先の計画ができました、じゃあ本当に今こうやっ

ていくんです、この優先順位はこうなんですよって。時間としては、何年後ぐら

い、例えば20年で考えてるんですとかっていうような説明を、やっぱりする必要が

あると私自身は考えております。町としてこの辺の説明会、説明会になるのかどう

なのかっていうのはちょっとやり方はいろいろあるでしょうが、そういった説明を

するお考えっていうのはありますでしょうか。お答えお願いいたします。 

◎議長（小池弘基君）  

新宅都市政策部長。 

◎都市政策部長（新宅信久君）  

はい。議員、御指摘でかなり御不便をおかけしている部分もあるというのは私も

重々承知をしております。それで、先ほど町長も答弁した中に、やっぱり将来の交

通量とか、どういうふうな優先づけをしてやっていくのかというのは、一応、調査

研究を行いまして、どのような形で町民の皆さまにお知らせするかにつきまして

も、調査内容や調査結果を踏まえて、そういう説明できる機会を設けさせていただ

ければというふうに考えておりますので、御理解をいただきたいと思います。 

◎議長（小池弘基君）  

杉野議員。 

◎３番（杉野公彦君）  

はい。もうこれもね、これっていうのは先ほどの３つ目の項目で質問した内容あ

たりが、網羅されないとやっぱりできないので、例えば今日言いまして、はい、数

か月内にやってくださいとかいう話ではないとは思います。ただ、やっぱりこれ、

先ほどから言うように、例えば都市計画道路なんてもう要らないんじゃないのって

いうような声が出るっていうのは、やっぱり計画だけであまりにも内容に現実味を

皆さん感じてないんですよ、そこが。道路は必要なんだけど、果たしてこれができ

る気がしないって皆さんおっしゃいます。自分の生きてるうちには無理だろうっ

て。そういう何か考えから、やっぱりもう都市計画道路なんてもう外してしまえ

ば、見直ししたほうがいいんじゃないのっていう意見が、当然やっぱり出てきま

す。こういった声に応えるためにも、いやそうじゃないんですって、都市計画道路

が本当に必要なんですよって言われるのであれば、是非その辺をしっかり町民の皆

さんに説明をいただきたい。そうすれば、皆さん分かっていただけるんじゃないか

と思うんですよ。実際はそうなんだと。そういうふうな、じゃあまあしょうがない

なと。こういう財政の状況だとか、いろんな県内各地の状況だとかを踏まえて、町
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の中でもこんだけ路線が今、工事が動いててとかっていうやっぱ説明がないと非常

に難しいかと思っております。是非、早くやっぱりそれを待たれている方はいっぱ

いおられますし、いろんなことで道路に関して意見を持たれてある方は、非常に多

いというのは私が肌で感じる実感です。はい。 

最後に、都市計画道路も最初に冒頭に申し上げました、計画決定から長いもので

はもう80年近く、短いものでも50年近く経過してます。道路行政は長いスパンでや

っぱ考える必要があるということは重々理解をしております。また、広域的に粕屋

町だけということではなくて、もう広域的な考えを持って進めていくという必要が

ある。そして、県や近隣市町と協調しながら計画を進めるっていう、これは非常に

重要であるということも重々承知をしております。 

しかし、この決定から、都市計画道路の決定から現在まで、町民にも土地所有者

にも、このほとんど、こういう具体的な説明というのがなされていない。ここに問

題があると思っております。客観的な数値、こういうものを用いて具体的に今後の

スケジュール、これを明示させていただいて説明を行ったら、道路行政に非常に不

安を持たれてるような方でも、町民の皆さんでも、土地所有者の皆さんでも、理解

をしていただけるのではないかなと思っております。最後にこの計画、都市計画道

路が計画どおりにできたら、この町内を通過する車両が都市計画道路のほうに誘導

されて、昨日も安藤議員のほうで質問ありましたよね、扇のとこの道路の話。あれ

もこの都市計画道路の南里新大間線ですか、これができると緩和できるんじゃない

かなって、僕思わんでもないんですね。そういう生活道路に進入する車両を減らす

ことができれば、それによって通学する子どもたち、それから車を利用されない高

齢者の方々の歩行者の安全が確保されるということにつながると思うんです。 

町内の、例えば全通学路、全町道に歩道をつけてとかいう話が現実的にできるか

というと、正直やっぱり難しいです。であるならば、その生活道路に流入する通過

交通をいかに減らすかっていうことをやっぱ考えていかないといけない。そのため

には、この都市計画道路っていうのがすごく一役買うわけですよね。役に立つわけ

です。非常に財政が厳しいという状況は理解いたします。それでも、いろんな全国

各地の自治体よりはまだ恵まれているのかなあという気はしますが、住みやすいま

ちづくりのために、そして交通弱者である歩行者の安全のためにも、是非とも、１

年でも１日でも早くこの都市計画道路というものを進めるのであれば進めていただ

きたい。町としてはこれは全部やるっていう方向性が今出ている以上は、進めるな

らば進めていただきたいと思っております。当然、必要ないんだったら見直せばい

いんですけどね。でも、今現在はそうじゃないっていう結果が出てるんですから、

もう１日も早く進めていただきたいと思います。 
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そのために必要であれば、私一議員の立場ではありますけど、協力はさせていた

だきたいと思いますし、恐らくほかの議員の方々だってそう思っておられると思う

んですよ。そういう方多いと思います。当然、大きいこういう、例えばですよ、千

代粕屋線の残ってるとこやろうなんて思ったら、町だけじゃ厳しい。県道のバイパ

スなんだから、当然県を巻き込んで、県にお金も出してもらわないかんでしょう。

そうなると県のほうにやっぱり、交渉に行かないといけない。そうなったときにや

っぱり地元はこれだけの熱意持ってやりますよ、っていうのをやっぱり見せる必要

もあると思うんですね。そういうふうに私どもは思っております。それで最後にち

ょっと町長のほうに、全体的な感想でも結構です、お考えでもいいです。何か御発

言をお願いしたいと思います。 

◎議長（小池弘基君）  

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  

道は命ですね。まさに道路が国土をつくると。これは粕屋町の要するに骨となる

部分ですね。これを作るのは道路だろうと思います。その道路ができれば、当然、

町は栄え、人口も増え、産業も増えるというふうになると思います。そしてまた、

何よりもお住みなっている住民の方々の安全の確保ができると。これはまさに全く

同感でございます。 

そういったためにも、様々な今の道路交通事情の中で問題となっていることを解

決するためにも、こういった新しい街路の早期の着手が必要だろうと思います。県

とも今後精力的に交渉を重ね、１日でも早く、１年でも早く着手できるようなこと

に進めてまいりたいと思います。ありがとうございます。 

◎議長（小池弘基君）  

杉野議員。 

◎３番（杉野公彦君）  

以上で私の質問を終わらせていただきます。 

ありがとうございました。 

（３番 杉野公彦君 降壇） 

◎議長（小池弘基君）  

これにて、３日間にわたりました「一般質問」を終結いたします。 

以上で、本日の日程は全部終了いたしました。 

本日はこれにて散会いたします。 

（散会 午後２時42分） 
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（開議 午前９時30分） 

◎議長（小池弘基君）  

改めまして、おはようございます。 

令和５年第２回６月定例会も、無事に閉会日を迎えることができましたことに、

執行部の皆さま、議員の皆さまに感謝申し上げます。本定例会の12日間に及ぶ審議

も、残すところ本日のみとなりました。また、３年にわたる新型コロナウイルス感

染症も終息の兆しが見え、２類から５類へ引下げられ、ふだんの生活に戻りつつあ

ります。引き続き、感染拡大に注意しながら、日々の生活を大事にしていきたいと

存じます。 

また、本日は気温も高くなりそうですので、上着を取られる方は取っていただい

て結構です。 

本日、４番、宮﨑広子議員から欠席届が提出されております。 

ただ今の出席議員数は、15名であります。定足数に達しておりますので、ただ今

から本日の会議を開きます。 

◎議長（小池弘基君）  

議案第38号、「専決処分の承認を求めることについて」を議題といたします。 

本案に関し、委員長の報告を求めます。 

末若総務建設常任委員会委員長。 

（総務建設常任委員会委員長 末若憲治君 登壇） 

◎５番（末若憲治君）  

議案第38号「専決処分の承認を求めることについて」、付託を受けました総務建

設常任委員会での審査の経過と結果について御報告いたします。 

議案第38号は、地方税法の一部を改正する法律が令和５年３月31日に公布、同年

４月１日から施行されたことに伴い、粕屋町税条例の一部を改正したものです。今

回の改正の主な内容としては、軽自動車税環境性能割の税率区分の見直しと森林環

境税の導入について、法改正に伴う所要の規定の整備等を行ったものです。地方自

治法第179条第１項の規定により、議会の議決すべき事件について、特に緊急を要

するため、議会を招集する時間的余裕がないことが明らかであり、令和５年３月

31日に専決処分が行われました。よって、同条第３項の規定により、これを報告し

承認を求められたものです。 

委員会での内容につきまして、森林環境税が６年度から国税として課税される

が、県も森林環境税を課税している。それとの関係はどうなのか、変化はあるの

か。それと今、県の森林環境税はどのように徴収されているのかという質疑に対

し、県の森林環境税は、県民税の均等割に上乗せし500円徴収されており、６年度
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以降も続く予定。国の森林環境税と福岡県の森林環境税は課税の目的、使途の基本

的な考え方が違う。国税のほうは、森林吸収源対策に係る地方財源の確保が目的。

福岡県のほうは、荒廃した森林の再生等を図る政策に要する財源の確保。使途の基

本的な考え方は、国からの助成分は、地域の実情に応じて法令に定める範囲で幅広

く弾力的に実施。県のほうは、福岡県森林環境税条例の趣旨に沿って、荒廃森林の

整備に必要な施策を限定して行うということになっている旨の答弁がありました。 

総務建設常任委員会で慎重に審査いたしました結果、全員賛成で原案どおり承認

すべきことに決しましたことを御報告いたします。 

（総務建設常任委員会委員長 末若憲治君 降壇） 

◎議長（小池弘基君）  

ただ今の委員長報告に対する質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

（声なし） 

◎議長（小池弘基君）  

ないようですので、質疑を終結いたします。 

これより、議案第38号の討論に入ります。 

まず、原案に反対の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（小池弘基君）  

次に、原案に賛成の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（小池弘基君）  

ないようですので、これにて討論を終結いたします。 

これより、議案第38号を採決いたします。 

本案に対する委員長の報告は、承認であります。本案は、委員長の報告のとおり

決することに賛成の方は、賛成ボタンを押してください。 

（賛成者投票） 

◎議長（小池弘基君）  

賛成多数であります。そうかすみません。宮﨑議員欠席でございましたので、全

員賛成であります。 

よって、議案第38号は、委員長の報告のとおり承認いたしました。 

◎議長（小池弘基君）  

議案第39号「専決処分の承認を求めることについて」を議題といたします。 

本案に関し、委員長の報告を求めます。 
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井上文教厚生常任委員会委員長。 

（文教厚生常任委員会委員長 井上正宏君 登壇） 

◎６番（井上正宏君）  

議案第39号「専決処分の承認を求めることについて」、議案の付託を受けまし

た、文教厚生常任委員会の審査の経過と結果について御報告いたします。 

地方税法施行令等の一部を改正する政令が令和５年３月31日に公布、同年４月１

日から施行されたことに伴い、粕屋町国民健康保険税条例の一部を改正したもの

で、負担の適正化を図るため、賦課限度額及び軽減判定所得の算定方法の見直しを

行ったものです。地方自治法第179条第１項の規定により、議会の議決すべき事件

について特に緊急を要するため、議会を招集する時間的余裕がないことが明らかで

したので、令和５年３月31日に専決処分が行われました。よって、同条例第３項の

規定によりこれを報告し、議会に承認を求められたものです。 

審査の中で、国民健康保険税の賦課限度額引上げが、今後の国民健康保険税額に

影響を与えることはあるかとの質疑で、賦課限度額対象世帯も減少しているため影

響はあまりないと思われるが、被保険者自体も減少しているので、今後、どの程度

保険税に影響があるかは、課税対象の年度の所得によって変わるので、一概には比

較できないとの答弁があり、また、３月末は年度末だが、なぜ７月に保健証が変わ

るかとの質疑で、所得が判明するのが毎年６月で、その後、本算定を行い、８月か

ら使用できる新しい保険証を７月に発送しているとの答弁があり、文教厚生常任委

員会で慎重に審査しました結果、原案どおり全員賛成で承認すべきことに決しまし

たことを御報告いたします。 

（文教厚生常任委員会委員長 井上正宏君 降壇） 

◎議長（小池弘基君）  

ただ今の委員長報告に対する質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

（声なし） 

◎議長（小池弘基君）  

ないようですので、質疑を終結いたします。 

これより、議案第39号の討論に入ります。 

まず、原案に反対の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（小池弘基君）  

次に、原案に賛成の方の発言を許します。 

（声なし） 
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◎議長（小池弘基君）  

ないようですので、これにて討論を終結いたします。 

これより、議案第39号を採決いたします。 

本案に対する委員長の報告は、承認であります。本案は、委員長の報告のとおり

決することに賛成の方は、賛成ボタンを押してください。 

（賛成者投票） 

◎議長（小池弘基君）  

全員賛成であります。 

よって、議案第39号は、委員長の報告のとおり承認いたしました。 

◎議長（小池弘基君）  

次に、議案第40号から議案第53号までの「粕屋町農業委員会委員の任命同意につ

いて」、14件を一括して議題といたします。 

これらの案に関し、委員長の報告を求めます。 

末若総務建設常任委員会委員長。 

（総務建設常任委員会委員長 末若憲治君 登壇） 

◎５番（末若憲治君）  

議案第40号から53号「粕屋町農業委員会委員の任命同意について」、付託を受け

ました総務建設常任委員会での審査の経過と結果について、一括して御報告いたし

ます。 

議案第40号から53号は、粕屋町農業委員会委員が令和５年７月24日に任期満了す

ることに伴い、粕屋町農業委員会の委員、及び農地利用最適化推進委員の定数を定

める条例第２条の規定により、14名の方を粕屋町農業委員会委員に任命するため、

農業委員会等に関する法律第８条第１項の規定により、議会の同意を求められたも

のです。農業委員については、農業委員会等に関する法律に基づき、農業に関する

見識者のほか、利害関係を有しない者を含めなければならないことと、国等から女

性委員の登用促進を求められていることから、今回、一般公募で女性委員２名が選

出されております。14名の方々の住所、氏名、生年月日、経歴につきましては、議

案書に記載がありますので御覧いただきたいと思います。見識者の経歴について

は、農業に係る経歴、一般公募の方々の経歴につきましては、一般的な経歴となっ

ております。なお、任期につきましては、令和５年７月25日から３年間となってお

ります。 

委員会の中で、農業委員の認定農業者過半要件の例外ということで、区域内の認

定農業者の数が、粕屋町は３名だが、委員定数の８倍を下回る場合には、原則とし

て認定農業者が委員の過半数を占めることとなっている。今回の改選では、認定農
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業者等が１名であり、過半数の要件を満たさず、委員の少なくとも４分の１を認定

農業者等にすることとしたとしても、委員の任命に著しく困難が生じる場合は、農

林水産大臣の承認を得ることとなっており、５月に大臣承認を得ている旨の説明が

ありました。また、公募や推薦の詳細について、農区推薦が11名、農協推薦が１

名、一般に応募したものが２名ということです。今後も、年齢、性別等、偏りがな

いよう選任に努めてもらいたい旨の意見がありました。 

総務建設常任委員会で慎重に審査いたしました結果、全議案・全農業委員の方の

任命について、全員賛成で原案どおり同意すべきことに決しましたことを御報告い

たします。 

（総務建設常任委員会委員長 末若憲治君 降壇） 

◎議長（小池弘基君）  

ただ今の委員長報告に対する質疑に入ります。 

質疑は、一括議案番号順にお願いいたします。 

質疑はありませんか。 

（声なし） 

◎議長（小池弘基君）  

ないようですので、質疑を終結いたします。 

これらの案は、人事案件につき、先例申し合わせ事項により討論を省略し、これ

より議案第40号から議案第53号まで、一括採決したいと思いますが、これに御異議

ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎議長（小池弘基君）  

御異議なしと認めます。 

それでは、議案第40号から議案第53号までの14件を一括して採決いたします。 

議案40号から議案第53号までの14件に対する委員長の報告は、全て同意でありま

す。これら14件については、委員長の報告のとおり決することに賛成の方は、賛成

ボタンを押してください。 

（賛成者投票） 

◎議長（小池弘基君）  

全員賛成であります。 

よって、議案第40号から議案第53号までの14件は、委員長の報告のとおり同意い

たしました。 

◎議長（小池弘基君）  

議案第54号「粕屋町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条
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例の一部を改正する条例について」を議題といたします。 

本案に関し、委員長の報告を求めます。 

末若総務建設常任委員会委員長。 

（総務建設常任委員会委員長 末若憲治君 登壇） 

◎５番（末若憲治君）  

議案第54号「粕屋町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条

例の一部を改正する条例について」、付託を受けました総務建設常任委員会での審

査の経過と結果について御報告いたします。 

議案第54号は、今回の改正、監査委員の報酬額を変更するものです。監査委員の

職務は、地方自治法や地方公営企業法、地方公共団体の財政の健全化に関する法律

に基づき、予算の執行、財産の管理、地方公営企業の経営や一般行政事務について

定期的に行われる監査のほか、住民等からの請求による監査を行うなど、多岐にわ

たるものです。その重責に対する報酬とするために、監査委員の報酬額を増額する

ものです。 

委員会の中で、糟屋郡内、報酬に関して足並みを揃えようという動きが見られる

が、人口規模、予算規模も、粕屋町は近隣と違う状況にある。独自性を出して郡内

を引っ張っていってもらいたい。また、代表監査委員のなり手不足も懸念されるこ

と。また、職務も重責であるのでもっと増額してもよいのではないか。もし仮に、

住民監査請求があったとしても、報酬が変動するわけではないので、その点も懸念

材料であるような意見が出ております。 

総務建設常任委員会で慎重に審査いたしました結果、全員賛成で原案どおり可決

すべきことに決しましたことを御報告いたします。 

（総務建設常任委員会委員長 末若憲治君 降壇） 

◎議長（小池弘基君）  

ただ今の委員長報告に対する質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

（声なし） 

◎議長（小池弘基君）  

ないようですので、これにて、議案第54号の討論に入ります。 

まず、原案に反対の方の発言を許します。 

福永議員。 

◎１１番（福永善之君）  

54号、監査委員の報酬を上げる提案に反対です。識見を要する代表監査委員の報

酬増には賛同しますが、議会選出の監査委員の報酬は現状維持でよいと考えます。 
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粕屋町監査委員条例第１条第２項には、監査委員の定数は２名となっておりま

す。また、第２条には、２名の内訳は識見から１名、議会から１名となっておりま

す。2018年、監査制度の充実強化の名目で地方自治法が改正されました。内容は、

議会選出の監査委員の選任義務づけの緩和です。地方自治法第196条第１項には、

条例により議会から選任しないことができると明文化されました。この改正案によ

り、全国の地方自治体の中では、監査委員の議会枠を廃止するケースが出てきてお

ります。 

今回、糟屋郡町監査委員協議会より、監査機能の充実強化の要望が、糟屋郡町村

会に提出されたようです。充実強化を求めるんであれば、利害関係のあると考えら

れる議会からの選出を廃止し、なるべく外部監査となるよう、行政と関わりのない

人選、行政としがらみを持たない人選をしていくべきと考えます。 

以上の観点から、この議案に反対です。 

◎議長（小池弘基君）  

次に、原案に賛成の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（小池弘基君）  

次に、原案に反対の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（小池弘基君）  

次に、原案に賛成の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（小池弘基君）  

ないようですので、これにて討論を終結いたします。 

これより、議案第54号を採決いたします。 

本案に対する委員長の報告は、可決であります。本案は、委員長の報告のとおり

決することに賛成の方は、賛成ボタンを押してください。 

（賛成者投票） 

◎議長（小池弘基君）  

賛成多数であります。 

よって、議案第54号は、委員長の報告のとおり可決いたしました。 

◎議長（小池弘基君）  

議案第55号「粕屋町教育委員会委員の任命同意について」を議題といたします。 

本案に関し、委員長の報告を求めます。 

井上文教厚生常任委員会委員長。 
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（文教厚生常任委員会委員長 井上正宏君 登壇） 

◎６番（井上正宏君）  

議案第55号「粕屋町教育委員会委員の任命同意について」、議案の付託を受けま

した、文教厚生常任委員会の審査の経過と結果について御報告いたします。 

粕屋町教育委員会委員をしていただいております青木政広氏が、本年９月21日を

もって任期満了となり退任されるため、新たに安河内哲也氏を教育委員に任命した

く、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４条第２項の規定に基づき、議会

の同意を求められたものです。安河内氏の経歴につきましては、資料を配付してお

りますが、教育委員としての識見・人格共に優れた方でございます。任期につきま

しては、令和５年９月22日からの４年間となります。 

審査の中で、任期が１年ずれると説明があったが、どういう意味なのか。質疑に

対して、従来から４名の委員の任期を１年ずつずらし、重複満了がないようにして

いるとの答弁がありました。 

文教厚生常任委員会で慎重に審査しました結果、原案どおり、全員賛成で同意す

べきことに決しましたことを御報告いたします。 

（文教厚生常任委員会委員長 井上正宏君 降壇） 

◎議長（小池弘基君）  

ただ今の委員長報告に対する質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

（声なし） 

◎議長（小池弘基君）  

ないようですので、質疑を終結いたします。 

本案は、人事案件につき先例申し合わせ事項により討論を省略し、これより議案

第55号を採決いたします。 

本案に対する委員長の報告は、同意であります。本案は、委員長の報告のとおり

決することに賛成の方は、賛成ボタンを押してください。 

（賛成者投票） 

◎議長（小池弘基君）  

全員賛成であります。 

よって、議案第55号は、委員長の報告のとおり同意いたしました。 

◎議長（小池弘基君）  

議案第56号「粕屋町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定め

る条例の一部を改正する条例について」、議案第57号「粕屋町子ども・子育て会議

条例の一部を改正する条例について」、議案第58号「粕屋町家庭的保育事業等の設
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備及び運営の基準に関する条例の一部を改正する条例について」、議案第59号「粕

屋町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営の基準に関する条例の一部

を改正する条例について」、以上４件を一括して議題といたします。 

これらの案に関し、委員長の報告を求めます。 

井上文教厚生常任委員会委員長。 

（文教厚生常任委員会委員長 井上正宏君 登壇） 

◎６番（井上正宏君）  

議案第56号「粕屋町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定め

る条例の一部を改正する条例について」、議案57号「粕屋町子ども・子育て会議条

例の一部を改正する条例について」、議案第58号「粕屋町家庭的保育事業等の設備

及び運営の基準に関する条例の一部を改正する条例について」、議案第59号「粕屋

町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営の基準に関する条例の一部を

改正する条例について」、議案の付託を受けました、文教厚生常任委員会での審査

の経過と結果について、一括して御報告いたします。 

議案第56号は「粕屋町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定

める条例の一部を改正する条例について」、厚生労働省令の一部を改正する省令

が、令和５年４月１日から施行されたことに伴い、粕屋町放課後児童健全育成事業

の設備及び運営に関する基準を定める条例において、同省令の規定に関する条文に

ついて整備する必要があるため、所要の改正を行ったものです。 

審査の中で、当町の学童保育所で自動車運行の予定はあるかとの質疑で、現在学

童でのバス運行はない。将来的に民間移譲等で可能性はあるとの答弁。大川保育所

以外で民間移譲の可能性はとの質疑で、現在予定はない、将来は未定との答弁。第

10条３の詳しい説明を、との質疑で、放課後児童支援員の採用について、採用から

１年以内に該当研修を終了する予定があれば採用可能としたとの答弁。この主旨、

第10条の３のような規定は以前からあったのではとの質疑で、民間委託先によって

資格手当などある場合もあると聞いているとの答弁。第10条３の規程は、支援員の

採用条件が緩くなったのかとの理解でよいのかとの質疑で、そうですとの答弁でし

た。 

文教厚生常任委員会で慎重に審査しました結果、原案どおり、全員賛成で可決す

べきことに決しましたことを御報告いたします。 

議案第57号「粕屋町子ども・子育て会議条例の一部を改正する条例について」、

こども家庭庁設置法の施行に伴う関係法律の整備に関する法律が令和５年４月１日

に施行されたことにより、子ども・子育て支援法に条項ずれが生じたため、所要の

整備を行ったものです。 
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審査の中で、こども家庭庁関連の担当所管はとの質疑で、実施は各課にまたがっ

ているが、議案第57号、58号、59号については子ども未来課所管分であるとの答弁

があり、文教厚生常任委員会で慎重に審査しました結果、原案どおり、全員賛成で

可決すべきことに決しましたことを御報告いたします。 

議案第58号は「粕屋町家庭的保育事業等の設備及び運営の基準に関する条例の一

部を改正する条例について」、こども家庭庁設置法等の施行に伴う厚生労働省関係

省令の整備等に関する省令等が施行され、基準省令が改正されたことに伴い、関係

する条文について整備する必要があるため、所要の改正を行ったものです。 

審査の中で、保育所と児童発達支援施設などが併設されたケースなどで、職員が

一定基準のもとで兼務できるようになったとの理解でよいのかとの質疑に対して、

一体支援インクルーシブ保育を行うため、一定基準のもとで兼務可能になったとの

答弁があり、文教厚生常任委員会で慎重に審査しました結果、原案どおり、全員賛

成で可決すべきことに決しましたことを御報告いたします。 

議案第59号は「粕屋町特定教育・保育施設及び特定地域保育型事業の運営の基準

に関する条例の一部を改正する条例について」、こども家庭庁設置法及びこども家

庭庁設置法の施行に伴う関係法律の整備に関する法律に関する内閣府令等が施行さ

れ、基準府令が改正されたことに伴い、関係する条文について整備する必要がある

ため、所要の改正を行ったものです。 

審査の中で、主な改正内容に民法における懲戒権に関する規定が削除されたとあ

るが、補足説明をとの質疑があり、児童福祉法に変更があったため、条例第26条、

懲戒に係る権限の濫用禁止を削除したとの答弁があり、文教厚生常任委員会で慎重

に審査しました結果、原案どおり、全員賛成で可決すべきことに決しましたことを

御報告いたします。 

（文教厚生常任委員会委員長 井上正宏君 降壇） 

◎議長（小池弘基君）  

ただ今の委員長報告に対する質疑に入ります。 

質疑は、一括議案番号順にお願いいたします。 

質疑はありませんか。 

（声なし） 

◎議長（小池弘基君）  

ないようですので、質疑を終結いたします。 

これより、議案第56号の討論に入ります。 

まず、原案に反対の方の発言を許します。 

（声なし） 
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◎議長（小池弘基君）  

次に、原案に賛成の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（小池弘基君）  

ないようですので、これにて討論を終結いたします。 

これより、議案第56号を採決いたします。 

本案に対する委員長の報告は、可決であります。本案は、委員長の報告のとおり

決することに賛成の方は、賛成ボタンを押してください。 

（賛成者投票） 

◎議長（小池弘基君）  

全員賛成であります。 

よって、議案第56号は、委員長の報告のとおり可決いたしました。 

◎議長（小池弘基君）  

これより、議案第57号の討論に入ります。 

まず、原案に反対の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（小池弘基君）  

次に、原案に賛成の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（小池弘基君）  

ないようですので、これにて討論を終結いたします。 

これより、議案第57号を採決いたします。 

本案に対する委員長の報告は、可決であります。本案は、委員長の報告のとおり

決することに賛成の方は、賛成ボタンを押してください。 

（賛成者投票） 

◎議長（小池弘基君）  

全員賛成であります。 

よって、議案第57号は、委員長の報告のとおり可決いたしました。 

◎議長（小池弘基君）  

次に、議案第58号の討論に入ります。 

まず、原案に反対する方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（小池弘基君）  

次に、原案に賛成の方の発言を許します。 
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（声なし） 

◎議長（小池弘基君）  

ないようですので、これにて討論を終結いたします。 

これより、議案第58号を採決いたします。 

本案に対する委員長の報告は、可決であります。本案は、委員長の報告のとおり

決することに賛成の方は、賛成ボタンを押してください。 

（賛成者投票） 

◎議長（小池弘基君）  

全員賛成であります。 

よって、議案第58号は、委員長の報告のとおり可決いたしました。 

◎議長（小池弘基君）  

次に、議案第59号の討論に入ります。 

まず、原案に反対の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（小池弘基君）  

次に、原案に賛成の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（小池弘基君）  

ないようですので、これにて討論を終結いたします。 

これより、議案第59号を採決いたします。 

本案に対する委員長の報告は、可決であります。本案は、委員長の報告のとおり

決することに賛成の議員は、賛成ボタンを押してください。 

（賛成者投票） 

◎議長（小池弘基君）  

全員賛成であります。 

よって、議案第59号は、委員長の報告のとおり可決いたしました。 

◎議長（小池弘基君）  

議案第60号「令和５年度粕屋町一般会計補正予算について」、議案第61号「令和

５年度粕屋町流域関連公共下水道事業会計補正予算について」、以上２件を一括し

て議題といたします。 

本案に関し、委員長の報告を求めます。 

末若予算特別委員会委員長。 

（予算特別委員会委員長 末若憲治君 登壇） 

◎５番（末若憲治君）  
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議案第60号「令和５年度粕屋町一般会計補正予算について」、議案第61号「令和

５年度粕屋町流域関連公共下水道事業会計補正予算について」、付託を受けました

予算特別委員会での審査の経過と結果について一括して御報告いたします。 

なお、審査の経過については、議長を除く議員全員による審査でございますの

で、要点のみ御報告させていただきます。 

まず、議案第60号「令和５年度粕屋町一般会計補正予算について」は、既定の歳

入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ１億4,038万9,000円を追加し、歳入歳出予

算の総額を208億1,186万3,000円とするものです。歳入は、国庫支出金を１億

2,843万1,000円、諸収入を323万5,000円増額するものです。また、財源不足を補う

ため、財政調整基金から872万3,000円の繰入れを計上されております。一方、歳出

の主なものは、デジタル化推進事業費を475万2,000円、新型コロナウイルスワクチ

ン接種事業費を１億1,565万9,000円、消防設備設置補助事業費を517万円、町立幼

稚園運営管理事業費を1,052万3,000円増額するものです。 

議員間討議において、西幼稚園太陽光パネル設置に関して、環境に配慮した GX

の取組は重要なことと理解しているが、費用対効果もしっかり検討してほしい旨の

意見がありました。また、この西幼稚園の太陽光パネルは、GX 推進室設置前の計

画で、単独で検討した事業である旨の説明があったが、今年度、GX 推進室が設置

をされておりますので、公共施設全体の計画を立て、スケールメリットを最大限生

かせるよう、今後取り組んでいただきたい旨の発言がありました。 

予算特別委員会で慎重に審査いたしました結果、全員賛成で原案どおり可決すべ

きことに決しましたことを御報告いたします。 

次に、議案第61号「令和５年度粕屋町流域関連公共下水道事業会計補正予算につ

いて」でございます。補正の内容といたしましては、粕屋町汚水処理構想の見直し

に伴い、業務委託による委託料を増額するものです。粕屋町におきましては、平成

27年に粕屋町汚水処理構想を策定していますが、今回、国・県の計画見直しに伴

い、本構想についても見直しを行うものです。収益的支出につきまして、営業費用

を460万円増額し、12億4,451万6,000円とするものです。 

委員会内での審査において、今回、国・県が広域化・共同化計画を策定したこと

により、粕屋町も構想を見直すことになったのだが、粕屋町において、どのような

変更及び影響が出るのかという質疑に対し、施設面ではハード部分の見直し等はな

いが、管渠の維持管理などソフト面において、周辺の町と共同化できないか検討し

ていく旨の答弁がありました。 

予算特別委員会で慎重に審査いたしました結果、全員賛成で原案どおり可決すべ

きことに決しましたことを御報告いたします。 
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（予算特別委員会委員長 末若憲治君 降壇） 

◎議長（小池弘基君）  

本案は、委員長の報告のとおり、議長を除く議員全員での審査でしたので、質疑

を省略し、これより議案第60号の討論に入ります。 

まず、原案に反対の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（小池弘基君）  

次に、原案に賛成の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（小池弘基君）  

ないようですので、これにて討論を終結いたします。 

これより、議案第60号を採決いたします。 

本案に対する委員長の報告は、可決であります。本案は、委員長の報告のとおり

決することに賛成の方は、賛成ボタンを押してください。 

（賛成者投票） 

◎議長（小池弘基君）  

全員賛成であります。 

よって、議案第60号は、委員長の報告のとおり可決いたしました。 

◎議長（小池弘基君）  

続いて、議案第61号の討論に入ります。 

まず、原案に反対の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（小池弘基君）  

次に、原案に賛成の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（小池弘基君）  

ないようですので、これにて討論を終結いたします。 

これより、議案第61号を採決いたします。 

本案に対する委員長の報告は、可決であります。本案は、委員長の報告のとおり

決することに賛成の方は、賛成ボタンを押してください。 

（賛成者投票） 

◎議長（小池弘基君）  

全員賛成であります。 

よって議案第61号は、委員長の報告のとおり可決いたしました。 
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◎議長（小池弘基君）  

議案第62号「工事請負契約の締結について」、議案第63号「工事請負契約の締結

について」、議案第64号「財産の取得及び無償譲渡について」、以上３件を一括し

て議題といたします。 

本案に関し、委員長の報告を求めます。 

末若総務建設常任委員会委員長。 

（総務建設常任委員会委員長 末若憲治君 登壇） 

◎５番（末若憲治君）  

議案第62号「工事請負契約の締結について」、議案第63号「工事請負契約の締結

について」、議案第64号「財産の取得及び無償譲渡について」、付託を受けました

総務建設常任委員会での審査の経過と結果について、一括して御報告いたします。 

まず、議案第62号「工事請負契約の締結について」です。 

本議案は、駕与丁公園第１工区八ツ橋改修工事に関するものです。駕与丁公園の

八ツ橋は、設置から30年以上が経過し、上部工は木床板等の腐朽、下部工はコンク

リート製の桁や柱に剥離、ひび割れ等の経年劣化が見られます。令和３年度に実施

しました駕与丁公園施設長寿命化計画では、改修による安全性の確保が必要となっ

ており、この度の八ツ橋改修工事においては、上部工の床板を再生木材に、根太や

横桟はＧＲＰに改修を行います。また、下部工については、含浸材の塗布による表

面保護工を行うものであります。この工事を実施するに当たり、令和５年４月28日

に指名業者10社による指名競争入札を行ったところ、株式会社安武 代表取締役 

安武万紀子が、工事請負金額6,909万6,500円で落札いたしましたので、この者と契

約を締結するに当たり、条例の規定に基づき議会の議決を求められたものです。な

お、工事期間につきましては、契約効力発生の翌日から令和６年１月31日までとな

っております。財源といたしましては、国の社会資本整備総合交付金を活用するも

のです。 

委員会の審査におきまして、新しい橋の手すりの高さは、この図面からすると

600mm ぐらいになっている。現状の部分からすると、いくらか高くなっているとい

うのは、ここは小さいお子さんが来られ、現状のものでは落下の危険性があり、こ

の手すりをもっと高くしておかないと、子どもたちが落ちる可能性があると思われ

るので、この点の改善をお願いしたいという意見と質疑に対し、既存の300mm から

600mm に変更を行った。公園内施設としては、転落防止は600mm でよいことになっ

ている旨の答弁がありました。また、車椅子だと隙間があり、前輪が動きにくくな

る可能性がある。ユニバーサルデザインということで、そういった配慮がこの工事

は検討されているのか。やるのであれば、橋から先の石畳のところも、当然車椅子
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が歩きづらいような状況にあるので、そういう観点を持っているのかという質問に

対し、八ツ橋自体にはスロープで行けるような形になっている。ただ、今、手前の

石畳、その辺りについては今後検討をさせていただきたい。八ツ橋部分について

は、どうしても木で組んでいくので、今回の計画で行ってまいりたいと。石畳をス

ロープと同じように今後作っていきたい旨の答弁がありました。今回の工事におい

て、橋の手すりが600mm ということで、子ども等落下の危険性がある。安全面を最

優先して、スロープ等も同じ、今後もユニバーサルデザインの趣旨に沿った計画・

工事を行っていただきたい、という意見がありました。 

総務建設常任委員会で慎重に審査いたしました結果、全員賛成で原案どおり可決

すべきことに決しましたことを御報告いたします。 

次に、議案第63号の「工事請負契約について」です。 

本議案は、仲原川河川改修（鋼矢板護岸）工事を実施するものです。仲原川は、

一部コンクリート矢板護岸になっており、河床の洗掘が原因で、平成30年度に矢板

護岸の一部が倒壊し、補修工事を行った経緯があります。現在の護岸の状態では、

更なる倒壊の危険性があり、また、大雨による自然災害が発生した場合、隣接する

家屋、事業所へ甚大な被害が及ぶことが懸念されます。令和４年度に引き続き、仲

原川において、倒壊の危険性が高いと思われる令和４年度補修工事完了箇所から下

流側の64ｍの区間について、コンクリート矢板護岸を鋼矢板護岸に改修し、併せて

袋詰め玉石による根固めを行い、安全性の確保を図るものです。この工事を実施す

るに当たり、令和５年５月９日に一般競争入札を行ったところ、アスミオ．株式会

社 代表取締役 吉岡澄男が、工事請負金額１億2,119万5,800円で落札いたしまし

たので、この者と契約を締結するに当たり、条例の規定に基づき、議会の議決を求

められたものです。なお、工事期間につきましては、契約効力発生の翌日から令和

６年３月15日までとなっております。財源といたしましては、緊急自然災害防止対

策事業債を活用するものです。 

委員会の中で写真を見ると、令和４年度に施行したところの川の幅が狭くなって

いる。幅が狭くなっており水の勢いが強くなっていくのではないか。下流側は、水

草がたまっているところもあり、そうした場合に、当然、壁面工事がメインである

ことは分かるが、これによって、下流側に水の量の影響が出るのではないか。下流

側で水が溢れるようなことを懸念している。先に、下流側から、せめて浚渫だけで

もしておかなくて大丈夫か、という質疑に対し、流量の計算等をして大丈夫という

ことである。草とか、浚渫は、一応工事箇所を浚渫、草刈り、全部去年行っている

が、その後も草刈り、浚渫は順次行っていく。今からそういう計画をしっかり立て

ていきたい旨の答弁がありました。 
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総務建設常任委員会で慎重に審査いたしました結果、全員賛成で原案どおり可決

すべきことに決しましたことを御報告いたします。 

最後に、議案第64号「財産の取得及び無償譲渡について」です。 

今回、町で実施します、粕屋町電力・ガス・食料品等価格高騰重点支援事業（シ

ニア世代応援）は、新型コロナウイルス感染症の影響を受けている65歳以上の高齢

者へ経済的支援として、対象者約9,500人に対し、１人当たり2,200円の全国共通お

こめギフト券の給付を行うものです。この事業に用いる全国共通おこめギフト券を

購入し、無償譲渡を行うに当たり地方自治法及び条例の規定により、議会の議決を

求められたものです。 

今回、全国共通おこめギフト券ということだが、せっかくだから、粕屋産のお米

を買ってもらえるよう、チケット自体を作成しても良かったのではないか。また、

対象がシニア世代ということで、分かりやすい説明、周知を徹底してもらいたい等

の意見がありました。 

総務建設常任委員会で慎重に審査いたしました結果、全員賛成で原案どおり可決

すべきことに決しましたことを御報告いたします。 

（総務建設常任委員会委員長 末若憲治君 降壇） 

◎議長（小池弘基君）  

ただ今の委員長報告に対する質疑に入ります。 

質疑は、一括議案番号順にお願いいたします。 

質疑はありませんか。 

（声なし） 

◎議長（小池弘基君）  

ないようですので、質疑を終結いたします。 

これより、議案第62号の討論に入ります。 

まず、原案に反対の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（小池弘基君）  

次に、原案に賛成の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（小池弘基君）  

ないようですので、これにて討論を終結いたします。 

これより、議案第62号を採決いたします。 

本案に対する委員長の報告は、可決であります。本案は、委員長の報告のとおり

決することに賛成の方は、賛成ボタンを押してください。 
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（賛成者投票） 

◎議長（小池弘基君）  

全員賛成であります。 

よって、議案第62号は、委員長の報告のとおり可決いたしました。 

◎議長（小池弘基君）  

次に、議案第63号の討論に入ります。 

まず、原案に反対の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（小池弘基君）  

次に、原案に賛成の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（小池弘基君）  

ないようですので、これにて討論を終結いたします。 

これより、議案第63号を採決いたします。 

本案に対する委員長の報告は、可決であります。本案は、委員長の報告のとおり

決することに賛成の議員は、賛成ボタンを押してください。 

（賛成者投票） 

◎議長（小池弘基君）  

全員賛成であります。 

よって、議案第63号は、委員長の報告のとおり可決いたしました。 

◎議長（小池弘基君）  

次に、議案第64号の討論に入ります。 

まず、原案に反対の方の発言を許します。 

福永議員。 

◎１１番（福永善之君）  

議案64号に反対です。 

65歳以上の町民に対する１人当たり2,200円のお米券を支給する予算について

は、さきの４月臨時議会の一般会計補正予算で反対を表明しております。この議案

は、予算に紐づけての購入の相手方と契約する提案です。私は契約云々の話ではな

く、税金から物を配ったりする風習をやめなければならないと考えています。 

昨今、政府は、防衛費を増額するための財源、少子化対策を進めるだけの財源の

捻出に困難を要しているとのマスコミ報道があっています。財源がないと言いなが

ら給付金を出したり、物を配ったり、どこにそのような金があるのでしょうか。仮

にそのような金があるのなら、事務経費がかからない既存税を減税する、既存の扶
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養控除を拡大する、などのほうに予算を回したほうがよいのではないでしょうか。

給付がもらえない、ものがもらえない、ただ納税するだけの中間層の働くモチベー

ションは低下しているのではないでしょうか。2021年度の日本の GDP は世界で３番

目の経済大国です。しかし、国民１人当たりの GDP は世界27位となっているよう

に、近い将来、隣国の韓国に抜かれるでしょう。政治が中間層の労働意欲をそぐよ

うな政策を変換しなければ、国力が上昇することはないでしょう。 

以上の観点からこの議案に反対です。 

◎議長（小池弘基君）  

次に、原案に賛成の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（小池弘基君）  

次に、原案に反対の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（小池弘基君）  

次に、原案に賛成の方の発言を許します。 

（声なし） 

◎議長（小池弘基君）  

ないようですので、これにて討論を終結いたします。 

これより、議案第64号を採決いたします。 

本案に対する委員長の報告は、可決であります。本案は、委員長の報告のとおり

決することに賛成の議員は、賛成ボタンを押してください。 

（賛成者投票） 

◎議長（小池弘基君）  

賛成多数であります。 

よって、議案第64号は、委員長の報告のとおり可決いたしました。 

◎議長（小池弘基君）  

日程第５．「委員会の閉会中の特定事件（所管事務）調査」の件を議題といたし

ます。 

会議規則第75条の規定により、各委員長からお手元に配付のとおり、閉会中の調

査の申出があっております。 

お諮りいたします。 

各委員長から申出のとおり、閉会中の特定事件（所管事務）調査とすることに御

異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 
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◎議長（小池弘基君）  

御異議なしと認めます。 

よって、各委員長からからの申出のとおり、閉会中の特定事件（所管事務）調査

とすることに決定いたしました。 

町長から発言の申出があっておりますので、これを認めます。 

箱田町長。 

◎町長（箱田 彰君）  

去る６月２日に招集をいたしました、今議会におきましては、農業委員会委員並

びに教育委員会委員の任命同意、工事請負契約の締結や令和５年度補正予算案な

ど、数多くの議案の審議を賜り、活発な御議論を頂戴しながら、全ての議案に可

決・承認をいただきました。ありがとうございました。心から感謝を申し上げま

す。 

一般質問の中でも御質問を受け、答弁をいたしましたが、市制施行を目指した

様々な取組を今年度からスタートさせます。市制対策室をまずは経営政策課に設置

したところですが、市制準備プロジェクトチームの組織準備をただ今行っておりま

す。このチームは、機構改革チーム、職員研修チーム、そしてプロモーションチー

ムの３チームで構成し、総合的な推進を市制対策室で総括して行うこととしており

ます。広報かすや７月号で、町民意識調査結果のお知らせを掲載し、併せて御意見

箱ホームを設置し、市制に関する御意見、御感想を町民の皆さまからお寄せいただ

くこととしております。その後、広報や町のホームページなどで特集記事や市制準

備の特設サイトの開設などを行い、町民の皆さんに周知を図りながら、意見交換の

場づくりを行います。 

さて、いよいよこれから梅雨が本格化してまいります。時期が早い台風の接近も

これから予想され、災害リスクの対応として、昨年５月に改正施行された災害対策

基本法により、避難指示の発令など、住民の安全を最優先に、早めの危機管理を行

うことがより重要になりました。避難所開設や運営など、災害に対する対応におい

て、全ての職員が私と危機感を共有し、有事に備えることを、今一度徹底しておき

たいと思います。 

議会におかれましても、地方自治の両輪として、なお一層の御理解と御協力を賜

りますようお願いし、閉会に当たっての御挨拶といたします。 

本日はありがとうございました。 

◎議長（小池弘基君）  

これをもちまして、本定例会に付議されました案件の審議は、全て終了いたしま

した。 
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よって、令和５年第２回粕屋町議会定例会を閉会したいと思います。 

これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎議長（小池弘基君）  

御異議なしと認めます。 

よって、令和５年第２回粕屋町議会定例会を閉会いたします。 

（閉会 午前10時29分） 
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